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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　目次







序章　黄昏の流星

第一章　再会

第二章　シャトル・ファイター

第三章　苦い薬

第四章　黎明の流星

第五章　臨機応変と事後承諾

第六章　でたまか

第七章　蒼空の流星

第八章　宣言

あとがき







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: 序章　黄昏の流星]







　序章　黄昏たそがれの流星







　フィルマの家に連れん絡らくが来たのは、その日の夕方だった。

「はい、わかりました、時間までに必ず集合させます……ええ、荷物の件はわかっております」

　居間にある通信端たん末まつのスクリーンに映る市長に向かって、一生懸けん命めい答えている母親の声を聞きながら、フィルマは自分の足が細かく震ふるえていることに気付いていた。

　……ついに来たんだわ、私にも出頭命令が。

　異星人が発見されたというニュースがネットに流れたのは、一年ほど前のことだった。

　クラスの仲間たちが、人類防衛軍ができるかもしれないね、なんてことを話しながら大笑いしていたのを覚えている。

　……そう、あのときは、それは笑い話でしかなかった。

　悪い宇宙人が攻せめてくる……なんてことを誰だれも信じていなかった。

　そんな荒こう唐とう無む稽けいなことが、現実に起こるだなんて、誰も信じてはいなかった。

　私たちが信じていたのは、誰も皆みな、昨日と同じ今日、今日と同じ明日、それがずっと続くのだということだけだった。

「はい、わかりました、では、お役に立つようにしっかり娘むすめに、伝えておきますので」

　母は、スクリーンに向かって何度も頭を下げた後で通信端末の通話を切った。

　そして、しばらくじっとしたまま目を閉じていたが、やがて顔を上げると、泣きそうな目でフィルマを見て言った。

「第二次動員命令が出たそうよ、指定を受けている人間は全員、指定場所に出頭せよ……だって」

「ついこの間一次動員命令がかかったばかりなのに、もう二次動員がかかったの？」

　目を丸くしたフィルマに向かって、母親はうなずいた。

「それだけ、戦せん況きようが思わしくないんだよ。ザナックスの数はどんどん増えるのに、私らの星にはどこからも応おう援えんが来ないんだもの……街に出ても、耳に入るのは悪いウワサで、目に入るのは戦死した人の葬そう列れつだけだよ……」

　フィルマは、母親を元気付けるような口調で答えた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、お母さん。私は反射神経鈍にぶいからシャトルパイロットとしての適性は無いと思うの。私はきっと基地オペレーター要員よ、戦いに行くわけじゃないわ」

　母親の表情は変わらなかった。

「そりゃあシャトルに乗って飛んでいってザナックスと戦うパイロットに比べれば安全だろうけど……でも、あの感応端末とやらのせいで、心の病気になってしまうオペレーターが山ほどいるってウワサだよ。だから、次から次へと、どんどん動員しているんだって……オペレーターも兵隊と変わんないって」

　そのウワサはフィルマも聞いていた。

　フィルマの暮らすこの惑わく星せいウエストウィックⅡは、ローデス国内の大資本によって開発された惑星であり、各種の工業製品の生産プラントが数多く設置され、住民の八十％が、この生産プラントの従業員と、その家族だった。

　脱だつ出しゆつ用のシャトルが必要になったローデスは、この惑星のプラントにシャトルの大量生産を委い託たくしており、生産プラントは不ふ眠みん不休で脱出用のシャトルの生産に当たっていた。

　しかし、大だい反はん攻こう作戦の失敗によってこの計画は大きく狂くるい、この惑星ウエストウィックⅡは、ザナックスの勢力圏けんに取り残されてしまっていた。

　ザナックスは、侵しん攻こうする惑星を繁はん殖しよく用の畑にする前に、自分たちの繁殖に都合のよい環かん境きようを作り出すために、まず「隕いん石せき船せん」を惑星に降下させ、惑星上の生命体を絶ぜつ滅めつさせる因子をばら撒まき、惑星全土を「消毒」するのが常であった。

　惑星ウエストウィックⅡの守備隊は、シャトルを多数打ち上げ「隕石船」を大気圏で迎げい撃げきすることを決断した。

　それは、どう考えても無む謀ぼうな作戦だった。

　生産ラインさえ動かせばシャトルの数を揃そろえることはできる。しかし、そのシャトルを操縦するパイロットの数が決定的に不足していたからである。

　だが、ウエストウィックⅡの自治政府と守備隊は、この無謀とも呼べる作戦を決行せざるを得なかった。

　ウエストウィックⅡに配置されていた軍関係者の数は極きわめて少なく、また、兵士として適性のある成人男性や女性の多くは、すでにザナックスとの全面戦争に向けて徴ちよう兵へいされてしまっていたために、パイロットとして採用できるのは、徴兵年ねん齢れいに達していない十六歳から十八歳の若者しかいなかった。

　ウエストウィックⅡの行政府は、惑星全土の高校に対し、生徒全員に適性検査を受けさせ、その適性検査結果に応じて、防衛軍への入隊を命じた。

　拒きよ否ひすれば投とう獄ごくされ、逃とう亡ぼうすれば銃じゆう殺さつ。その無む慈じ悲ひともいえる決定を、ウエストウィックⅡの人々は支持した。

　それ以外に、惑星ウエストウィックⅡの住民が生き残る術すべはないということを、誰もが知っていたからである。

　フィルマは笑ってみせた。

「でもさ、どこに飛んで行って帰って来れるかどうかわからないパイロット候補生と違ちがって、私はどこにも行かなくていいんだから、その点だけは安心でしょ？」

「お前みたいな子供まで引っ張り出さなきゃならないなんて、どうかしてるよ」

「だって、若い方が精神が柔じゆう軟なんで、感かん応のう端たん末まつとかに慣れるのが早いし、反射神経とか運動神経とかも十代のほうが優すぐれているって、広報とかで言っているじゃない」

　母親は、大きなため息をついた。

「わかっちゃいるけどね、わかることと納なつ得とくするのとは別物なのさ……外で遊んでるエルマーを呼んできてちょうだい。あなたは今夜中に荷物をまとめるのよ。明日の朝六時に教会堂に迎むかえの地上車が来るんだって」

「朝六時？　そんなに急なの？」

　驚おどろくフィルマに向かって母親はうなずいた。

「そうよ、朝の九時に軍の教育施し設せつまで行かなくちゃならないんだから」

「うん、わかった……」

　フィルマは、うなずくと、外で遊んでいる弟を迎えに行くために玄げん関かんに向かった。

　ドアの外には夕暮れの中に家々が並ぶ、見慣れた光景が広がっていた。

　西に傾かたむいた夕日が並木道の両側に立ち並ぶ街路樹と、その向こうに建つ家々の外がい壁へきをオレンジ色に染め、少し離はなれたところに建つ集合住宅の日ひ陰かげ側の窓には、早くも明かりが灯ともり始めている。

　フィルマの家は、惑星ウエストウィックⅡの首都、アデンの郊こう外がいにある新興住宅地の中にある。

　フィルマの父は、この惑星にあるソフトウェア開発企き業ぎように勤める技術者だったが、三ヶ月前にローデス軍の軍属に徴ちよう用ようされ東方星域にあるローデスの軍ぐん需じゆ工場で働いていた。

　……私たちが、この星で孤こ立りつしていることを、お父さんは知っているはずだ。

　生き延びることさえできれば、助けが来て、私たちも安全な場所に避ひ難なんできると政府の広報は繰くり返して言っているけど、本当に助けが来るんだろうか？

　フィルマはそんなことを考えながら、街路樹の向こうにある公園から聞こえてくる子供たちの声に耳を澄すませた。

　きゃあきゃあと歓かん声せいを上げて走り回る低学年の子供たちの声に混じって、聞き覚えのある生意気そうな少年の声が聞こえてきた。

『はい、その攻こう撃げきは俺のクリーチャーの防ぼう御ぎよ能力でキャンセルね！』

『えー、そんなのねえよ！　その能力付ふ与よカード、汚きたねえよなー』

『お前のデッキの組み方が悪いんだよ、お前、攻撃ばっかで防御考えてねーじゃん！』

『だってよー、攻撃は最大の防御とか言うじゃんかー』

　……エルマーったら、またＬＳＩカードゲームやってるんだわ。お母さんが運動させるつもりで、外で遊んできなさい！　って言って追い出しても、公園のベンチに座り込んで友達とカードゲームやってるだけなんだもん……あれじゃ、ちっとも運動になりゃしない。

　フィルマは小さくため息をつくと、公園に足を向けた。

　緑の芝生しばふが広がるその公園には、十人ほどの子供が群がって遊んでいた。

　小学校の低学年くらいの子供たちが、きゃあきゃあ歓声を上げて、互たがいの身体からだにタッチしようとして、くるくると走り回っている。

　それは相手にタッチすると色が変わるセンサーを腕うでにつけて、次々に仲間を増やしていくゲットセンサーというゲームで、フィルマも小学生の頃ころに同じようにこの公園で走り回って遊んだ覚えがあった。

　……考えてみれば五年前には、私だってあの子たちのように、この公園できゃあきゃあ言いながら走り回っていたのよね。

　フィルマの記き憶おくの中に一人の男の子の顔が浮うかんだ。

　白い歯を見せて笑う見るからにイタズラ小こ僧ぞうという顔つきのその男の子を思い出すたびに、フィルマの心のどこかが温かくなる。

　……あのガキ大将くんは、今でも仲間引き連れて遊びまわっているんだろうか？

　半ズボン姿の少年が、仲間を引き連れて走り回っている姿に、昔の幼おさな馴な染じみの顔を重ねていたフィルマは、思わず笑ってしまった。

　……考えてみれば、あのガキ大将くんも私と同い年なんだもの、いくらなんでも今でも半ズボンはいてガキ大将やってるはずがないわよね。

　フィルマは、自分と同じ年頃になった、その男の子の顔を思い浮かべようとしたが、どうしても思いつかなかった。

　……あの頃は、毎日が楽しくて仕方なかった……何も考えずに夕方まで遊んでいても怒おこられなかった子供の頃に戻もどりたいなあ……。

　そう考えた自分に気が付いたフィルマは、小さく首を振ふった。

　いけないいけない、明日から軍人生活が始まるってのに、こんなところで追つい憶おくに浸ひたってる場合じゃなかった……えーと、エルマーはどこかしら？

　公園を見回したフィルマの目は、公園の奥に設置されたハイポリマー製の日よけの下にあるピクニックベンチに座っている三人の十二歳くらいの少年たちを捉とらえた。

　……いたいた、やっぱりあんなところでゲームやってる。

　フィルマは公園をまっすぐ突つっ切ってベンチに近づくと声をかけた。

「エルマー！　お母さんが呼んでるわ、早く家に戻りなさい！」

　その声が届いたのだろう、三人の少年の中で一番丸っこい身体をした少年が驚いたように振り返った。

「お姉ちゃん！」

　フィルマは、弟の友達を見回して言った。

「あなたたちも早く家に帰った方がいいわよ、お母さんとかお父さんとかが心配していると思うから」

「わかったよ、しょうがねえなあ……」

　エルマーはそう言うと不満そうな顔のままテーブルの上に広げられたカードを片付け始めた。

「じゃあ、この勝負の続きは、次の機会に、ってことで……」

「ちぇっ！　せっかく俺が勝ってたのになあ……」

「まあ仕方ないよ、今回はドローってことにしようぜ」

　エルマーの仲間たちは、不満そうな顔をしながらゲームを片付け始めた。そして、それぞれに持っていたケースの中にＬＳＩカードを収納すると、互いに顔を見合わせて言った。

「じゃあな、また明日！」

「おう！　また明日な！」

「明日こそ俺のパーフェクト勝利だぜ！」

「ふざけんな！　明日こそ俺の無敵デッキで返り討うちだ！」

　そう言い合いながら夕ゆう闇やみの迫せまる住宅街の道を小走りに、それぞれの家に帰っていく弟の友達の後ろ姿を見送ったとき。

　フィルマは、気が付いた。

　……明日？

　今、あの子たちは、明日って言ったよね？

　今日と同じ明日が来るって、何の疑問も抱いだかずに。

　でも、私の明日は今日とは違ちがうんだ。

　明日、私は防衛軍の兵士になる。

　帰ってこられるかどうか、生き延びることができるかどうか、わからない……。

　私の明日は、今日の続きじゃない。私の今日は今、ここで終わってしまったんだ。

　私が生まれて育ってきたこの街に、帰ってこられないかもしれないんだ……。

　フィルマは、胸むな元もとに両手を寄せると、その手をぎゅっと握にぎり締しめて、夕闇に沈しずんでゆく公園と住宅街の家並みを見つめた。

　視界の中で、夕闇の中に灯ともり始めた街灯が滲にじんで見えた。

「お姉ちゃん、どうしたんだ？　急に泣いたりして……」

　不思議そうな顔で見上げるエルマーに、フィルマは静かに言った。

「よく見ておきたかったの、この街を……私が生まれて育ったこの街の景色を……」

　フィルマはその場にしゃがみ込んでエルマーを抱きしめて言葉を続けた。

「あんたは、まだ子供だからわかんないかもしれない……自分が生まれて育った場所に戻れない……もう二度とそこに戻れないかもしれないと気づくのがどんな気持ちなのか……お姉ちゃんはね、明日、防衛軍に出頭しなくちゃいけないの。エルマー、あなた男の子なんだからしっかりお母さんを守ってね」

　姉の真しん剣けんな顔を見たエルマーは、神しん妙みような顔になってうなずいた。

「うん……」

　フィルマは、ゆっくり立ち上がると、赤あか紫むらさき色いろの夕闇の中に広がる住宅街の家々に、ぽつりぽつりと明かりが灯り始めるのを黙だまって見つめた。

　それは、いつもの光景だった。

　学校帰りに、友達と遊んだ後で家に帰るときに、いつも見てきた光景だった。

　……ごくありふれた、どこにでもあるありきたりの光景。でも、この光景が、どんなにかけがえの無い光景だったのか、私は今、初めて知ったような気がする。

　立ち尽つくすフィルマを見上げて、エルマーが、ぽつりと言った。

「お姉ちゃん、早く帰ろうよ、お母さんが呼んでいるんだろ？」

「え？　あ、そうね、帰らなくちゃね」

　我に返ったフィルマが、そう答えたとき、弟のエルマーが空を指差して叫さけんだ。

「あ、流れ星！　すげえ！　でっかい！」

　見上げたところに、流星があった。

　いや、それは流星と呼ぶには、あまりにも大きな光の球だった。

　赤紫色の夕暮れの空を切り裂さくように白いガスの尾おを引き、落ちてゆくその光の球は、街路樹の向こうを通り過ぎたときに、閃せん光こうを発して、そのまま十五、六個の光の破は片へんに分ぶん裂れつした。

「うわ！　爆ばく発はつした！　お姉ちゃん、あれ、隕いん石せきか？」

　フィルマは首を振ふった。

「隕石じゃないわ、きっとザナックスよ。ザナックスの隕石船が撃げき墜ついされたんだと思う」

　エルマーは目を輝かがやかせた。

「じゃあ、シャトルがやっつけたのか！　防衛軍が勝ったんだね！」

　フィルマは空を見回した。

　下半分を夕日で赤く染めた積雲が浮うかぶ紫色の夕暮れ空には、星の他ほかに光るものも動くものも無かった。

「迎げい撃げきしたシャトルは、きっと別の場所に降りたんだ……もしかしたら南半球かもしれないね……」

　エルマーは、夕暮れ空に向かって手を振り回しながら言った。

「ザナックスなんか怖こわくねえぞ！　いくら攻せめてきたって、迎撃シャトルで全部撃うち落としてやるからな！」

　夕空に、いくつもの光の筋が流れ始めていた。

「エルマー、見て、あれが本当の流れ星よ」

「あれは、本当はすごく小さいんだって、学校の先生が言っていたよ、あれは宇宙のゴミが重力に引かれて落ちて燃えているんだって……」

「うん、きっとさっき落ちたザナックスの船の破片が燃えているんだろうね」

　フィルマは思った。

　……今はまだ、散発的に隕石船を送り込んできているだけだから、なんとか対応できるけど。ザナックスが本気になって、一度に何百何千という船を送り込んできたら……もし、あの流星のすべてがザナックスの隕石船だったら……。

　フィルマは、自分の想像を振り払はらうかのように首を振ると、弟に言った。

「さあ、早く帰りましょ、お母さんが待ってるわ」




　この日、ウエストウィックⅡの衛星軌き道どう上に、転移してきたザナックスの隕石船百七十七隻せきは、すべて、迎撃シャトルによって撃墜された。

　迎撃のために打ち上げられたシャトルは二百七十六機。そのうち二十六機が未み帰き還かんとなり、二十八機が着陸に失敗し、パイロット四十二名が死亡と判断された。

　そして、パイロットと感応状態にあったオペレーター十五名が精神障害を引き起こし、任務を解かれた。







[image: 第一章　再会]







　第一章　再会







　指先の感覚が無かった。

　いや、指先だけではない、両手両足、そのすべての感覚が無かった。

　ぼんやりとした灰色の意識の中で、マイドが最初に感じたのは自分の四し肢しの感かん触しよくが完全に喪うしなわれていることだった。

　マイドは目を開けようとした。しかし顔の随ずい意い筋きんが全く反応しなかった。

　そして、マイドは顔だけではなくすべての運動神経が完全に意識と切り離はなされていることを知った。

　聴ちよう覚かくも切り離されているのだろう、何一つ……自分の呼吸音すら聞こえない。

　……これは、どういうことだろう？

　身体からだと意識が完全に分ぶん離りしたような感触の中で、マイドは自分の記き憶おくをたどっていた。

　……僕は、トーダ叔父おじさんと一いつ緒しよに探検船リバティ・ベル号に乗って、ザナックスの支配下にある惑わく星せいリオナに向かっていた。

　そこにある生物化学研究所に、たった一人で生き残っていたピクスという人と連れん絡らくを取り、ザナックスの幼生体が感染する微び生せい物ぶつについてのデータを採取してもらうために。

　そして、データを持ち帰る途と中ちゆうで、僕たちはザナックスの攻こう撃げきを受け……カクテルを作るバーテンダーの振るシェイカーの中の氷になったかのような衝しよう撃げきと、そして痛みの中で……僕は意識を失った。

　……僕は死んだのだろうか？……いや、死んでいるわけではなさそうだ。

　もっとも、死んだ経験があるわけじゃないから、断言はできないけど、僕は以前、これによく似た経験をしたことがある。

　帝てい国こくから皇太子爆ばく殺さつ犯はんの汚お名めいを着せられた僕は、帝国の監かん視し網もうをくぐるために、自分自身を炭素凍とう結けつして荷物に紛まぎれ込ませてネオ・アウトニアに帰還した。

　その、炭素凍結から解凍されて、目覚めたときも、確か、こんな感じだった。

　最初に目覚めたのは意識で、それから徐じよ々じよに身体の感覚が戻もどって来たのを覚えている。

　そう、あのとき。僕の意識に最初に飛び込んできたのは……今にも泣きそうなメイの声だった。

　かすかな人の話し声と、そして自分の呼吸音が、灰色の霧きりに閉とざされた意識の向こうから少しずつ聞こえて来たのを覚えている。

　そのとき、マイドは、自分の聴覚が戻ってきているのに気が付いた。

　そうか、きっと僕はビジルに……探検船リバティ・ベル号の管理用電子人格に……冬とう眠みんさせられていたんだな。

　あのとき僕とトーダ叔父さんが着込んだ外がい殻かく型宇宙用作業服には、非常時に着ている人間の生体代謝機能を落とし冬眠状態にして宇宙服を脱だつ出しゆつ用のポッドの代用品として使用できるような機能が搭とう載さいされていたに違ちがいない。

　……ゆっくりと。

　意識の中に自分の身体の感覚が戻って来る。

　どこか遠くの方で聞こえていた人の話し声が、理解できるほどに耳に届く。

「……のまま覚かく醒せいさせるより……した方が……」

「……なら……の方が効果が速い……確かにそちらの方がいいだろう」

　……ああ、あの声には聞き覚えがある。

　あれは、オーバーロード号の医局長さんの声だ。

　と、いうことは、僕は今、探査船オーバーロード号に収容されているに違いない。

　トーダ叔父さんは無事なんだろうか？

　僕たちが持ち帰ったデータはどうなったのだろう？

　霧の向こうから半泣きの女性の声が聞こえた。

「マイド先生……大だい丈じよう夫ぶです。もうすぐ身体機能が回復しますよ……！」

　……なんで……この人は僕のことをマイド先生と……？

　そこまで考えたとき、意識の中に光を感じた。

　目の前を動く薄うすいピンク色のぼんやりしたかたまり。

　それが、目の前を歩いている看護師の白衣だと気付くのと同時に、全身のすべての感覚が一気によみがえった。

　清潔なシーツの匂におい、看護師と医師の会話、ぼんやりと熱を持つ四肢の指先。

　……ここは、病室か……僕は入院しているんだな。

　首を動かして、あたりを見回そうとしたマイドに気付いたのだろう、マイドの横に付き添そっていた看護師の一人が、歓よろこびの色が混じった声で小さく叫さけぶように言った。

「あ！　気が付かれたようです！」

　振ふり返って、マイドの顔をのぞき込んだ医局長は、マイドの目に意思の輝かがやきがあるのを確かく認にんすると、微笑ほほえんで言った。

「おかえりなさい、マイド閣下。今はまだブロッカーが効いているので、話すことはできませんが、もう数時間もすれば、ごく普ふ通つうに会話できるようになりますよ。普通ならもっと早く簡単に冬眠状態から復帰できるのですが、ザナックスの探査を逃のがれるために、ビジルが取った処置は冬眠というより仮死状態に近いものでしたので、いささか時間がかかりました」

　マイドの目が、何かを聞きたいと訴うつたえているのを見て、医局長はあわてて言葉を付け足した。

「トーダ博士も無事ですから、安心して下さい。隣となりの病室にいますが、元気になれば、扱あつかいにくい患かん者じやのモデルケースになりそうですな……それと、閣下とトーダ博士が手に入れたデータの方も無事ですよ。今、探査機構のアティーブ博士をリーダーにした特別プロジェクトチームを編成してデータの解かい析せきを行っております」

　マイドの目に、やっと納なつ得とくした表情が浮うかんだのを見て、医局長は小さくため息をついた。

「どうやら話せるようになったら、質問攻ぜめに合いそうですな……聞かれる前に答えておきますが、安静にしていただくのは二十四時間だけで結構です。そのあとは積極的に身体からだを動かして……要するにリハビリですな、これをやっていただければ、一週間後には歩きまわることも可能です。この探査船オーバーロード号が帝てい星せいに帰き還かんしたら、自分の足でタラップを降りて下船できるということですな……えーと他ほかに何かあったかな？」

「先生、ケルプワイン艦かん隊たいの消息を教えてさしあげないと」

　考え込んだ医局長に向かって、マイドの横にぴったり付き添っていた銀色のショートカットの髪かみを持つ、小こ柄がらなバイオノイド看護師が助け舟ぶねを出した。

「え？　ああ、そうだった、ありがとうエリクシール君」

　医局長はそう言って小さく頭を下げた後で、マイドに向き直った。

「ローデスの中で孤こ立りつしていたケルプワイン艦隊だが、閣下のお仲間が無事に救出に成功しましたよ。なんでも、重力障しよう壁へきを突とつ破ぱできるニーモドライブとやらを搭とう載さいした艦を使ったとかで……むしろ、そっちのせいで、帝てい国こくの工学技術界は大おお騒さわぎです。原理がどうのこうの騒いでる工学博士の連中などほったらかして、帝国軍はさっそく量産化を決定したそうですよ。ローデス領内に取り残されている人々を救出するために強ごう襲しゆう揚よう陸りく艦かんを主体とした救出艦隊を編制する計画が進んでいるらしい……閣下に伝えるべきことは、こんなところですな……」

　医局長たちが去って行ったあとの病室には、看護師のエリクシールだけが残っていた。

　一人になったエリクシールは、病室の中をぱたぱたと動き回った。

　空調や点てん滴てきの様子を確認して、サイドテーブルの上の医い療りよう用デバイスのチェックシートを確認して……ベッドサイドのゴミ箱の中身を処分して……そして、やることがなくなったのだろう、しばらく途と方ほうにくれたように病室の中を見回していたが、やがて、壁へき面めんから補助シートを引き出して、そこにちょこんと座った。

　ベッドに横たわるマイドは、そのエリクシールの視線を感じながら目を閉じていた。

　……不思議だ。

　普通なら、誰だれかに見られていたら気になって仕方が無いはずなのに。この人に見られていると安心する。

　なぜだろう？　なんだかとっても懐なつかしいような、身体の中が暖かくなって行くような、そんな気分だ。

　そういえば、僕は以前にもこれと似たような気分になったことがある……あれは、いつのことだっただろう……。

　そして、マイドの意識は眠ねむりの中に落ちていった。




　次の日から、マイドとトーダのリハビリテーションが始まった。

　二人とも短時間とはいえ、完全に仮死状態に置かれ精神と肉体の分ぶん離り状じよう況きようが続いていたために、四し肢しの末まつ端たんに神経系統の異常が生じていた。簡単に言うならば脳が手足の動かし方を忘れた状態になっていたのだ。

　マイドはベッドに上半身を起こし、両手をリハビリマシンに突つっ込んでいた。このリハビリマシーンは、指先の感かん触しよくと運動能力を回復させるもので、内部にある細かい突とつ起きの付いた柔やわらかい樹じゆ脂し製の板を指で触さわって、動く突起と動かない突起を探さぐり出し、動く突起を素す早ばやく押す、というものだった。

　最初の頃ころは思ったように指が動かなかったマイドだったが、一時間ほどで慣れてきて、終わりの頃には正常のスピードにかなり近づいていた。

　ベッドの横に座って、リハビリマシンの入力数値を記録していたエリクシールが、嬉うれしそうに言った。

「初日からこの数字が出せるなら、思ったより早くリハビリが終わりそうですね」

「……なら、いいんだけどね」

　考え込むようにして答えたマイドを見て、エリクシールは小さくため息をついた。

「マイド閣下って、素直に喜ぶってことありませんよね。いつも、裏を読むというか何というか、用心深くって」

　マイドは寂さびしそうに笑った。

「うーん、そうかもしれないな……僕は、あのアウトニアが滅めつ亡ぼうしてから、一分一秒とて気が抜ぬけない状況にいたからね、癖くせになってしまったのかもしれないな……」

　エリクシールは、痛々しいものを見るような目でマイドを見た。

「お尋たずね者として二年も、帝国中を逃にげ回っていたのですから、そんな風に考えてしまうのは、仕方ないのかもしれませんけれど、もう、今は誰もあなたを犯罪者だとは考えていません。その逆です。だから、少しでもいいことがあったら喜んでもいいんじゃないかと思いますよ……」

　エリクシールは、ちょっと舌を出して言葉を続けた。

「まあ、ザナックスの危機が迫せまっているこのときに、喜んだり楽しんだりするのは、ちょっと不ふ謹きん慎しんだ、って言われそうな気もしますけど」

「楽しむ……か」

　マイドは複雑な表情で考え込んだ。

「前向きに物事を考えなくちゃいけないということは、わかっているつもりなんだけどね、どうにも気がかりなことがあるんだ」

　エリクシールは、眉まゆをひそめた。

「ザナックスのことですか？」

「それもあるけど……やっぱりアウトニアのことかな」

　寂しそうな微び笑しようを浮うかべて小さく首を振ふるマイドを見て、エリクシールは目を見開いた。

「どうしてですか？　アウトニアは復興が決まったのでしょう？　あなたを皇太子爆ばく殺さつ犯人に仕立て上げていたマルス家は公職を追われ、アリクレストはローデスの地で死にました……もう、あなたを苦しめる人はいないんですよ？」

　マイドの寂しそうな微笑は変わらなかった。

「確かに君の言うとおりなんだと思う。アウトニアは復興し、マルス家は帝国の表おもて舞ぶ台たいから消えた。僕と、アウトニアの国民を苦しめていた存在は今、跡あと形かたも無く消えた。でもね、僕は楽しむわけにはいかないし、喜ぶわけにもいかないんだ……僕には責任がある……メイ・シザーズという責任がね」

　エリクシールは息を飲のんだ。

「メイは……彼女は今もあの医療センターのカプセルの中にいるんだ。アウトニアの復興が決まって、かつてのアウトニアの国民はみんな喜んでいる……なのに、一番苦労した……一番アウトニアの復興を願っていたメイだけが、そのことを知らない……」

　そして、マイドは、エリクシールを見て、ゆっくりと言葉を付け足した。

「彼女をそんな目に遭あわせたのは……僕なんだよ……」

「そんな……」

　エリクシールは、目を見開いたまま両手を胸の前で握にぎり締しめ、小さくいやいやをするように首を振った。

　マイドはそんなエリクシールの表情に気付かぬように、言葉を続けた。

「僕はね……メイが目覚めるときを、心の底から熱望している……そしてそれと同時にそのときが怖こわくて仕方が無い。目を開けたメイの顔を僕は見ることができないかもしれない。

　僕は、彼女に何と言えばいいのだろう？　ずっとその言葉を探してきたんだ……でも、僕には、まだその言葉が見つからない……罪を償つぐなう言葉が見つからないんだ」

　エリクシールは、もう一度首を振ると、つぶやくように言った。

「言葉なんかいらない……いらないと思います。だって、それはマイド閣下の責任でも罪でもありません！　もし、責任や罪があったとしても、それはもう、充じゆう分ぶんに果たしているじゃないですか！」

　はっとするように顔を上げたマイドが見たのは、両目に涙なみだを溜ためたエリクシールだった。

「考えてみて下さい。マルス家の専制が潰ついえたのは誰だれの力ですか？　アウトニアが再興されることが決定されたのは誰のおかげですか？　メイ王女に誓ちかったアウトニア再興の約束を、あなたは立派に果たしたではないですか！　このうえ、誰があなたを責めるというのですか？　　……もう充分です……あなたはもう、充分にメイのために尽つくしてくれました。あなたは目覚めたメイに何も言わなくていいんです。黙だまって、笑って、抱だきしめてあげて下さい！　メイが望んでいるのは……きっと、それだけです」

　マイドは、しばらく黙ったままエリクシールを見ていたが、やがて優やさしく微笑ほほえんだ。

「……ありがとう。まるで、メイに言われているような気がしたよ」

　エリクシールは、驚おどろいたように目を見開いた後で、真っ赤な顔になって頭を下げた。

「あの、あの、すみません！……もし、メイ王女様だったら、きっとこんな風に考えるんじゃないかなと思って、思わず……」

　マイドは優しい微笑を浮かべたまま首を振った。

「いや、お礼を言うのは僕の方さ。なんとなく気分が楽になった」

「あ、いえ、こちらこそ、その……」

　エリクシールは、真っ赤になったまま、その場から立ち去るための理由を探すようにあたりを見回して、マイドのベッドの上に置かれたリハビリ用の機材に目を留めた。

「あ、そうだ、トーダ博士もこれを使うプログラムになっているんです。私、届けてきます！」

　そう言い残して、エリクシールはリハビリマシンを押しながら逃げるように病室を出て行った。

　やがて、エリクシールが、小さなケータリングケースを持って病室に戻もどって来た。

　怪け訝げんな顔をするマイドに向かって、エリクシールは手に持ったケースを持ち上げて微笑んだ。

「医局からコーヒーセットをもらってきました。リハビリが一段落しましたし、ちょっと息いき抜ぬきをしませんか？」

「コーヒーか……そういえばしばらく飲んでいないな……でも、カフェインとか大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

　心配そうにつぶやいたマイドに向かって、エリクシールは、大丈夫、という風にうなずいて見せた。

「ええ、フカンジュ先生の許可はもらってあります。濃こいものをがぶ飲みしなければ、問題は無いだろうとのことでした」

「そうか、なら大丈夫だ」

　ほっとしたような口調で答えたマイドに微笑みかけてから、エリクシールはコーヒーのパックを開けた。

　封ふうを切ったとたんに、部屋の中に漂ただよい始めたコーヒーの香かおりを嗅かいだマイドが意外そうな口調で言った。

「圧縮パックじゃないんだね」

　ケータリングケースの中に入っているコーヒーメーカーを取り出したエリクシールは、その中にコーヒーパウダーのパックをセットしながら答えた。

「ええ、パックコーヒーは手軽で手間いらずですけど、なんというか風ふ情ぜいがありませんでしょう？　気分転てん換かんをするには、こうやって、レギュラーコーヒーを作るプロセスも大切だと思うんです」

「言われてみればそうだね、仕事中にコーヒーを飲むだけでは、意識は仕事に向いたままだけど、コーヒーを作るとなれば意識は仕事から離はなれるものね。時々そうやって完全に意識を外すことも大切なのかもしれないな……」

　エリクシールは微笑ほほえんだ。

「マイド閣下は、薄うすめのブラックがお好みでしたよね」

「よく知っているね」

　エリクシールはちょっと赤くなりながら答えた。

「ええ、勉強しましたから……マイド閣下の専属になるために」

「専属？　僕の？」

　驚いたように目を見開いたマイドを見てエリクシールも同じように目を見開いた。

「え？……あ、いけない！　そういえば申しあげておりませんでした！」

　エリクシールは、あわててマイドの方に向き直り、頭を下げた。

「申し遅おくれました。マイド閣下のリハビリその他の身の回りのお世話をする専属看護師として、私、エリクシール・ライトが指定を受けました。ふつつか者ですが、よろしくお願いします！」

　そのとき、エリクシールが手を離したコーヒーメーカーから、いきなり蒸気と共にコーヒーの混じった泡あわが盛せい大だいに噴ふき出した。

「きゃあ！　あ、ととわ！」

　エリクシールは、あわててコーヒーメーカーを持ち上げたが、中身の三分の一ほどがケータリングケースの中にあふれてしまった。

「も、申し訳ありません！」

　何度も頭を下げるエリクシールを見て、マイドは笑って首を振ふった。

「いや、いいよ、それよりヤケドしなかったかい？」

「ええ、それは大丈夫です、すみません……目を離してしまって……私の不注意でした。マイド閣下にお出しするコーヒーが……」

「ちょっとぐらい量が減ったって構わないさ、それに、コーヒーを作るということは仕事から意識を外すという意味もある、という僕の説の証明ができたんだ、感謝しているよ」

　エリクシールは真っ赤になってうつむいた。

　あふれさせたコーヒーセットを片付けるため、そそくさと部屋を出て行ったエリクシールを見送って、マイドはつぶやいた。

「一生懸けん命めいだけど、どこか、そそっかしいドジっ子属性か……」

　そしてエリクシールが作ってくれたコーヒーを一口飲んだマイドは小さくうなずいた。

「めちゃくちゃ不味まずい……参ったな」

　マイドはベッドに上半身を起こしたまま考え込んだ。




　帝てい星せいに向かって航海を続ける探査船オーバーロード号の船内にある病室で、マイドがエリクシールの淹いれてくれた不味いコーヒーを飲んで考え込んでいた頃ころ。

　同じように帝星に向かって航海を続けているアウトニア王国専用船シザーズ・クイーンⅡの船内にある治ち療りよう室しつでは、女の子たちの黄色い声が飛び交かっていた。

「いいよ、オノチお姉ちゃん、そんなに大げさな包帯なんか、ちょっと頭ぶつけただけなんだから、そんな包帯していたら、ワタルが心配しちゃう！」

　治療室の椅い子すに座って、抗こう議ぎするアーヤに向かって、オノチは首を振った。

「何言ってるのよ！　心配しちゃうんじゃない、心配させるんだ！」

　オノチは手に持っている大きな白い救急外傷治療用の医い療りようパッドを振り回しながら言葉を続けた。

「いい？　まず入港する前に、私がワタルに『アーヤが怪け我がをした』ということを伝える。そして心配しながらあんたに会いに来たワタルが見たものは、頭に包帯を巻いた、痛々しいあんたの姿だった……それでも気き丈じように微笑ほほえむあんたを見て、ワタルの気持ちはあんたに急接近！　これよ！　心配させて初めて一歩前進なんだよ。ライバルに差をつけるのよ！」

　横でオノチの話を聞いていたヨニが、ほわわん、とした口調で言った。

「そうですわねえ、コーリンちゃんは、最近、身体からだの成長が著いちじるしいですからねえ……」

　ヨニの言うとおりだった。どう見ても十歳かそこらにしか見えなかったはずのコーリンが、最近背が伸のび、体つきも十四、五歳くらいに成長していたのだ。

　アーヤは、唇くちびるを尖とがらせて、ぽつんと言った。

「あんなに急に胸が大きくなるなんて、反則だと思う……」

　オノチがうなずいた。

「うん、マリリン姉あね御ごが成長促そく進しん剤ざいを投とう与よしたって話だけど、それにしてもあんなに急に成長するもんかなあ？」

　ヨニが、ふにゅうと笑った。

「あらあ、コーリンちゃんはこう言ってましたよん『マリリンから、ひみつのおくすりをもらったのじゃ』って……」

「うゎあああ！　めっちゃ怪あやしいじゃん！　きっとナニか別のものが入ってんだよそれ！　成長促進剤だけじゃなくて」

　オノチが笑いながら叫さけんだとき、治療室の通信モニタースクリーンから、呼び出し音が聞こえて来た。

「あれ？　呼び出しだ、どうしよう」

　オノチは慌あわてて治療室の中を見回した。

「看護師のミュールさんは、医局の方に呼ばれて行っていますしねえ」

　困ったような顔でそう言ったヨニが、通信モニターに近づいたときパーソナル反応を感知したのだろう、そのまま通信端たん末まつのスイッチが入った。

「あら、どうやら私あての通信だったみたいですわ」

　ヨニが目を丸くするのと同時に通信モニターに、メス猫ねこカルテットの最年長で、リーダー役のネカンが映った。

　ネカンは心配そうな顔で聞いた。

『どうしたの？　アーヤの具合、そんなに悪いの？』

　ヨニの後ろにいたオノチが、慌てて手を振って見せた。

「あ、いや、たいしたことはない、おでこの上に、たんこぶ作っただけだよ。一応スキャンしてみたけど、異常無しだってさ」

『そう……なら良かった。あんたたち二人で付き添そって行ったきり帰ってこないから心配しちゃったじゃないの、処置が終わったらさっさと帰ってきて。入港スケジュールが変わったから、格納庫の片づけをやんなきゃいけないのよ』

　ヨニが相変わらずの気の抜ぬけた口調で聞いた。

「あらあ、この船は帝星ブックスに行って、ケルプワイン艦かん隊たい救出の功労者として、皇こう帝てい陛下から、じきじきにお褒ほめのお言葉をたまわるはずじゃなかったんですのぉ？　そのためにみんなドレスとか一生懸命になって揃そろえたじゃないですかぁ」

　ネカンは肩かたをすくめた。

『そうだったんだけどね、なんでもニーモドライブの量産化が決定したらしいのよ。で、唯ゆい一いつ実用化に成功しているこのシザーズ・クイーンⅡを、帝国軍船せん舶ぱく工こう廠しようがあるギランに持って行くことになったんだってさ。表ひよう彰しよう式しきと宮中晩ばん餐さん会かいはおあずけだって』

「ちぇっ！　楽しみにしてたのになあ」

　頭の後ろで腕うでを組んでふくれっ面つらをするオノチを見て、ネカンは笑った。

『まあまあ、そう悪いものでもないわよ。そっち関係のスケジュールが全部なくなった分、全部お休みだって。ゆっくり羽根を伸ばせるわよ』

　そして、ネカンはアーヤに向き直って微笑ほほえんだ。

『それでね、これはアーヤにとってはいい知らせかもしれないわね……』

「え？　私？」

　びっくりしたように目を見開いたアーヤに、ネカンはうなずいて見せた。

『帝国軍は、ニーモドライブを使って強ごう襲しゆう揚よう陸りく艦かんを主体とした救出艦隊を編制し、ローデス領内に取り残されている惑わく星せいの住民を救出する作戦を決定したわ。この救出艦隊は全部、対ザナックス用に設計された新型艦で、現在ギランの船舶工廠で全艦にニーモドライブを搭とう載さい中なんだって……で、その艦隊の中にワタルの艦も入ってるのよ』

　アーヤは目を輝かがやかせた。

「じゃあ……ギランに行けば、ワタルに会えるのね！」

『そういうことよ、だから、早く戻もどってきて格納庫の掃そう除じをしてちょうだい。明日にはギランに到とう着ちやくするんだから』

「わっかりましたー」

　オノチが敬礼すると、ネカンはくすっと笑って通信を切った。

　灰色のモニタースクリーンから視線を外したオノチは、小さくうなずくと振ふり返った。

「……というわけで、アーヤ。包帯ぐるぐるにするわよ！　女の子が、包帯でぐるぐる巻きになっている、っていうシチュエーションはね、それはそれでマニアが多いのよ。

　この船が、明日にはギランに到着して、そこでワタルと会える、という情報は、コーリンの耳にも当然入っているはずだ。コーリンのカードが『お色気』なら、あんたが切るカードは『病弱！』これしかない！　格納庫で戦せん闘とう艇ていに頭ぶつけて作ったたんこぶを最大限に利用する……」

　オノチは、アーヤをびしっと音がするほどに指さして付け足した。

「名づけて、災わざわい転じて福となす作戦！　行くわよ！」

　その勢いに、アーヤは思わずうなずいてしまった。

「う、うん」

「よーし、まずは額に包帯、んでもって左目に眼帯ね」

「オ、オノチお姉ちゃん、私、目はなんともないよ？」

「何言ってんのよ、美少女キャラで怪け我がをしているとなれば、眼帯は外せないわ」

「そういうものなの？」

「そういうものなの！」




　……五分後、オノチの処置を受けたアーヤを見たヨニがぽつりと言った。

「……ミイラ女？」

　全身包帯でぐるぐる巻きになったアーヤが半泣きになって言った。

「オノチお姉ちゃん、やりすぎだよ～」

「……ちょっとやりすぎたかな」

　胸の前で腕を組んで、自分が作ったミイラ女の実物大フィギュアを見ていたオノチがつぶやいたとき、処置室の中に、女の人の声が響ひびき渡わたった。

「なにやってるんですか！　医い療りよう備品は玩具おもちやじゃありませんよ！」

　見ると、出入り口に、白衣を着た看護師が、眉まゆと耳を逆立てて立っていた。

　ピンク色の髪かみの毛の脇わきから同じ色の柔じゆう毛もうに包まれた二つの猫ねこ耳みみをつん、と尖とがらせたその看護師は、惑星サングリューからやってきた亜あ人じんのミュールだった。

「包帯はリサイクル可能品ですけど、その眼帯と医療パッドはディスポなんですから！　無む駄だ使いしないで下さい！」

　ディスポとは、使い捨ての品物の総そう称しようだ。こういった医療用の品物の多くは滅めつ菌きん済みのパックに密みつ封ぷうされており、パックを開けてしまえば、あとは捨てるしかない。

「あ、いえ、遊びじゃないよ、アーヤが頭ぶつけて額にたんこぶ作っちゃったから……」

「頭の打だ撲ぼく傷しようで、どうして眼帯したり、足に包帯巻かなくちゃならないんですか！」

「そこは、やっぱり病弱系の演出に必要かな？……と」

　ミュールは、左手を白衣の腰こしに当てると、右手でオノチを指さして言った。

「さっき、私は医療備品は、玩具じゃないって言いましたよね？　ついでに付け足します……医療備品は、コスプレの道具でもありません！」

　ミュールに医療処置室を追い出されたアーヤとオノチとヨニの三人組は、とぼとぼと、格納庫に向かって歩いていた。

　アーヤの額に当てられている医療パッドと、それを押さえている簡単な包帯を見て、オノチがため息をついた。

「うーん、ダメだ、それじゃあちっとも痛々しくない。それじゃあコーリンに負けちゃうな」

　アーヤは笑って首を振った。

「ううん、私はこれでいいと思う。コーリンに負けたくない気持ちはあるけど、それよりワタルに噓うそつかないで済む。私、そっちの方が嬉うれしい」

　ヨニが、にっこり笑って、いつものようにぽややんとした口調で言った。

「恋こいのテクニックはいろいろありますけどぉ、もしかしたら正直とか誠実というのが、一番強いのかもしれませんわよぉ」

　アーヤはうなずいた。

　……ヨニ姉さんの言うとおりだと思う。

　確かに、私が怪我をしたと言えば、ワタルはきっと心配してくれる。もしかしたら私のわがままを何でも聞いてくれるかもしれない。

　でも……それが嬉しいのは、きっと最初だけだ。

　そのうちにきっと胸が苦しくなる。だって、それは、本当のことじゃない。

　噓ついたり飾かざったりしたことは、きっと長続きしない。

　私はワタルとずっと一いつ緒しよにいたい。ずっとずっと、死ぬまで一緒にいたい。だからこそ、ワタルに噓ついちゃいけないんだ。

　アーヤは小さくうなずいて、自分にそう言い聞かせた。




　シザーズ・クイーンⅡのメインブリッジから見える惑わく星せいギランは、奇き妙みような形をしていた。

　惑星そのものの形が奇妙なのではない。惑星はごく普ふ通つうの人類居住可能な水・酸素型の青い球体をしている。

　普通の惑星と違ちがうのは、惑星ギランの南極と北極にある自転軸じくから宇宙空間に延びている軌き道どうエレベーターの先に巨きよ大だいな構築物が浮うかんでいる、という点である。

　この南極と北極の衛星軌道上にある二つの構築物こそ、このギランの名前を帝てい国こく全体に知らしめている帝国軍の船せん舶ぱく工こう廠しようだった。

　船舶工廠というのは、戦せん艦かんや重巡じゆん航こう艦かんなどのいわゆる軍艦を製造する場所の名めい称しようであるが、実際には帝国軍の軍艦は帝国内の様々な場所で製造されており、このギランだけで製造されているわけではない。

　このギランの船舶工廠は、量産される原型となるプロトタイプを製造する場所である。

　ここで生産されたプロトタイプの製造過程や工作手段はすべて記録されデータシステム化される。この生産工程データシステムと、各種の材料と船舶製造用汎はん用よう工作機械さえあれば、どこでも同じものを作ることができるのだ。

　そして惑星の地表には、この工廠で働く人々と、軍の関係者の家族が生活する大都市が作られている。

　特に、軌道エレベーターが設けられた南極と北極には、巨大なドームがいくつも並び、惑星に居住する総人口の六割の人間がそこで暮らしていた。

「航路内針路管制システム同調シンクロしました」

　シザーズ・クイーンⅡのメインブリッジの中で、カワハヤ航宙士の報告を受けたマリリンは、小さくうなずくと、通信スクリーンに向かって申告した。

「こちらシザーズ・クイーンⅡ、ギラン港内航路航行についてギランコントロールの管制を要よう請せいする」

　マリリン船長の言葉が終わるのと同時に、メインコンソールに白い制服を着た若い女性のホログラフが立ち上がった。

　その女性のホログラフは電子人格特有の、取り澄すました口調で答えた。

『私はギラン管制区の水先案内人、サリッサと申します。以後、ギラン南港入港まで、このシザーズ・クイーンⅡの航行コントロールは私の管理下におかれます。よろしいですね？』

　マリリンは笑いながら肩かたをすくめた。

「よろしいですね？　と言われても、まさか断るわけにもいかないよね」

『一応、船長の了りよう解かいを取るのが手続きですので……』

　ちょっと困ったような顔になって小さく頭を下げたサリッサに向かって、マリリンは言った。

「わかってるよ、別にあんたを困らせるつもりはないさ。シザーズ・クイーンⅡのコントロールはあんたに任せる。世界に一つしかないニーモドライブを積んだ船だ。無事に入港させてくれ」

『かしこまりました』

　サリッサのホログラムが、にっこり笑ってうなずいたその頃ころ。

　シザーズ・クイーンⅡの後方にある戦せん闘とう艇ていパイロットの控ひかえ室では、壁へき面めんのモニターに映るギラン船舶工廠の映像を眺ながめながら、メス猫ねこカルテットの連中が、わいわい騒さわいでいた。

「うはあ、すごい数の船！　あれ、全部新型艦じゃない！」

「そうですわねぇ、あの駆く逐ちく艦かんは砲ほう塔とうの形状から見て、主砲はロングレンジのタイトビームですし、近接防衛火器の配置が全方位カバーできるように配置されていますし、完全に対ザナックス用に設計されていますわねえ」

「あの中にワタルの艦もあるのかな？」

「きっとあるわよ。今回の作戦はザナックスの支配空域で行われる不利な状じよう況きよう下かでの作戦だから、本当の腕うで利ききで臨機応変な対応のできる艦長じゃなきゃ務まらないってことで、帝国中の駆逐艦乗りとか、巡航艦乗りを選せん抜ばつして艦隊を編制したんだって」

　ネカンの言葉を聞いたオノチがにやっと笑った。

「へえ、肩書きとか身分とか年功序列じゃなくて、実力で選抜か……やっと帝国軍も本気になったってわけだ」

「今までが本気じゃなかったってわけじゃないんでしょうけどぉ……やっぱり、人事というのはそれなりに政治力とか、色々なものが絡からみますからねぇ。戦いに向いている人が必ずしも良い艦長とは限りませんし……」

「そうだよね、いくら軍艦でも二十四時間戦せん闘とうしているわけじゃないものね。艦長に求められる能力ってのは戦闘指揮だけじゃなくて、部下のマネジメントとか、心理的なケアとか、そういった部分の能力も求められるんだから、艦長って大変なんだなあ……」

　真面目まじめな顔になってモニターに映る駆逐艦の群れを見つめるアーヤを見て、ネカンが笑った。

「それでね、面おも白しろい話があるの。戦闘指揮能力とか、部下の忠誠心とか訓練度なんかを基準にして選抜したら、帝国の正規軍の艦長より、辺境軍の……元のアウトニア連合艦隊とかケルプワイン海かい賊ぞく団だんとかの出身者の方が多くなっちゃったんだってさ」

「あっはっは。まあ、無理もないよ。だって、アウトニア連合艦隊の連中とかケルプワイン海賊団の連中は、経験値が違うもん」

「あらぁ？　経験値を言うならば、帝国正規軍の方々もそれなりに経験は積んでらっしゃいますわよぉ。ほら、パイロットのジャマーくんとか、ザイケン大たい尉いとか、結構な腕うで前まえじゃないですかぁ」

「ザイケン大尉は、それなりの腕前だってことは認めるけど、ジャマーはまだまだぜんぜんダメだね。危なっかしくて見てられない」

　ちょっと不ふ機き嫌げんな顔になったオノチを見て、ヨニは納なつ得とくしたようにうなずいた。

「ははぁ、それでいつも訓練シミュレーターに二人で籠こもってるわけですのね？　わたくし、誤解するところでしたわぁ」

「な、何を誤解するって言うんだよ！」

　あわてて抗こう議ぎするオノチの耳の先が赤くなっているのを見たヨニは、オノチの鼻の先に白くて細い人差し指を突つきつけると、いつものように、つかみどころのない微笑ほほえみを浮うかべて答えた。

「こないだ、アーヤにも言ったけど……やっぱり素す直なおで正直なのがいちばんですわよぉ」

「私は素直で正直だ！」

「またまたぁ、そこが今ひとつ正直じゃありませんわよぉ」

「だから何がだよ！」

「自分の胸に手を当てて考えてごらんなさぁい」

「普ふ通つうの人より小さいのは自覚してるよ！」

「そっちの意味じゃありませんわよぉ」

　言い合うオノチとヨニを見たアーヤが、困ったようにネカンに言った。

「どうしましょう？」

「放ほうっておけばいいのよ、あれがあの二人のストレス解消みたいなもんなんだから」

　そう答えたネカンは、オノチの言葉に出てきた経験値という単語について考えていた。

　……確かに戦闘の経験だけを見るなら、帝てい国こくの正規軍の艦長もアウトニア艦隊の艦長も大きな違いはないわね。

　問題は、どういう状況でその経験を積んだかということなんだわ、きっと。

　アウトニア艦隊の艦長たちは、常に圧あつ倒とう的に不利な状況で経験を積んできた。絶対に勝てない、どう考えても無理。そういった戦力比の中で、マイドを信じて戦ってきた。そうやって生き延びてきた人たちばかりだ……だから、選ばれたんだ。

　……ワタルたちが、これから向かう場所は、ザナックスの支配空域のど真ん中で、圧倒的に不利な戦場ってことなんだ。

　ネカンの目は、言い争うオノチとヨニを心配そうに見つめるアーヤの横顔に注がれた。

　……夕べ作ってたお守り、ちゃんと渡わたせるといいね。




　ギラン南港に入港したシザーズ・クイーンⅡは、パワープッシュ・サンゴーなどの技術関係者以外の乗組員を全員降ろすと、そのまま帝国技術部員の待ち構えている隣りん接せつする艤ぎ装そうドックへと回航されていった。

　接岸桟さん橋ばしにある展望ロビーで回航されていくシザーズ・クイーンⅡを見送りながら、マリリンがぼやいた。

「ニーモドライブの取り扱あつかい説明とか、データとかは乗り込んでいたサンゴーたちの役目だし、実際の運用時の状じよう況きようとかは全部データ化して記録されているから、別に私が立ち会わなくてもいいって言われちまったけど……なんというか船長として疎そ外がい感を感じるなあ」

　マリリンの脇わきに立っていたカワハヤが笑った。

「ようは、餅もちは餅屋に任せろってことですよ。別に姉あね御ごには用が無いって言うんじゃなくて、機械ハードのことは俺たちがやるから、乗組員ソフトのことは任せたってことですよ、きっと」

「乗組員ソフトねえ……」

　マリリンは、肩かたをすくめると、自分の後ろにいる、シザーズ・クイーンⅡの乗組員たちを振ふり返って、あっさりと言った。

「帝国軍の方でホテルを用意してくれているから、寝ねる所と食事の心配は無い……お前ら、今日から五日間放し飼いだ、好きに生きろ」

「放し飼いって……姉御、そりゃあいくらなんでも言い方が……」

　困ったような顔をするカワハヤに、マリリンは嚙かみ付いた。

「うるさいわね！　幼よう稚ち園えんの遠足じゃあるまいし、みんな、いい大人なんだから、自己責任でやればいいんだよ！」

　そのマリリンの言葉が終わるのと同時に、乗組員の中から舌足らずの少女の声がした。

「そうじゃ！　わらわも、もう大人なのじゃ！　自己責任でワタルに会いに行くとしよう。そのままワタルの部屋でお泊とまりするのじゃ！　うん、そうしよう！」

　その声を聞いたマリリンは、あちゃー、という顔をして頭に手をやった。

　……いけね、あの子のことを忘れてた。

　メス猫ねこカルテットの連中は、ネカンが面めん倒どう見るからいいけど、コーリンはどうしよう。あんなもの放し飼いにしたら、えらいことになるだろうな。

　私は、帝国軍の作戦会議とかに顔出さなきゃいけないし、ギランに知り合い、いなかったかな？




　ギランのドームシティの中にある軍人関係者の家族の住む待機宿舎の一つから、きゃあきゃあと言う若い女の子たちの半分悲鳴のような歓かん声せいが聞こえていた。

「うゎあ！　見てよ、指だよ指！　あんなちっちゃいの！」

「足なんか、もう、ぷくぷく！」

「うわあ、笑ってるよ～！　もうたまんないなあ」

　それは、メグとマスクワードの間に生まれた赤ん坊ぼうを覗のぞき込んだメス猫カルテットとコーリンが上げる歓声だった。

　マスクワードとメグは、結けつ婚こんしてこのギランにある軍の宿舎に新居を構え、三ヶ月前に女の子が生まれていた。

　生後三ヶ月を過ぎ、人の顔を見ると微笑ほほえむようになったその娘むすめの周りに群がっているメス猫カルテットとコーリンを見て、メグ中ちゆう尉いがため息をついた。

「……で、思い出したのが我が家ってわけね」

「ごめんね、いきなり押しかけちゃって。子育てで大変なのはわかってるけど……ギランの知り合いって他ほかに思いつかなくってさ」

　頭を下げるマリリンを見て、メグ中尉は微笑んだ。

「いいわよ、私も気分転てん換かんになるし。それにみんなを預かるのなら大変だけど、コーリンちゃん一人なら、どうってことないしね。私たちは一いつ緒しよにアウトニア軍の一員として戦った仲だから、今さら気き兼がねも何も無いでしょ」

「そう言ってもらえると助かるわ。本当なら私がコーリンの面倒を見なくちゃいけないんだけど、明日から救出艦かん隊たいの作戦会議が連続で入っていてね、オブザーバーとして私も出席しなくちゃならないんだ」

「何か、色々大変みたいね。うちのマスクワードも補給とか整備とかで毎日走り回っているって言っていたわ……」

　アーヤが、ぽつりと聞いた。

「……ワタルは、その惑わく星せいにいる人を救出するために行くんでしょう？」

「うん、強ごう襲しゆう揚よう陸りく艦かんを使って惑星に直接降下して、住民を救出するという作戦だ。ワタルたちはその強襲揚陸艦が地表に降りている間に、惑星の衛星軌き道どうでザナックスを防ぐのが任務だね。圧あつ倒とう的多数の敵を相手に、時間を稼かせがなきゃならない本当に難しい任務だよ」

　眉まゆをひそめたマリリンがそう答えたとき、ネカンたちの脇からベビーベッドを覗き込んでいたコーリンが、振り向いて聞いた。

「メグ！　これは、どうやって組み立てたのだ？」

　メグは笑った。

「組み立てたんじゃないわ、生まれてきたのよ。私がお腹なかの中で育てて、そして産んだの」

　コーリンは目を見開いた。

「生まれたときはこんなに小さいものなのか？」

「ここにいるみんな……ネカンもアーヤもマリリン船長だって、生まれたときはこんなに小さかったんだよ」

　メグの言葉を聞いたコーリンは、眉をひそめた。

「それはウソであろう。ワタルやネカンやアーヤの小さい頃ころは想像できるが、マリリン殿どのの小さい頃は想像できぬ。マリリン殿は、おそらく昔からずっとあの形だったに違ちがいない」

　メグは右手の人差し指で耳の上をぽりぽりと搔かいた。

「うーん、想像しにくいのはわかるけど……」

「で、あろう？　やはりマリリン殿は人間ではないのじゃ、おそらくあれは人間の亜あ種しゆで姉あね御ごという種類の生き物じゃ」

「誰だれが亜種だ！」

　メグの後ろからマリリンが顔を出した。

「うわ、聞いておったのか！　卑ひ怯きようであろう」

「卑怯も何もあるか、人を妖よう怪かい扱あつかいしやがって……それと、お前ら、あんまり赤ちゃんを刺し激げきするなよ、興奮すると夜泣きするようになるから、ほどほどにしておけ」

「はーい」

　ベビーベッドの周りにたかっていたメス猫カルテットのアーヤとオノチとヨニは、少し不満げに答えながら、リビングに戻もどっていった。

　それを見送った後で、マリリンはコーリンに向き直った。

「コーリン、ちょっと立って、メグと背比べしてごらん」

　コーリンは、ぴょこんと立ち上がると、てけてけと歩いてメグの横にやってきた。

　その、横に立ったコーリンの横顔を見たメグは、あらためて驚おどろいた。

　コーリンの背たけは、以前見たときよりも十センチ近く伸のびていた。体つきも以前のような子供っぽい体型から、少し成長した少女の体型になっている。

　マリリンはにっこり笑った。

「ほら、コーリン、メグと比べてみればわかるだろう？　あんたは背も伸びたし、体つきだって大人っぽくなった。それが成長っていうんだ。人間は、生まれたときはこんな小さな赤ん坊ぼうだけど、十五年もするとコーリンくらいの大きさになるんだよ」

　マリリンの言葉を聞いたコーリンは、納なつ得とくするようにうなずいた。

「そうか、人間は誰でも自然に成長するのじゃな……そして、ごくまれに、一定の年ねん齢れいになると自分の力で年齢を止めてしまう者もおるということなのじゃな」

「…………何が言いたい」

　メグが笑った。

「コーリンはマリリンは、いつ見ても若い、と言っているんですよ」

「……いささか引っかかる部分もあるけど、まあいいか。赤ん坊の世話はメグに任せてお前らはリビングに行きな、メグがお茶の用意をしてくれたから」

　コーリンを見送ったマリリンに、残っていたネカンが話しかけた。

「マリリンさんは、コーリンが好きなんですね」

　マリリンは笑いながら振ふり返った。

「うん、面おも白しろいからね、あの子は。人間とは違う面白さをいっぱい詰つめ込んであるおもちゃ箱みたいな子だから」

　ネカンは少し寂さびしそうに笑った。

「そうですよね……でも、マリリンさんがコーリンの味方につくと、アーヤがちょっとかわいそうかな、と思うときもあります」

　マリリンはちょっと真しん剣けんな目になった。

「そうだな……でもね、コーリンのハンデは、私が味方についたくらいじゃとてもリカバリーできるようなものじゃないから……コーリンがインストールされているバイオノイドはね、本当は小さな子供を喪うしなった両親が、その悲しみを癒いやすために育てたり、一番可愛かわいかった頃の子供を手元に置いておきたいと願ったりする老夫婦なんかの愛あい玩がん目的のために作られたものよ。いわば人間の形をしたペットね。倫りん理りコードによって帝てい国こくやローデスでは非合法扱いされ、所持流通が認められていないシロモノよ」

　ネカンはうなずいた。

「ええ、知っています。でも、帝国の貴族や、ローデスの聖職者の中には、自分の地位や財産を悪用して、そういったバイオノイドを持ってる人もいるんですよね……」

　マリリンは声を潜ひそめた。

「……嫌いやな話だけどね。見た目も身体構造も人間そのままで、なおかつ絶対に人間に逆らうことのできない意識を植え付けられたバイオノイドを、自分の醜みにくいサディズムとエゴイズムのはけ口として求める人間ってのは、後を絶たないのよ。惑わく星せいサングリューが、そういった連中から注文を受け付け、その莫ばく大だいな見返りによって、惑星経済を支えてきたということは事実だしね」

　ネカンは小さく首をかしげた。

「でも、私はコーリンが、そういったバイオノイドだとは思えません。彼女には明確な精神が宿っているように見えるんです」

　マリリンはうなずいた。

「そうだね、コーリンは電子人格だけど他ほかのどの電子人格とも違ちがうよね。あの子は、自分を人間と対等、いや、人間よりも上であると思い込んでいるのさ。

　電子人格としての基本律から解き放たれているあの子は、人間の少女と全く変わらぬ身体からだを手に入れて生まれ変わったのかもしれないね。人間でも電子人格でもない、コーリンとしか言いようの無い存在として……」

　マリリンは静かに笑って言葉を継ついだ。

「コーリンって、女の子だよね……天てん真しん爛らん漫まんで、何一つタブーを知らぬ、開けっぴろげで物もの怖おじしない、でも、間違いなく、女の子だよね。だから私はコーリンを応おう援えんしたくなっちゃうのかもしれないね」

　ネカンはうなずいた。

　……そうかもしれない。メス猫ねこカルテットの面々が、コーリンを敵視しながらも一目置いているのは、コーリンが単なるプログラムされた電子人格ではないということを知っているからだわ。

　そのとき、リビングの方から、何か騒さわぎが持ち上がったような声が聞こえてきた。

　どうやら、メグの作った手作りクッキーの取り合いを始めたらしい。

　マリリンとネカンは顔を見合わせると、互たがいに小さくため息をついた。




「なんであんたは一度に三個も取るのよ！　一人一個ずつに決まってるでしょう！」

　眉まゆを逆立てたオノチに向かって、コーリンはさらりと答えた。

「これは、わらわのぶんではない。持って帰ってワタルにあげるのじゃ。メグの手作りクッキーはワタルも食べたがると思ったのじゃ……そうじゃのう、このクッキーのレシピをメグに聞いてわしもワタルに作ってあげるとするかの」

　そして、コーリンはアーヤの手の中にあるクッキーを見て言った。

「それにしてもワタルのぶんを取らないところを見ると、おぬしは自分だけ美味おいしいものを食べればいいと考えておるようじゃな……胸の薄うすい女は情も薄いという話は本当のようじゃな」

　そのコーリンの言葉に、なぜかオノチが切れた。

「うるさい！　胸が薄いとか小さいとか言うな！　女の価値は胸の大きさで決まるもんじゃない！」

「あらあ、やっぱり気にしてたのねえ」

「あんたもうるさい！」

　横から口を出したヨニにオノチが嚙かみ付いたとき、ネカンとマリリンがリビングにやってきた。

「何を騒いでいるんだい、あんたたちは！」

「胸の薄い女は情も薄い、という事実について検証していたのじゃ」

「そんなの事実じゃない！」

　マリリンは、ため息をついた。

「……たくもう、真剣な顔して何を言っているのかと思えば……」

　オノチが唇くちびるを尖とがらせて言った。

「そりゃあ、マリリン姉あね御ごみたいな、ぼん、きゅっ、ぼん！なプロポーションの人には、くだらないことにしか見えないだろうけど……」

　マリリンは笑った。

「違うよ、胸が大きいの小さいの言ったところで、そんなのは子供が生まれるまでの話さ。あんたらメグの胸に気が付いた？　アウトニア軍の女性士官の中で、一番男らしい体型の持ち主と言われていたあのメグが、あっと言う間にＦカップだよ」

　マリリンの後ろで声がした。

「だーれが一番男らしい体型だって？」

　メグが、手作りのクッキーを山盛りにした皿を持って立っていた。

「あ、いや、昔の話よ。ほら、アウトニア軍の女性士官だった頃ころ……」

　クッキーの皿をリビングのテーブルの上に置きながらメグは笑った。

「ああ、うちのダンナのセリフね……懐なつかしいな」

「ダンナさんって……マスクワード大たい佐さのことですよね。どんなことを言われたんですか？」

　興きよう味み津しん々しん、という顔で聞いたネカンに、メグはさらりと答えた。

「別にたいしたことじゃないわよ。結けつ婚こんする、そのずーっと前の話。私はね、背が低くて瘦やせっぽちで、ぜんぜん女っぽくない体型だったのよ。

　私と付き合っていたマスクワードが、そのことを同どう僚りようにからかわれたときに、言い返したセリフが『メグは、確かにアウトニア軍の女性士官で一番男らしい体型をしているけど、中身は一番女らしい性格だ』ってセリフだった……ってだけの話よ」

　オノチが小さくため息をついた。

「……なんか、いいな、そういうのって」

　マリリンが笑った。

「その、男らしい体型のメグが、今じゃ豊満なるホルスタインだものねえ」

「当たり前よ、そのためについているんだもの、この胸は……あ、そうだ、そろそろおっぱいあげないと」

　メグはそう言うと、ベビーベッドの方に歩いて行き、娘むすめを抱だいて戻もどってきた。

　そして、リビングのソファに座ると、ブラウスの前をはだけて、乳ち房ぶさを娘に含ふくませた。

「うわあ……飲んでる飲んでる、一生懸けん命めいだ」

　カルテットたちは、目を丸くして、黙だまったまま母乳を飲む赤ん坊ぼうを見つめていた。

　メグの腕うでの中にある小さな生命の塊かたまりは、一心不乱に母の身体からだの中にある生命の源をぐいぐいと吸っていた。

　その姿を見たネカンの胸の中に、何か熱いものがこみ上げてきた。

　……この子は、生きてる。

　この子の望みは『生きたい』ってことだけなんだ。

　他ほかに何も望んでいない。何も考えていない。

　ただ、生きて、生き続けること。それだけが、人間の本当の望みなんだ。

　一心不乱に母乳を飲む赤ん坊を見つめていたコーリンがメグに聞いた。

「この子供は、どうやって作ったのだ？　レシピを教えてくれぬか？」

「レシピって……」

　メグは一いつ瞬しゆん絶句した後で笑い出した。

「いかにもコーリンらしい言い方ね。でもね、間ま違ちがってるわよ、言葉の使い方」

「言葉の使い方？」

　メグは真面目まじめな顔をしてうなずいた。

「子供というのはね、作るものじゃないわ、授さずかるものよ」
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　第二章　シャトル・ファイター







　薄うす暗ぐらい部屋の中に何百という数のモニタースクリーンが浮うかび上がっていた。

　そのモニターの中心には、大きな青い球形の物体が浮かび、その周囲を無数の赤い線が取り巻くように走り、その線の上を、ときおり光点が走り抜ぬけていく。

　青い球体は、惑わく星せいウエストウィックⅡ。赤い線は衛星軌き道どう。そしてその上を走り抜けて行く光点は、軌道上の重力波の異常を感知するセンサーを搭とう載さいした監かん視し衛星だった。

　ウエストウィックⅡ防衛軍の総責任者であるケリング大たい佐さは、自分の立っている統合指揮室を見回してから、横に立っていたウエストウィックⅡ行政区長であるスカンデリュームに小声で言った。

「ローデス軍の汎はん用よう指揮システムの生産ラインに、現物が残っていて幸運でした……こいつが無ければ効果的な迎げい撃げきはおぼつかなかったでしょう」

　スカンデリュームはうなずいた。

「この惑星には、軍ぐん需じゆ関連の生産ラインを持つ工場がいくつもある。マニュアルも部品もいくらでも補ほ充じゆうが利きくし生産できる。しかし、それを扱あつかう熟練の兵士だけは補充も生産もできん……そういえば、第二次動員によって徴ちよう兵へいされた十七歳の者がそろそろ実戦配備になる頃だな」

　ケリング大佐は自分の目の前にあるモニターに目を落とした。

　そこには、この惑星ウエストウィックⅡの年ねん齢れい別人口比率の一覧表が出ていた。

「この惑星に暮らす、すべての十七歳の少年少女の中で、適性を持つ者の数は二百七十万人……その中で実際に実戦に耐たえられる者は五十万人というところでしょうか？」

　スカンデリュームは沈ちん痛つうな表情でうなずいた。

　辛しん抱ぼうだよ、ケリング大佐。さきほど帝てい国こく軍総司令部から連れん絡らくがあった。例の重力障しよう壁へきを突とつ破ぱするエンジン……ニーモドライブ、と言ったか。それを積んだ救出艦かん隊たいの編制がもうすぐ終わるそうだ。もうすぐ助けが来る……この惑星に生きる十億の人間が助かる日が来るんだ。我々には、何が何でもこの惑星の住民を生き延びさせる義務があるのだよ……」

　ケリングが小さくうなずいたとき、統合指揮室の中にアラーム音が響ひびき渡わたり始めた。

　見上げると、中央の球形スクリーンの一角に赤い空間が表示され、そこにいくつもの数字が映し出されていた。

『空間センサーに転移反応！　ザナックスの隕いん石せき船せんと思われます！』

『推定転移数約千五百！　大規模の転移です！』

　統合指揮室の中に、緊きん迫ぱくした報告が飛び交かい始めた。

『迎撃シャトル発進可能機数千七百二十二機！　うち半数は南半球基地！』

『各迎撃シャトル発進基地にスクランブルを命じました！』

『地上オペレーター基地に緊きん急きゆう発進態勢を命じました、全オペレーターが感応端末上でリンク可能な状態にあります』

『北半球基地から発進するシャトルは赤道上の北に展開、転移してくる隕石船の降下方向に対応できる態勢で周回軌道に入れ！』

　目を見開いたまま、中央スクリーンに映し出される迎撃シャトルの配置と転移してくるザナックスの隕石船の位置を見つめていたスカンデリュームが、かすれたような声で聞いた。

「隕石船の数が千五百に対し、シャトルが千七百二十二というのは少なすぎやしないかね？」

　スクリーンを見つめたままケリングは答えた。

「少ないのかもしれません、しかし、手持ちのシャトルをすべて飛ばすわけにはいかんのです。シャトルは、いくらでもあります、しかし、パイロットには限りがあるのですよ。

　ザナックスの襲しゆう撃げきは、一日に一回とは限らない。日に二度三度という波状襲撃をうけたとき、迎撃できるシャトルがなければ、この星は終わりです」

　ウエストウィックⅡの二人の最高責任者が球形のスクリーンを見上げていたその頃ころ。




『こちらシーケンパルスリーダー。ブルーエリア三三二に、多数の隕石船の転移反応らしきものを確かく認にんした。ブルーリーダーは緊急発進の準備に入れ。隕石船の転移を確認するのと同時に、交差軌道に向けてシャトルを発進させる。

　なお、転移した隕石船が自由落下を開始するのは推定で五分三十秒後。例によって軌道コントロールはこちらで行う、ブルーリーダー以下の各機は隕石船が因子クスリを撒まく前に確実に撃げき墜ついせよ』

『ブルーリーダー了りよう解かい！』

　ディハルトは、ヘルメットの中についているインカムに向かって、そう答えながら目の前にある簡単なチェックリストを指で差して確認しはじめた。

　ここは、惑わく星せいウエストウィックⅡの北半球にある二十四の迎撃用シャトル発進基地の一つ、シーケンパルス基地だった。

　基地の両側にずらりと並べられたリニア発射台の上に載のせられている迎撃用シャトルには、待機パイロットが乗っており、緊急発進に備えていた。

　そして今、その緊急発進命令が下ったのだ。

　チェックリストのチェックを終えたディハルトが、ふと、目を上げると操縦席の正面にあるオーバーヘッドディスプレイのハーフミラーに自分の顔が映っていた。

　……また輝き度どが落ちてやがる。誤ご爆ばくが多いというウワサのとおり、このＺＩＡ社の照準装置の信しん頼らい性は今ひとつだな。

　ディスプレイの調節をしながら、ディハルトは、そこに映っている自分の顔を見た。

　……うひゃ、またおでこにニキビが出てやがる。

　毎日洗顔してるんだけど、パイロット用の食事はカロリーが高いせいかな……もともと、あのカロリープログラムは、俺みたいな年齢の人間のことを考えて作られていないんだから無理があるんだよな。

　ディハルトは、自分が座っているシャトルのコックピットを見回した。

　本来ならば副操縦士や、機関士、ナビゲーターなどが座っているはずのシートはすべて無人で、カバーがついたままだった。

　……気密服を着ていなければ、きっと新車の座席みたいな匂においがするんだろうな、このシャトルのコックピットは。

　こんな新品のシャトルを俺みたいな高校生が、それもたった一人で飛ばすことだって、無理というか無茶なんだよな。

　でも、その無理で無茶なことをやらなけりゃ、俺たちは死ぬ。

　この惑星ウエストウィックⅡに住んでいる十億人すべてが死に絶えてしまうんだ。

　ヘルメットのこめかみに当たる、感応端たん末まつの冷たい感かん触しよくを感じながら、ディハルトは思った。

　……こいつのおかげで、俺は、いつでもベテランの教官パイロットと感覚を共有できるし、難しい軌き道どう計算や慣性質量の計算なども他人任せにして、答えと、そして何をすればいいのかをリアルタイムで知ることができる。

　俺は一人だけど、一人じゃない……堕おちて死ぬときは一人になるのかもしれないけど、生きて飛んでいるうちは一人じゃない。

　……今日、俺とペアになってくれるエンジェルは誰だれなんだろう？

　ディハルトがそこまで考えたとき、再びインカムに通信が入った。

『隕いん石せき船せんの転移を確認した。ブルー分隊各シャトル緊きん急きゆう発進せよ！　カウントダウンはすでに進行中、十三秒後に固形ブースターに点火予定！　以後の通信は感応端末によって行う。タンゴリーダーからブルー小隊へ、グッドラック！　後はエンジェルたちに任せる！』

　通信が切れるのと同時に、ディハルトの意識の中に誰か別の人間の思念が入り込んできた。

　コックピットに座るディハルトの意識の中にまず入り込んできたのは、惑星ウエストウィックⅡの北半球の立体映像だった。

　それは、地上のレーダー基地にいる管制オペレーターの思念だった。

　ディハルトの意識に入り込んだ立体映像のイメージは、その管制オペレーターが見ているリアルタイムの映像だったのだ。

　やがて、その立体映像に赤い光点がいくつも浮うかび上がるのと同時に、ディハルトの意識に入り込んで来た意識が説明を始めた。

『赤い光点が隕石船の転移先よ。この位置に転移した隕石船はこの軌道を取って降下を開始するわ』

　女性の白い細い指が視界の外れのコンソールを叩たたくのと同時に、立体映像の中に赤い矢印が延のび始めた。

　その矢印は惑星の衛星軌道をぐるぐると回りながら、地表に向かって降下していく。そして高度六百キロの高さまできたとき、矢印の先が破は裂れつして、そこから無数の赤い光点が地表に向かって落下しはじめた。

『この位置がデッドエンド地点よ。ここに達したとき、隕石船は因子クスリを撒まくわ。そこに到とう達たつされたら、その下の地区は全ぜん滅めつするわ。もうこれ以上汚お染せん地域を増やすわけにはいかないの。軌道交差してから、デッドエンド地点に至るまでの接敵可能時間は三分十二秒よ、その間に確実に撃げき墜ついして！』

　ディハルトの意識に入り込んできた地上のオペレーターの意識は、的確な指示を与あたえてくれた。

『了りよう解かい！　やってみせる、よろしく頼たのむぜ委員長！』

　ディハルトの返事を受け取ったオペレーターは一いつ瞬しゆん戸と惑まどったような感触を返した後で、微笑ほほえむような意識を送ってきた。

『……あなたとは、以前にも一回ペアになったことがあったわね』

『ああ、初めて飛んだときだよ。俺はあのとき、あんたの冷静な指示のおかげで生きて帰ることができた。今回も生きて帰してくれ』

『最大限の努力をします……生きて帰りましょう！』

　委員長がそう返事をしたとき、ディハルトの目の前のカウントダウン表示がゼロを表示した。

　シャトルの下の方から、固形ブースターに点火する小さな爆ばく発はつ音おんが聞こえ、一瞬遅おくれてから振しん動どうと轟ごう音おんが響ひびいてきた。

　視界の中にあるモニターに、メインエンジンの点火と、出力上じよう昇しように関する表示が出て、次々に重なっていく。

　液体燃料の残量表示が下がっていくのと同時に、シャトルが大きく揺ゆれ、ディハルトの身体からだが、ぐん、とシートに押し付けられた。

　想像を絶する加速度によって意識がブラックアウトしかかったが、次の瞬間右足から清せい涼りよう感が全身に広がり、意識が鮮せん明めいになった。

　痛覚を抑おさえ、覚かく醒せい作用を持つ薬物が投とう与よされたのだ。

　……習慣性は無い、という話だけど、ちょっと不安だな。

　ディハルトは一瞬そんなことを考えた後で、その意識が、リンクしているオペレーターにも伝わってしまったのではないかと考えた。

　しかし、オペレーターの意識には何の兆ちよう候こうも表れていなかった。

　ディハルトは、意識の中で小さくため息をついて思った。

　本当に『委員長』はいつも冷静だよな。同じエンジェルでも『きゃぴ』とか『元気印』とは大きな違ちがいだ。




　惑わく星せいウエストウィックⅡの迎げい撃げきシャトルの決定的なパイロット不足をカバーしたのは、この惑星のサイコテクノロジー研究所が帝てい国こくのものを参考に作り上げた「精神感応端たん末まつ」だった。大気圏けん突とつ入にゆう時じ、シャトルの機体の表面は大気との摩ま擦さつ熱で一気に高温になり周囲の大気がプラズマ化し、すべての電磁波を遮しや断だんし、通信が不能となる俗ぞくにブラックアウトと呼ばれる現象を引き起こしてしまう。一いつ切さいの通信手段が途と切ぎれる中で唯ゆい一いつ使用できるコミュニケーション手段は、この精神感応波だけだった。

　当局は、検査を受けた若者の中で適正があると判断された者をパイロット候補生として選せん抜ばつし、シミュレーションで教育を受けさせた。そして教官となるベテランパイロットと感応端末によって意識を共有させて、いきなり飛行させたのだ。

　いくつかの事故も発生したが、この無む謀ぼうな訓練は成功した。

　当局は、慣熟飛行を省略し、シミュレーションからいきなり実戦に参加させることを決定し、多くの若者をパイロットとして確保することが可能になった。

　そして、この感応端末の採用は、思わぬ副産物を生んだ。

　感応端末は、自己の位置測定や迎撃すべき「隕石船」の位置情報確かく認にんなどを、地上のオペレーターに分担させることを可能にしたのだ。

　これは、シャトルに乗り込む人間を減らし、なおかつシャトルに同乗するための訓練時間も削さく減げんできるという一石二鳥の方法だった。

　しかし、一回の迎撃に出撃するシャトルの数は数百機から多いときは千機近くに及および、これらのシャトル一機につき一人のオペレーターを必要としたために、地上局のオペレーターを大量に採用し教育する必要があった。

　当局は、オペレーターとなるべき人材もまた高校生に求めざるを得なかったのだ。

　最初、パイロットとオペレーターは親密な関係である方が効果的だと思われていたが、パイロットが死亡したり重傷を負った場合、感応状態にあったオペレーターにも重度の精神障害が生じることが判明した。そのため、オペレーターとパイロットの個性にはフィルターがかけられ、名前や顔写真などの個人データのやりとりは禁止され、パイロットが死亡、もしくは生せい還かん不能と判断された場合、自動的に感応リンクを切断するブロック回路が組み込まれた。

　オペレーターの多くは、女子高校生たちだった。

　そして、パイロットたちの多くもまた男子高校生たちだった。

　パイロットたちは、オペレーターのことを「エンジェル」と呼んだ。

　憧どう憬けいと愛と…そして「魂たましいを運ぶ者」という意味を込めて。

　そう呼び始めたのが誰だれで、いつからなのかは、はっきりしない。この呼こ称しようは自然発生的に生まれ、そして短い間に定着していった。

　そして、思念にかけられているフィルターの隙すき間まから漏もれ出る微び妙みようなオペレーターの個性差を感じ取ったパイロットたちは、それぞれにニックネームをつけて呼んでいた。

　決して会うことの無い、名前も顔も知らぬ相手だったが、彼女たちは、自分と意識を共有する存在であり、そして、もしかすると最さい期ごに意識を交かわす相手だったのだ。




　いきなり、すべての音が消えた。

　コックピットの表示を見たディハルトは、自分の乗ったシャトルが衛星軌き道どうに乗ったことを知った。

　タイムカウントが始まっていた。

　……確か、三分十二秒だって言っていたよな。その間に接せつ触しよくして、ミサイルを撃うち込まないと、隕いん石せき船せんは薬を撒まき散らす。

　その下に暮らしている人間……いや、人間だけじゃない。植物も動物も、すべての生き物が死に絶えることになるんだ。

　……敵はどこにいるんだ？

　ディハルトがそう考えるのと、オペレーターの思念が入ってくるのは同時だった。

　オペレーターが見ている三次元レーダーの画面の中に自分の位置とそして狙ねらうべき敵の位置がはっきりと浮うかんでいる。

『ザナックスの隕石船は、方位三三○・二二四・高度マイナス七の位置にいるわ。三十秒後にディスプレイ上に表示されます……よく狙って、外さないようにね』

　オペレーターの思念は落ち着いていた。

　……さすがは『委員長』だな。

　ディハルトはそんなことを考えながらピクトレバーを握にぎって、姿勢制せい御ぎよバーニアを一秒噴ふん射しやした。

　シャトルが、くん、と傾かたむき、降下速度を上げながら、スクリーンに表示されている隕石船の未来位置に向かって方向を変えた。




　惑わく星せいウエストウィックⅡの北半球にあるサタニシティ。

　人口十数万人のこの小都市の市街地から少し離はなれた高台に、白い三階建ての建物が建っている。

　何の変へん哲てつも無い規格品サイズのユニットを組み合わせて建てられたその建物が、他ほかの建物と大きく違ちがうことは、二階部分に窓が一いつ切さい設けられていないということだろう。

　その建物は、衛星軌道上の物体の軌道を監かん視ししている地表のレーダー網もうから送られてきた様々なデータを統合して管理し、衛星軌道上にいる戦せん闘とう迎げい撃げき用のシャトルに情報を与あたえるオペレーターが勤務する、サタニコントロールセンターだった。

　建物の一階は事務室や、様々な施し設せつが入っているために、普ふ通つうの建物のように窓が設けられているが、二階は全フロアがコントロールルームとなっている。

　モニターの情報を読み取りやすくするために、部屋全体照明の輝き度どが抑おさえられ、一切の外部の光が差し込まぬように窓が設けられていないのだ。

　その、薄うす暗いコントロールルームの中央には、大きな球形スクリーンが表示され、その真ん中にウエストウィックⅡが浮かんでいる。

　メインスクリーンを囲むような形で数百席のオペレーター席が段を作って並ぶ様は、円形劇場を思い起こさせるものだった。

　そのオペレーター席の一角で、フィルマは目の前にあるモニターの中に表示されたシャトルの未来針路を見て小さく息を飲のんだ。

　……すごい、微び細さい修正無し。一回のバーニア噴射でぴたりと迎撃ラインに乗せたわ。

　さすがは『ワルガキ』くんね。

　……腕うで前まえはピカ一だけど乱暴で、ちょっと無理をするときもあるけど、なんと言うか、憎にくめない人って感じかな。

　フィルマは、そんなことを考えながら、自分の右みぎ隣どなりのブースに座っているコロネが、いつもと違って、おとなしいのに気がついていた。

　……ひょっとして。

　ちらっと視線をコロネの顔に走らせたフィルマは、コロネの顔が上気しているのを見て、小さくうなずいた。

　……やっぱり、きょうのコロネのペアは『実直』さんね。

　真面目まじめで信しん頼らいできて……ちょっとオジサン臭くさいところもあるけど、コロネみたいな幼い部分のある子には、頼たよれる先せん輩ぱいって感じでちょうどいいのかもしれない。

　フィルマは視線を左隣のアカネに走らせた。

　勝気なアカネは、不満そうな顔つきで、表示されているデータを読み上げていた。

　……アカネのペアは『ヘタレ』くんか……もしかしたら『インテリ』くんかもしれないわね。どっちも行動を起こすのが遅おそいから、勝気でせっかちなアカネには合わないみたいな。

　……アカネの向こうのブースにいるミコトのペアは誰だれだろう？

　ミコトは気位が高くて、あんまり感情を表に出さない子だから、顔色だけじゃわからないわね。

　このサタニコントロールのオペレーターたちが管制システムを担当しているエリアは、惑星ウエストウィックⅡの北半球の八分の一。この空域をカバーしているシャトルの基地は六個で、配置されている迎撃用のシャトルの数は千機以上あった。

　そして、このシャトルが出撃するたびに、メインコントロールコンピューターはランダムで、オペレーターとパイロットの感応端たん末まつをリンクする。

　同じ人間とペアを組むこともあれば、全く違う人間と組むこともある。

　パイロットの思念には思考フィルターがかけられ、個人的なデータや記き憶おくなどは、オペレーターにはわからないようになっていたが、意識でつながっているかぎりは、完全にその種の情報をブロックすることはできなかった。

　特に、人間の自我に近い部分は、明確な思念としてではなく、いわゆる波長のような形で感じ取ることができた。

　パイロットたちがオペレーターをエンジェルと呼び、その一人一人の個性を嗅かぎ分けてニックネームで呼んでいたのは、オペレーターたちも同様だった。




　シャトルのコックピットに設置された照準装置の中に、前後に細長く伸のばしたクルミの殻からのような形をしたザナックスの「隕いん石せき船せん」の姿が浮うかび上がったのは、委員長が言ったとおり、ぴったり三十秒後だった。

　まだ薄いとはいえ大気圏けんに突とつ入にゆうしはじめたのだろう、隕石船の先せん端たん部分が大気との摩ま擦さつで赤く光り始めているのが見える。

　ディハルトは、ファランドールミサイルの管制装置のセイフティを解除しながら、思念で委員長に呼びかけた。

『フォーメーションＢで行く。相対速度と侵しん入にゆう角度をよく見ていてくれ』

　委員長の思念が小さく息を飲むのがわかった。

『……追い越こしで突つっ込むと、相対速度が上がりすぎるわ、危険よ』

『確かにそうだが、時間が短くてすむ。万が一にも撃うち漏もらしたときのために反復攻こう撃げきを仕し掛かける時間的余よ裕ゆうが欲しい』

『……わかったわ、速度と角度はこちらで監かん視ししています。警告には即そく座ざに従って下さい』

『よし、突っ込むぞ！』

　ディハルトは思念でそう叫さけぶと、ピクトレバーを押し込んだ。

　シャトルが激しく振しん動どうし、先端部と翼よく端たんが赤く光り出すのがわかった。

　その振動の中で、ディハルトは照準装置の中央にザナックスの隕石船を捉とらえ続けていた。

　迎撃用のシャトルに搭とう載さいされているミサイルは、高速貫かん通つう型のファランドールミサイル四発だけだった。

　このファランドールミサイルは、ロケットモーターの先端部に超ちよう硬こう材ざいの円柱の先を尖とがらせた弾だん頭とうをつけただけの代しろ物ものである。

　誘ゆう導どう装置すら持たず、ただ直進して敵の船体に穴を開けることが、このミサイルの目的だった。

　弾頭に炸さく薬やくを仕込み、目標の近くで爆ばく発はつさせてその破は片へんを相手に当てて相手を撃げき墜ついするという思想ではなく、硬度の高い芯しん材ざいを高速で叩たたき込むことにより敵の装そう甲こうを破は壊かいして穴を開けるという、対戦車ライフル弾だんに近い思想で作られたこのミサイルは、大気圏内を降下するという状じよう況きよう下かでは充じゆう分ぶん効果が見込まれていた。

　このミサイルの目標となるザナックスの隕石船は、大気圏に突入し、これを突とつ破ぱするために、船体の全体を分厚い殻で覆おおっている。この分厚い殻は大気との摩擦で溶とけて燃え尽つきていくが、そうやって溶けることで熱が船内の『薬』に及およぶのを防ぐつくりになっているのだ。

　言い換かえれば、この隕石船の分厚い殻に穴さえ開けることができれば、大気との摩擦熱が内部にまで及び、隕石船の船内は焼き尽くされる。

　ウエストウィックⅡの兵器生産部はそう考えたのだ。

　世の中にはもっと効果の高い、確実な破壊兵器がいくらでもあるだろう、しかし、ウエストウィックⅡには、もはやそういった兵器を新規開発する時間も技術も無かった。

　無誘導による命中率の悪さは、パイロットの肉にく薄はく攻こう撃げきによってカバーできる。それなりの効果が見込め、そしてそれより何より短時間の間に大量生産することが可能である。

　このミサイルが採用され生産された理由はそこにあった。

　照準装置のど真ん中にザナックスの隕石船を捉とらえたまま、ディハルトはミサイルの発射スイッチを押した。

　胴どう体たい下部に取り付けられていたミサイルポッドから、ロケット推進する銛もりが二本飛び出して、そのままザナックスの隕石船の船殻のど真ん中に吸い込まれていく。

　ミサイルを撃ち込む角度が浅かったり、距きよ離りが遠ければ、ミサイルは船殻を貫通しない。

　確実に撃墜するには角度を深くし、さらに接近する必要がある。そして角度を深くするということは、降下速度が上がるということであり、接近するということは、もし、敵の船体が爆発したときに、その破片を受けてこちらの機体が損傷する恐おそれがあるということを意味している。

　この深すぎる降下角度による速度の上じよう昇しようによる機体の破壊と、そして敵の破片による機体の損傷。この二つがシャトルが未み帰き還かんになる理由のトップを占しめていた。

　しかし、あえてディハルトは自機の降下角度を深くして突っ込ませた。

　確実に仕留める方を選んだのだ。

　ザナックスの隕石船を追い越すのと同時に、意識の中で委員長の思念が悲鳴をあげた。

『降下速度が速すぎ！　機首のバーニアを噴ふかして減速して！　このままじゃあなたも燃え尽きちゃう！』

『機首のカウンターバーニアは使わない！　速度を落とすと反復攻撃ができない！　姿勢制せい御ぎよバーニアで引き起こす！』

『そんなこと……無理よ！』

『できるさ！』

　ディハルトは短く思念を返すと、フットレバーを蹴けり込んで、右手のピクトレバーを三回右下に向けて叩いた。

　機体の右後部にあるバーニアが作動したのだろう、機体にかかるモーメントが変化したのがわかる。

　ディハルトの目は、高度計と、そして大気の密度を知らせるセンサーの数値に飛んだ。

　……行ける、大気は薄うすいけど、舵かじは利きく！

　ディハルトが操そう縦じゆう桿かんを引くとシャトルは、機体の後部を下に落とし、上を向く形で降下し始めた。

『この状態で加速すれば、降下してくる敵の下部からもう一回攻撃できる！　敵の位置を知らせてくれ！』

　委員長の思念は一いつ瞬しゆん混乱したが、すぐに平静に戻もどった。

　ディハルトの意識の中に三つの目標がロックオンされた映像が浮うかんだ。

『迎げい撃げき可能なのはこの三つ！』

『一番低いのは？』

『右よ！　でも、ほとんど同高度よ！　下から撃つことはできないわ！』

『撃ちもらすわけにはいかない！　ならば同高度で突っ込む！　最後まで見ていてくれ！』

　ディハルトの意識の中で、一瞬、委員長が息を飲のんだのがわかった。

　ディハルトは笑ってみせた。

『安心しろ、死ぬもんか！　いつかあんたとデートするまで俺は死なないって決めたんだ！』

『バカね、そんなこと考えていると、パーソナルフィルターじゃなくてブロック回路が働くわよ！　この状態でブロックが入ったら命に関かかわるわ、変なこと考えないの！』

　委員長に叱しかられたディハルトは、コックピットの中で小さく首をすくめた。

　……バカね！　か。

　そういえば昔、ガキの頃ころ、女の子に同じような口調で叱られたことがあったっけ。

　記き憶おく層そうから浮かび上がったディハルトの思念は、パーソナルフィルターを通過しなかったのだろう、委員長には届かなかった。

　照準器のど真ん中に、ザナックスの隕いん石せき船せんが浮かび上がっていた。

　限界高度まで、もう、ほとんど無かった。

　隕石船の船体は大気との摩ま擦さつでオレンジ色に輝かがやき、溶よう解かいした表面が、おびただしい破は片へんとガスとなって後方に渦うずを巻いている。

　……確実に撃げき墜ついするには、あのガスの渦の中に突つっ込んで、ミサイルを撃ち込むしかない。

　そのディハルトの思念が、そのまま伝わったのだろう。委員長が、小さく生なま唾つばを飲み込む感かん触しよくが伝わって来た。

『行くの？』

『行くしかない、あれを落とせるのは俺だけだ……俺を信じろ』

　一瞬のためらいのあとで、委員長の思念が伝わって来た。

『……うん、信じる』

　それは、今にも泣きそうな震ふるえる思念だった。

『バカ、何もしてないうちから泣くな！　だから女って嫌いやなんだよ……』

　ディハルトは、そう考えるのと同時に操縦桿を押して、目標との距離を詰つめた。

　シャトルの機体を、無数の金かな槌づちが叩たたくような轟ごう音おんが包む。

　それは、ザナックスの船体から剝はがれ落ちる微び細さいな破片がシャトルの機体に当たる音だった。

　大きな破片が耐たい熱ねつシールドの発生装置に当たれば、ディハルトのシャトルは、このまま大気圏けんの中で燃え尽つきるだろう。

　ディハルトは、激しく揺ゆれる照準装置の中の隕石船をにらみつけて、そして、一瞬の揺れの中で、最適のポイントだと見切ったそのときに、発射スイッチを押した。

　二本の光の矢が、隕石船の後部に命中するのを見届ける前に、ディハルトは機体をひねって、隕石船の後方から軌き道どうをずらした。

　斜ななめになったシャトルの主しゆ翼よくは、激しく揺れた。

　左右の主翼にかかる負荷が異なるためだろう、モーメントは機体を錐きり揉もみに持っていこうとするが、ディハルトは残りのバーニア燃料を全力噴ふん射しやしながら機体を押さえ込んだ。

　そのとき、目の前を降下していたザナックスの隕石船が閃せん光こうを発した。

　船体の後部に亀き裂れつが入り、そこから船内の物質が燃えて拡散していくのがわかった。

『あれは……薬を撒まいているのか？』

『違ちがうわ、船内が燃えているのよ！　迎撃成功よ！』

　その、委員長の言葉が終わらないうちに、ザナックスの隕石船はバラバラに砕くだけ散った。

『残りは！』

『もう……無いわ』

　ディハルトの意識の中に投とう影えいされるレーダースクリーンには、敵てき艦かんを示す赤い光点が消えていた。

『今回はパーフェクトゲームというわけか……』

　ディハルトが、ほっとしたように力を抜ぬくと、たしなめるような思念が返ってきた。

『気を抜いちゃだめよ。高度が下がっているから、帰き還かんできる基地が限られているの。無事に帰って初めて任務達成なんだから！』

『へいへい、わかりました……無事に帰れそうな基地を見み繕つくろって教えてくれよ、俺はどっちに飛んだらいいのかもわかんないんだから』

『クラン・パッショーネ基地が、最も近いので、そちらに向かいましょう。進入コースと角度を指示します』

　ディハルトは、意識の中に浮うかんだ数字にシャトルの方向と角度を合わせた。

　目の前に惑わく星せいウエストウィックⅡの地表が広がった。

　成せい層そう圏けんのさらに上から見るウエストウィックⅡのエルモア大陸は、中学校の頃に地理の授業で習った世界地図と同じ形をしていた。

　赤道の真下に広がる緑色の大陸は、まだ、開発の進んでいない熱帯雨林の大地だった。

　しかし、その緑色の大陸の数箇か所しよには、茶色い絵の具を落としたような円形の染みがあった。

　……一ヶ月前の二千二百隻せきに及およぶ大だい攻こう勢せいのとき、防衛軍は、そのすべてを撃墜できなかった。

　防衛網もうを突とつ破ぱしたザナックスの隕石船は、幸運にも人類の居住密度が最も低いあの熱帯雨林に落ちた。

　そしてあそこはザナックスしか生き延びることのできない死の荒あれ地ちになった。

　あの茶色の死の荒地には、生き物がいない。そして、俺たちがミスをすれば、あの茶色の荒地がどんどん広がる。

　一度死の荒地になってしまえば終わりだ。その土地を元に戻もどすことはできない。

　……俺たちにミスは許されないんだ。

　そのときディハルトは、意識の中にいる委員長が自分と同じものを見て、自分と同じように考えていることを知り、胸が温くなるのを感じた。

　と、そのとたん、委員長の感かん触しよくがすっと薄うすくなる。

　ディハルトは心の中で舌打ちをした。

　……ちぇ！　パーソナルブロック回路が働きやがった。まったく無ぶ粋すいだよなあこの回路。ちょっとでもエンジェルのことを考えるとすぐに水を差しにきやがる。

　……もっとも、こいつが働いてくれるから、エンジェルたちの精神は無事なんだろうけど。

　そのとき、委員長の思念が飛び込んできた。

『クラン・パッショーネ基地上空は快晴、南の風二メートル。着陸には好条件よ。機体の損傷があるかもしれないから、緊きん急きゆう着陸態勢を要よう請せいしておきました。高度一万三千からは、グランドコントロールの管制を受けるから、そっちの回線も開いておいて』

『了りよう解かい！　至いたれり尽くせりだな、いい世話女によう房ぼうになれるよ、あんた』

　ディハルトがからかうような思念を送ると、ちょっと怒おこったような思念が返ってきた。

『バカね、そんなこと考えていると……』

『ブロック回路が作動するって言いたいんだろ、わかってるよ』

　そう考えたときに、今まで無言だったヘルメットのインカムから、声が流れてきた。

『こちら、パッショーネコントロール。ブルーリーダー聞こえるか、これより音声通信による管制に切り替かえる……エンジェル、ご苦労だった』

『なごり惜おしいけど、これにてさようならだね』

　委員長の思念が答えた。

『ご苦労様……でも、気を抜かないで、着陸のときが一番危険なんだからね』

『はいはい、世話女房さん』

　感応端たん末まつが切れるその直前に、ディハルトの意識の中にふっと見えたものがあった。

　それは、手の中から飛び立つ一匹ぴきの青い蝶ちようだった。

　男の子が、両手を上げて蝶を空に解き放った、その一いつ瞬しゆんのイメージだった。

　それは、二人で何かを成し遂とげた、という感動と達成感とが重なりあった、委員長の記き憶おくの中にあるイメージだったのだろう。

　……あれ？　今のって。

　ディハルトが、そのイメージの意味を考える暇いとまも無く、ヘルメットの中に地上管制官の声が響ひびき、そして、感応端末からはベテランパイロットである教官の意識が流れ込んできた。

『ディハルト少しよう尉い、よくやった。二隻せき撃げき墜ついしたらしいな……』

『ありがとうございます』

『お前はいいパイロットになれる素質がある。いいパイロットというのは、無事に帰って来れるパイロットのことだ。さあ、気を抜くな、着陸を始める前に基本のリストチェックからはじめるぞ！』

『はい！』

　ディハルトは、感応端末から感じるベテランパイロットの思念を受けて着陸準備を始めた。

　シャトルのコックピットの正面に、大陸の一角が大きく見え始めていた。




　サタニコントロールの建物の一階の奥にある更こう衣い室しつで、制服を脱ぬいだフィルマは、ロッカーについている小さな四角い鏡に映る自分の顔を見つめていた。

　……簡単にまとめて後ろで縛しばった髪かみの毛。そばかすの浮いた顔。色気のかけらも無いメガネに愛あい嬌きようの無い唇くちびる。

　……ワルガキくんが、委員長って呼んでいたけど、本当に私、ガミガミ屋で杓しやく子し定じよう規ぎの委員長みたいな顔してる。

　そしてフィルマは、ふっと笑った。

　……顔だけじゃないな、性格もだ。

　その笑い顔に気が付いたのだろう、隣となりのロッカーにいたアカネが、話しかけてきた。

「どうしたの？　フィルマ。何かいいことあったの？」

「え？　あ、別に。今日の迎げい撃げきがうまく行ってよかったな、って思っただけよ」

　慌あわてて首を振ふったフィルマを見て、アカネが唇を尖とがらせて言った。

「そっか、あんたのペアは、腕うで利ききのワルガキくんだったもんね。すごいよね彼、出撃二回目で単独撃墜二隻なんて人は、他ほかにいないって言ってたわよ」

「そうなんだ……」

　自分とペアを組んだパイロットの『ワルガキ』の評判を聞いたフィルマは、なんとなく嬉うれしかった。

　制服の上着をロッカーに仕し舞まおうとしたアカネは、ハンガーのフックが上手うまくひっかからなかったのだろう、ハンガーをガチャガチャ言わせて、腹立たしそうに言った。

「ああ、もう、なんでこうイライラすることばっかり続くんだろう！」

「どうしたの？　何かあったの？」

　アカネはロッカーを蹴け飛とばした。

　その音は、おしゃべりに夢中だった他のオペレーターたちを黙だまらせた。

　みんなの視線が自分にあつまっていることを確かく認にんした上でアカネは、まくしたてた。

「まったくもう！　なんであんな軟なん弱じやく者ものがパイロットやってるわけ？　安全高度の二割オーバーしたって大だい丈じよう夫ぶなように設計されているのに『ヘタレ』のヤツ、びびっちゃって、ラダーを動かそうともしないのよ！　結局その尻しり拭ぬぐいは『ワルガキ』くんがやってくれたんだけどさ……あんなヤツはパイロットやめちゃえばいいのよ！」

　更衣室にいたオペレーターたちは、それぞれに小さく肩かたをすくめて「またか」という表情を浮うかべた。

　勝気でせっかちなアカネが、パイロットに文句を言うのは、これが初めてではない。

　……と、言うより、それは勤務明けの恒こう例れいの行事のようなものだった。

「アカネちゃん、そんなに怒ど鳴なってると目め尻じりにシワができて、早く老ふけちゃうよ」

　舌足らずな声でコロネがなだめに入った。

「あんたは頭にこないの？」

　コロネは、困ったように眉まゆをひそめて答えた。

「だってえ、あの人たちはぁ、死ぬかもしれないんだよぉ、私たちと違ちがって……」

　アカネは、ちょっと気がとがめたような顔になった。

「そりゃそうだけどさ、あいつらががんばってくれなきゃ、結局私たちだって……この星の住民全部が死んじゃうんだよ⁉」

「うん、そうなんだけどさ。だったら、文句を言うよりも、がんばってね、って言ってあげたほうがいいと思うんだけどなあ」

「コロネは優やさしいから、そんな風に思えるんだろうけど、私はダメだね。うじうじしてるヤツみると、襟えり首くびつかんで『この軟弱者！』とか言って往復ビンタ食くらわしたくなるんだもん」

「アカネちゃんにも『クイーン』さんみたいに、パイロットの適性があればよかったのにねえ」

「うん、私、時々本気でそう思うんだよね」

　フィルマは、二人のやりとりを黙って聞いていた。

　……アカネは悪い子じゃないんだけど、どうにも直情的で、コロネはちょっと幼くて引っ込み思案なところがあるのよね。

　でも、なんだかんだと言っても、その実この二人はいいコンビなんだ。

　二人で言い合って精神のバランスを取っているなら、私の出る幕はないわ。

　フィルマは、黙って微笑ほほえむと、防衛軍オペレーターの制服を仕舞ったロッカーの扉とびらを閉じた。

　……さて、十二時間ぶりのオフだわ。

　宿舎に帰って、シャワー浴びて……寝ねよう。

　オペレーターの勤務体制は、基本的に八時間勤務の三交こう替たい制だった。しかし作戦行動が交替時間にかかると、勤務は延長される。作戦行動中に勤務員を交替させるわけにはいかないからだ。

　フィルマたちの班はこの日、四時間の勤務延長をこなしていた。




　フィルマをはじめとする地上基地のオペレーターたちが、勤務を終え宿舎に向かう送そう迎げいの地上車に乗り込み始めた頃ころ。

　そこから千二百キロほど離はなれたシーケンパルス空軍基地に、一機の超ちよう音おん速そく連れん絡らく機きが着陸しようとしていた。

　パイロット待機室のモニターで、その光景を見ていたパイロットジャンパーを着込んだ一人の若者が、小さくため息をついて言った。

「ディハルトが帰ってきたみたいだな……超音速連絡機で送り迎むかえとは、さすがエースパイロット候補は、扱あつかいが違うねえ」

　ソファに座って新聞を読んでいた同じデザインのジャンパーを着込んだ仲間らしい若者が、たしなめるように言った。

「優ゆう秀しゆうなパイロットは戦力だ。だから休ませないで、すぐに配置場所に送り返す……何かあったら、真っ先に使われるってだけのことだ。俺は別にうらやましくなんか無いね」

　そして、その若者は、にやっと笑って言葉を付け足した。

「なんなら、司令に言って志願して来いよ、ユータケ。私もディハルトのように常時待機パイロットに指定して下さい！　ってな」

　ユータケと呼ばれた若者はあわてて首を振った。

「あ、いや、俺はトイレが近いから常時待機は無理だよ。ほら、スクランブルかかったときにトイレに入っていたら、時機を失するだろう？　トイレに入ってたためにザナックスの侵しん攻こうを許したとなったら大変じゃないか。俺は人類の敵にされちまうぞ」

　新聞を読んでいた仲間は笑いながら新聞を閉じた。

「いくらなんでも、人類の敵ってのは大げさだろう、お前は、そんな肩かた書がきもらうほどの大物じゃない」

　ユータケは考え込んだ。

「そうか……ローイの言うとおりかもしれない。人類の敵、なんて肩書きもらっても困るよな……そんな肩書き名めい刺しに書き込んだら、ウエストウィックⅡ防衛軍空軍少しよう尉い（人類の敵）ユータケ・ランクス、になっちまう。もらった人がびっくりするだろうなあ」

　ソファに座ってユータケの言葉を聞いていたローイは、腹を抱かかえて笑い出した。

「お前の肩書きは、俺が決めてやるよ。『空軍少尉（天然ボケ）ユータケ・ランクス』ってのはどうだ？」

「あ、ひでえ！　そう言うローイだって、自分がエンジェルたちの間で何て呼ばれているのか知ってるのかよ？」

　ローイはぎくっとした顔になった。

「いや……知らないけど、何て呼ばれてるんだ？」

　ユータケは、にやりと笑った。

「さあねえ、何と呼ばれているのかなあ……『空軍少尉（おじさん）ローイ・ファルク』くん」

　ローイは、一いつ瞬しゆん愕がく然ぜんとした顔になった後で叫さけんだ。

「……お、おじさん⁉　俺はまだ十七歳だぞ！　なのになんで俺のあだ名が『おじさん』なんだよ！」

「俺に言われても困るなあ、これはエンジェルたちが勝手に呼んでいることだからさ。感応端たん末まつってのは心の奥底とか性格とかが見えちまうそうだし、ローイの性格が爺じじ臭くさいのは、まあ公然たる事実だから仕方ないんじゃないの？」

　ユータケが笑いながらそう言ったとき、控ひかえ室に報告書の束を持った、パイロットスーツ姿の小こ柄がらな十七歳くらいの少女が入ってきた。

　その少女は、ローイを見て言った。

「ローイ、安心しな、この前私と組んだエンジェルは、あんたのことを『実直』さんと呼んでいたよ。どうやらそっちの方が通り名になっているみたいだね。『おじさん』とか呼んでいるのは少数らしいね」

　ローイは、ほっとしたような表情を浮うかべた。

「そうか『実直』さんか……まだそっちの方がいいか」

　そして報告書の束を持った小柄な少女は、真面目まじめな顔でユータケを見て言った。

「そういえば、ユータケ。あんたのことは『ヘタレ』くんと呼んでいたよ、私と組んだエンジェルが」

「ヘ、ヘタレくん？」

　ユータケは目を丸くしたあとで、憤ふん慨がいしたように言った。

「勝手に、あだ名をつけるなんて、ひどい連中だ！　あいつらはエンジェルなんかじゃなくてデビルだ！」

「おいおい、俺たちだって、エンジェルたちに『委員長』だの『元気印』だの、勝手に名前をつけて呼んでるじゃないか、その辺はお互たがい様だろ？」

　ローイにたしなめられたユータケは、不満そうにうなずいた。

「……まあ、そう言われればそのとおりなんだけどな。それにしても『ヘタレ』くんはないよなあ『ヘタレ』くんは……」

　ぼやくユータケから、待機室に入って来た小柄な少女に視線を移したローイが聞いた。

「ところでよ、リュクティ。お前がその手に持ってる報告書の束は何だ？」

　リュクティと呼ばれた少女は、手に持った報告書をサイドテーブルの上に置いて肩をすくめた。

「本日の戦せん闘とう詳しよう報ほうだよ、書き直しだって」

　ローイとユータケは同時に顔をしかめた。

「うへえ、やっと生きて帰ってきたと思ったら、次はデスクワークかよ、いい加減にして欲しいぜ、まったく……」

　リュクティは肩をすくめると、仕方ないという風に微笑ほほえんで言った。

「提出はそんなに急がなくてもいいそうだよ。あと……私が添てん削さくしておいたから、それに合わせて書いてくれれば、基地司令も文句言わないと思うな」

　ユータケの顔がほころんだ。

「いやあ、持つべきものは頭のいい、気の回る同どう僚りようだねえ、ありがとう『クイーン』さま」

「クイーン……って、私のこと？」

　怪け訝げんな顔になったリュクティを見て、ローイがうなずいた。

「ああ、それは俺も聞いたことがあるな、エンジェルたちが君につけているあだ名だよ」

　リュクティは複雑な顔になった。

「クイーン……女王さま、か。パイロットコースに進んだ女の子が少ないのは事実だけど、褒ほめているのか、それとも物もの珍めずらしいから馬ば鹿かにしているのか……喜んでいいのか怒おこっていいのかわからないあだ名だな、それって」

「別に物珍しがって馬鹿にしているわけじゃないと思うよ」

　ローイが真面目な顔つきで答えた。

「クイーン、女王、ってのは、なんというか、こう、特別の存在という意味でそう呼んでいるような気がするんだよな。オペレーターの女の子たちにしてみれば憧あこがれとか羨うらやましいって意味じゃないかと俺は思うんだ」

　リュクティは、肩をすくめた。

「特別な存在か……確かに私は特別かもね。女が戦うのはローデスの教えに背そむくとかで、パイロットにしない方針だったらしいんだけど。私は反射神経が普ふ通つうの男の子より良くて、適正があるとかでパイロットになったんだよね……もっと女の子のパイロットを増やしてもいいと思うんだけど」

「そうだよな、実際に君の戦い方を見ていると、シャトルに乗って戦うのに男も女も無いと痛感するよ。そういや、帝てい国こくには女の子だけの戦せん闘とう機きパイロットで編制された部隊もあって、スゴ腕うでのパイロット揃ぞろいの部隊で、確かメス猫ねこ部隊とか呼ばれているって話だよ」

　ローイの言葉を聞いたリュクティは、羨ましそうにつぶやいた。

「女の子だけのパイロット部隊かあ、いいなあ。そういう部隊だったら私も『女王』さまみたいな呼ばれ方しないで済んだかもしれないな」

「何言ってるんだ！　『女王』って、カッコいいじゃないか！　『ヘタレ』くんよかマシだろうが、『ヘタレ』くんよか！」

　むくれ顔になっているユータケを見て、くすっと笑った後で、何かに気がついたようにリュクティが言った。

「そういえば、ディハルトは何て呼ばれてるの？」

　ローイが答えようとしたとき、待機室のドアが開いた。

　そこにはパイロットスーツを着てヘルメットを抱かかえたディハルトが立っていた。

　ディハルトは、ヘルメットをソファの上に放ほうり投げて、聞いた。

「俺がどうしたって？」

　ローイは笑いながら言った。

「いや、なんでもない。無事帰き還かんおめでとう。『ワルガキ』くん」

　ディハルトは、表情も変えずに答えた。

「なんだそれ？」




　シーケンパルス空軍基地に戻もどって来たブルー分隊の若者たちが、互いのあだ名の話題で盛り上がっていた頃ころ。ウエストウィックⅡの首都にある防衛軍の統合指揮室では、衛星軌道上の重力波の異常を知らせるサインと警報音が再び鳴り響ひびいていた。

「くそ、ザナックスめ！　恐おそれていた波状攻こう撃げきが始まったようだな。迎げい撃げき可能なシャトルは何機ある？」

　オペレーターが、緊きん張ちようした口調で答えた。

「さきほどの迎撃が終わったばかりですので、迎撃態勢が整っておりません。即そく応おうできる機体は約千二百、二次態勢にあるものを含ふくめて二千二百です」

「どうしますか？　すべてのパイロットに緊きん急きゆう待機をかけますか？」

　副官の言葉と共に、指揮室にいるすべての人間の視線がケリングに集中した。

　ケリングは、そのじりじりとした焦あせりにも似た視線を感じながらモニターを見上げた。

　レーダースクリーンの上では、まだザナックスの隕いん石せき船せんの姿は確かく認にんできない。確認できるのは、重力波の歪ゆがみによるザナックスが転移してくる地点と、そのおおよその規模だけだ。

　……さっきの戦せん闘とうに出撃したシャトルパイロットには休養が必要だ。本来ならあと最低でも五時間は休ませねばならない。しかし、この状じよう況きようでは休ませておくわけにはいかない。

　今回の襲しゆう撃げきの規模によっては、全機出撃が必要になる可能性もある。とりあえずすべての要員に待機を命じておくしかない。

「出撃可能シャトルすべてに緊急待機命令を出せ。転移数が判明するまでそのまま待機だ！」

　ケリングの指示が出るのと同時に統合指揮室の空気が一気に動き始めた。

　スクリーン上にスクランブルがかかった基地の名前と、そして位置が次々に表示されていく。

　その表示を見上げてケリングは思った。

　……まだいい。まだ、二千三千という数で、時間を置いてやって来られるなら、なんとかなる。しかし、それがいつまで続くのだろう？

　ザナックスは、大だい攻こう勢せいに転じ、今、ローデスのほぼ全域を勢力下に置こうとしている。

　そして、支配する星域が広がったぶん、それぞれの星域の惑わく星せいに対する攻撃密度が薄うすくなったことは間ま違ちがいない。密度が薄くなったために、このウエストウィックⅡは生き延びることができているのだろう。

　しかし、こんな状態が長く続くわけが無い。

　ザナックスが、この混乱から立ち直れば、このウエストウィックⅡは、今までとは比べ物にならないほどの密度の攻撃にさらされるだろう。

　そうなれば、もはや我々に生き延びる道は無い。帝国の救出の手が間に合うかどうかそれはわからない。しかし、だからといってあきらめるわけにはいかない。

　それとも差し伸のべられるその日まで、一分一秒を生き抜ぬかねばならない。

『敵の転移数は約千二百隻せきと判明！　南半球です！』

　ケリングは、手元のインカムスイッチを押して指示を出した。

「緊急待機をかけた全機の三分の一を通常待機に戻せ、部隊の選別は任せる」

　ケリングの前にあるパーソナルモニターから、部隊配置担当指揮官の声が返ってきた。

『了解しました、なお、さきほど帰還したパイロットの半数が間もなく再出撃可能状態になりますので、そのまま待機数に加えて表示します』

「わかった」

　ケリングはそう答えると、自分の前にあるモニターに映し出される出撃可能機の数字が増えていくのを見つめていた。

　モニターに映し出される数字は、大きく四段に分かれていた。

　一番上に表示されている赤い二千四百近い数字は、現在出撃中のシャトルの数を意味し、その下にある黄色い千二百近い数字は、臨戦状態にあるシャトルの数。そして、その下にある青い数字は、待機中のシャトルの数だった。

　ケリングの見ている前で、青い数字が少しずつ減って、黄色い数字が増えてゆく。

　再出撃可能となったシャトルの数が追加されていくのだ。

　ケリングの視線は、一番下に並ぶ白い数字に留まった。

　八万を超こえるその数字は、生産ラインを出て、出撃を待つ新品のシャトルの機体の数だった。

　……機体はいくらでもある。使い捨てにしてもいいくらいの数が確保できている。

　問題は、パイロットの数なのだ。パイロットは不足している。我々に残された道は、素質や適性に優すぐれていない普ふ通つうの若者であっても、パイロットとしてシャトルに乗り込ませて送り出すしかない。

　今でさえ高いパイロットの未帰還者率は、おそらくうなぎ上りに増えることになるだろう。

　だが、それをやらねば、このウエストウィックⅡの住民が生き延びることはできない。

　ケリングは小声でつぶやいた。

「必要な犠牲か……」

　……これは何に出てきた単語だったのだろう？　社会学か、それとも民事法だっただろうか？

　この星に生きるすべての人間から見れば、シャトルパイロットも、オペレーターも、すべては必要な犠牲にしか過ぎない。

　彼らが戦いそして死んでいくことと引き換かえに、この惑星の住民は救われるのだ。

　だとしたら、生き延びた人間は、その必要な犠牲となった者たちに何をもって報むくいればいいのだろう？

　横にいた副官が振ふり向いた。

「はい？　何か？」

　ケリングは首を振った。

「いや、なんでもない、独り言だ。この先さらに学徒動員パイロットを増やさねば、ザナックスの侵しん攻こうを防ぐことはできないと考えていたのだよ……」

　副官は複雑な表情で、出撃シャトルの数を表示しているモニターを見て、そして言った。

「未熟で、適性の無いものをシャトルに乗せて出撃させる……質より量。それしか方法は無いということですか……犠ぎ牲せい者しやが増えることになるでしょうね」

「私が、さっきつぶやいて……君に聞きとがめられた言葉は『必要な犠牲』という言葉だったのだよ」

「必要な……犠牲、ですか」

　ケリングは小さくうなずいた。

「私は思うのだが……この言葉を最初に使った人間はどっちの人間なのだろう？　犠牲となった人間なのだろうか？　それともその犠牲によって助かった人間なのだろうか？」

　副官は、黙だまったままだった。

『空間センサーに転移反応！　推定転移数約千二百！　中規模の転移です！』

『迎げい撃げきシャトル発進可能機数二千二百三十二機！』

『地上オペレーター基地に緊きん急きゆう態勢を命じました、全オペレーターが感応端たん末まつ上で待機中！』

『南半球基地から発進するシャトルは赤道上の南に展開、転移してくる隕いん石せき船せんの降下方向に対応できる態勢で周回軌き道どうに入れ！』

　統合指揮室の中に、再び緊きん迫ぱくした報告が飛び交かい始めた。

　そのとき、副官がつぶやくように言った。

「本当に……帝てい国こくは助けに来てくれるのでしょうか？　彼らは……三百八十億のローデスの国民を死に追いやったのですよ」

　ケリングは小さく首を振った。

「いや、あのときと今とでは状じよう況きようが違ちがう。確かに、君の言うとおり、帝国はザナックスの侵攻を抑おさえ込むために、侵攻を受けていない惑わく星せいをそこに生きている住民ごと破は壊かいし死に追いやった。それ以外にザナックスを抑え込む方法は無かったからだ。

　しかし、あの作戦は失敗し、今、ザナックスはローデス全土にその支配力を広げようとしている。このローデスがザナックスの手に落ちたとしたら、この次に来る戦いはどんな戦いになると思うかね？」

　副官は、しばらく黙っていたが、やがて、静かに聞いた。

「数と数とのぶつかり合い……本当の総力戦ですか？」

「そうだ、作戦も戦術も、技術すら必要としない、数と数との勝負になるだろう……全人類が、ここで戦っている我々と同じような戦いをしなくてはならないのだ」

　そしてケリングは小声で付け足した。

「状況が変わったというのはそういうことだ。もはや、見捨ててもよい人間など存在しなくなったのだよ……」




　その頃ころ、惑星ウエストウィックⅡから遠く離はなれた帝国領内の人類統合軍総司令部の総合指揮室でも、まったく同じような会話が交わされていた。

「状況が変わったのだ！　もはや、この宇宙に見捨てても良い人間など存在しない！　なぜ、事務処理をしている連中には、それがわからないのだ！」

　目の前にあるモニターに表示されている救出艦かん隊たいの出撃準備状況の報告書を見たミストラル・エデッサは、憤ふん激げきしたように怒ど鳴なった。

　この総合指揮室は、帝国とローデスとを繫つなぐ桃もも星ぼし回かい廊ろうに程ほど近いエリア二八と呼ばれる基地惑星のブルーリッジステーションの中にある。

　桃星回廊は、かつて帝国がローデスと数百年にわたって戦い続けた場所であり、この惑星が帝国軍の総司令部を置く場所として選ばれた理由はそこにあった。

　このブルーリッジステーションには仰ぎよう々ぎようしい防衛設備はほとんど置かれていない。あるのは帝国の津つ々つ浦うら々うらにまで張り巡めぐらされた情報通つう信しん網もうのターミナルと、それに付ふ随ずいする情報処理施し設せつだけである。

　帝てい星せいにある帝国の国防総省の地下にも、ここと似たような部屋があるが、そこも、この総合指揮室と同等の機能を持たされている。総合指揮室が破壊されたり、なんらかの理由で機能停止に陥おちいったときのために、そういった予備のサテライトステーションを帝国領内にいくつか設置してあるのだが、国防総省に設けられた総合指揮室は、もっぱら帝国皇帝と帝国の重臣たちに対するブリーフィングのために使われる、いわば広報ステーションであり、実戦部隊の指揮は、主に、このエリア二八のブルーリッジステーションで行われていた。

　ミストラルが怒鳴り声を上げた原因となったデータを自分の手元のパーソナルモニターで確かく認にんしたチャマー・シザーズが、なだめるような口調で答えた。

「君が文句を言いたくなる気持ちはわからないでもないが、ここでいくら怒鳴っても、現場の人間が動いてくれるわけではないよ……それに、それは、私のせいかもしれない」

　ミストラルは振り向いた。

「確かにあなたは帝国軍とローデス軍の残存兵力を統合して編制された、人類統合軍の暫ざん定てい総責任者として、この救出作戦を含ふくむすべてについて責任を負う立場にあります。しかし、この補給の遅おくれは別のことではありませんか？　ローデス軍と帝国軍の統合という大規模な組織改変があったとはいえ、それは遅ち延えん理由にはなりません。

　後方の連中は危機感が無さ過ぎます！　あいつらは、我々が今、どんな戦いに直面しているのかわかっていないのです！　ザナックスの恐おそろしさも、それと戦うことの困難さも繰くり返し繰り返し何一つ包み隠かくさずに広報しているというのに、この危機感の無さは一体何なのでしょう？」

　チャマーは無ぶ精しようひげの生えた頰ほおを撫なでて自じ嘲ちよう気味につぶやいた。

「……三百八十億の人間を見捨てた人間が、いくら言っても説得力を持たないだけのことかもしれないな」

　ミストラルは、怒おこったように答えた。

「そんなことはありません！　あの作戦は、あのとき、ザナックスの侵しん攻こうを食い止める方法としては最も効果的であるという結論が出ていた作戦でした。アリクレストの予期せぬ妨ぼう害がいさえなければ、ザナックスの侵攻は、あのラインで停滞したはずです！

　あなたは間ま違ちがってなどいないのです！　だからこそ、帝国とローデス暫定政府の首脳は人類統合軍の最高司令長官という重責ある地位をあなたにゆだねているのです！　そうではありませんか？」

「そうだ。だが、あの作戦は失敗し、私の作戦は三百八十億のローデスの民たみを無む為いに死に至らしめるという最低の結果を招いたのもまた事実だ。人は『もし……ならば』などという仮定の話などに興味はない。人が見るのはその結果だけなのだ。

　世間から見れば、私は失敗した司令官なのだよ。失敗した司令官が、いくら敵が強大で、この戦いが困難なものなのかを訴うつたえたところで、それは言い訳にしか聞こえない……」

　そして、チャマーは静かに付け足した。

「……この世界に、もはや私の言葉を信じるものは、誰だれもいないのかもしれない」

　その言葉をつぶやいたチャマーを見たとき、ミストラルの腕うでに鳥とり肌はだが立った。

　チャマーの目の奥に広がっているのは虚きよ無むだった。

　ミストラルは思った。

　……この男は、今、虚無の淵ふちを覗のぞき込んでいる。

　その淵の下にあるもの……それは虚無と孤こ独どくだ。何なん人ぴとも癒いやせない、本当の孤独というものを、この男は見ているのだ。

　人類の兵力のすべてを結集した統合軍総司令官という誰よりも強大な権力と、それを自由に振ふり回す権利の両方を持たされるのと同時に、この男は虚無と孤独を背負わされたのだ。

　ミストラルは自分と、そしてチャマーの両方を元気付けるような口調で言った。

「チャマー司令官殿どの、少しはお休みになられてはいかがですか？　あの作戦が終わった後一日も休んでおられないでしょう？」

　チャマーは首を振った。

「いや、私はちゃんと休んでいる。二十四時間につき平均五時間は仮か眠みん室しつで寝ねている」

「そんなのは、休んだうちに入りません！　この司令部の施設から一歩も出ないのならそれは仕事です！　どうかお休みになって下さい！」

　ミストラルの言葉を聞いたチャマーは、再び首を振った。

「私は休むわけにはいかない、ミストラル。私は失敗したんだ。この失敗の償つぐないを終えるまで私は休んではならない。私が休むときは、すべての準備が終わったときだ。そのとき初めて私は自分が犯おかした失敗の償いを終えるんだ」

「すべての準備とは……この桃もも星ぼし回かい廊ろうでザナックスを迎むかえ撃うつための準備のことですか？」

「それもある。でも、それだけじゃない……」

　チャマーは、その部屋にあるモニターの群れを見上げた。

　その一つ一つに、様々なデータと映像が映し出されていた。

「このモニターに映し出されているデータを見るがいい。まだ何一つ終わってはいないのがわかるだろう？　統合軍としての組織改編が終わって三ヶ月近く経たとうとしているのに、戦せん闘とう艦かんの兵装を対ザナックス用に交こう換かんし、ニーモドライブを搭とう載さいする艤ぎ装そう更こう新しん工事は、全体の六割しか終わっていない。新造艦が一線部隊に引き渡わたされはじめたのは一ヶ月前だ。当初の配備予定どおりに行き渡るのはいつのことなのか見込みも立っていない……わかってくれ、今、この状態で休むことはできない。すべての準備を整え、この統合軍を完かん璧ぺきな状態で後任の人に引き継つぐこと、それが……それだけが私ができる最大の償いなんだ……」

　そしてチャマーは唇くちびるの端はしに薄うすく笑いを浮うかべた。

「失敗した司令官でも、それくらいのプライドを見せることぐらいは許されるはずだ……違うか？」

　その笑いを見て、ミストラルは思った。

　……あのとき、作戦が失敗したことを理由に、辞任しようと思えば辞任できたはずだ。

　でも、彼は辞やめるとは言わなかった。

　世間や軍の内部からも、潔いさぎよく責任を取って辞めるべきだ、未練がましい男だ、という陰かげ口ぐちが、いくつも聞こえて来た。

　しかし、彼に面と向かって辞めろと言う人間は一人もいなかった。

　言えるわけが無い。

　この男を辞めさせるのは構わない。だが、誰をその後あと釜がまに据すえるのだ？　ザナックスとの圧あつ倒とう的に不利な戦いを目の前に控ひかえているこの状じよう況きようで、その全責任を背負うことのできる人間がどこにいる？

　彼は、責任を取って辞任することの無責任さを選ばなかった。

　他人からそしりを受け、陰口を叩たたかれ、それでもあえて針の筵むしろの上に座り続け、自分の責任を果たそうとしているのだ。

　チャマーは、手元にあるコンソールを操作した。

　指揮室にずらりと並んだ情報処理端たん末まつのモニターの一つに、ローデス領の星間図が表示された。

　かつてのローデス領は、そのほとんどがザナックスの支配下を意味する赤い表示で覆おおわれ、わずかに桃星回廊の向こう側に十二個の星系のみが残されている。

「ローデス全土の住民が、今あの十二の星系に集まり、桃星回廊によって帝てい国こく領に脱だつ出しゆつする順番を待っている……防衛艦隊の努力により、あの星系は、集まった避ひ難なん民みんたちの脱出が終わるまでなんとか持ちこたえることができそうだ」

「ええ、そっちの方は懸けん案あん事じ項こうではありません。問題はあちらの方なのです」

　ミストラルが指差したのは、ザナックスの支配域を示す赤い表示の中に点てん滅めつする八つの惑わく星せいだった。

「この八つの惑星に取り残されている人間の数は合わせて七十二億人。彼らはザナックスの包ほう囲い網もうの中で必死に生き抜いています。しかし、彼らがいつまで持ちこたえることができるか……我々にわかっていることは、一分一秒でも早く彼らに救いの手を差し伸のべねばならない、という事実だけです」

　チャマーは、小さく肩かたをすくめた。

「なのに、いくら我々が笛を吹ふいても統合軍の官かん僚りよう化かした組織は踊おどらない。いつものようにいつもの仕事を繰くり返すだけ……君が怒ど鳴なりたくなる気持ちもわからないではないな」

　ミストラルはうんざりしたような口調で答えた。

「笛を吹くのに、いささか疲つかれましたよ。誰か、あの座り込んでいる官僚どものケツを蹴け飛とばしてくれませんかね」

　チャマーは、なだめるように答えた。

「きっと誰かが蹴飛ばすさ。先の見えない人間ばかりじゃない……それを信じよう」




　チャマーとミストラルが、人類統合軍総司令部の総合指揮室でそんな会話を交かわしていた頃。帝てい星せいの国防総省の中にある統合軍軍務局主計部の会議室では、新しく部長に就任したカンナ・サイファ・リモージュ大たい佐さが、急きゆう遽きよ召しよう集しゆうした関係各部門の長を前にして、怒いかりに満ちた声を上げていた。

「なぜ？　なぜこうまで補給計画が遅おくれているの⁉　帝国軍第二軍のローデス救出艦隊は、ニーモドライブ装着も新規拝領艦かんに対する慣熟訓練プログラムもすべて終わっているというのに、私たちの担当する各種の補給物資、それも肝かん心じんかなめの推進材と弾だん薬やくの手配がついていないというのは、どういうわけなの？」

　カンナは、目の前に並ぶ中間管理職の連中を見回した。

　そこにいる連中の多くは四十代半ばから後半の、いわゆる年功と経験で今の階級に到とう達たつした事務畑の将校たちだった。

　経験豊富と言えば聞こえはいいが、それは裏返せば、誰でも長い時間を積めば身につく程度の能力や素質しか持っていなかった、ということでもある。

　最初から能力や素質がある人間は、若いうちに抜ばつ擢てきされて、さらに複雑な仕事や専門的な仕事に回されることになる。その抜擢の対象にならなかったということは、要するに、彼らは普通の人間だったということなのだ。

　カンナの目の前に並ぶ中間管理職の目には、共通の敵意が満ちていた。

　……なんか「いきなり直属の上司になった元部下の女の言うことを聞かない会」とやらの総会に顔を出している気分ね。

　この人たち、裏で血判状でも交わしているんじゃないかしら？

　そんなことを考えながら、カンナは目の前にいる一人の中年の将校を指差した。

「輸送管理課長、あなたの責任で行われるはずだった救出艦隊用の推進材が、いまだに出しゆつ撃げき基地に備び蓄ちくされていない理由は？」

　中年の将校は、目に憎にくしみの光を潜ひそませて答えた。

「輸送艦の手配が付きませんでした。それだけです」

　カンナは手元にある報告書を見てせせら笑った。

「子供の使いみたいなお返事ね。確かにこの報告書を見ると、あなたの言うとおり、使える輸送部隊の輸送船は一隻せきも無かったみたいね」

　管理課長の目に勝ち誇ほこったような色が浮うかんだが、カンナの言葉はその色を打ち砕くだいた。

「では、お聞きしますが、どうして民間の輸送船を手配しなかったのですか？　輸送できる船があるのは軍隊だけではないはずです、民間船の方がはるかに数も多いのではないですか？　輸送細則は、民間業者に輸送委い託たくすることを認めていますし、現に帝国軍の頃ころも後方における物資輸送はすべて業者委託していたではありませんか。今回に限って民間業者に委託しなかった理由をお聞かせ願えませんか？」

　管理課長は、顔に浮かんでいた余よ裕ゆうの色を失いながら答えた。

「あ、いえ、作戦行動における秘密漏ろう洩えい防止を第一に考えまして、民間業者を使うのはふさわしくないと判断しました」

「そう、秘密漏洩防止ねえ。さすがに色々理り屈くつを考えるわね、そういったことについての経験値は誰だれよりも積んでらっしゃるようね……」

　カンナは声を上げて笑った後で、管理課長をびしりと指差して言った。

「この作戦の敵は何？　救出艦隊は誰と戦うの？　言ってごらんなさい」

「ザ……ザナックスです」

　カンナはうなずいた。

「そうね、今や私たちの敵はザナックスのみ。これはもう言うまでも無く常識よね、三歳児でも知っていることだわ……どうやらあなたは今すぐにでも参さん謀ぼう本部の情報課に転属すべき人材のようね」

「はあ？」

　怪け訝げんな顔をする管理課長に向かってカンナはにっこりと笑って言った。

「だって、あなたは、ザナックスとコミュニケーションをとる方法、もしくはコミュニケーションを取っている組織なり個人がいるということを御ご存じなのでしょう？　私たちの救出艦隊の秘密が漏洩することを怖おそれるってことは、ザナックスのスパイが、どこかにいるってことが前提なんですから」

　管理課長の額に脂あぶら汗あせが滲にじんだ。

「いえ、そういうわけではありません。単に作戦行動における秘密漏洩防止は、基本のことですので、それに従ったまでのことでして……」

　カンナは机の上に報告書を放ほうり投げて叫さけんだ。

「ふざけんじゃないわよ！」

　カンナは、ローデス領の星間図が表示されている司令部のメインモニターを指差した。

「この中にあるウエストウィックⅡでは、十六、七歳の高校生たちが少年兵として徴ちよう用ようされて、ザナックスを撃げき墜ついするためにシャトルに乗り込んで戦っているそうよ。シャトルパイロットとオペレーターの損そん耗もう率は三十パーセント以上、毎日千人近い若者が、命を失っている計算になります！　つまり、この星では、あなたの息子むすこや娘むすめと同じ年ねん齢れいの子供たちが毎日毎日千人ずつ死んでいるということなんです！

　あなたがたが、その、今まで部下だった、婚こん期きを逃したクソ生意気なＯＬ上がりの成り上がり女上司にやっている意い趣しゆ返しの向こうでは、あなたがたの息子や娘が死んでいっているんです！　あなたがたがやっているのは、人殺しだと気づかないのですか！

　あなたがたに想像力は無いのですか！　目の前の数字と、休日のゴルフのスコアだけが現実で、あとはどうでもいいのですか？

　あなたがたもチャマーと対談した、あの、惑星消去作戦の犠ぎ牲せいになったフルヤという最高指導者の言葉を聞いたはずです、あの人はなんと言いました？　私たちに向かってなんと言ったのか覚えていますか？　あの人はこう言ったのです『もう関係ないなんて言わせない！　私たちはあなたたちを生き延びさせるために死んでいくんだ』と！」

　そしてカンナは机を両手で叩たたいた。

「考えて下さい！　気付いて下さい！　自分たちの仕事がどういうことに繫つながるのか、その先がどうなるのか、それを洞どう察さつして下さい！　帝国軍から統合軍になって、すべてが変わったのです。統合軍はすべての組織が戦うための組織になったのです。

　安全な職場や楽ができる職場なんかどこにもありません！　ここだって戦場なんです！　私たちが打ち込んでいる数字、発注する品物、輸送の委い託たくと連れん絡らく、そのすべてが最前線に直結しているんです！　手を抜ぬいていい、後回しにしていい、俺がやらなくても誰かがやってくれるだろう、なんて意識は捨てて下さい！　それが捨てられないというのなら、それで結構です、私がその人間を捨てます。戦時体制ということは、現場指揮官の裁量権の自由度が上がったということなのです。わかりますか？　ここは最前線と同じなのですよ⁉」

　カンナは管理課長を指差した。

「あなたは戦死しました、今すぐ荷物をまとめて戦線を離り脱だつして下さい。あなたの後任は、部下の中から能力のあるものを戦時昇しよう進しんさせることにします」

　管理課長は血の気を失った顔で叫んだ。

「そんなことができるものか！　私は異議を申し立てる！　たとえ軍人で上官であっても、感情のみによる人事権の濫らん用ようは許されないはずだ！　働くものにも権利があることを忘れるな！」

　カンナは顔色も変えずに答えた。

「あら、あなたは働いてないでしょう？」

「な、なんだと？」

「規則とか法律とかは働いている人の権利を守るためにあります。つまり、働いていない人には権利が無いということです。おわかりですか？」

　管理課長は顔を真っ赤にしてわめいた。

「おのれ、黙だまっていればいい気になって！　お前のような小こ娘むすめにこれ以上馬ば鹿かにされて黙っていられるか！　見ていろ俺にはお前のような小娘が束になってもかなわないような、偉えらい上役を山ほど知っているんだからな！　今に見ていろ、泣いて謝ったって許さんからな！」

　わめいた管理課長に向かって、カンナは胸を張った。

「その言葉、そっくりお返しします。自分の非を認めて配置転てん換かんに応じてくれるなら不問に付そうと思ってたけど、そうまで言われたなら、今回のあなたの行こう為いを利敵行動として憲兵隊に通告するしかありません。いいわ、次は軍事法ほう廷ていで会いましょう」

　カンナの言葉を聞いた管理課長の顔に一いつ瞬しゆん狼ろう狽ばいの色が走った。

　しかし、管理課長は、すぐにそれを打ち消すように笑った。

「馬鹿なことを、私がやったことが利敵行動だと？　私は何もしていないのだよ、何もしていない人間をどうやって罪に問うのだね？」

　カンナは、この馬鹿、という顔になった。

「この会議はすべて記録されているわ。あんたは自分で自供したのと同じよ。確かにあんたは何もしなかった。そう、あなたはするべきことをしなかった……。

　できなかったんじゃない、故意にしなかった。そしてあなたの行為によってウエストウィックⅡの住民の救出が遅おくれているわ。そしてそれによって何千という若者が死んでいるのよ。これが犯罪でなくて何？　この責任を取るべきはあなたよ、その年で軍刑けい務む所しよに入るのはたいへんかもしれないけど、まあ身から出た錆さびね、甘んじて受けなさい」

　管理課長は黙ったままカンナを憎ぞう悪おに満ちた目でにらみつけると、足音も荒あらく会議室を出て行った。

　その後ろ姿を見送って、カンナは考えた。

　……了りよう見けんの狭せまい人間は、意趣返しに何をするかわからないから、一応手を打っておいたけど、あれが無む駄だにならないことを願うわ。一時期とはいえ上司だった人間なんだからそれほどの馬鹿だとは思いたくないし。

　カンナは大きくため息をつくと、目の前にいる敵意の塊かたまりに向き直った。

　中間管理職の連中の目の色は明らかに二種類に分かれていた。

　さらなる敵意を燃やすものと、そして、一種の感かん嘆たんに似た表情を浮うかべるものと。

　カンナは、その敵意を燃やす目を持つ男たちを見て思った。

　……人間は感情の動物だとかいうけど、違ちがうわねその言葉。

　感情をむき出しにした人間は動物だ、というのが正確だわ。




　会議から執しつ務む室しつに戻もどったカンナを出で迎むかえたのは、半分パニックに陥おちいって走り回る部下たちの姿だった。

「どうしたの？　何があったの？　わあわあ騒さわいでいないで、報告しなさい！」

　カンナの一いつ喝かつで、部下たちは、静まり返った。

　少しよう佐さの階級章と部長代理の権限を持つ徽き章しようを制服につけた若い男が、あわててカンナの前にやってきて一礼した。

　オーシェという名前のその部下は、年ねん齢れいこそ若いものの、仕事に対する熱意や、何よりも、自分の仕事が、軍の中でどう機能するのか、それを理解し先を洞どう察さつする能力に秀ひいでており、カンナが今のポストに抜ばつ擢てきされたときに、一いつ緒しよに引き抜いて、自分の片かた腕うでとして今のポストに据すえた男だった。

　この人事の結果、部内のあちこちで

『仕事とプライベートの区別もつかないバカ女め……』

『自分好みの若い男を引き連れて降臨か……』

『婚こん約やくしたとか言うけれど、きっと破談間違いなしだ……』

などという陰かげ口ぐちが飛び交かっていることを、カンナは知っていた。

　しかし、カンナはこの人事を押し通した。

　この先に待つものは、もはや年功だとか、派は閥ばつなどでどうにかなるレベルの戦いではないということがわかっていたからだ。

　オーシェ少佐は、手に持ったリードデータファイルを指し示してカンナに言った。

「現在システム内部に、重要ファイル欠落による障害が発生しており、各種のデータ閲えつ覧らん及および検けん索さくに支障が出ております。消去されたデータファイルは、ランクＥ、Ｄという一いつ般ぱんレベルの階層のデータファイルに留とどまらず、Ｂランクにまで及んでおります。

　セキュリティ部門は、ウィルス、もしくはそれに類るい似じしたデータ消去プログラムが侵しん入にゆうしたものと判断し、全ファイルに対し検索を開始しました。ウィルス検索が終しゆう了りようするのは、二十七時間後になるとのことです。詳くわしいレポートは、部長の端たん末まつに送ってあります」

　カンナは、驚おどろく様子も見せずに答えた。

「そう、わかったわ。小会議室に各課の責任者を全員集めてちょうだい。さっき罷ひ免めんした管理課長も含ふくめて全員よ」

「かしこまりました」

　オーシェ少佐が一礼して去った後で、カンナは自分の机の上にある端末のモニターにセキュリティ部門からのレポートを表示させて、読み始めた。

　そして、ものの三十秒もしないうちに、カンナの顔が険しくなった。

　汎はん用よう端末のキーを叩たたいて、どこかを呼び出したカンナは、キーボード上で誰だれかとしばらくやり取りした後で、小さくため息をついて接続を切った。

　そして、机の上に両りよう肘ひじを突つくと、顎あごの下で両手の指を組んで、やりきれない口調でつぶやいた。

「……人間って、ここまで卑ひ劣れつになれる生き物だとは思わなかったわね」

　カンナは、一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、やがて思い切ったように通信端末のキーを押して秘書官に告げた。

「憲兵隊の内務管理官に繫つないでちょうだい。至急話があると……」




　五分後、小会議室にはカンナの部下である各課の課長と次長など二十数人の男女が座ってカンナの顔を見つめていた。

　カンナはその部下たちの顔を一人ずつ見回した後で、ゆっくりと言った。

「全員揃そろったわね……では、今回のこのシステムダウンについて、現在までに判明した事実を伝えます。まず、第一に、これは外部からのサイバー攻こう撃げきではありません。

　セキュリティ部門は、この今回の大規模なファイル消去に関しては、外部からのウィルス、もしくはワーム類の侵入によるものではなく、内部の何者かが、意図的に重要なファイルをバックアップファイルごと完全に消去した、いわゆる破は壊かい工作であると認にん定ていしました」

　小会議室の中に驚きと不安の入り混じった低いざわめきが広がった。

　オーシェ少佐が、否定するように首を振ふってつぶやいた。

「信じられません、今、このときに、なぜ、そんなことをする必要があるのですか？」

　カンナは冷たい声で答えた。

「そうね、ローデスと戦っている頃ころなら、こういった内部犯行の背景にはローデスの工作員の存在があると思われていたわね。でも、今、帝てい国こくはローデスと戦っているわけではない。

　となると、理由は一つよ。自分の所属している組織に対する不満を、組織に損害を与あたえることで晴らそうとする、いわば意い趣しゆ返しね」

　カンナの言葉を聞いたオーシェ少しよう佐さは笑った。

「まさか、それだけの理由でこれほどのことをやってのけるなんてことが……」

　その、オーシェの言葉が終わらないうちにカンナが言った。

「少佐、あなたはもう少し歴史と、そして人間の愚ぐ劣れつさを学んだ方がいいわ。待たい遇ぐうや処しよ遇ぐうの不満から、戦せん艦かんの火薬庫に放火した水兵や、左さ遷せんさせられた意趣返しに重要な情報をライバル会社に渡わたした管理職。部下の妻に横よこ恋れん慕ぼして、その部下を死地に追いやるような作戦を立てた将軍……これと同じような事件は枚挙に暇いとまが無いのよ。人間という生き物はね、愚劣になろうと思えばいくらでも愚劣になれる生き物なのよ。そこには、年齢や経験や社会的地位なんてものは何の意味も持たないの」

　そのとき、カンナに更こう迭てつされた管理課長が、唇くちびるの端はしにうすら笑いを浮うかべて言った。

「内部犯行なら、犯人はすぐにわかるのではないですかな？　アクセス記録を見れば一発でしょう？」

　カンナは、うなずいた。

「ええ、そのとおり。その記録によると、ファイル消去コマンドを打ち込んだ人間のＩＤは、オーシェ少佐のものね。入力端末のコードもオーシェ少佐の机の端末ということになっているわ」

　オーシェは目を見開いた後で叫さけんだ。

「そ、そんな馬ば鹿かな！　なぜ私がそんなことを！　私じゃない！　私はやっていない！」

　カンナは静かに宣言した。

「でも、すべての記録はそうなっているわね……あなたが何と言っても、この記録は覆くつがえらない。覆すためには、真犯人を特定する証しよう拠こが必要だわ。

　この問題はもう主計部の部内でどうにかなる問題ではないわ。私は本件に関する一いつ切さいの捜そう査さ権を憲兵隊の内務処理班に一任しました」

　そのカンナの言葉と同時に、小会議室に黒い制服を着た憲兵隊の隊員たちが入って来た。

「人類統合軍に対する破は壊かい妨ぼう害がい工作は、人類全体に対する反逆であり裏切りに等しいわ。個人的な恨うらみや意趣返しという極きわめて卑ひ小しような目的のために、今、この宇宙でザナックスと戦い続けている人々を裏切り、そして信しん頼らいを踏ふみにじったその行こう為いは愚劣の極みと言わざるを得ません。いかに長い年月を軍隊に捧ささげ、経験を積み、階級を昇のぼったとしても、それは人格の高潔さを意味するものではないということが、よくわかりました……」

　そして、カンナは勝ち誇ほこった微び笑しようを浮かべていた管理課長を指差して言った。

「憲兵隊の諸君、彼を逮たい捕ほしなさい！」

　管理課長は目をむいた。

「な、ふ、ふざけるな！　何の証拠があって私を犯罪者扱あつかいするのだ！　犯人はオーシェ少佐だ！　すべての記録が彼が犯人だと示していると言ったではないか！」

　カンナはうなずいた。

「そうよ、コンピューター上の記録はオーシェ少佐が、少佐自身の端たん末まつからアクセスしたことになっているわね。その時間あの部屋には確かにオーシェ少佐以外の人間はいなかったわ。防犯モニターでもその姿は記録されているわね」

「で、では、どうして！　これは冤えん罪ざいではないか！　私は軍事法ほう廷ていであなたを告こく訴そするぞ！」

　カンナは小さくため息をついた。

「頭が悪い人は、往生際ぎわも悪いわね……オリアス、説明してあげて」

　会議室のテーブルの端に、中年の実直そうな外見を持つ電子人格のホログラフが立ち上がって一礼した。

『実を言いますと、本件のシステムは通常どおり働いております。ファイル消去によるシステム停止に陥おちいったのは、本システムの主計部の部門に関係する部分だけを独立させたダミーです。犯人は、そのダミーのファイルを消去したに過ぎません。そして、このダミーにはいくつものトラップが仕し掛かけてありました。そのトラップにより、本件の犯行はオーシェ少佐によるものではなく、あなたの手によるものだと判断しました』

　管理課長は真っ青になった。

「う、噓うそだ。そんなはずはない！　私じゃない！　そのコマンドはあいつの端末からあいつの手で打ち込まれているはずだ！」

　オリアスは静かに首を振ふった。

『オーシェ少佐の端末に、通常の検けん索さくコマンドをデータ消去コマンドにエンコードするプログラムを入力したのはあなたです。このプログラムは、すぐに起動するものではありません。キー制せい御ぎよプログラムの中に潜ひそみ、起動コマンドを打ち込むことによって動くようになるいわばセットされた爆ばく弾だんのようなものです。あなたは、この部署にいるすべての人間の端末の入力コードを知っていましたから、実に簡単な作業だったはずです。この爆弾は、起動コマンドを打ち込まなくては起動しない。だからオーシェ少佐の端末に起動コマンドを打ち込んだ人間こそが犯人となります。そしてあなた以外に、オーシェ少佐の端末に触ふれた人間はいません。そのときの室内センサーの映像記録により、あなたの打ち込んだ文字が、その起動コマンドと一いつ致ちしています……それがすべてです』

　カンナが静かに付け足した。

「わかりましたか？　言いたいことがあるなら軍事法廷で聞きます、さあ、彼を連れて行きなさい！」

　憲兵隊に両りよう腕うでをつかまれた管理課長は、引きつったような笑いを浮うかべて叫んだ。

「馬鹿女！　勝ったつもりか！　こんなくだらないことでこの私が失しつ脚きやくするわけがない！　私はお前の上役になって返り咲ざいてみせるぞ！　貴様を土下座させてやる！　貴様のような小こ娘むすめにやられて黙だまっている俺じゃないんだ！」

　憲兵隊に引きずられるようにして会議室を出て行った元の管理課長を見送った後で、カンナは大きな嘆たん息そくと共にゆっくりと言った。

「我々の敵はザナックスです。ザナックス以外に存在しないのです。この戦いは、部内の出世とか、序列とかそんなこととは無む縁えんの戦いなんです！　帝てい国こくとローデスが融ゆう合ごうし人類統合軍が作られたのは、なんのためなのか、それを考えていただきたい！　生き残ることができるかどうかという戦いに、目先のこと、自分の面子メンツ、プライド、名めい誉よ欲よく。こんなものに何の意味があると言うのですか？

　私はそれを捨てろとは言いません。それは人間にとって捨てるに捨てられない個人というものだからです。私は、その個人の価値観と共に人類全体という視点と価値観を持てと言っているのです！　この価値観を持てない人間。同じ人間を敵と考え攻こう撃げきし、人類の戦いを妨ぼう害がいするような人間を、統合軍は必要としていません。人類統合軍最高司令長官チャマー・シザーズの通達どおり、以後、彼のような行いをしたものは直ちに罷ひ免めんされ、一いつ切さいの身分保障を失うことになります……」

　カンナはそこで言葉を切ると、会議室にいる面々を見回して宣言した。

「要するに、私は仕事をしろと言っています、給料分の仕事を！　自分に与あたえられた義務さえきっちり果たしていれば、上司も規則も怖こわくないわ、そうでしょう？　仕事していないからそれをごまかそうとして、馬ば鹿かなことを考えるのです。さあ、これで会議は終わり。さっさと仕事に戻もどりましょう」
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　顔に疲ひ労ろうの色を浮かべたマイドが言った。

『さて……こうやって各部門の担当責任者が顔をあわせる会議など、めったにあるものじゃない。バーチャル会議ならでは、というところだろうね。普ふ段だんでは聞けなかったことや、突つっ込んでみたいことがあるなら、この機会にスッキリさせておいたほうがいい……さあ、本題に入ろう』

　今、マイドが所長を務める『人類統合軍総司令部直ちよつ轄かつ人類総力戦研究所』の会議が始まろうとしていた。

　総力戦研究所とは、人類統合軍の関係者だけではく、帝てい国こくの国内の各種の情報収集を行っていた内務省や、産業通産省、情報通信省などの各省から関係部局のものを集めてザナックスといかにして戦うか、戦うために人類にとって何ができるか、その方策を研究するために帝国皇帝の勅ちよく命めいを受けて作られた最高情報収集機関である。

　マイドの言葉が響ひびいていたのは、研究所職員の意識の中だった。

　会議は今、彼らの意識の中で行われているのだ。

　意識の中にあるバーチャル会議室は、現実に存在するこの会議室の数倍の大きさを持つ、大きなものだった。

　このバーチャル会議には、帝てい星せいの本庁に勤務している役人だけではなく、帝国のあらゆる場所と部署にいる各部門の現場の担当者も出席していた。

　マイドは、もう一度会議の出席者を見回すと、目の前のコンソールを叩たたいた。

　楕だ円えん形のテーブルの真ん中に球形の三次元立体スクリーンが浮かび上がり、参加者それぞれの目の前にパーソナルモニターが立ち上がるのを確かく認にんした後で、マイドはゆっくりと言った。

『まず、我々が立ち向かわねばならないザナックスの今現在の勢力について、探査機構のステラ博士に報告してもらおう』

　マイドの言葉が終わるのと同時に、会議の出席者全員の目の前にあるパーソナルモニターの中に、三十代の落ち着いた理知的な風ふう貌ぼうの女性が浮かび上がった。

『ザナックスは、環かん境きように応じて形態変化と繁はん殖しよく効率を急激に変化させることができることは皆みな様ご存じのとおりです。この一年間の戦いで、ザナックスの特性は大きく変化しています。

　繁殖能力については、以前の戦せん闘とう種しゆが胚はいの状態で、五個から十個の個体に分かれていたのに対し、最新の攻撃種に至っては十五から二十の個体が生まれるものと思われます。

　次に戦闘隊形に進化する個体の数です。ザナックスは幼生時に分化が始まり、宇宙船形態の戦闘種、地表を耕し菌きん類るいを植える作業種、作物の収しゆう穫かくを行う採取種といった三つのいずれかに分化しますが、その割合に変化が見られます。

　以前は全体の五割が戦闘種に分化しましたが、今は三割に落ちてきています。これは大だい侵しん攻こうを開始したザナックスが多くの畑を手に入れたことによるものだと思われます』

　会議室がざわめいた。

　誰だれかの意識が飛んできた。

『それは、ザナックスの戦力が減少し、彼らが守りに入っているということかね？』

　ステラは首を振ふった。

『いいえ違ちがいます。攻こう撃げき型の戦闘種は身体からだを覆おおう装そう甲こうと速度が今までのものに比べはるかに強力になりました。遺伝的特性がさらに変化したのです。この武装装甲強化型の個体が世代交代し、今までの戦闘種と取って代わることにより、ザナックスの戦闘部隊の戦力は全体数こそ減少したものの、戦闘力は強化されたものと思われます』

　ステラ博士が右手を上げると、その空間に棒グラフが現れた。

『このグラフはザナックスの推定個体数です。過去六ヶ月のザナックスの数の変化について、シミュレーションを作成しました。時間を追って確認して下さい……』

　ステラの説明と共に、画面の日付表示が変わり、ザナックスの侵攻を受けた惑わく星せいの表示が増えていった。そして、三ヶ月が経過したとき、ザナックスの個体数が爆ばく発はつ的に増えた。

『これは、ザナックスの畑となった惑星に対する破は壊かい作戦を行った直後の数字です』

　それからの数字の変化は、もはやカウンターの意味を成していなかった。数箇か所しよで同時に侵攻を開始したザナックスが、次々に惑星を侵しん略りやくして畑にしていく。そして、その侵略された惑星の菌類が収穫期を迎むかえるより早くザナックスは次の惑星へと侵略の手を伸のばすのだ。

『これは、私の仮説ですが、畑となった惑星に対する攻撃が、ザナックスの種としての防衛本能に影えい響きようを与あたえたのではないかと考えております。畑に対する攻撃はザナックスの繁はん殖しよく行こう為いそのものに対する攻撃であり、これを看過することは種の存亡に関かかわると彼らは判断したのだと思われます。惑星消去作戦の直後に、各惑星への侵略速度が速まったのは、より多くの畑を確保しようとする目的のためだったのです』

　ステラ博士の言葉が終わるのと同時にシミュレーション画面の日付は現在を指して止まった。

　ローデスの全星域の九割以上がザナックスの支配下に置かれていた。

『私は半年前に、これと、ほとんど変わらない画面を探査機構で発表したことを覚えています。あのとき、私は、半年後にローデスは滅めつ亡ぼうし、帝てい国こくが立ち向かわねばならないザナックスの数は無限大であると申しました。今、ローデス領内に残されている人類の支配星域は十二個だけで、ここも放ほう棄きすることが決定されています』

　ステラ博士は悲しみに満ちた目で出席者を見回し、両手を広げて訴えかけるように言った。

『……私は、あのとき、自分の予測が的中することではなく、むしろそれが外れることを願っておりました。最悪の結果を提示することにより、そこに至る選せん択たく肢しを選ぶことが無いようにという願いを込こめてこれと同じ画面を発表したのです。しかし、人類は、その最悪の結果へと至る選択肢を選んでしまいました……ザナックスの総数はとうに推定域を超こえております。いかなる計算式によっても、算出されるデータの結果は無限大の表示を出して停止してしまうのです。

　確実に言えるのは、その推定不能の無限大に限りなく近い数字は、今、このときにも着々と増え続けているということだけです』

　ステラ博士は、胸の前で両手の指を組んだ。

『私は、悪あしきことのみを告げる死告天使のような存在なのかもしれません。私の報告は耳をふさぎたくなるような内容で、何一つ希望をもたらすような要素を含んでおりません。しかし、目の前にある現実を直視しなければ、絶対にそれに対応することができません。我が祖国ローデスは、現実を直視しなかったがために、滅めつ亡ぼうしました。その前車の轍てつを踏ふむことがないように、私は、たとえ世の人々に、どんなに忌いみ嫌きらわれても、ひたすら悪しきことを告げ、災さい厄やくがくると叫さけび続けることを決意しました。この叫びが一人でも多くの人に届くこと、それだけが私の願いです』

　バーチャル会議室は、咳せき払ばらいの声一つ無いほどに静まり返っていた。

　人々が痛々しげに見つめる中、ステラ博士は、ゆっくりと頭を下げてモニターから消えた。

　マイドが静かに言った。

『仮定、仮想の下もとに組み立てた敵のモデルは独ひとり歩きする。人間の心の中には、常に、こうあって欲しいという願望に向かって歩こうとする意志が働くからだ……そして、その、こうあって欲しいと願う仮想の敵を相手に作戦を立て敗北した事例は過去にいくらでもある。しかし、ステラ博士の報告を聞いたとおり、我々が立ち向かうべき敵の勢力は、楽観視する余地すらないことが判明した。ザナックスの数は無限大に等しく、その勢力は強大である。そのことを念頭において、次は我々の側にどれだけの戦力があるのか、その現有戦力の分ぶん析せきから始めよう。統合軍関係の情報を取りまとめていたモリー少しよう佐さの報告からだ』

　出席者のモニターに制服姿の三十代半ばの男が立ち上がった。

『人類統合軍参さん謀ぼう本部のモリー、と申します。では、まず戦力の概がい算さんからご報告します。

　戦力の単位は様々ですが、ここでは概算として戦せん闘とう艦かんの数で示します。これは実に乱暴な話でして、小型哨しよう戒かい艇ていとＺ級戦艦を同列に論じることになりますので、戦力という概念からはとんでもない話ですが、それぞれが独立して動くことのできる戦闘単位だと考えていただければ納なつ得とくできるのではないかと思います。

　ご存じのとおりローデスが崩ほう壊かいした今、主力となるのは、旧帝国軍の戦力です。帝国軍の現有正面戦力は、帝国の正規軍である第一軍から第六軍までの六軍団、総合計六十一万隻せきと、各諸しよ侯こうの守備軍の合計三十七万隻を加えた九十八万隻となります。これが、現在軍隊として編制され、活動しているいわゆる戦力と呼ばれるものです……』

　モリー少佐が手元の端たん末まつを操作すると、テーブル中央の立体スクリーンに青い棒グラフが浮うかび上がった。

『しかし、ここで、考えていただきたい。戦力とは何でしょうか？　戦うことのできる船や装備を持ち、国家や国民を守ることを目的とする組織に属するものは戦力と呼んでも差し支えないと思います。そして、帝国にはこういった軍隊ではない戦力も存在します。いわゆる国境警備隊、武装星系警察隊などの治安維い持じ業務に当たっている組織です。これらの、いわゆる準軍事的な組織の戦力を合計しますと、この数字にさらに二十七万隻の戦力を加えることができます』

　棒グラフの上に黄色い棒グラフが乗った。

『そして、帝国には、国や連れん邦ぽうといったいわゆる公的な軍事組織ではない戦せん闘とう集団も存在します。傭よう兵へい団だん、警備保障会社、という民間の軍事請うけ負おい会社です。この戦力の概算は十二万隻。これをさらにグラフに重ねます』

　スクリーンのグラフに、さらに赤いグラフが載のった。

『さらに、ここにローデスの残存戦力があります。帝国側に脱だつ出しゆつした戦力と現在、残存する十二の星系から脱出する避ひ難なん民みんを守るために戦っている戦力の合計は三十七万隻。

　このトータルの数字は百七十四万隻となります。これが要するに今、我々の手のなかにある運用可能な戦力と呼べる戦闘艦の数字です』

　モリー少佐は軽く一礼するとモニターから消えた。

　マイドがゆっくりと言った。

『今挙げてもらったのは、実際に乗組員が乗り込み、臨戦態勢にある今現在我々の目の前にある戦闘艦の数です。そして、戦闘艦に乗り込む兵士の数は、様々です。戦列艦と呼ばれるＺ級戦艦なら千人以上。哨戒用のフリゲート艦なら四名。いずれにしろ人間一人で戦闘艦一隻を動かしているわけではありません。そして、兵士のすべてが宇宙船乗りというわけでもないのです。地上戦の専門家もいれば、通信衛星で跳ちよう空間通信を専門に担当している人もいる。

　そうやって考えてみれば、モリー少佐の調べ上げた戦力というのは、戦闘艦の数だけで、これを扱あつかって戦う人材としての戦力に関しては一いつ切さい言げん及きゆうされていないことがわかるが、これは別にモリー少佐が手を抜ぬいたというわけではありません』

　マイドがそこで言葉を切ると、列席者の間から小さな笑いが漏もれた。

『人間が生まれ、兵士になれるには最低でも十六年から十七年。そしてその人間を教育するのに六ヶ月。短縮するとしても三ヶ月は必要です。そして教育が終わったからといってその兵士が戦闘に向いているかどうかは、わかりません。人間には個性というものがあるからです。

　ザナックスと、我々人類との決定的な差。それは人的資源の差です。人類が敗北するとしたら、それは技術力の差でも、兵器の威い力りよくの差でも、物資の差でもない。数の差……兵士の数の差によって敗北するということです……つまり、現状のままでは絶対に勝ち目はないということです』

　バーチャル空間の中にざわっという空気が流れた。

　それは、いともあっさりと結論を口にしたマイドを見て、人々が息を吞のんだ音だった。

　マイドはそんな空気を気にするそぶりも見せずに言葉を続けた。

『さて、次に発表してもらうのは、この数字の上にどれだけの数の戦闘艦と兵士を乗せることができるか、という未来の数字……つまりこれから増産される戦闘艦の数と増員できる兵士の数についてです。おなじく人類統合軍参謀本部のテディ中ちゆう佐さに発表してもらおう』

　メインスクリーンと、そしてそれぞれの出席者の前にあるパーソナルモニターに浮かび上がった制服姿のその将校は浮かぬ顔をして小さく一礼した。

『ご紹しよう介かいにあずかりました、参謀本部のテディ中佐です。私が担当した調査項こう目もくを発表する前に、このデータがいささか不完全なものであることを前もってお伝えしておきます。その理由は今日の会議までに必要なデータが揃そろわなかったためであります』

　マイドは怪け訝げんな顔になった。

『ちょっと待って下さい、データが揃わないとは、どういうことですか？　関係各局には事前に、この総力戦研究所の調査に関しては一切の情報を提出するようにという通達が回っていたはずです。提出する情報に聖域はありません。「取り扱い注意」のランクの情報はもちろん通つう称しよう「丸秘」「角秘」とよばれているランクの情報であっても、請せい求きゆうがあれば開示するように通達されているはずです。国家非常事態宣言が出ていますから、この命令を拒きよ否ひすれば憲兵隊に逮たい捕ほされることもありうるのですよ』

　テディ中佐は悔くやしそうにうなずいた。

『ええ、ですから拒否ではないのです。彼らは、こう言うのです『調査中です』と。そしてさらに問い合わせますと『お問い合わせの件につきましては鋭えい意い調査中ですが業務多た忙ぼうにつき、期限までにご回答できるかどうかわかりません』という返事が返ってくるのです』

『それは、どこの、何という部署の話ですか？』

『各部署でさまざまな抵てい抗こうがありましたが、最も露ろ骨こつだったのが、艦かん船せんの外部装そう甲こう板を構成するビザニウムの採さい掘くつ量、及および精せい錬れん後の粗そ製せい強化ビザニウムの生産量についてです。ご存じのとおりビザニウムは帝てい国こく領内でも採掘している場所が数箇か所しよしかないレアメタルで、ボヘモンド候の領内とエルキュール候の領内でしか調達できません。帝国通商産業省の鉱業担当部局に問い合わせた結果、詳しよう細さいな数字については、それぞれの鉱山を管かん轄かつする地方行政府に問い合わせるように、と言われましたので、問い合わせた結果、産出量、納入量、調達価格、予想埋まい蔵ぞう量、増産可能な量、そのすべてについて事実上不回答でした。ビザニウムは、新型の装甲戦せん闘とう艦かんの装甲板に不可欠なものです。これらの産出量が明確にならない限り、明確な生産予測を立てることはできません』

　テディの説明を聞いて顔色を変えたマイドは、叱しつ責せきするような口調で周りを見回した。

『通商産業省の鉱業担当部局の関係者が来ているはずだ、どういうことなのか説明してもらえないだろうか？』

　モニター画面に、見るからに気の弱そうな官かん僚りようという風ふ情ぜいの男が浮うかび上がった。

　その男は途と方ほうにくれたという顔をして、くどくどと言い訳をはじめた。

　要を得ない持って回った言い方に、マイドの顔が険しさを増したとき、一人の女性が発言を求めた。

　その女性の部署を確かく認にんしたマイドは、ちょっと意外だなという顔をして答えた。

『公安二部のメルティーユ課長。発言要求の理由をどうぞ』

　モニター画面に二十代後半の、ぽっちゃりとした、温和な顔つきの女性官僚が浮かび上がった。

　その女性官僚は温和な顔つきのまま言った。

『通商産業省の役人を問い詰つめても時間の無む駄だですわマイド閣下。この件に関して……その背景については私の専門とするところですから私からご説明いたします』

『専門……というと？』

　メルティーユ課長はにっこり笑って答えた。

『帝国国内の利権とそれに絡からむ門もん閥ばつ貴族の動向について調査するのが私の仕事でございます……この件は、ボヘモンド家、エルキュール家という帝国の旧家である二つの門閥貴族の利権に端たんを発しております。先ほどのテディ中佐の報告にあったとおり、ビザニウムは貴重なレアメタルであり、新型戦艦には欠かせない金属でもあります。これを大量に使用することが決定されたときに、この二つの門閥貴族の経営する企き業ぎよう体たいは、共に帝国軍に対し、自分の鉱山から産出するビザニウムを買い付けるように働きかけました。

　帝国軍の主計部はこの二つの企業体に対して、安定供給が可能かどうか、調査して報告するように求めました。しかし、双そう方ほう共に自分の鉱山のデータや鉱石の含がん有ゆう量などを相手に知られることを恐おそれ、報告をうやむやにして、その代わりに調達価格を引き下げることを打だ診しんしたのです。

　新型戦艦の量産を急いでいた主計部は仕方なくこの条件を飲みました。こうしてなんとか装甲板の生産は軌き道どうに乗りましたが、ボヘモンド候とエルキュール候の二つの門閥貴族は、それぞれに自分たちの息のかかった者を帝国通商産業省に送り込み、互たがいに対立関係にある相手の企業体の情報を探さぐり出そうとやっきになっております。

　そしてそれぞれの領地の行政府にとって、その情報は、たとえ憲兵隊に逮捕されても表に出すわけにはいかない情報なのです』

『……一族や企業体の利権？　人類全体がひとつになって、ザナックスと戦わなくてはならないという話をしているこのときに、そんなものの方を優先するというのか？』

　呆ぼう然ぜんとしたマイドに向かってメルティーユ課長はうなずいた。

『そのとおりです。そして、多くの人々にとってそっちの方がはるかに大事なことなのです。残念なことに……』

　マイドは信じられないという風に首を振ふって叫さけんだ。

『我々は、人類の総力を結集して戦う日のために、その総力とは何かを知るためにここにこうやって集まっているというのに！　私は、総力などというものは存在しないそんなものは幻まぼろしに過ぎない……人類は総力を結集する気など無いということを証明したにすぎないのか！』

　マイドは、はっと気がついたように顔を上げると、出席者を見回して言った。

『この中に、テディ中ちゆう佐さと同じような調査に対する妨ぼう害がい、抵抗を受けた人間は何人いる？　ちょっと挙手してもらえないか？』

　あるものは怒いかりを込こめるように、そしてまたあるものは、おずおずと手を挙げた。

　そして、その数は出席者の約半数に及およんでいた。

　その数を見たとき、マイドの顔に、絶望と怒りが入り混じったような表情が浮かんだ。

　マイドは机に突っ伏ぷして、両手で自分の頭を抱かかえ込むと、心底落らく胆たんしたような口調で吐はき出すように言った。

『なんということだ！　では、この研究所に、何の意味がある！　人々は、団結してザナックスに立ち向かうつもりなどないというのか！　ザナックスの侵しん攻こうを受ければ、人類は滅亡する！　目先の利益、個人の損得、そんなものはすべて消えてなくなるというのに、自分たちだけは助かるとでも思っているのか！　人々はエゴイズムにしがみつくことだけしか考えていないのか……これでは……何も……できやしない！』

　そして、マイドの顔が苦痛に歪ゆがむのと同時に会議室からマイドの姿がふっと消えた。

　バーチャル会議室は、一いつ瞬しゆん静まり返った後で、大おお騒さわぎになった。

『どうした！　マイド閣下に何かあったのか？』

『入院中だというのに、無理をさせすぎたんだ！』

『しかし、あの方が最高責任者である以上、仕方がないのではないかね？』

『それはわかるが、今、あの方を失えば、人類は大きな切り札を失うぞ！』

　会議室の中に混乱した意識が飛び交かい、パニックを起こしかけたとき、一人の男がメインスクリーンの中に浮うかび上がった。

　それは四十歳過ぎの実直な風ふう貌ぼうの男性だった。

『私は、このバーチャル会議の進行役を申し付かっております統合軍情報処理部のオリアスと申します。現在マイド閣下は入院中であり、感応端たん末まつによるバーチャル会議はかなりの心理負担となるため、心理ストレスの係数が上じよう昇しようしますと、自動的に感応端末が切断される医い療りよう用のプログラムが組まれております。マイド閣下の接続切断は、その理由によるものです……定例会議はこれより五分間の休きゆう憩けいを取ります。五分後に再度ログイン願います』

　オリアスの言葉により会議室が落ちつきを取りもどしはじめた頃ころ、帝星へと向かって飛び続けている探査船オーバーロード号の船内にある病室では、マイドの容態を監かん視ししている医療用デバイスから発せられる小さな警告音が鳴り響ひびいていた。

　エリクシールは、手元の端末を使って、マイドの体内に注入された鎮ちん静せい剤ざいの量を確認した後、額に脂あぶら汗あせを浮うかべてベッドに横たわるマイドに駆かけ寄って顔を覗のぞき込んだ。

「大丈夫ですか⁉　気分が悪いとか、めまいがするなどの症状はありませんか？」

　その、半分泣きそうなエリクシールの真しん剣けんな顔を見て、マイドはうなずいた。

「……僕は大丈夫だ、心配しなくていい。もう一度会議に参加したいから、早く感応端末を繫つないでくれ……」

　エリクシールは顔を上げて、病室のモニターに映っているフカンジュ医師を見上げた。

　フカンジュが、難しい顔になって首を振ったのを見たエリクシールは、きっぱりとした口調で言った。

「バーチャル会議は心理負担が大きすぎます。今日はこれで中止します……無理なさらないで下さい」

　マイドは叫んだ。

「無理をするな、なんて無理なことを言わないでくれ！　僕の代わりができるやつはどこにもいないんだ！　さあ、早く感応端末を接続するんだ」

　エリクシールはマイドに向かって首を振った。

「だめです。できません！」

「何を言っているんだ君は！　僕が言った意味がわかっているのか？　言っただろう、僕の代わりができるやつなんかいないって、だからぼくがやらなきゃならないんだ！　無理でも何でもやらなきゃならないんだ！」

　エリクシールは無理矢理のようにベッドから身を起こしたマイドを視線で押し返すかのように見つめて言った。

「そうです、あなたの言うとおりです！　あなたの代わりができる人なんかいません！　だからこそ無理しちゃいけないんです！　私の言っている意味がおわかりですか？」

　マイドとエリクシールは正面からにらみ合った。

　一分ほどの無言の戦いの後で。

　最初に視線を外したのはマイドだった。

「……わかった……後で情報部のオリアスから会議の結果について報告が来ると思う、そうしたら僕に繫いでくれ」

「かしこまりました」

　一礼して、医療用デバイスの記録や鎮静剤の空パックなどを入れたトレイを持って病室を出て行ったエリクシールを見送って、マイドはつぶやいた。

「無理なことは無理か……」




　オリアスの報告が来たのはその日の夕方だった。

　調査結果の多くがデータ不足であり、そのデータ不足の理由は、情報を持っている部署や機関が、自分たちの既き得とく権益を手放したくないという理由からだと思われた。

　ベッドの上でその報告を受けたマイドは、シーツを握りしめたまましばらく無言だった。

　そして、自分に言い聞かせるようにゆっくりと言った。

「……つまり、人々は、目先の自分たちの利益を守ることしか興味が無い、人類全体がこの戦いでどうなろうと、知ったことではない。つまり、人類が、生存というひとつの目的のために一いつ致ち団結し、戦うときは絶対に来ないということなのだね……」

　オリアスは静かにうなずいた。

『そうではない、人類は今こそ生存のために団結して戦わねばならない、ということに気がついている方も数多く存在します。最前線でザナックスと戦っている兵士、そしてザナックスの手を逃のがれて来たローデスの避ひ難なん民みんの方々、要するにザナックスの脅きよう威いを肌はだで知っている人たちです。しかし、帝てい国こくの多くの人間にしてみれば、ザナックスはいまだに遠い世界の話です……いえ、遠い世界の話だと思い込みたがっているのです。

　門もん閥ばつ貴族の中には、ザナックスの侵しん攻こうを逃れて一族や財産を避ひ難なんさせるために辺境の開かい拓たく惑わく星せいにシェルターを作ろうとしている者もおります。そういった話が聞こえてくるたびに人々の心には不安がつのります。そして不安であれば不安であるほど、その不安から目をそらそうとする心の動きは強くなります。今回の調査に対する一連の抵てい抗こうや妨ぼう害がいの根底にあるのは、この不安感から来たものではないかと思量いたします……』

　オリアスはそこで言葉を切ると、小声で聞いた。

『いかがいたしますか？　調査を続行いたしますか？』

　マイドは、両手の握にぎりこぶしでひざの上に掛かかっている毛布を思い切り殴なぐりつけた。

　そして、打ちのめされたように小さく首を振ふって、小声で答えた。

「いや……今のままでは、どうにもならないだろう……ザナックスと戦うのはどこかの知らない兵士であって、自分たちには関係ない、と世の人々が思っているのなら、何をやっても無む駄だなことだ」

『了りよう解かいしました』

　一礼してオリアスは消えた。

　その、何も映っていないモニターを凝ぎよう視ししたままマイドは身じろぎもしなかった。

　やがて、点てん滴てきが終わることを知らせる小さな電子音が病室の中に響ひびきはじめた。

　マイドは、初めてそれに気がついたように小さく目を見開くと、大きくため息をつき、そして自じ嘲ちようするようにつぶやいた。

「人類が、目の前にある嫌いやなこと、苦しいことから目をそらしたまま笑って死んでいく道を選んだのなら、僕にはどうすることもできやしない。

　……かくして人類は個人のエゴイズムによって滅めつ亡ぼうした……もし、ザナックスにライブラリーがあれば、この戦いは、そう書かれて終わるんだ……そういうことなんだな」




　次の日、マイドはエリクシールと共にリハビリルームにいた。

　指先から始まった機能回復訓練は、最終段階の足の運動機能の回復へと進んでいた。

　この訓練が無事に終わり自力歩行できるようになれば、マイドの身体機能は完全に回復したことになる。

　右手に、歩行時に足にかかる負担を減らす小型重力制せい御ぎよ装置が仕込まれている棒状の歩行補助具をつけたマイドは無表情のまま、ぼんやりと突つっ立っていた。

　リハビリルームの中は、実にリアルな初夏の高原の立体映像が投とう影えいされており、空調と音声の相乗効果もあって、本当に高原の並木道に立っているような感覚になるように作られていた。

　実際には、そこは殺風景なリハビリルームの内部であり、高原の並木道は、床ゆかに設けられたベルトのように動く歩道であったが、そうと知らない人間をそこに立たせれば、十中八九、そこを本当の高原だと思い込むだろう。

　初夏の空に向かってまっすぐに伸のびる針葉樹の枝のあちらこちらには、まだうっすらと白い朝もやのなごりがまとわり付いていた。

　高原の澄すみ切った朝の空気の中に、鳥たちのさえずる声が聞こえてくる。

　太い針葉樹が二列に植えられた、その中央を通る細い散歩道に立った、薄うす水色のパジャマを着たマイドのすぐ後ろには、銀色の髪かみのエリクシールが、ぴったりと付き添そっている。

　すぐ脇わきに立っていたエリクシールが、マイドがいつ倒たおれても支えることができるように両手を伸ばして励はげますように言った。

「さあ、マイド閣下、がんばりましょう！　バーチャル空間ですけど、この緑の林や、渡わたっていく風を感じると、本当に高原に立っているように思えますよね」

　マイドはエリクシールに言われて初めて周りの光景に気づいたように顔を上げて、ぼそりとつぶやくように答えた。

「ああ、本当だ……リアルだね」

　そのやる気のない返事を聞いたエリクシールは、訓練に水を向けるように言った。

「さあ、無理をしないで、一歩ずつ、ゆっくり確実に歩きましょう、これが終われば職務復帰です！」

　マイドは自嘲するような笑いを浮うかべて答えた。

「職務復帰か……いいんだよエリクシール。職務なんかには、もう意味がないんだ。僕は、のんびりと身体からだを治すことに決めたよ……」

　エリクシールは、そのマイドの言葉が、昨日、感応端たん末まつから落ちたときの口調とずいぶん違ちがうことに驚おどろいた。

　何よりも、その声の調子の明るさの後ろに潜ひそむ、投げやりとしか言いようのない退たい廃はい的な感情に衝しよう撃げきにも似た驚きを受けた。

　それは、エリクシールはもちろん、これまでマイドの側にいた誰だれに対しても一度として見せたことのない表情と態度だった。

　エリクシールは、ぎこちない笑いを浮かべて言った。

「……そ、そうですよね、無理をして身体を壊こわしたり、怪け我がをしたら、入院が長引いてしまいますものね。マイド閣下の復帰を誰もが心待ちにしています。ザナックスと戦うためには、何よりも健康でなければなりませんもの！」

　手に持った歩行補助用のデバイスを地面に突いて、一歩踏ふみ出したマイドは、顔を上げて、自分の両側に並んで立っている針葉樹の並木を見上げると、エリクシールの言葉など聞こえなかったかのように清すが々すがしい顔で言った。

「ふーん……意識の中だけで感じるバーチャルリアリティとは、またちょっと違う感かん触しよくだね。現実の感触の中で見る光景というのは。ここが、あの殺風景なリハビリルームの一角だとは思えないね」

　エリクシールは、同じように並木を見上げ、あわてて話題を合わせた。

「ええ、本当にどこかの高原の療りよう養よう所じよで散歩しているみたいに感じます」

　マイドは、小さくうなずくと、横に立っているエリクシールに話しかけた。

「こういった、針葉樹の林もいいものだね。アウトニアのような広葉樹の森も素す敵てきだけど……」

　エリクシールは微び笑しようを浮かべて懐なつかしむような口調で言った。

「あら？　アウトニアにも針葉樹の森はありますよ。ユーマの周りにはありませんけど高緯い度どの高原には、こういった針葉樹の森が広がっている場所もあるんです……」

　エリクシールの言葉を聞いたマイドは、はっとしたように顔を上げてエリクシールを見た。

　エリクシールもまた、何かに気がついたように目を見開いてから、あわてて言葉を付け足した。

「……と、私の見たデータベースに載のっていました！」

　マイドは、一いつ瞬しゆんあっけにとられた後で、声を上げて小さく笑った。

「あの……？　どうしたのでしょうか？　何か、私の答えに落ち度でも？」

　マイドは笑いながら首を振ふった。

　そして、一回大きく深呼吸してエリクシールの目を覗のぞき込むようにして、ゆっくりと言った。

「君は……つくづく人を騙だませない人だね……メイ」

　エリクシールは一瞬両目を見開いた後で、ぎこちなく笑った。

「あ、あら、私はメイ王女さまではありませんよ、どうしたんですかマイド閣下？」

「いや、君はメイだ。君の身体からだはエリクシールかもしれない。でも、心はメイ・シザーズだよ……」

　マイドはエリクシールの目を見つめたまま静かに微笑ほほえみ、そして付け足した。

「僕が……間ま違ちがえると思うかい？」

　そして、マイドはあわてて視線をそらしたエリクシールに向かって一歩踏み出そうとした。

　そのとき、マイドの脚あしが、突とつ然ぜん崩くずれた。

　右みぎ腕うでが持っている歩行補助具の重力コントロールエリアを少し外れていたのだろう、筋肉が回復しきっていないマイドの右脚は、体重を支えることができなかったのだ。

「あぶない！」

　叫さけび声と共に、エリクシールが飛び込んできてマイドの上半身を抱だきとめた。

　自分の胸の中にいるエリクシールの身体から伝わってくる体温を感じたとき、マイドの心の中にあった何かが外れた。

　それは、マイド・ガーナッシュとして、自分を支え続けてきたプライドや、自負心や責任感の鎖くさりだった。

　そして、その鎖が外れたとき、マイドの心の中にあったエゴイズムが一気に膨ふくれ上がった。

　嫌いやなこと、辛つらいこと、責任を負うようなこと、そういったことは全部他人に押し付けて、自分だけ楽をしようとする意識。

　他人の苦しみや悲しみを、自分の優ゆう越えつ感につなげようとする意識。

　独どく占せん欲、名めい誉よ欲、権力欲、顕けん示じ欲、そして性欲やどす黒い破は壊かい衝しよう動どうもマイドの心の中には存在していた。

　今まで、マイドはそれを意志の力で抑おさえ込んで、より良く生きようと努力してきた。

　しかし、今、その意志の力は大きく揺ゆらいでいた。

　マイドの心の中にあるエゴイズムはこう呼びかけていた。

　……人類が滅亡するかどうかというこの瀬せ戸と際ぎわでも、人々は自分勝手に生きようとしているじゃないか。いまさらお前一人が、一いつ生しよう懸けん命めい、より良く生きようとしても何の意味もないじゃないか！

　そう、お前の生き方は無意味だったんだよ。

　だとしたら、いまさらそんな生き方にしがみつくことはない。

　みんなと同じように生きればいいんだ。

　お前は、今までずっと他人のために生きてきたじゃないか。今、お前が自分のために生きると宣言しても、荷物を捨てて楽になって、面おも白しろおかしく暮らすと宣言しても、誰だれも文句を言うやつなんかいない。いや、文句は言わせない。

　さあ、荷物を捨てよう。

　そして荷物の代わりにお前が抱きしめているものを手に入れろ。それはお前が望んでいたものだ。

　荷物を捨てて。それを手に入れたその先には夢が待っている。お前が望んでいた夢だ。

　マイドは、目の前にあるエリクシールの耳に向かって小さくささやいた。

「退院したら、僕と一緒にどこかに行かないか？　今の君なら誰も君がメイだとは気づかない……二人で、どこかの開かい拓たく惑わく星せいに行ってそこで暮らそう……どうせ、人類は滅びるんだ。残り少ない日々を二人だけで静かに暮らすんだ……」

　マイドを抱きとめたまま、エリクシールの心は混乱していた。

　確かにエリクシールは今までにも、何度もマイドの身体に触れてきた。しかし、それは自分の中にあるメイとしての意識を抑え込み、エリクシールという看護師の立場で行ってきたことだった。しかし、これほどまでに身体を密着させたことはなかった。

　エルクシールは早はや鐘がねを打つような、どきどき、という自分の動どう悸きを耳の中で聞いていた。

　耳の中には、その動悸と一緒に、自分のことを、メイ・シザーズだと言い切ったマイドの言葉と、そして、あまりにも無責任な言葉が渦うず巻まいていた。

　マイドの言葉は、エリクシールの意識を困惑させた。

　それは、絶対にマイドが口にするはずのない言葉だった。

　……冗談？　でも冗談を言っているようには聞こえなかった。

　どうしてしまったの？　何があったの？　この人は本当にあの、マイド・ガーナッシュなの？

　エリクシールは顔を上げると、マイドの身体からだを押しやって、その顔をまじまじと見て言った。

「何を馬ば鹿かなことを言っているんですか。どこかに逃にげよう、だなんて、冗じよう談だんでも言ってはいけないことですよ！」

「ああ、そうかもしれないね。でも、いいのさ。僕は冗談なんか言っていない」

「マイド閣下！」

　エリクシールは叫んだ。それは悲鳴にも似た叫び声だった。

「どうしたんですか！　何があったというのですか？」

　マイドは最初、何も言わなかった。しかし、エリクシールはそのマイドの身体が細かく震ふるえているのに気がついた。

　やがて、マイドは、歯を食いしばるような口調で、途と切ぎれ途切れに話し始めた。

「……無む駄だなんだ。無駄なんだよ。僕がいくらがんばっても、ケルプやワタルやコットンが、それこそ命がけで戦っても……人類は勝てないんだ」

「そんなことはありません！　みんな信じています！　マイド閣下ならザナックスに勝てるって……」

「やめてくれ！」

　マイドは叫んだ。

「僕は人間だ！　神様じゃない！　困ったときに名前を呼べばどこからともなくやってきて助けてくれる……そんな都合のいい存在なんかじゃないんだ！」

　マイドの目に光るものがあった。

「ザナックスと戦って……勝つ。それがどんなに大変なことなのか君は知っているのか？

　ザナックスには感情が無い！　死ぬことに恐きよう怖ふしない！　そういった敵が、今、すぐそこに……桃もも星ぼし回かい廊ろうの向こうにひしめいている……なのに、人々は他人ひと事ごとだと思っているんだ。

　目をそらし、見ない振りをして、誰かが何とかしてくれると思い込んでいるんだ！

　こんな状態で、勝てるわけが無いじゃないか！　無駄なんだよ！　全部無駄なんだ！　人類は勝てない！　滅びるのさ、自分勝手に生きて自分勝手に死んでいく運命だったんだ！」

　パン！

　軽い破は裂れつ音おんのような鋭するどい音と共に、マイドが軽くのけぞった。

　エリクシールが、目に涙なみだを溜ためたまま、胸の前でマイドの頰ほおを叩たたいた右手を左手で抱くように押さえていた。

　エリクシールは涙を溜めた目でマイドをにらみつけると、胸を張って言った。

「何を情けないことを言っているのですか！　マイド・ガーナッシュ！　あなたは、私と、そして国民に誓ちかったあの約束を忘れたのですか！」

　エリクシールに叩かれた左の頰を押さえたままマイドは目を見開いた。

「あなたは、あのとき……私の父と母が帝てい国こくの手にかかって非ひ業ごうの死を遂とげたとき……アウトニアの王宮が炎ほのおの中に崩くずれ落ちたとき……私に約束したではないですか！

　必ずアウトニアを再興させる。再び国民を呼び戻もどし、あのユーマの地に緑なす国アウトニアの旗を掲かかげてみせると！

　あれは、噓うそだったのですか？　すべてを放ほうり出して逃げる、それがあなたの本音だったのですか？　私は……アウトニアの国民は、あなたの、できもしない絵空事を信じて今まで生きてきたのですか？　私は、今、神に感謝しています……あなたのそんな姿を……メイ・シザーズの目で見ないで済むことを！」

　そこに立っていたのは、メイだった。

　マイドは、銀色の髪かみの向こうに栗くり色のポニーテールの髪を見た。

　整った人工的なバイオノイドの顔の向こうに、くりくりとした豊かな表情を見せる瞳ひとみを持つ少女の顔を見た。

　それは、間違いなく、メイ・シザーズだった。

「メイ……だね……君は本当にメイなんだね！」

　マイドは一歩近づくと、エリクシールの手を取った。

　そしてその腕うでをつかむと、そのままエリクシールを抱き寄せて言った。

「……ごめん、メイ……」

　限界だった。

　マイドの言葉を聞いたとき、エリクシールの目に溜まっていた涙が、一気にあふれた。

「ああ……」

　エリクシールはあえぐような声を上げて両手でマイドに抱だきついた。

　メイの意識と共に、あふれ出した涙は止まらなかった。

　マイドの身体からだの温かさ重さ、そして、耳にかかるマイドの息づかいを感じながらメイは思った。

　……何度夢見ただろう。

　いつの日か、マイドとこうやって抱き合う日のことを。

　私は、何度夢見ただろう。

　足が震え、立っていられないような気がした。

　マイドが、恥はじるように言った。

「ごめん……軽けい蔑べつしてくれていいよ」

　マイドに抱きついたままエリクシールは首を振ふった。

「そんなことない！　私の方こそ……激情に駆かられてあなたを叩くなんて……とんでもないことを……」

「いや、僕は自分を見失っていた。自分の背負わなくちゃならない重荷を投げ捨てようとした……僕は君に叩かれて当然のことをしたんだ……」

　マイドの口調に、さっきまでの投げやりな雰ふん囲い気きは無かった。

　エリクシールは顔を上げた。

　そこに、少し赤い顔をして、照れたように微笑ほほえむ、いつものマイドの顔があった。

　エリクシールの目から再び涙があふれた。

　メイに抱きしめられたまま、マイドは静かに言葉を続けた。

「君は……メイだね。その身体は確かに看護用のバイオノイド、エリクシールの身体だけど、そこにインストールされている意識は、メイの……メイ・シザーズのものだ……そうだろう？」

　メイは、黙だまって小さくうなずいた。

「どうしてこんな……」

「……いたかったの……マイド先生の近くに」

　マイドに抱きついたまま、流れる涙をそのままに、途と切ぎれ途切れにつぶやくように答えながら、メイは、治ち療りようの一いつ環かんとしてバイオドールに意識を移して覚かく醒せいさせられたときのことを思い出していた。




　……自分の指ではない指、自分の足ではない足。

　ベッドの上でそれを見たとき、メイは、一いつ瞬しゆん叫さけび声を上げて、そしてその叫び声ですら自分の声ではないことを知って、その場に凍こおりついた。

　……一体何が自分の身に起きたのか。全くわからないままベッドの上で震ふるえていたメイの前に現われたのは、白衣を着た品の良い一人の白はく髪はつの老人だった。

　その、老人の顔を見たとき、思わずメイはその老人の名前を呼んだ。

「フェイガン先生！　どうしてここに！」

　その老人は、アウトニア王家の主治医だった。

　メイが子供の頃ころ、風邪かぜをひいて熱を出すたびに、このフェイガン医師が看護師を連れて王宮にやってきて、診しん察さつをしてくれた。

　フェイガンが連れて来る中年の女性看護師は、フェイガンの妻で、熱を出したメイのために、いつも自家製のハーブキャンディを持ってきてくれるのだ。

　そのハーブキャンディ欲しさに、仮け病びようを使って母親に怒おこられたことも、今では遠い思い出だった。

　フェイガン医師は、青ざめて震えているメイに優やさしく微笑みかけて、そして言った。

「目が覚めましたね、メイ・シザーズ王女……あなたが、そのバイオノイドの身体から自分の身体に戻もどったとき、あなたはその自分の足でアウトニアの地に立つことができるのですよ」

「それって……どういうことですか？」

　フェイガン医師は、ゆっくりと、そして簡潔に今までのこと……メイがネオ・アウトニアで撃うたれたときから、今までにあったことを説明した。

　帝てい国こく第三軍との戦い。マルス家の専横に対するダイテツ七世の反乱。帝国を二分した内乱の中での、マイド率いるアウトニア連合艦かん隊たいの戦いぶりと、皇帝アリクレストの裏切り。

　ローデスにおける異星人の侵しん略りやくと、その渦か中ちゆうからメイを助け出したマイドのこと……。

　そして、フェイガン医師は、最後にこう付け足して、長い話を終えた。

「……マイド閣下はお約束を果たされました。アウトニアの民たみはユーマに戻り、彼かの地に再びアウトニアの旗が掲かかげられるのです。……お帰りなさいませ、メイ王女様」

　メイは、病室のベッドに上半身を起こしたまま、しばらく身じろぎもしなかったが、やがてその細い肩かたが細かく震え出した。

「……アウトニアが……あのユーマが……私たちの手に戻ってくるのですね」

「はい、そのとおりです、王女様」

　ため息とも感かん嘆たんともつかない声と共に、メイの両目から涙なみだがあふれた。

　両手で顔を覆おおい、メイは泣いた。

　自分の身体が自分の物ではない驚おどろきと、そしてフェイガン医師から聞かされた思いがけない知らせは、彼女の精神を揺ゆさぶった。

　驚きと喜びと不安と期待が入り混じった激しい感情が、胸の奥から突つき上げてきて、それが涙となってあふれ出したのだった。

　メイが泣き止やんだのはそれから数分過ぎた頃だった。メイが涙を拭ふいて、大きく息を吐はいたとき、病室に白衣を着た見覚えの無い若い医師らしい男が入って来た。

　男はメイに軽く頭を下げてから、ベッドの横に座っていたフェイガン医師に尋たずねた。

「バイオノイドへの人格移植について、説明は終わりましたか？」

　フェイガンは笑って首を振ふった。

「あ、いや、まだアウトニアの復興について、その前後のいきさつを簡単にお知らせしただけじゃよカーケル博士。メイ王女様が眠ねむっていた間にあった出来事を、こと細かくお伝えするには、小説を五、六冊読むくらいの時間が必要になるじゃろうな」

「そうですか……では、私からメイ王女様にバイオノイドへの人格移植処置について御ご説明致いたしましょう」

「うむ、それが良かろう、餅もちは餅もち屋やに任せろというコトワザのとおりじゃからな」

　フェイガン医師はそう言ってうなずくと、メイに向き直った。

「こちらの方は、惑わく星せいサングリューでメイ様の治療を担当していたカーケル博士じゃ。帝国の秘密警察の使った毒物に冒おかされたメイ様は惑星サングリューで、細さい胞ぼう再生治療を受けておったのじゃよ……ようは、クローン再生と同じようなものでな。一いつ旦たん細胞レベルにまで分解して毒物を取り去り、そして元の身体からだに再生するという実に面めん倒どうな治療方法だったのじゃが、これ以外にメイ様を救う手立てが無いということで、マイド閣下が決断されたのじゃよ……」

　メイは驚いたように目を見開いて、そして自分の身体を抱だくように胸に手を回した。

「その身体は、医い療りよう用バイオノイドの肢し体たいです。惑星サングリューでしたら、もっと年ねん齢れいや外見をオリジナルに似せた肢体が用意できたのですが、帝国ではもっとも人間の女性に近いその看護師用のバイオノイドを選せん択たくせざるを得ませんでした」

　カーケル博士は、わびるように小さく頭を下げた。

「あ……いえ、それより、私の身体はどうなってしまったのですか？」

　メイの口調に責める色が無いことを知って、少しほっとした表情になったカーケルは、ベッドサイドにある汎はん用よう端たん末まつを操作して、画面に医療センターのモニター映像を呼び出した。

　そのモニターの中に、医療用カプセルの中に浮うかぶ自分の姿を見たメイは、思わず口に手を当てて小声で叫さけんだ。

「私⁉」

「ええ、そうです、あなたの身体は、ああやって再生治ち療りようを受けているのですよ、今でもね。ただ、あまりにも長時間意識が覚かく醒せいしないと、人格が分ぶん裂れつしたり、思考能力が落ちたりという様々な悪あく影えい響きようが出ることがあるのです。ですから、一定期間を過ぎた場合、再生治療中の患かん者じやさんの人格をそのままバイオノイドに移植して覚醒させ、刺し激げきを与あたえるという方法を取るのですよ」

　メイは自分の腕うでに目を落とした。

「それで、この身体に……」

　カーケル博士はうなずいた。

「そうです。あなたはメイ・シザーズではない別の人間に生まれ変わったのだとお考え下さい。この人格移植治療中の記き憶おくは、オリジナルの身体に再移植されるときに、記憶層の操作により、深層意識の中に封ふう印いんされます。覚えているけど覚えていない、いわば夢の中の記憶として認にん識しきされることになります。あなたが今見ている光景や体験したことは、治療が完かん了りようした後で、何度か夢に見るでしょう、しかし、あなたの意識はそれを夢として合理化し認識していますから、この治療期間中の出来事が、整理の付かない矛む盾じゆんした記憶となって残ることはありません」

「すべてが……夢になるのですか？」

　カーケルはうなずいた。

「そうです。あなたには、このあと一週間ほど入院して心理リハビリを受けていただいた後で、六ヶ月ほどメイ・シザーズではない、別の誰だれかとして生活していただくことになります。

　とりあえず今日は、このままお休みになって下さい。明日から本格的な心理リハビリを始めます。あなたが眠っていた間に起こった出来事などをニュース映像などで覚えながら、ゆっくり記憶の時間と身体の時間を合わせるのです」

　メイはしばらく黙だまったまま自分の腕を見つめていたが、やがて顔を上げた。

「わかりました、よろしくお願いします」

　カーケル博士は小さくうなずくと、手元にある医療用デバイスを操作した。

　メイは身体をベッドに横たえ、そして静かに目を閉じた。




　次の日から、医療センターの中で、メイの心理リハビリが始まった。

　軽い運動と、感応端末を使った、バーチャルリアルの疑ぎ似じ体験を主体としたそのリハビリは、他人の身体と他人の顔に感じる違い和わ感の除去を目的にしたものだった。

　リハビリが始まるその少し前に、メイは病室を出て、隣となりの一いつ般ぱん病びよう棟とうにある売店に向かった。

　ピンク色の上下のパジャマ姿で廊ろう下かを歩きながらメイは考えていた。

　……二年眠っていたうちに、世間の流行とかもだいぶ変わっちゃったんだろうな。

　色々な出来事のニュースは病室のライブラリーで見ることができるけど。今の風ふう俗ぞくとかファッションとかも気になるから売店で週刊誌や、月刊誌を買い込まなくっちゃ。

　そして、一般病棟の七階の廊下を曲がったとき、メイは突とつ然ぜん呼びかけられた。

「あ、あの、そこの看護師さん！　お願いがあります！」

　それは、切せつ羽ぱ詰つまった老女の声だった。

　メイは、あたりを見回したが、看護師らしい人間の姿はなく。両りよう脚あしと腰こしに歩行補助具をつけた老女が、すがるような目で自分を見ているだけだった。

　メイは、自分が着ていたピンク色の無地のパジャマに目を落とした。

　……そうか、そういえばこのパジャマは、看護師さんの着ているユニフォームに似ているんだ。そういえば、私のこの身体も看護師用のバイオノイドの身体だって言っていたし、このお婆ばあさんは私を看護師だと思い込んでいるんだわ。

　メイは微笑ほほえんで、老女の誤解を解こうとした。

「おばあちゃん、あのね……」

　しかし、それより早く、老女が悲鳴じみた叫び声を上げた。

「あああ、早く、はやく、この道具を外して！　トイレに行きたいの！　ねえ、早く！　もう保もたない！」

　青白い顔に脂あぶら汗あせを浮かべた老女の顔を見て、メイはあわてて老女に駆かけ寄った。

　腰に取り付けられた歩行補助具を取り外そうとしたが、メイにもどうやっていいのかわからなかった。

「ちょっと待ってて、看護師さん呼んで来ます！」

　老女は首を振ふった。

「もう、保ちません、このままトイレに連れて行って下さい、廊下で漏もらすわけにはいきません！」

　メイは、あわてて老女を抱かかえると、目の前にあるトイレに飛び込んだ。

　個室に入る寸前に、老女が悲鳴を上げた。

「ああああああ！」

　そして、メイの鼻を、排はい泄せつ物ぶつの臭においが襲おそった。

　トイレの中にあるお湯のシャワーと洗せん浄じよう剤ざいを使って、老女の身体からだについた排泄物を洗い流しているメイに向かって、パワーアシストつきの歩行補助具につかまったまま、老女は、何度も何度も頭を下げた。

「すみませんねえ看護師さん……この、歩く道具は便利だけど、どうにも使い勝手がわからなくて……外し方がわからなくて……」

「いえいえ、気にしないで下さい、困ったときに助けを求めるのは当たり前のことですよ」

「そう言ってもらえて、本当に助かります。なんせローデスにはこんな道具は、なかったものですから……」

「おばあちゃんはローデスから来られたのですか？」

「はい……三ヶ月前に帝てい国こくの船に乗って……家族はどこにいるやら今でもわかりません……私はこうやって運良く入院できましたけど、難民の中には入院どころか薬も満足にもらえない人もたくさんおりますので、ありがたいやら申し訳ないやら……」

　メイは、眉まゆをひそめた。

「そんなにひどいんですか？　ローデスの難民の方の状態は」

「ええ、中には何十万人という人が酸素欠けつ乏ぼう症しようになって寝ねたきりになってしまったという話も聞いています……そういう人たちに比べれば、私などは罰ばちがあたってもおかしくありません、ありがたいことです」

　老女の言葉を聞いたメイは思わず息を吞のんだ。

　何十万人という寝たきりの人間というのはつまり、一つの地方都市の全員が食事から排泄の世話に至るまで完全な介かい護ごを必要とする状態になるのと同じということだ。

　その人間を保護し世話をするその労力は並なみ大たい抵ていのものではない。

　バイオノイドテクノドールを大量に投入しても、とても追いつくものではないだろう。

　メイがそんなことを考えていたとき、トイレの入り口で、看護師とカーケル博士の声がした。

「メイ王女！　何をやっているのですか、こんなところで！」

　メイは、看護師たちの顔を見て、ほっとしたように言った。

「申し訳ありません、この方の病室に行って着き替がえなど一ひと揃そろい持ってきていただけませんか？」

　カーケル博士と一いつ緒しよに来た看護師たちが、あわてて老女に駆け寄って、洗せん浄じようと後始末を始めるのを見て、メイは、小さくため息をついた。

「やはり、介護の本職の方は手て際ぎわが違ちがいますね……私でも訓練すれば、あの方たちのように手際良くなれるのでしょうか？」

「あなたの人格がインストールされているその肢し体たいは本来看護師のものですから、記き憶おく域の封ふう印いんを解けば基本的知識はインプットされていますが……そんなことより、ここで何をしていたのですか？　心配しましたよ」

　メイは心底すまなそうに頭を下げた。

「申し訳ありませんカーケル先生。リハビリの前にちょっと買い物をしようと思って病室を出て、この先まで来たら、あのおばあちゃんに呼び止められまして……切せつ羽ぱ詰つまっているようでしたのでナースコールしても間に合わないと思って……結局間に合わなかったんですけど……」

　カーケルは、メイの服についている老女の排泄物を見て顔をしかめて言った。

「看護師たちに頼たのんで、あなたの着替えも持ってきてもらいましょう。全身の洗浄と消毒も忘れないようにしてください。私は心理リハビリ室でお待ちしています」

「はい、申し訳ありません」

　頭を下げるメイ王女を見て、カーケルは信じられない、という風に首をひねりながらその場を後にした。

　十五分後、シャワーを浴び、着替え終わったメイが、フェイガン医師と看護師に付き添そわれてカーケルのもとにやってきた。

　カーケル博士は複雑な表情でメイに言った。

「看護師のお手伝いご苦労様でした。あなたのような、身分の高い若い女性が、まさかあのような汚よごれ仕事を自分からやるとは思いもよりませんでしたよ」

「いえ、そんな……」

　顔を赤くして首を振ったメイを見て、カーケル博士はあきれたように言った。

「今のあなたはアウトニア王国の王女、メイ・シザーズとしての身分を持っておりませんが、帝国の内務省が、あなたの身分と処しよ遇ぐうを保証しています。

　まあ、具体的に言えば帝国の国こく賓ひんとして帝都に、バイオノイドのメイドたちと使用人の揃そろった邸てい宅たくと、自由に使える資金が用意されているということです。退院したら療りよう養ようを兼かねて、どこかのリゾートでのんびりするのもいいですし、街でショッピングに明け暮れるのもいいでしょう。とにかくストレスを溜ためずに、やりたいことができる環かん境きようにあるのですよ。あなたは老女のシモの世話なんかやらなくてもいいのです」

　カーケル博士の言葉を聞いたメイは、真しん剣けんな目になって言った。

「そのことなんですけど……私は、別人として生きるその六ヶ月間を、看護師として過ごしたいのです。それはできないのでしょうか？　今、帝国には星を失ったローデスの避ひ難なん民みんの人たちがあふれていると聞きました。その中には病気の方も、介護が必要な方もたくさんいらっしゃるはずです。今は、一人でも多くの看護師が必要なときだと思うのです。私は、その人たちの役に立ちたいのです」

　カーケル博士は目を見開くと、あわてて首を振ふった。

「確かに、おっしゃるとおりあなたのその身体からだは、看護師として作られた肢体です。だが、だからといって、別に看護師をしなくてはならないということはないのですよ。

　内務省の役人が言っておりました。帝てい国こくは、あなたに借りがあるのだと、それもどうにも償つぐなうことのできぬほどの借りがあるのだと……だから、あなたが働く理由はこれっぽっちもないのですよ？」

　メイは微笑ほほえんだ。

「いいえ、理由はあります。私の記憶には、看護師としての知識があって、そして、私はそれを使うことができる立場にいるからです。それは理由にはなりませんか？」

「しかし、看護用バイオノイドは、人間と同じような明確な自我を移植することを前提に作られてはいないのです。

　彼らは、非常時に自分の臓器を移植用に提供することを前提として生産されています。

　そのために、彼らに組み込まれる人格は、バイオノイド看護師としての自己犠ぎ牲せいを優先する一種の擬ぎ似じ人格であり、それに様々な性格パターンを組み込んだものに過ぎません。

　あなたのような完全な一人の人間の女性の記憶と自我を持った人格を移植し、そして、バイオノイド看護師として働くということは、心理的負担が大きすぎます！」

　メイは引き下がらなかった。

「確かに、私に看護師としての仕事が務まるかどうかわかりません。でも、今まで、何もできなかった分、私は誰だれかの役に立ちたいのです。何もしないで、療養という名目で、日々を暮らすことの方が、私にははるかに心理的負担が大きいのです！」

「しかし……」

　反論するために言葉を探そうとしているカーケル博士に向かって、フェイガン医師は笑いかけた。

「カーケル博士、無む駄だじゃよ。メイ様は、こういう方なのだ。どんな理由もどんな説得もこの方の意思を変えることはできんよ」

　カーケルはしばらく無言でメイの顔を見つめていたが、やがて、大きくため息をついて、肩かたをすくめた。

「……わかりました。できるかぎりのことはやってみましょう。あなたの肢し体たいの記き憶おく層そうに封ふう印いんされている医療技術の知識とデータを開封し、さらに研修施し設せつでの擬似経験を送り込みます。そうすれば、なんとか駆かけ出しの看護師として、実務に就つくことができる程度の技術を身につけることができるのではないかと思います」

「わがままを言って申し訳ありません……」

　そう言って頭を下げるメイを見て、カーケルは思った。

　……彼女のことを、ええカッコしい、偽ぎ善ぜん者しや、と言う人間もいるだろう。

　そんなキレイゴトなんか聞いていられるか、と唾つばを吐はく者もいるだろう。

　だが、彼女のことを偽善者と糾きゆう弾だんする資格があるのは、真の善人か真の悪人だけだ。他ほかの誰にも彼女を偽善者呼ばわりする資格などありはしない。

　私は、今、初めて納なつ得とくがいった。

　この人はそういう人なのだ。

　……これが、あの、マイド閣下が命を賭かけて、惑わく星せいサングリューから助け出した人なのだ。




　マイドは、泣きながら途と切ぎれ途切れに話すメイの話を黙だまって聞いていたが、やがて、ゆっくりと顔を上げて言った。

「そうか……それで君は看護師としてこの船に乗ったんだね」

「はい、この船に乗り組む話を聞いたとき、正直悩なやみました。でも、どうしてもマイド先生に会いたかった……会えたとき、本当に嬉うれしかった……一いつ緒しよにいるだけで、話ができるだけで、幸せだった……だから、あなたが仮死状態で収容されたとき、心の底から怖こわかった……」

　マイドは、泣いているメイの両りよう肩かたに手を載のせて静かに言った。

「君が、本当の君に戻もどるときまで、僕は君をエリクシールと呼ぶつもりだ」

　メイは涙なみだを溜めた目でマイドの顔を見上げた。

「はい……そう呼んで下さい」

「でも、いいかい？　誤解しないでくれ。僕は君を否定しているわけじゃない。

　僕にとっては、名前なんてものは君という存在に貼はり付けたラベルみたいなものなんだ。僕が大切にしたいのは、ラベルじゃない。その中身なんだ……上手うまく言えないけど……僕が好きになったのは、名前でも顔でも身体からだでもない、君という存在なんだ、わかってくれるかい？」

　メイは……エリクシールは、黙ってこくんとうなずいた。

「そうか……良かった。君が気を悪くしたらどうしようかと思っていたんだ……」

　マイドが、ほっとしたように小さく息を吐きながら、エリクシールの身体に回していた腕うでを下ろすと、抱だきつくように腕を回していたエリクシールがあわてて腕を開いて、一歩離はなれた。

　そして、耳の先まで真っ赤になったまま、頭を下げた。

「ごめんなさい……とっさだったので、抱きついてしまったんですけど……」

　マイドは笑って首を振ふった。

「君が謝る事じゃないよ、謝るのは僕の方さ。それに、それは看護師として当然のことだ……違ちがうかい？」

「あ、いえ、はい、そのとおりです」

　赤い顔で、うなずくエリクシールを見て、マイドは照れたような微び笑しようを浮うかべたまま、ゆっくりと歩き出した。

「なんか……恥はずかしいところを見せちゃったな……でもね、君と逃にげたいと思ったのは僕の噓うそ偽りのない本当の気持ちでもあるんだ……。

　君がメイだと知ったとき、僕は君との失われた時間を取り戻したいと思った。誰にも邪じや魔まされずに、君と一緒にいたいと思った。どうせ死ぬなら、君と一緒に死にたいと思った……」

　マイドはそこで言葉を切ると、横に立っているエリクシールの顔を見て、静かに微笑みを浮かべて言葉を続けた。

「おかえり……会いたかったよ。君が撃うたれたあの日から、僕はずっとこの日のことを望んでいたんだ。君と会って話をする日をね……一方通行じゃない、本当の君と話をする日のことをね……」

　そして、マイドは目からこぼれおちようとする涙なみだを止めるかのようにバーチャルリアリティの高原の空を見上げた。

「僕は今、生きていて良かったと、心の底から思っているんだよ……」

　エリクシールは、目に涙を溜ためたままうなずくと、手を伸のばしてマイドの手をぎゅっと握にぎった。

　それは、人の手によって作られた、人工の肉体の手だった。だが、マイドの手に伝わる温かさは、その身体の中に流れる人間のぬくもりだった。

　マイドは顔を下げて、エリクシールを見た。

　マイドの頰ほおを一筋の涙が伝って落ちたが、マイドはそれを拭ぬぐおうとはしなかった。

「生きているって、すばらしいことで、すごいことだね。生きるということは全部可能性なんだ、全部が希望で全部が明日に繫つながっているんだ……だから、生きることをあきらめちゃいけないんだ。あきらめれば可能性も希望も明日も、そのすべてがなくなるんだ。

　君は、そのことを僕に思い出させてくれた……ありがとうエリクシール……」

　黙だまったままうなずくエリクシールの頰を一筋の涙が伝って落ちた。

　マイドは、手に持った歩行補助具を握にぎり締しめて、一歩踏ふみ出した。

　その身体をいつでも支えることができるように脇わきにぴったりとエリクシールが付き添そっていた。

　マイドは、ゆっくりと足を踏みしめながらつぶやくように言った。

「今度は……僕が思い出させる番だ。この世界の人たちに、生きるということの意味を……」

「生きるということの意味……ですか？」

　怪け訝げんな顔になったエリクシールを見て、マイドは微笑ほほえんだ。

「そうさ。動かないなら動かせばいい。忘れているなら思い出させればいい。ありとあらゆる方法を考えて手を尽つくして、最悪の状じよう況きようをひっくり返すんだ」

「それって……もしかして……」

　目を見開いたエリクシールに向かって、マイドはうなずいて見せた。

「そう『でたまか』さ」

　マイドは前を向いて、さらに足を進めながら言葉を続けた。

「後世の人々は僕のことを史上最低最悪のペテン師、人類の歴史に残る詐さ欺ぎ師しと呼ぶかもしれない……でも、かまうもんか、そうやって言い伝える人間が生き残っているなら僕は喜んで石を投げられてやる！」

　そして、マイドは晴れやかに笑って言葉を付け足した。

「ついてきてくれるかい？　エリクシール」

「はい」

　エリクシールがそう言って小さくうなずいて微笑んだとき。

　リハビリ時間終しゆう了りようを告げる電子音と共に二人の周りに広がっていた立体映像の高原の針葉樹の林がすうっと消えていった。

　殺風景なリハビリルームを見回した後で、マイドは探すような目で振り返った。

　針葉樹の森は消えても、エリクシールはそこにいた。

　そして、変わらぬ微笑みも、そこにあった。

　マイドはその微笑を見て思った。

　……できる……やれる。

　いや……やってみせる！
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　第四章　黎れい明めいの流星







　フィルマが、送そう迎げい用の地上車から降りたのは、夜明け前だった。

　ウエストウィックⅡの防衛軍に所属する地上管制オペレーターたちは、例外なくすべて宿舎で共同生活し、外部との接せつ触しよくが禁じられていた。

　感応端たん末まつによってシャトルパイロットと意識交感する彼女たちの名前や容姿などの個人データが外部に漏もれ、もしそれをパイロットが知った場合、思考波が容易にシンクロすることとなり、それは万一のときに、犠ぎ牲せい者しやを増やす結果となると考えた防衛軍当局の処置であった。

　地上車の乗降ドアから管制センターの中庭に降り立ったフィルマたちは軽く身み震ぶるいした。

　初夏とはいえ、この季節気温は十度近くまで下がる。

「うはー寒い」

「息が白く見えるのは気のせいかなぁ」

「気のせいじゃないよ、ほんとに寒いもん」

「あーあ、もっと寝ねていたいよねえ、私、低血圧だから朝が辛つらいのよ」

　車から降り立ったオペレーターの少女たちは、制服の上に羽織った私物のコートの襟えりを立てて口々にぼやきながら、コントロールセンターに向かって歩き出した。

　フィルマは目の前を歩くミコトの来ている私物のコートが、自分たちが着ているコートとは違う高級品であることに気づいた。

　……うわ、ミコトの着ているコートってブランド物なんだ。さりげなく着てるから気がつかなかったけど。本当は何十万クレジットもするような品物かもしれないな。

　フィルマは、ミコトの顔立ちを思い浮うかべた。

　長い黒くろ髪かみに、透すき通るような白い肌はだ。優ゆう雅がな物もの腰ごしにおっとりとした話し方……そのどれもが自分とは無む縁えんの世界の住民であることを示していた。

　……風のウワサで、ミコトはいいところのお嬢じよう様さまだって聞いたけど、あながちウソでもなさそうね。シャトルパイロットの間でも『お嬢様』ってあだ名で呼ばれているらしいけど、ここまでぴったりだと何を言う気も起こらないわ。

　フィルマは、そんなことを考えながら、勤務先であるコントロールセンターの係員入り口に向かって急ぎ足で歩いた。

　フィルマたちの班は「朝勤務」のシフトに就ついていた。

　午前五時から午後一時までの八時間が彼女たちの担当する時間帯になる。

　そのとき、コントロールセンターの建物に向かって歩いていたコロネが空を見上げて叫さけんだ。

「ザナックスだわ！」

　コロネの指差したのは東の空だった。うっすらと白くなっている東の山の稜りよう線せんに向かって、一筋の白い線となった大きな流星が落ちて行く。

　その流星は、山の上で閃せん光こうを発して四散した。

「やったぁ！　撃げき墜つい成功！」

　コロネが歓かん声せいをあげたそのとき、フィルマは、それとは明らかに違ちがうもう一つの流星が南に向かって落ちて行くのに気がついていた。

　それは、明らかにザナックスの隕いん石せき船せんよりも小さく、そして三角形をしていた。

　……あれは、シャトルだ！

　きっとさっきの隕石船を深追いしすぎて、進入角度が深いまま突つっ込んだんだわ！

　あのままじゃ機体が空中分解する……脱だつ出しゆつポッドで脱出しないと！

　フィルマは両手を握にぎり締しめて、南の空に落ちていく流星を見つめた。

　その様子に気がついた同どう僚りようたちも南の空を見上げ、そして息を吞のんだ。

「うわ、あれ、シャトルじゃない！」

「ダメだよ、そんな角度じゃ！」

「ああ、早く！　早く脱出しないと！」

　そして、フィルマたちの見ている前で。

　その流星もまた、ザナックスの隕石船のように閃光を発し、四散した。

　脱出ポッドは射出されなかった。

「ああ……」

　コロネが悲鳴ともため息ともつかない声を上げた。

　ゆっくりと青みを増してゆく黎明の空を見上げたままフィルマたちは立ち尽つくしていた。

　最初に我に返ったのは、ミコトだった。

「早く着き替がえて勤務に就かないと……時間ですわよ」

　ミコトのおっとりとしたお嬢様口調には焦しよう燥そう感が無かったため、腕うでにつけていた汎はん用よう端たん末まつの時刻表示を見るまで、フィルマは時間がどれほど過ぎているのか気がつかなかった。

　時間を確かく認にんしたフィルマはあわてて言った。

「いつもより三分遅おくれているわ、急ぎましょう！」

　更こう衣い室しつで制服に着替え、コンパクトを覗のぞき込む間もなくコントロールルームに向かう。

　その入り口の控ひかえ室で、フィルマたちはポケットの中身のチェックを受けた。

　彼女たちとパイロットを繫つなぐ感応端末には、パーソナルブロック回路が組み込まれ、もしもの場合には回線を切断することになっていたが、この回路が作動しても、残されたオペレーターの多くに、心理的なストレスが生じたことから、軍当局は顔を映し出す鏡のようなものの持ち込みを禁止していた。

　それでも、精神障害事故は発生した。

　その多くは、オペレーターに責任があった。

　事故を起こしたオペレーターたちの多くが鏡を隠かくし持ち、それで自分の顔を見ることにより、パイロットたちに自分の姿を教えていたのだ。

　通常の出撃や、待機のときに、オペレーターの顔を見たがるパイロットは少なかった。

　彼らが、オペレーターの顔を見たがるのは、自分が助からないと知ったときだ。

　それは明確な規則違い反はんであり、自らの精神の危険を冒おかしてまでその希望に応こたえる義務は無い。

　しかし、多くのオペレーターの少女たちは、鏡を隠し持ち、自らの精神の崩ほう壊かいの危険を冒して、そのパイロットの願いに応えようとした。

　コントロールを失い、惑わく星せいウエストウィックⅡの重力に引かれ大たい気き圏けんで燃もえ尽きてゆくその瞬しゆん間かんに、最後に意識を交かわし、そして自分の魂たましいを運ぶと信じるエンジェルの顔を知りたいと思う、そのパイロットたちの願いを断ることはできなかったのだ。

　夜勤のオペレーターたちから管制業務を引き継ついだフィルマは、自分用のヘッドセット型の感応端たん末まつを装着すると、サイコサーバーのスイッチを入れた。

　一瞬、感応端末から自分の意識が、どこかにある大きな意識の集合体の中に繫がる感かん触しよくが返ってきて、そして、意識の一部が同化して行った。

　フィルマがコンソールにあるログイン完かん了りようのスイッチを押すと、コンソールの上にある表示が赤から青に変わった。

　フィルマは小さく息を吐はいて肩かたの力を抜ぬくと、そっと自分の席の左右を見回した。

　右の席にいるコロネは、なにやら小さな紙を取り出してコンソールに貼はり付けそれに向かって手を合わせていた。

「なにそれ？　お守り？」

　フィルマがひそひそ声で聞くと、コロネは小さく首を振ふって同じようにひそひそ声で答えた。

「ううん、違うわ『実直さん』の似顔絵よ、今日こそ一いつ緒しよに飛べますように、ってお願いしていたの」

「似顔絵って……あなた『実直さん』に会ったことあるの？」

「会ったことなんかないよ、これはね、私の考えた想像図……でも自信あるんだよ、私、あの人は絶対こういう人だと思うんだ」

　コロネのコンソールに貼り付けられたメモ用紙には、どこかの少女漫まん画がに出てきそうな男の子の絵が描かかれていた。

　フィルマが小さくため息をついたとき、コロネの向こうに座っているミコトが微笑ほほえみながらコロネに言った。

「巡じゆん視しに回ってくるリコッテ中ちゆう尉いに見つからないように気をつけてね」

「持ち込みが禁止されているのは、写真とか鏡とか、身分証明書みたいなものだよ。これはそう言ったものと違ちがうから大だい丈じよう夫ぶ！」

　あっけらかんと笑って答えたコロネを見て、フィルマは思った。

　……コロネは、きっと鏡を持ち込んでいるんだろうな。

　私は一度もパイロットの人からお願いされたことが無いし、私のように可愛かわいくない性格の女の子の顔なんか、誰だれも見たくないだろうと思うから、持っていないけど。

　……持っていた方がいいのかな？　でも、規則違反だし……。

　フィルマは小さく口に出してつぶやいた。

「委員長……か」

「え？　何が？」

　コロネとは反対側の左の席にいたアカネが聞いてきた。

「ううん、なんでもないわ、独り言。私のことを『委員長』って呼ぶ人がいるでしょ？　私って面おも白しろみの無い女だから、そう呼ばれるんだろうな、って思っただけ」

　アカネは、ちょっと考え込むような顔になった後で、微笑んだ。

「面白みが無いとかそんなんじゃなくて、しっかりしていて信しん頼らいできるって意味だと思うよ。実際、私なんかから見たって、フィルマは落ち着いているもの。

　あの『ヘタレ』くんなんかベタ誉ぼめだよ。私と違って優やさしくて嬉うれしいとか言ってるし……。

　まあ、私に言わせれば、そういうことを言うこと自体が、軟なん弱じやく者ものの証しよう拠こだよね、あの『ヘタレ』は」

　フィルマは思わず小さく笑ってしまった。

　……なんだかんだ言ったところで、アカネはあの『ヘタレ』くんのことが気に入っているんだわ。『ヘタレ』くんも最近は落ち着いてきて、前みたいにぶつぶつ不平を言わなくなって、ちゃんと戦果もあげるようになったし。

　笑ったフィルマを、アカネはにらんだ。

「何がおかしいのよ」

「馬ば鹿かにしたわけじゃないの。アカネはいつも元気だな、って思っただけよ。パイロットたちから『元気印』って呼ばれているのも当然かな……って」

「うーん、その呼び方って褒ほめられているのか、それとも軽けい薄はくと言いたいのか、微び妙みようなところだよねー」

　アカネが、今ひとつ納なつ得とくできないというふうに首をかしげたとき。

　コントロールルームに警報音が鳴り響ひびき始めた。

「来たわ！」

　思い思いの姿勢でくつろいでいたオペレーターたちが、電流でも流されたかのように一いつ斉せいにコンソールに向き直った。

　フィルマが感応端末のレベルを待機から行動に切り替かえたとき、コロネの舌足らずな声が聞こえた。

「ああ、神様。今日こそは『実直さん』とのぺアにして下さい！」

　その声を聞いたとき、フィルマは自分が心の中で、あの『ワルガキ』とのペアを望んでいることに気がついた。

　顔も名前も知らない相手だったが、フィルマは、あの『ワルガキ』の乱暴に見える行動や思念の、その奥底にある優しさや強い責任感に気付いていた。

　……あの人は、他人に媚こびたり、他人まかせにすることができない。全部自分で背負い込んで自分で何とかしようとする人だ。

『ワルガキ』ってみんなは呼んでいるけど、私は『ガキ大将』って呼んだほうがぴったり来るような気がする。

　……ガキ大将か。

　フィルマの意識が、子供の頃ころの記き憶おくを呼び起こそうとしたとき、感応端たん末まつから、もやっとしたサイコサーバーの中の意識の集合体が流れ込んできた。それは感応端末がパイロットとコンタクトする直前に起こる一いつ瞬しゆんの思考波のラグだった。

　フィルマは目を閉じて、パイロットの思念が流れ込んでくるのを待った。

　この日、フィルマのペアは、新人のパイロットだった。




　その頃、ウエストウィックⅡ防衛軍総司令部の会議室では、防衛軍の幹部と行政局の幹部による緊きん急きゆう会議が開かれていた。

　防衛軍総司令官であるケリングは、自分の目の前にあるパーソナルモニターに表示されている、迎げい撃げき戦せん闘とうの統計グラフに目を落とした。

　この三日間で、明らかにザナックスの隕いん石せき船せんの数が増えていた。そして、それに伴ともないシャトルの損害も、急カーブを描えがいて上じよう昇しようしていた。

　防衛軍の参さん謀ぼうが、立ち上がって会議の出席者を見回して言った。

「皆みな様の机の前にあるパーソナルモニターをごらん下さい。そこに映し出されているのは、この四週間における迎撃用のシャトルの損害数と、襲しゆう撃げきしてきたザナックスの隕石船の数の推移を表すグラフです。

　このグラフに、今度は人員の損害についての数字を載のせてみます。これは、この四週間の迎撃戦闘で未み帰き還かん、もしくは出撃不能となったパイロットの数と、そして精神障害を引き起こし任務解除となった感応オペレーターの数です」

　参謀の言葉が終わるのと同時に、ケリングの見ているモニターに時間経過に伴い急上昇するグラフが表れた。

　特に目を引くのはこの三日間の数字だった。

　それは、ゆうに八千人を超こえていた。

　ケリングは端末を操作して新しい迎撃態勢についての命令書をパーソナルモニター上に表示した。

　それは、今までの迎撃態勢の見直しに関する二通の命令書だった。

　一通目は基地司令に対しパイロットとオペレーターの勤務時間の延長と、休きゆう憩けい時間の削さく減げんを命ずる命令書であり、もう一通は、感応端末管制を担当するサイコサーバー管理官に対する特定のパイロットとオペレーターの組み合わせを優先することを命ずる命令書だった。

　ケリングは、自分の横の席に座っている、参謀の一人に目配せした。

　その参謀は小さくうなずくと、立ち上がった。

「この迎撃態勢強化に対する命令についてご説明します。動員されたパイロットたちの技量低下に伴い、侵しん攻こうしてくるザナックスの隕石船を百パーセント迎撃するのは極きわめて困難になっております。我々は戦せん闘とう経験を積んだパイロットに対し、新人たちが撃うち漏もらした隕石船を低高度まで突つっ込んで行って迎撃するという任務を与あたえ、この問題をなんとかクリアしてきました。しかし、ザナックスの襲撃密度がさらに上昇することが予想される今、このままの迎撃態勢では生き延びることは難しいと言わざるを得ません。

　そのため、我々は戦闘経験を積んだパイロットに対して、感応端末で管制にあたるオペレーターについても経験を積んだ者を選せん抜ばつし、それら同士を組ませることにより迎撃効率を上げることにしました……」

　参謀がそこまで言ったとき、行政局の幹部の一人が怪け訝げんそうな顔をして言った。

「ちょっと待ってくれ、今までは、特定の相手とペアを組み続けることは禁止していたのではなかったのかね？　そのために感応端末がリンクされるサイコサーバーには、特定の相手と連続して組み合わされることが無いようなプログラムが組み込まれていると聞いていたが」

　参謀はうなずいた。

「たしかにそのとおりです。しかし、さらなる迎撃態勢の強化を迫せまられた今、我々はオペレーターを失うことを覚かく悟ごの上で、ベテランパイロットとベテランオペレーターを組み合わせた、特別部隊を編制することに踏ふみ切りました。

　迎撃体勢強化の命令書に、皆様が承しよう諾だくのサインを押した時点でこの命令書は発効します。

　つまり、その端末の送信ボタンを押したその瞬間からパイロットとオペレーターの勤務は今までの八時間から十二時間態勢に切り替かわり、ベテランパイロットはベテランのオペレーターと組むことになります。

　八時間で三つの当務班が動くのではなく、十二時間で二つの当務班が動くことにより、迎撃態勢に就つくシャトルの数が増えることになるわけです。しかし、それはつまり、当務時間内であれば休むことは許されず、帰還してもすぐに連続して迎撃任務に当たらねばならないということでもあります」

　会議に出席しているこの惑わく星せいウエストウィックⅡの行政と軍事、その両方の権力を握にぎっている幹部たちの目の前のモニターには、特別部隊に選抜されたパイロットの名前と、年ねん齢れい、そして飛行時間などが並んでいた。

　平均年齢は十七歳と三ヶ月。飛行時間は誰だれも百時間に満たなかった。

　その、若者たちの名前が並ぶリストを見ながら、幹部の一人が小さくつぶやいた。

「……二週間以上生き延びたパイロットは一人もいないということか」

　会議室が静まり返った。

　幹部たちは今、自分たちが戦っているこのザナックスとの戦いが、どのようなものなのか、どれほど悲ひ惨さんで、無む慈じ悲ひなものなのかを実感した。

　黙だまり込んだ幹部たちを見回して、ウエストウィックⅡの行政区長であるスカンデリュームは、ゆっくりと言った。

「ザナックスの襲撃が日に日に激しさを増す中で、我々に許される選せん択たく肢しは二つしかない。

　この命令書に認にん証しようを与え、若者たちを戦いの石いし臼うすに放ほうり込み、その生命をすりつぶすことにより延命を計るか。それとも、若者の犠ぎ牲せいを得て生き延びることを良しとせず、座して滅めつ亡ぼうを選ぶかだ。

　ただ、これだけは覚えておいていただきたい。

　我々は、いや、すべての人類は義務を負わされている。生きねばならないという義務だ。

　我々をこの高みまで押し上げた過去のすべての人類から受け取ったバトンを、さらに未来に向かって生きてゆく子孫に渡わたすという義務を負っているのだ……」

　そして、スカンデリュームは静かに付け足した。

「……では、諸君らの裁決を求める」




　ウエストウィックⅡ最高会議は、満場一いつ致ちで、ザナックスの迎げい撃げき態勢を強化する命令に承認を与えていた頃ころ。

　サタニコントロールの医務室では、フィルマの点てん滴てきを取り替えていた中年の女性医務官が、ため息をついて、ベッドに寝ねているフィルマに言った。

「パイロットは自分じゃ選べないからねえ……どう？　連れん鎖さ性パニックの発ほつ作さは収まった？」

「ええ、さっきほどひどくはありません、手の震ふるえもほとんど出ていませんし……」

　フィルマは、そう答えながら三時間前の迎撃戦を思い出していた。

　ペアになった相手のパイロットは、最初から様子がおかしかった。

　感応端たん末まつから流れ込んでくる思念は、強い否定の念ばかりだった。

　それを言葉で表すとこうなる。

『死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ……嫌いやだ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ……逃にげる逃げる逃げる逃げる』

　フィルマがいくらなだめすかしても、返って来る思念は変わらなかった。

　そして、ザナックスの隕いん石せき船せんとの戦闘が始まったとたん、そのパイロットは泣きわめきはじめたのだ。

　それはもう、駄だ々だっ子が床ゆかに寝ね転ころがって手足をばたばたさせているのと同じ、支し離り滅めつ裂れつな思念と自我の解放だった。

　そのパイロットは憎にくんでいた。戦争を、シャトルを、オペレーターを、そして自分を取り巻くすべての物を。

　彼が憎んでいなかったのは唯ゆい一いつ自分だけだった。自分は特別の存在であり、自分を傷つけることは絶対に許されないことだった。

　それはパニックではなかった。彼の意識の中にあるのは恐きよう怖ふではなく、自己愛の感情が奇き怪かいにねじれ曲がった攻こう撃げき衝しよう動どうに近いものだった。

　ブロック回路が働いて、接続が切られる寸前に、そのパイロットの剝むき出しの攻撃衝動と憎ぞう悪おの思念が感応端末を通じてフィルマの意識に襲おそい掛かかったのだ。

　フィルマは、そこに一匹ぴきの怪かい物ぶつを見た。

　人間の深層意識の中に巣食う、他人のはらわたを引きずり出し、貪むさぼり食おうとする血みどろの怪物を。

　そして、フィルマは気を失った。

　フィルマが意識を取り戻もどしたのは、この医務室のベッドの上だった。

　フィルマの顔を覗のぞき込んで、枕まくらもとのセンサー表示を確認した医務官は、小さくため息をついて言った。

「災難だったわね、フィルマ少しよう尉い。あのパイロットは学業成績が優ゆう秀しゆうで、運動適正も抜ばつ群ぐんということでパイロットに徴ちよう兵へいされたらしいけど。社会性や自律性が未発達で、幼児退行するおそれがあると判断されていたらしいわね。本来なら、あんな精神のひ弱な人間は、パイロットにすべきではないのだろうけど……」

「あの人は……無事に脱だつ出しゆつできたのですか？」

　フィルマの言葉を聞いた医務官はちょっと驚おどろいたように目を見開いた。

「脱出ポッドは無事に回収されたそうよ……それにしても、あなたは、こんな目に遭あわされた相手が気になるの？」

　フィルマはうなずいた。

「戦争とか、そういったことがなければ、あの人も、ただの甘えんぼうの子供っぽい男の子で済んでいたかもしれません……そう思うと、あんまり恨うらむ気にはなれません」

　悲しむような怒おこったような複雑な顔をして医務官は言った。

「優やさしいのね……あなたたちって、みんな」

　医務官は、怪け訝げんな顔をするフィルマから視線を外して、医務室の奥のカーテンの引いてあるベッドの方を見た。

　カーテンにさえぎられて顔も身体からだも見えなかったが、ベッドの上に横たわったストッキングに包まれた脚あしと、そしてフィルマと同じオペレーターの制服のスカートがちらりと見えた。

「あの子はね、自己喪そう失しつ状態になったのよ……あなたたちが言うところの『魂たましいを持っていかれた』状態ね……今日の戦せん闘とうでペアを組んだ相手が死んだの。

　ブロック回路は、ちゃんと働いたんだけど、シンクロが深すぎたから、相手の意識が消えたときに、投とう影えいしていた自分の意識も一いつ緒しよに喪失したように感じてしまったの……。

　あの子は、最後に鏡を見ていたらしいわ。なぜ、あなたたちはそんな危険を冒おかしてまでパイロットの男の子に尽つくそうとするのかしら……」

　そして医務官は、もう一度小さくため息をついて、フィルマを見て言葉を続けた。

「あなたたちは若いから、こうやって受けた心理的外傷も、心理外科治ち療りようと精神安定剤ざいの投とう与よで回復することができるけど、それでもまったく傷きず跡あとが残らないわけではないわ。フラッシュバックを起こしたり、不定愁しゆう訴そになったり、本当に辛つらい思いをするのよ」

　フィルマは静かに答えた。

「私たちは生きていけます。明日に希望をもつことができます。だけど……帰き還かんできなくなったパイロットの人たちには明日がありません。明日の途と中ちゆうで明日が終わってしまうんです。

　確かに、私たちは辛い記き憶おくを抱かかえ込むことになるかもしれません。でも、そうやって、誰だれかが心に刻んで、そして覚えていてあげなくちゃいけないと思うんです。意識の中で出会った人のことを……。

　大人から見れば、本当に子供っぽい、少女マンガの主人公みたいなことに聞こえるかもしれません。でも……私はそう思うんです」

　中年の女性医務官は、しばらく黙だまったまま考え込んでいたが、やがて、小さな声でつぶやくように言った。

「あなたたちくらいの年ねん齢れいの男の子や女の子でなければ、この感応端たん末まつの意識共有による管制システムは有効に使えない。そして、それを使わなければ、この星は助からない。

　……恋こいに恋して、夢を見るのが一番楽しい人生の一時期を、恐怖と悪夢と悲しみに置き換かえなくてはならない。こんな残ざん酷こくな仕組みを思いついたのは、一体誰なのかしら……私はそいつを心の底から恨むわ」




　惑わく星せいウエストウィックⅡの北半球にある二十四の迎げい撃げき用シャトル発進基地の一つ、シーケンパルス基地で、迎撃態勢の強化命令を受け取ったディハルトたちブルー分隊のメンバーの反応は、様々だった。

「十二時間だと？　ふざけるな！　俺たちは機械じゃないんだ！　いや、機械だって休ませながら使うのが普ふ通つうだ！　俺たちは機械以下なのかよ！」

　命令書を机の上に投げつけてそう叫さけんだユータケに向かって、ディハルトは肩かたをすくめて見せた。

「きっとそうなんだろう。お前らみたいな一文の価値もないクソガキを時価十五億クレジットのセラミックでできた棺かん桶おけに入れてタダで火か葬そうしてやるんだ、感謝されこそすれ、文句言われる筋合いは無い！　ってことなんだろうよ」

「正確には十五億七千万だから、約十六億と言ったほうがいいかもしれないけどね」

　冷静なコメントを入れたリュクティに向かってユータケがわめいた。

「俺が言っているのは、シャトルの値段とか、そういうことじゃねぇ！　なんで俺たちだけがこんな目に遭わなきゃならないんだってことだ！　感応端末が使えるのが俺たちだけだとか、俺たちより年上の人たちはローデスに徴兵されてしまっているとか、そんなことはわかっているさ！　でもよ、それでも、言いたいんだよ！　なんで俺たちだけが、って！」

　ディハルトは両手を広げて答えた。

「わめいたって泣いたって、誰かが俺たちの代わりに戦ってくれるわけじゃねえ！　俺たちが戦わないと、この星にいる人間は全ぜん滅めつする。俺の両親も妹も、友達も、俺の知っている人間が全部死んじまう。嫌いやだ、何だと文句を言う余よ裕ゆうはねえ！　なぜなら俺たちしかいねえからだ！」

「でもよ、俺たちが必死になって、命がけで戦っていることを誰も知らないじゃないか！

　パイロットの特定ができないようにって理由で、俺がどこでパイロットをやっているのか、何機落としたのか、いつ出撃したのか、そういったことは誰にも……たとえ親にも教えちゃいけないことになっているんだぜ！　いくら俺が頑がん張ばっても、命がけで戦っても、マスコミのニュースに出るのは、顔も名前もわからないようにしたシャトルパイロットの映像だけだ！　こんな割の合わない話があるもんか！」

　ディハルトは、皮肉めいた口調で言った。

「絶対に正体を明かしちゃいけない正義のヒーローはもう嫌だ、普通の男に戻もどりたいってことか？」

「そんなんじゃないよ！」

　ユータケは首を振ふった。

「俺は別にヒーローとして扱あつかってくれ、だとか、マスコミで大々的に取り上げてくれ、とか言っているんじゃない！

　俺は知って欲しいだけなんだ。俺のことを。戦っている俺のことを、もしかしたら帰って来られないかもしれない俺のことを……たった一人で大気圏けんの中で燃もえて、燃え尽きていくかもしれない俺のことを……誰かに知って、覚えておいて欲しいだけなんだ……」

　そして、ユータケは叫ぶように言葉を継ついだ。

「……それは、贅ぜい沢たくなことなのか？」

　そのとき、黙って二人のやり取りを聞いていたローイが、つぶやくように言った。

「わかる……それは俺も同じだ。俺だって、ときどき大声で叫びたくなるときがある。自分がやっていることを誰かに見て欲しい、知って欲しい。ここで戦っている俺のことを知って欲しい！　って……。

　でもな、俺の名前とか顔とかをエンジェルに知られて、それが原因で俺がもし死んだとき、感応端末で繫つながった相手の魂たましいを一いつ緒しよにあの世に持って行ってしまうとしたら、俺はそっちの方が嫌だな。他人を引きずりこみたくない……だから俺は、もし、自分がそんな風になったら、ブロック回路が働く前に自分で感応端末を切断しようと思っているんだ。そうすれば、他人を……エンジェルを危険な目に遭あわせずにすむだろう？」

　リュクティが、冷静な表情のまま言った。

「でも、本当に自分が助からないとわかったときに、そういった冷静なことができるかどうか疑問だよね。生きたい、生き延びたいと思うのは本能だよ。その本能を押し殺して理性だけで行動するなんてのは並なみ大たい抵ていの精神力でできることじゃない」

「確かに難しいかもしれないけど、俺はそれをやってみせるつもりさ……」

　そう言って胸を張ったローイを見て、リュクティは小さくうなずいて微笑ほほえんだ。

「いかにもあんたらしい考えだね、ローイ。エンジェルが『実直』と呼ぶわけだ」

　その言葉を聞いたユータケが情け無さそうに言った。

「俺は、だめだなきっと。もし、そんなことになったら泣きわめいて、ブロック回路が働いて切断されるまで、未練がましくいろんなことを言いまくるだろうな。最さい期ごまで俺はエンジェルに笑われるかバカにされるかして終わるんだろうなあ……俺は『ヘタレ』くんだし」

　ローイが慰なぐさめるように言った。

「でもよ、ユータケ。お前のその『ヘタレ』た部分が、そのまま優やさしさに繫がる部分でもあるんだと思うぞ。お前が自分で考えているほど、その『ヘタレ』くんというあだ名は、悪い意味じゃないと思うぞ」

「そうかなあ？」

　ローイは笑った。

「あだ名なんてのは、印象から他人が勝手につけるものさ。ディハルトだって『ワルガキ』とか呼ばれているけど、実際に悪人だってわけじゃない。ただ、ぶっきらぼうなのと、他人に頼たよりたがらない性格から乱暴そうに見えるだけのことさ。ディハルトも自分でそう思わないか？」

「関係ないね。他人が俺のことをどう思おうがそいつの勝手だ」

　そっけないディハルトの答えを聞いたリュクティが、胸の前で腕うでを組んで納なつ得とくしたように、うなずいた。

「ローイの言うとおりだよ。初対面の相手にこの態度で接すれば、十中八九の相手は『怖こわい人』というイメージを抱いだくだろう。その『怖い人』と『悪い人』のイメージが重なることによって、ディハルトの印象が『普ふ通つうの人より悪っぽい』となったんだということは充じゆう分ぶん推察できるね」

「へいへい、さようでございますか『女王クイーン』さま」

　ディハルトが、そうやり返したとき、待機室に警報音が鳴り響ひびいた。

「くそ！　また来やがったか！」

「人使いが荒あらいぜまったく！」

「急ぎの仕事ってのは、新人じゃなくてベテランのところに回ってくるものさ」

「新人は当てにならないとなれば、最低でも二隻せきは沈しずめないと追いつかない計算だな」

　ブルー分隊のメンバーは、口々にそんなことを言いながら待機室を飛び出した。




　迎げい撃げきシャトルのパイロットシートに座って、ハーネスを取り付けたディハルトは、発進前のチェックリストを読み上げながら、さっき仲間たちと会話していた内容を思い返していた。

　……『ワルガキ』か。

　まあ、ガキの頃ころから、筋の通らないと思った相手の言うことは聞かなかったし、そのままの性格で中学に入学したから、教師からはにらまれてばかりいたのは事実だ。

　損をするってことはわかっているけど、いまさら自分の性格を変えようとは思わない。だって俺は俺だ。それ以外の何者でもない。

　そこまで考えたとき、ディハルトの唇くちびるの端はしに笑いが浮うかんだ。

　……リュクティのヤツが言ったのも、あながち間ま違ちがっちゃいないな。

　確かに、俺は小学校の頃からみんなに怖がられていた。

　……まともに相手にしてくれていたのは、あの子だけだったな。

　ディハルトの脳のう裏りに、細い黒くろ縁ぶちメガネをかけた小学生位の年ねん齢れいの女の子の顔が浮かんだ。

　その女の子は、眉まゆを逆立て、不満そうな顔でこっちをにらんでいた。

　……確か、フィルマとか言ったよな。小学校のときの同級生の学級委員長の子。

　親父おやじの仕事の関係で小学校卒業と同時に引越しちまったから、あの後会ったこともないけど、今はきっと普通の高校生になっているんだろうな。

　ディハルトは、自分と同じ年頃になった、その女の子の顔を思い浮かべようとしたが、どうしても思いつかなかった。

　……あの頃は、毎日が楽しくて仕方なかったよな……何も考えずに夕方まで遊んでいても怒おこられなかったガキの頃に戻もどりたいぜ。

　そう考えたとき、ディハルトは、はっとしたように目を見開いて小さく首を振ふった。

　……いけね、発進カウントダウンが始まりやがった。思い出なんかに浸ひたってる場合じゃねえや。

　インカムから、シーケンパルス基地のコントロールオペレーターの言葉が聞こえて来た。

『こちらシーケンパルスリーダー。ブルーエリア四六八に、多数の隕いん石せき船せんの転移反応らしきものを確かく認にんした。ブルー分隊は直ちに発進せよ。ザナックスの転移数は推定で三千五百！　最大規模の転移と思われる。各員の努力に期待する！』

　……最大規模の転移数か。

　飛び出すたびにそう言われているような気がするのは俺だけか？

　ディハルトは、そんなことを考えながら、目の前で数字を刻んでゆくタイムカウントを見つめていた。

　やがて、ディハルトの意識の中に誰だれか別の人間の思念が入り込んできた。

　その思念の相手は『委員長』だった。

『やあ、委員長さん。最近良くあんたと組むな』

　ディハルトの意識の中に、ちょっと驚おどろいたような感かん触しよくの思念が伝わってきた。

『知らなかったの？　ベテランパイロットには、同じようなベテランのオペレーターが選せん抜ばつされて組むことになったのよ……なぜか知らないけど私もそのベテランオペレーターの中に入っているみたいね』

　ディハルトは小さく笑った。

『あんたは充分ベテランだよ委員長。こいつはうちの基地の司令の受け売りだけど、経験というのは時間で計るものじゃなくてどれだけ学習したかで決まるものなんだとさ。それで言えばあんたは立派なベテランオペレーターだと思うぜ』

　戸と惑まどったような思念が返ってきた。

『……そ、そうかな？』

『そうだ、俺が言うんだから信じろよ……さて発射だ。衛星軌き道どうに出たら、よろしく頼たのむぜ委員長』

『わかりました、全力を尽つくしましょう』

　うなずくような感触と共に思念が答えるのと、カウントダウンがゼロを告げるのは同時だった。

　固形ブースターの点火音と共に、ディハルトの身体からだがシートにぐん、と押し付けられた。




　衛星軌道から惑わく星せいウエストウィックⅡの地表を見下ろしたディハルトは、真下に見える大洋のあちこちにある、青というよりも青黒い円形の染しみが増えているのに気がついていた。

『……撃げき墜ついしきれなかった隕石船が増えているんだな』

『もっと毒水海域は増えるわ。さっきの迎撃でも一機海に落としているから……』

　ザナックスの隕石船の転移数と回数の両方が増え続けていることにより、大気圏けん内に突とつ入にゆうした時点で撃墜し切れなかった隕石船の数も増えていた。

　どうしても撃墜できないときでも、パイロットはミサイルを発射し、隕石船の落下軌道を変へん更こうさせようとした。

　貫かん通つうこそしなくとも、船体に命中さえさせれば、その衝しよう撃げきで、なんとか落下の方向と角度を変えることができるのだ。

　そして、そうやって撃うち漏もらした隕石船のほとんどは、意図的に大洋の中心部か赤道付近の開発の進んでいない地区に落下させられた。

　防衛軍は、人類の居住がほとんど無い無人区域を被ひ害がい担当地区として指定し、撃墜不能と判断された隕石船をそこに誘ゆう導どうするように指示したのだ。

　もはや、この星をザナックスの手から守ることは不可能だった。この星の人類ができることは、そのザナックスが惑星環かん境きようを完全に制圧し消毒を完かん了りようするその瞬しゆん間かんを一分一秒でも先延ばしにすることだけだったのだ。

　赤道付近の熱帯雨林と大洋の中心部が、この被害担当地区に指定され、すでに十数隻せきの隕石船がその地区に落下していた。

　ディハルトが見た大洋のあちこちに広がる青黒い丸い染みは、そこにザナックスの隕石船が落下したことを意味していた。

　大洋に落下した隕石船が撒まき散らした因子は、大気中と異なり広こう範はん囲いに広がることは無く、単にその周辺約百キロの海水を青黒く変色させるだけなのだ。

　それは、海水中のプランクトンが死し滅めつし、海水の透とう明めい度どが上がるために生じる現象だった。地表の茶色い斑はん点てんと、そして海洋の青い斑点に覆おおわれた地表を見たとき、ディハルトの脳裏に浮うかんだのは、病びよう魔まに侵おかされ、全身に発はつ疹しんを生じた瀕ひん死しの病人のイメージだった。

　ディハルトのイメージどおり、惑星ウエストウィックⅡは、隕石船のばら撒いた致ち死し因子によって、緩かん慢まんなる死を迎むかえようとしていた。

　シャトルからその光景を見ていたディハルトの意識に、地上の管制レーダーの映像と、オペレーターである委員長の思念が伝わってきた。

『目標補ほ捉そく！　転移数二千八百七十！　三梯てい団だんを組んで降下を開始する模様！　もうこれ以上隕石船を大気圏内に落とすことはできないわ。私たちはエリア二三三へ向かう隕石船を狙ねらうわ』

　ディハルトは、地上のレーダーサイトから得た情報をオペレーターの視覚と思念から読み取って、攻こう撃げき目標位置に向けてバーニアを噴ふかしながら応こたえた。

『楽な目標は、新人が多いイエローとレッドにやらせるというわけだな』

『そういうことよ。難しくとも、あなたたちならできるでしょう？』

『委員長は人を使うのが上手うまいな……』

『それが仕事よ……突つっ込むときの角度と相対速度に注意してね！』

『了解！』

　ディハルトが、そう応えるのと同時に、迎げい撃げき用シャトルは、くん、と頭を下げて、転移してきたザナックスの隕石船の群れに向かって降下を開始した。

　委員長の緊きん迫ぱくした思念が送られて来たのは、ディハルトが最初の一隻を撃げき破はした直後だった。

『レッド分隊が敵の半数以上を撃ち漏らしてしまったわ！　針路変更して直ちにこの敵の迎撃に向かって！　危険性が高いけど、あれが狙えるのはあなたたちだけなの！　お願い！』

　ディハルトは、委員長の意識の中に浮かぶ三次元レーダースクリーンの中に浮かぶ敵船の位置を見て、思わず舌打ちをした。

『とんでもない位置まで降下していやがる。どうして撃墜できなかったんだ？　レッド分隊の位置からは直線コースじゃねえか！』

『レッド分隊は分隊長以外、全員初心者なの』

『くそ、あのままにしておくわけには行かねえ！　仕方ねえ、ブルー分隊針路変更！　あれを落とす！』

　ディハルトの言葉と共に、ブルー分隊の四機の迎撃シャトルが針路を変えた。

　シャトルの降下角度が深くなるのと同時に、機首とデルタ翼よくの先せん端たん部が赤く発光し始めた。ザナックスの隕石船の先頭の集団もまた、大気圏内に突入して船体全体が赤く光り始めている。

『時間が無い！　一撃で仕留めるぞ！』

『了解！』

　ディハルトの思念に、他ほかの三人が応えたとき。

　最さい後こう尾びに位置していたローイのシャトルの斜ななめ右前にいたザナックスの隕石船がいきなり砕くだけ散った。

　外見からはわからなかったが、その隕石船の外がい殻かくにはすでに一発のファランドールミサイルが命中していた。

　ただ、何かの理由で外殻の崩ほう壊かいが進まなかったために、他の無傷の隕石船と同様の速度で降下していたのだ。

　砕け散ったその隕石船の破は片へんは、そのまま斜め後ろを飛んでいたローイのシャトルを直撃した。

　シャトルのデルタ翼の右側がもぎ取られ、シャトルはそのまま錐きりもみ状態に入り、そして大気の摩ま擦さつによって空中分解した。




「いやああああああ！」

　サタニコントロールのオペレータールームの中に悲鳴が上がった。

　モニタースクリーンの表示を見やすくするために落とされた照明の暗がりの中で、誰だれかが立ち上がったのが見えた。

　フィルマはそれがコロネの悲鳴であると気が付いた。

　コロネは両手でこめかみに取り付けられた感応端たん末まつを叩たたきながら泣き叫さけんでいた。

「切れた……切れちゃったの！『実直』さんが！　なんで！　なんで切れたの？　ねえ、死んじゃったの？　あの人……死んじゃったの？」

　フィルマは、ディハルトの視覚の片かた隅すみにある後方警けい戒かいモニターの中で、火の玉になったシャトルが、コロネとペアを組んでいた『実直』のシャトルだということを知った。

　……ブロック回路が働いて感応端末が切断されたんだ。

　フィルマは今までにも何回か『実直』とペアを組んだことがあった。だから、相手を包み込むような温かさを持った『実直』の思念をフィルマは知っていた。

　……だからコロネは『実直』が好きだったのだろう。

　自分で描えがいた「実直」の想像図をモニターの横に貼はって怒おこられるくらい、コロネは『実直』を慕したっていた。

　……でも、もしブロック回路が働いたとしても、あれだけシンクロしていたのだから『実直』に何かあれば、コロネが無事で済むはずがない。パイロットが死ぬときに一いつ緒しよに魂たましいを持って行かれてしまう……そのまま気を失って、ひどいときには意識が戻もどらない状態になってしまうはずだ。

　なのに、コロネには何の影えい響きようもなく「思念」が切断されたということは……。

　フィルマは両足に力を入れて足の震ふるえを必死に止めていた。

　……『実直』さんは自分で接続を切ったんだ。

　回路が働くその前に、自分の意思で。コロネを守るために。

　フィルマは両手で顔を覆おおった。

　主任のリコッテ中ちゆう尉いと当番兵に、なだめられながら遠ざかっていくコロネの泣きじゃくる声を聞きながら、フィルマは思った。

　……なんて言えばいいんだろう。

　私とペアになったパイロットの人が落ちてゆくとき。

　私はその人に何が言えるんだろう。

　そのとき、叱しかりつけるような思念がフィルマの意識に飛び込んできた。

『委員長！　何があったかしらないけど、しっかりしてくれ！　俺たちは今戦っているんだぞ！』

　フィルマは我に返った。

　一いつ瞬しゆん、意識の中に、腕うで組ぐみをして不ふ機き嫌げんそうにこっちをにらみつけている、イタズラ小こ僧ぞうのイメージが浮うかんだ。

　……今の子は……。

　記き憶おくをたどる間もなくそのイメージの上に位置情報を欲ほつしている『ワルガキ』の思念が重なった。

『俺の現在地点と、その位置及および高度で撃げき墜つい可能な目標の位置を教えてくれ！』

　フィルマは、『ワルガキ』のそのあまりにも冷静な思念に、一瞬怒いかりを覚えた。

　……仲間が死んだというのに、この人は……。

　しかし、すぐに、意識の中に入り込んで来た『ワルガキ』の思念の、その向こうに白熱したような敵てき愾がい心しんと闘とう志しがあるのに気がついた。

　……この人は本当に怒っている。

　わめいたり叫んだりするような、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな怒りじゃない。

　怒れば怒るほど、感情を抑おさえ込み、ただひたすらに冷静になっていく、そういう怒り方をする人なんだ。

　白熱した熾おき炭すみは静かだ。派手に炎ほのおを上げることもなく。燃えているように見えない。でも、熾炭は、めらめらと燃え上がる炎よりはるかに熱いんだ。

　フィルマの背中に震えが走った。それはさっき、足が震えたのとは違ちがう種類の震えだった。

『わかったわ、目標を指示します。前方エリア六・三・九それぞれに一隻せきずつ！　それぞれの高度と速度にラグがあります、左の九エリアから攻こう撃げきをかければ、二隻は確実に撃げき沈ちん可能です！』

『いや、三隻いく、角度と速度の数値だけに集中していてくれ！』

　フィルマの意識の中で『ワルガキ』が、にやっと不敵に笑ったような気がした。

　……不思議なことに、無理だとは思わなかった。それどころか、この人ならやれると思えた。

　理由なんかなかった。それは意識と意識を共有した相手だけに伝わる何かだった。

　フィルマは、一瞬心の片隅で『これがシンクロというものなのかもしれない』と思った。




　この日、シーケンパルス基地のブルー分隊は、二回目の出撃で十四隻のザナックスを撃墜した。これは、分隊戦せん闘とうの成果としては新記録であった。

　しかし、ブルー分隊はこの戦闘で分隊員を一人失った。

　分隊員の名前は「ローイ・ファルク」階級は臨時少尉。年ねん齢れいは十七歳と八ヶ月。

　シャトルパイロットとしての滞たい空くう時間は八十七時間。

　彼は未み帰き還かんとなるまでのこの二週間に、三十三隻のザナックスを撃墜していた。それはエースと呼べる数字ではない。しかし、それは自分に課せられた義務を充じゆう分ぶんに果たすに足りる数字だった。

　そして、この個人データは、一いつ切さい公表されなかった。
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　第五章　臨機応変と事後承しよう諾だく







「一週間？　このうえさらに一週間も待たなくちゃいけないんですか？」

　ワタルの言葉には不満を超こえて怒いかりの響ひびきすらあった。

『人類統合軍が発ほつ足そくしたときの事務処理が、追いついていないんだそうだ。救出艦かん隊たい全体の補給に関する事務処理が遅おくれていて、調達と輸送に時間がかかるらしい……いくら最新式の装備を積んだ新しん鋭えい艦かんでも、推進材や糧りよう食しよくという補給がなくちゃ戦えないだろう？　まあ、もう少しだけ我が慢まんしてくれ』

　通信モニターに映ったマスクワードが、そう言って肩かたをすくめるのを見て、ワタルは自分の立っている駆く逐ちく艦かんのブリッジを見回した。

　そこは、ニーモドライブ搭とう載さい型の最新鋭装そう甲こう駆逐艦「タケミカヅチ」のブリッジだった。

　この艦は、ローデス領内に取り残され、絶望的な戦いを繰くり広げたケルプたちローデス支し援えん艦隊の貴重な戦訓を取り入れ、完全に対ザナックス用に設計されていた。

　この新型艦のシルエットは、巡じゆん航こう艦かんも駆逐艦も、すべて多角形の直線の組み合わせで成り立っており、一見するだけで今までの戦せん闘とう艦かんとは異なる設計思想の下もとで作られたということがわかる。

　この多角形の船体シルエットの原因は、ザナックスの実体弾だんに対たい抗こうするために新たに開発された複合装甲が船体に傾けい斜しやして取り付けられているためだった。

　飛来するザナックスの実体弾のエネルギーを傾斜した装甲板によって逸そらし、その威い力りよくを軽減するという、この傾斜装甲の概がい念ねんの起源は数千年前の戦車の設計にさかのぼる。

　人類間の戦争では、とうに忘れ去られていたこの概念は、数千年の年月を経て今再び甦よみがえることになった。

「確かにマスクワード司令のおっしゃるとおり、このタケミカヅチも補給が無ければどうしようもありません。でも、ニュースページにアップされるウエストウィックⅡの戦闘詳しよう報ほうを見ていると、そんなことを言っている場合じゃない！　って気持ちになりませんか？　なんとかならないんですか？」

『確かに、助けたいけど助けられない、ただ見ているだけ、という今の状じよう況きようは、本当にイライラする。その気持ちはよくわかる。だがな、こればっかりは俺たちにはどうしようもないだろう。腹が減っては戦いくさはできぬ、ということわざは、真理だぞ。船が腹ペコでは動けないし戦えない。そして糧食が無ければ乗っている兵士も戦えないんだ』

　ワタルはモニターに映るマスクワードに向かって両手を広げた。

「それはわかっています！　私がどうにもおかしいじゃないかと思うのは、推進材も糧食も、足りないわけじゃない。帝てい国こくの中には、いくらでも流通しているのに、どうして我々の手元にそれが無いのか、ということなんです！　確かに軍隊は組織ですから、それぞれに役割を分担して動かなくちゃなりません。船ごとに勝手に推進材や糧食などの品物を調達するなんてのは許されるわけがありません、でも、もし許されるなら私は自分で推進材や糧食を調達してでも、救出に向かいたいと思います！……というか、マイド閣下が司令官だったらとっくに動いているはずです！　だまって座り込んで、誰だれかが準備を調ととのえてくれるのを待っている、なんてことをするわけがありません！」

　マスクワードは、何かを言いたそうに口を開いたが、すぐにその口を閉じて考え込みはじめた。

『そうか……そうだよな。たしかに、もし、マイドがここにいたら、黙だまっているわけが無い。

　準備が遅れてウエストウィックⅡの住民が何千人何万人死んでいようと関係ない。勝手に動いて規則違い反はんをすれば処分を食くらうし責任を問われるが、規則に従っていれば自分には責任は無い、だから、動かなくてもいい……なんてことは死んでも思わないだろう……』

　マスクワードは目を輝かがやかせた。

『ワタル、お前の言うとおりだ。何もできない、仕方が無い、なんてことを言っている場合じゃなかった！　方法は一つじゃないんだよな！　あっちがだめならこっちをどうだ？　それがだめならこれはどうだ？……俺たちは、そうやって今まで生き抜ぬいて来たんだよ！　マイドができたことが俺たちにできないわけが無い……動くぞ！』

　ワタルはにっこりと笑った。

「わかりました！　物資の入手、そして流通関係に詳くわしい人間とくれば、まずマリリン姉あね御ごに相談しなくちゃなりませんね」

『そうだな、上の連中にも話を通して、艦隊全体で動けば、どうにかなるかもしれないな。部下の中にもそういった関係に詳しかったり、そっち方面で働いていた人間がいるかもしれない。広報を回して、まずは人材の確保か……』

　マスクワードは、にやっと笑って言葉を続けた。

『さすがはマイドの一番弟で子しだな』

　ワタルは、照れたような顔になって答えた。

「いえ、マイド閣下だったら、こんな風に考えるんじゃないかな？　と思っただけのことです。決断するときは決断しなくちゃいけないんですけど、そのときに簡単に決めちゃわないで、頭の中で、自分の思ったとおりに結果が出るとは限らない。だったらどうすればいいのか。修正できるのか、そのために手は打ってあるのか……みたいな感じで、二重三重に先を読むようになりました」

『一人前の艦長になってきたって証しよう拠こだな。人の上に立つってことはそういうことさ。

　マイドはお手本としては申し分ない人間だから、せいぜい真似まねをしろ……そうだな、あいつの十分の一ぐらい真似ができるようになれば、艦隊司令なんざ鼻はな唄うた混じりでやれるぞ……」

　マスクワードの言葉を聞いたワタルは、嬉うれしそうにうなずいた。

「ええ、最高のお手本だと思っています」




　ワタルとの通話を終えたマスクワードは、腕うでを組んで考え込んだ。

　……さて、統合軍の主計部が動かない代わりにこっちが動く、と決めたはいいが。問題は、どのレベルまで巻き込むかだ。一番いいのはバルク中将を動かすことだけど……。

　ローデス救出艦隊は、ザナックスとの戦訓を取り入れた新設計の駆く逐ちく艦かんと軽けい巡じゆん航こう艦かん、そして巡航戦艦。それに直接降下型強ごう襲しゆう揚よう陸りく艦かんで編制された、新設の独立艦隊である。

　人類統合軍は、一艦隊あたり二万五千隻せきからなるこの艦隊を八艦隊作り上げ、ローデス領内にある八個の孤こ立りつ惑わく星せいの住民の救出のために差し向ける予定だった。

　この八つの艦隊の総指揮は、統合軍総司令部のチャマー司令官ということになっていたが、具体的な作戦行動については、八個の艦隊のそれぞれの艦隊司令の裁量に任されていた。

　そして、ローデス領内で最も遠く、最も激戦が予想されるウエストウィックⅡに派は遣けんされるマスクワードとワタルたちの所属する第一艦隊の司令官は、堅けん実じつな指揮ぶりで名が通った帝国軍の名将、バルク・キタジマ中将だった。

　……軍隊は基本的に上意下達の組織だ。俺みたいな下っ端ぱがいくら意見具ぐ申しんしても、途と中ちゆうにいる参さん謀ぼうやら何やらに握にぎりつぶされてしまえば、バルク中将まで届かない。

　かと言って、俺の艦隊だけが補給物資を調達して出しゆつ撃げき準備を調ととのえても仕方ない。救出艦隊の八艦隊全部とまでは行かなくとも、少なくともこの第一艦隊ぐらいは動けるくらいの規模でなくちゃ無意味だ。

　こうなりゃあれだな、まず独断専行で動いてしまって、結果を出す。んでもってその既き成せい事実を積み上げて最後にバルク中将に突つきつけて、そこで「うん」と言わすしかないな。

　バルク中将に直接談判できるような大物がいればいいんだが、いくらなんでも俺程度の下っ端に将軍クラスに知り合いは……。

　そこまで考えたときに、マスクワードは目を見開いて、ぽん、と手を叩たたいて叫さけんだ。

「いた！　すぐそばにいたじゃないか、お偉えら方がたになったのが！　よし！　動いて結果を出して見せて、そして最後の談判はあいつに頼たのめばいい。これで後こう顧この憂うれい無く動けるぞ！」




　マスクワードから相談を持ちかけられたマリリンは、通信モニターの中で難しい顔をした。

『そりゃあねえ、推進材も食しよく糧りようも市場には山ほど流通してるわよ。あんたらの艦隊二万五千隻分くらいならいくらでもかき集めてきてあげるわ。でもね問題は支し払はらいなのよ。現金払いするわけにはいかないし、かと言って、それだけの量をツケで買えるほどの信用程度を持っている人はいないでしょう？』

　マスクワードは食い下がった。

「でも、今は支払う金が無くとも、予算はちゃんとあるんだ。事務処理が終われば支払いだってできるだろう？」

『そりゃあ正規ルートで納品するなら、見積書出して請せい求きゆう書しよ出して納品書まわして……と、主計部の物資調達課を通せば指定期日に支払いができるけど。今回の物資調達は、正規ルートを通ってないでしょう？　納品書が通るかどうかわからないから、どこの業者も納品は渋しぶると思うのよねえ……』

「信用程度か……」

　マスクワードは考え込んだ。

「信用してくれというその口約束だけで、品物を納品してくれる業者がどっかにいないもんかなあ？」

　マリリンは小さく首をひねった。

『心当たりが無いことは無いけど……果たして、うん、と言ってくれるかどうか。前のときとは規模も金額も比べ物にならないからねえ……まあ、ダメもとで、聞くだけ聞いてみるとするか』

　マスクワードは何かに思い当たったように目を見開いた。

「前のとき……って、もしかして、あれですか？　アウトニア戦役のときに……」

　マリリンはにやっと笑った。

『そうさ、あいつだよ、ＡＢＣ商会の大番頭のゼイムズさ。通信をマルチリンクにするよ』

　マリリンの言葉が終わらないうちにマスクワードの前にある通信スクリーンが分割され、マリリンの隣となりに小太りの、見るからに実務者という顔つきの四十過ぎの男が浮うかび上がった。

　その男は、にっこりと営業スマイルを浮かべて頭を下げた。

『ああ、どうも、マリリンはん！　ご不ぶ沙さ汰たしとります。どうでっか？　もうかりまっか？』

　マリリンが笑いながら答えた。

『ま、ぼちぼちってとこかね』

『ぼちぼちでっか、よろしゅおまんなあ。うちの方はローデス特産のタイラント・ペッパーの先物取引に巻き込まれて、えらい災難ですわ』

『損したのかい？』

　ゼイムズは、にっ、と笑った。

『損はしとりまへん、そないなドジは踏ふみまへん……まあ、思うたより儲もうからんかった、ちゅうとこでっかな』

　そしてゼイムズは顔から微び笑しようを消してマスクワードを見て、ちょっと居住まいを正して頭を下げた。

『お初にお目にかかります。ＡＢＣ商会の大番頭やらしてもろうとります、ゼイムズと申します。マイド閣下を初め、アウトニアの皆みなさんには、ほんまに言葉にならんほどの恩がございます。このたびの御ご用ようが何なのかまだ、伺うかがっておりませんが、このゼイムズ、アウトニアのためなら粉ふん骨こつ砕さい身しん、損得抜ぬきで……いや違ちごうた、儲け抜きでやらせてもらいます』

　マリリンが笑った。

『損得抜きと言ったら噓うそになるけど、儲け抜きなら噓じゃない……か。私が、あんたを好きなのは、アクティブな噓がつけないってことだね。まあ電子人格なんだから当たり前なんだけどさ』

　ゼイムズはマリリンに向かって、どうも、という風に軽く頭を下げた後で、マスクワードの方に向き直った。

『で……ぶっちゃけ、どないな用件でっしゃろ、込み入った話はおいといて、かいつまんでお話しいただけまっか？』

　マスクワードは、ゼイムズの顔を見て、ずばりと言った。

「統合軍第一救出艦かん隊たい二万五千隻せき分の推進材と糧りよう食しよく、その一いつ切さいの消しよう耗もう品ひん補給物資を四十八時間以内に調達納品して欲しい」

『四十八時間⁉　二日ででっか！　そりゃまためちゃくちゃな話でんな』

　目を丸くしたゼイムズに向かってマリリンが畳たたみ掛かけた。

『そうだ、価格は通常の納品価格よりも安く、んでもって支し払はらいは後払いだ。ついでに言うならこれは主計部とは関係ない部分で話を進めているから、納品書を主計部が受け取らない……つまり、軍が支払いを拒きよ否ひする可能性もある……こういう条件で品物を納品してくれる業者を探して欲しい』

　ゼイムズの目は丸くを通り越こして点になった。

『この世に無理難題というのは数々ありまっしゃろけど……これほどの無理難題を持ちかけられたのは初めてでっせ。マリリンはんの結けつ婚こん相手を探すより難しいのとちゃいまっか？』

『ごちゃごちゃうるさい！　こっちはできるかどうかを聞いているの！　どう？　なんとかなりそう？』

　ゼイムズはマリリンを恨うらみがましい目で見て言った。

『即そく答とうできまっかいな……こちらで手配がつくもんと、よそ様に聞かなあかんものがおますからな。まあ色々ツテたどってみますけど、難しいやろなあ』

『難しいことはわかってる、だからあんたに頼たのむんだ。信用程度が問題になるなら、私個人だけじゃなくて、アウトニアの国家信用度も一いつ緒しよに乗っけてくれ。アウトニア議会には事後承しよう諾だくって形になるけど、アウトニアの国家財政と資産運用は私の裁量に任されている』

『アウトニアの国家信用度でっか……全部合わせても一艦隊分の補給物資額の半分ってとこでっしゃろなあ……まあ、無いよりマシでっけどな。ほな、ちょいと心当たりぐるっと当たって来まっさ』

　ゼイムズは二人に向かって軽く一礼すると、ぽん、という感じで画面から消えた。

「さすがに簡単にはいかないものだな」

　マスクワードがそう言うと、マリリンは、意を得たりという風にうなずいた。

『予算ってのは公金だからね、何を購こう入にゆうするにも手間と時間がかかる。自分の財さい布ふからお金を出して物を買うのとはわけが違うのさ。品物を納品する業者にしたって、それほど利益が上がるわけじゃない。その代わりに確実に支払われる。不ふ渡わたりになるリスクは皆かい無むだ。そこがお役所相手の商売の美味おいしいところだね。ひっくり返して言えば、私たちは、その一番美味しいところが無い商売相手さ。食い物とかそういった品物は、バッタ品とか、在庫調節で市場に出ている品物をかき集めれば何とかなるかもしれないけど、推進材は難しいかもしれないね』

　マスクワードは怪け訝げんな顔をした。

「推進材って、どこの宇宙ステーションにも供給スタンドがあるくらい、流通量が多い品物じゃないのか？」

『確かに推進材なんてのはありふれた品物さ。でも、無印商品の投げ売りとか、あんまり見たことは無いだろう？　生産する企き業ぎようが限られていて、市場は全部系列に押さえられているし、こいつが無けりゃ人も物も動けない国家規模での必ひつ需じゆ品ひんだから、安定供給が第一ってわけさ。いつでも横並びで価格維い持じされているのは、そういう意味もあるんだ』

「セルフの安売りスタンドでも、せいぜい一クレジとか二クレジしか安くないってのは、そういう理由だったんだな」

　マリリンは胸の前で腕うでを組むと、眉まゆをひそめて言った。

『それと、供給能力も問題だね。二万五千隻分の推進材といえば、結構な量になるよね。推進材ってのは高次凍とう結けつ圧縮された縮退元素二次加工物で、メーカーにしてみれば原料と生産プラントさえあれば大量生産ができるから、あんまり備び蓄ちくしてないんだ。備蓄にコストかけるより、注文を受けて生産した方が安上がりだからね。二万五千隻分の推進材も二日、三日と分けて納入することはできても、一度に納品できる業者は限られているかもね』

　マリリンの言葉を聞いたマスクワードは、首を振ふった。

「一いつ括かつ納品でなきゃだめだな。一分一秒でも早く出しゆつ撃げきするために正規ルート使わないで納品してくれる業者を探しているんだ。このあと三日も四日もかかる、って言うんじゃ、意味がない」

『ゼイムズは顔が広いから、なんとか見つけてきてくれると思うんだけどねえ……』

　マリリンがそう言ったとき、その言葉を聞いていたかのように、再び画面に、ぽん、という感じでゼイムズが割り込んできた。

『はい、ただいま。マリリンはん喜びなはれ、納品してもええ、っちゅう業者見つけてきましたでぇ』

　マリリンは目を丸くした。

『ずいぶんと早かったねえ、大だい丈じよう夫ぶなのかい？　その業者信用できるの？』

　ゼイムズは笑った。

『信用できるのか？　と言われたらその辺はお互たがい様ってとこでっしゃろな。口約束で支払いの保証もできんのに、相手に信用を求めたら、バチあたりまっせ』

『それもそうか……で？　納品の条件とか量とかに問題は無いの？』

　ゼイムズは手元にあるメモ用紙のようなものをめくると、顔から離はなして目を細めた。

　マスクワードは、いかにも四十過ぎの遠視になりかかっている人間がやるようなその仕草を見て、そのリアルさに舌を巻いた。

　……ただの電子人格じゃないな、このゼイムズってのは……商売の駆かけ引きとか、やりとりとか、人間を相手にすることに特化してやがる。

　ゼイムズは、そんなマスクワードの感かん慨がいなど気にもせずに答えた。

『えーとでんな、最初にネットで呼びかけたときは、相手にもされませんでしたが、アウトニアの名前を出して、信用手形の裏書はアウトニアのマリリン姉あね御ごでっせ、と呼びかけたところ、なんとか業者が集まって来よりまして……とりあえず推進材の納品業者を品質と価格帯によって三つに分けました。これがリストです。上から、松、竹、梅、となっとります』

　ゼイムズの言葉が終わるのと同時に、画面の片かた隅すみにリストが並んだ。

『一番上の「松」は、一流業者ですわ。品質保証、その代わり価格はちょいと高め。問題は納品期日ですわ。さすがに一艦かん隊たい二万五千隻せき分となると四十八時間ではキツイ、あと二日見込んでくれ。と言うことでんな。

　二番目の「竹」は、まあまあの中ちゆう堅けん業者。品物は普ふ通つうで、価格帯もまあリーズナブル。問題はここも納品期日でして、同じように四十八時間じゃ無理だ、と言うとります。ここもあと一日は必要だ、とのことでんな。

　最後のが「梅」でんな。はっきり言って正規の業者ではおまへん。ここはいわゆる再生業者でして、廃はい船せんや修理に出された宇宙船から推進材を回収してリサイクルしとる業者ですわ。当然メーカーの品質保証はおまへん、そのかわり価格はボロ安、んでもってここだけは即そく時じ納品可能でんな』

　その言葉を聞いたとたん、マスクワードが答えた。

「そこでいい。決めた」

　ゼイムズは、びっくりしたように聞き返した。

『ええんでっか？　正規の業者やおまへんで』

「いいのさ、こっちだって正規のルートじゃないんだ。それに、この調達で一番肝かん心じんなことは時間なんだ。一分一秒でも早く納入してもらって、一分一秒でも早く出撃しなくちゃならないんだ。その納品業者と話ができるかい？」

『ええ、それはできまっけど……ちょっとお待ちを』

　ゼイムズの言葉が終わるのと同時に、画面に浮うかび上がったのは、白いツナギの作業服を着込み、首から機械油の染しみがついたタオルをぶら下げた、五十歳くらいの瘦やせた男だった。

　どう見ても「社長」と呼ぶよりも「親方」と呼んだ方が似合いそうなその男は、マスクワードとマリリンを交こう互ごに見やってから、無愛想な口調で言った。

『あんたらかい、アウトニアの人ってのは』

　マスクワードはうなずいて見せた。

「そうだ。私は人類統合軍大たい佐さのマスクワード、そしてこちらが……」

　そこまで言ったとき、親方が、黄色い歯をむき出して、にっ、と笑った。

『知っとるよ。マリリン姉御さんだろう？　例の「撃うてるンです」の名付け親だ。ジャンクスターのリムジン爺じいさんから聞いたよ。わしらは廃船から推進材や酸素を回収するのが仕事でね、ジャンクスターの連中とは仲間みたいなものさ……で？　推進材が欲しいそうだな』

　マスクワードはうなずいた。

「ああ、ローデス救出艦隊二万五千隻分の推進材だ。あるのなら今すぐにでも欲しい」

　親方は、怪け訝げんな顔になった。

『あんたらは統合軍の正規軍だろう？　わしのところにある再生推進材なんてシロモノに手を出さなくともちゃんと正規のルートから調達できるだろうに、なんでそんなに急いでいるんだね？』

「その、正規ルートが糞ふん詰づまりを起こしていてね、事務処理が遅おくれて、あと一週間待たないとブツが届かないんだ。俺たちの艦隊の目的は、ザナックスの中に取り残されている連中……特にあの、ウエストウィックⅡ星系の連中を一刻も早く救出することなんだ。

　あんたもネットニュースとかを見てるなら知っているだろう？　あのウエストウィックⅡの連中が今、どんな戦いをしているか……。一週間何もしないで見ているなんてことができるもんか！　上の連中が動かないなら、現場が動くしかないだろう？」

　親方は、その細い目を見開いた。

『ウエストウィックⅡって、あそこか？　ガキどもがシャトルに乗って戦ってるって惑わく星せい……』

「そうだ、俺たちの艦隊の目的地はあそこなんだ。俺たちがなぜ急いでいるかわかっただろう？」

　親方は大きくうなずいた。

『わかった、推進材を届ける。回収品とはいえクロスフィルターを三回以上通している品物だ。品質はその辺のメーカー品に引けはとらねえから安心してくれ。ここだけの話だが、流通業界の一流企き業ぎようだってこいつを使ってるんだが、一度だってクレームが来たこたあねえぜ』

　そのとき、二人のやり取りを聞いていたマリリンが口を挟はさんだ。

『で、いくらにしてくれるの？』

　親方は笑った。

『元値はタダみてえなものだからなあ、フィルターを通す手間と貯蔵するコストしか掛かけてねえわけだし……なんだなキロトンあたり二万ももらえりゃ十分だな』

　マリリンは納なつ得とくしたようにうなずいた。

『相場の半額以下だけど、再生品ならまあ、妥だ当とうな値段ね……で、支し払はらいの件なんだけど』

　言いにくそうに切り出したマリリンを見て親方は再び、にっ、と笑った。

『正規のルートの納品じゃねえってことは、あれだろう？　現金じゃなくて手形だな。再生品とか回収品とかの取引はその場で現金払い、掛かけ売うりはしないってのが常識なんだが、相手がアウトニアなら手形も現金みたいなものだからな。わかった、それでいい。明日には基地の方に届くように手配しておく』

　そして、親方はマスクワードを見て言葉を付け足した。

『がんばってガキどもを助けてやってくれ……若いモンが死んでいくってのはどうにも見てられねえからよ、じゃあな』

　親方は、右手を挙げて、画面から消えた。

『……相手がアウトニアなら手形も現金みたいなもの、ってどういう意味なんだろう？』

　怪訝な顔をするマリリンを見てマスクワードが笑いながら言った。

「まあ、気にすることもないんじゃないか？　再生品とはいえ二万五千隻せき分の推進材が市価の半額以下で手に入ったんだ。喜ぶべきだと思うがな」

『まあね、それはそうなんだけど……なんとなく私はこういった仕事ばかりやっているような気がしてならないわね……』

「なんというか、ビンボーなのはアウトニアの宿命だな。人任せにしないで、自分たちで何とかしなくちゃという意識が染しみ付いているのさ」

『なんとかしなくちゃで、なんとかしちゃうからねえ、あたしらは……確かに昔からそういうところがあったけど、やっぱりアレだね、あいつがアウトニアに来てから一段と貧びん乏ぼう性しようが増したような気がするね』

　マリリンが、ため息をついたとき、画面にゼイムズが現れた。

　ゼイムズは、マリリンとマスクワードを見て、にっこりと笑った。

『喜びなはれ、糧りよう食しよくの補給のめどがつきましたで。星野屋グループの社長はんが、外食産業の業界団体の組合に呼びかけてくれたらしいですわ！　牛ぎゆう丼どんだけやのうて、いろんな食材を扱あつかう会社が、掛かけ値ねなしの仕入れ値で、それも半年決済の手形で提供してくれるっちゅう話でっせ』

『掛値なしの半年決済？』

　マリリンは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

『なんで？　なんでそんなに優ゆう遇ぐうされるのよ？　わけわかんない！』

　ニコニコ笑いながらゼイムズが言った。

『聞いてみたらどうでっか？　外食産業の業界団体の組合長はんが、お話ししたいそうでっせ』

　ゼイムズの言葉が終わるのと同時に、モニターに肩かた幅はばの広い、がっちりとした体格の中年男が浮うかび上がった。

　その男は、マリリンとマスクワードを見ると、満面の笑えみを浮かべて言った。

『おお、これはこれは、アウトニア軍のマスクワード大たい佐さと、かの有名なマリリン殿どのですな、初にお目にかかります。帝てい国こく外食産業組合の組合長をやらせてもらっております、センチネルグループの会長、パラス・シラキィと申します』

『センチネルグループと言うと、あの……帝国最大のファミリーレストランチェーンのセンチネルですか？』

　マスクワードが、おずおずと聞くと、パラスは慇いん懃ぎんに頭を下げた。

『左様でございます。おかげさまで、帝国内に総合計十七万店の店てん舗ぽ展開をさせていただいております。いつもごひいきにしていただいておるようで恐きよう縮しゆくです』

　物もの腰ごしは柔やわらかかった、しかし、その態度とは違ちがう、人間的な迫はく力りよくのようなものをマスクワードは感じていた。

　それは、人の上に立ち何万何十万という艦かん隊たいを指揮する司令官などと共通する、言葉では言い表せない何かだった。

　マリリンは、一歩進み出るとパラスの顔を正面から見て、ゆっくりとした口調で聞いた。

『パラス会長、先ほど、ゼイムズから我々の物品買い付けについて、破格の納品価格と、なおかつ半年先まで決済猶ゆう予よのある手形という条件を示されていただいたそうですが、いささか不安に感じております。安くしていただいて、このようなことをお聞きするのもなんですが、やはり疑問点は解決しておきたいと思います。我々には、もし決済ができなかったときに担保となるものは、ほとんどありません。なのに、なぜ、このような条件を示されたのですか？』

　パラスは、小さくうなずいた。

『なるほど……たしかにマリリン殿の疑問はもっともです。信用情報のデータベースに出ているアウトニア王国の担保保証能力は、今回あなた方が調達しようとしている物品の額の半分にも満たないわけですからね。しかし、世の中には、品物や資産と言う目に見えるもの以外にも担保になるものがあるのですよ……それは、人間です。人間の精神です』

『人間の精神？』

　怪け訝げんな顔をするマリリンをパラスは真しん剣けんな目で見た。

『そうです、人間です。私の経営しているセンチネルグループには、正社員、契けい約やく社員を合わせて百五十万人が働いています。この組織を支えているのは、店でもマーケティングでもありません、人です。一人一人の人間の能力と精神が組織を支えているのです。

　国という組織もまた人が支えているのだと私は思います。国とは国民のことです。あなた方の国アウトニアは、その国土を失い、流る浪ろうの民たみと化しても、国こく債さいの償しよう還かんを続けました。それが国債を買ってくれた人に対する約束だからです。

　そして、あなた方アウトニアの王子チャマー様は、ローデスの星の指導者とその孤こ児じたちを守ると約束し、そしてアウトニア軍の方々は、その命をかけて、孤児たちを守り通し、約束を果たしました……。

　アウトニアは、約束を果たす。

　これが、担保ですよ。これが担保でなくて何が担保ですか？　本当の信用とはそういうものです、数字に表せるものではありません』

　そして、パラスは再び微び笑しようを浮かべて言った。

『ご存じですか？　本当に尊いもの、かけがえの無いもののことを人は「金には代えられない」と呼ぶのですよ……』




　次の日、第一救出艦隊の旗き艦かんである、巡じゆん航こう戦艦タカチホのメインブリッジには、第一艦隊の司令官であるバルク・キタジマ中将と主席参さん謀ぼう以下の参謀たちが並び、ブリッジの中央に立つ若い将官の立体映像と対たい峙じしていた。

　つんつんと尖とがった短い髪かみの毛を持つその少将の階級をつけた将官は、どう見ても二十歳はたちそこそこだったが、居並ぶ第一艦隊の参謀とそして艦隊司令であるバルク中将を前にして、気き後おくれする風もなく堂々と立っていた。

　それは、見ようによっては傲ごう慢まんとも見える態度だった。

　第一艦隊の主席参謀は、年ねん齢れい四十歳すぎの神経質そうな男であり、彼が部屋の中央に立つ若い将官を見る目には、若くして少将の座に上り詰つめた男に対する嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの色が見えた。主席参謀は、ゆっくりと、そしてどこか憎にく々にくしげに言った。

「私は、君よりもはるかに長く帝国軍の参謀をやってきたが……その経歴の中で、こんな馬ば鹿かげた規則違い反はんをやってのけた連中を見たことはない。

　正規な納品業者でもない業者から勝手に物資を調達し、勝手に艦隊に補給するとは言語道断だ！　ましてやワインガー少将！　あなたにはこの艦隊に対し命令を下す権限などない。

　これは文句なしに越えつ権けん行こう為いであり、重大な規則違反であり、直ちに軍法会議にかけられるべき事案だ！　あの補給をやめさせろ！」

　ブリッジの中央に立ったケルプは、眉まゆ一つ動かさずに答えた。

『やめさせると言っても、推進材はほとんどの艦に行き渡わたっちまってるぜ、あのまま補給させても同じことだと思うがね』

　主席参謀は、ケルプのその平静さを、開き直りと取った。

「あなたには、規則違反をしているという罪の意識はないのか！　積み込んだ推進材は、いわば犯罪の分け前だ！　あんなものを補給しておく理由はない！　あなたが命令を下さぬならそれでよい。私が艦隊の全艦かん艇ていに対し、補給された推進材は抜ぬき取って廃はい棄きしろと命令すればよいだけのことだ！　あんなものを積み込まずとも、あと五日で正規に調達した補給資材が届くのだからな！」

　ケルプは主席参謀を正面から見み据すえると、ゆっくりと話し始めた。

『確かにあんたの言っているのは正論だ。軍隊というのは役割分担をした組織で動き、そして責務を果たすものだ。その組織の規則に逆らって自分勝手に動くことは正しくない。

　でも、その正しいことをやっているその向こうで、いったい何人が死んでいくのか考えたことがあるのか？　救出艦隊の仕事とはなんだ？　一刻も早くローデスの地に赴おもむき、そこで救出を待っている人々を救うことじゃないのか？　でも、現実問題として補給物資の遅おくれにより艦隊は動けず、何一つ仕事をしていないじゃないか！　確かに原因はこの艦隊には無い。艦隊の将兵には責任は無い、でも、それは何もしないでいいと言う理由にはならないんだぞ！

　職務怠たい慢まんの罪状は救出艦隊の全員が等しく背負っているんだ！　仕方が無かったという言い訳が許されるのはな、できるかぎり、やれるかぎりの手を尽つくした、その後だけだ！』

　そして、ケルプは主席参謀を指差した。

『お前らは何をしていたんだ？　何かやったのか？　ただ、この旗艦に座り込んで、補給が来ないから何もできない、とぶつくさ言っていただけじゃないか！

　マスクワード大たい佐さが調達してきた推進材と補給物資は、確かに正規のものじゃない、しかし、推進材は推進材で、糧りよう食しよくは糧食だ！　補給物資に変わりは無いんだぞ！　すでに艦隊の六十パーセントは補給を終えた、あと二十四時間以内にすべての出しゆつ撃げき準備が調ととのう！　この状じよう況きようで、補給した物資が正規のものではないという理由でこれを廃棄し、さらに無む為いに五日間何もせずに待つのが正しいと言うのか！』

　ブリッジの中に居並ぶ参謀たちの間から、ケルプの言葉に賛同するような呟つぶやきが漏もれた。

　それを聞いた主席参謀は逆上したように叫さけんだ。

「ああ、そうだ、それが正しい！　軍規はすべてに優先する、一時の感傷に流されてはならない！」

　ケルプは、嘲ちよう笑しようするように笑って見せた。

『そりゃそうだ、軍規に従っていりゃ処分は受けねえからな、自分が可愛かわいけりゃ軍規を守るのは当然だ。

　どうやら何を言っても無む駄だなようだな、あんたと俺とは軍隊というものに対する考え方が違ちがいすぎる。俺は人類統合軍というのは人間の命と生存圏けんを守るもの……ときとして自分の生命を賭かけてでも守るものだと思っていた。でも、どうやらあんたにとって、軍隊というのは軍人以外の人間の生命を犠ぎ牲せいにしてでも、自分の地位と軍の組織を守るものらしい。

　まあ、軍法会議にでも何にでも懸かけてくれや。言っておくがこれは全部俺の指示だ。マスクワード大佐とマリリン中佐にはこれっぽっちも責任は無い。全責任はこの俺にある。海かい賊ぞく上がりの無法者のこの俺にな！』

「ああ、お望みのとおり告発書を書いてやる、あんたはこれで終わりだよワインガー少将閣下」

　主席参さん謀ぼうは、憎々しげに答えた後で、背後にいる書記官に振ふり返った。

「書記官！　告発状を作成しろ、今、この場でだ！　罪状は、まず第一艦隊に対する越権行為！　次に、軍用の名目を利用し私有物を購こう入にゆうした職権乱用行こう為い！　そしてこのことにより軍の信用を著しく侵しん害がいした失しつ墜つい行為だ！　いいか、直ちに作成して総司令部に送れ！　写しを警務部の憲兵隊本部にも送ることを忘れるな！」

　そのとき、今までずっと黙だまって二人のやり取りを聞いていたバルク中将がゆっくりと言った。

「あー、書記官君、その告発書だが、書くのなら、被ひ疑ぎ者しやのところにもう一人名前を追加しておいてくれ、バルク・キタジマとな。

　告発理由はワインガー少将と同じでいい……あ、いや、違うな、もう一つ公金横領も付け加えておいてくれ。第一艦隊の予算を流用して、今回の不正補給物資の支し払はらいにあてるつもりだからな……」

　主席参謀の下か顎がくが、かくん、と落ちた。

「は？　それはどういう意味でしょうか」

　バルク中将は笑った。

「どういう意味もこういう意味もあるまい、私も同罪だと言ったのだ。私はケルプ少将と、アウトニア軍の方々がやってくれたことについて、感謝こそすれ、それに反対する理由はないと思っておる。彼らが東とう奔ほん西せい走そうしてかき集めてくれた推進材と糧食をありがたく頂ちよう戴だいし、補給が終わり次し第だい出撃命令を出すつもりだ。それだけのことだよ」

　呆ぼう然ぜんとなった主席参謀は、我に返るとヒステリックに叫んだ。

「バルク中将閣下、何を言うんですか！　あなたに罪はありません！　それはあまりにも……」

　バルク中将は、主席参謀の言葉が終わらないうちに言った。

「あまりにも……なんだね？　ああ、別に君から『すばらしい』などという言葉は期待しておらん……無理して答えんでもいい」

　そしてバルク中将はケルプに向き直ると、右手を差し出した。

「立体映像と握あく手しゆするのは無意味と思うかもしれんが……わしの気持ちを受け取ってくれんか？」

　ケルプはにっこり笑って、右手を差し出し、そのバルク中将の右手に自分の右手を重ねた。バルク中将も同じように微笑ほほえんだ。

「ケルプ少将。貴様の首とわしの首、二人の首で十億の人間を助けることができるのなら安いものだ……そうは思わんかね？」

　ケルプは微笑んだ。

『まったくです、この首が五億人の命に代えられるとは、軍人冥みよう利りにつきますね』

　バルク中将は、半ば呆然とした様子で首を振っている主席参謀をちらりと見た後で、居並ぶ他ほかの参謀たちに向かって命令を発した。

「総司令本部、及および他の艦かん隊たい司令部に報告！　文面は『我ガ第一救出艦隊ハ、独自ノ方法ニヨリ補給実じつ施し中ナリ、終しゆう了りよう次第、ローデスノ地ニ赴おもむキ、其そノ責務ヲ果タサントス』　以上だ。これより我が第一救出艦隊は出撃準備に入る！」

「了解！」

　居並ぶ参謀たちは、目を輝かがやかせて敬礼し、一いつ斉せいに自分たちの持ち場に向かって散った。




　総司令部から跳ちよう空間通信で送られてきた通信文を読んだ、ウエストウィックⅡ防衛軍の幹部と行政局の幹部たちは、口々に歓かん声せいを上げた。

「三日だって？　あと一週間じゃなくて三日で救出が来ると言うのか！」

「六時間おきに数千隻せきの……一日で一万を超こえる数のザナックスの隕いん石せき船せんの襲しゆう撃げきを受け、一日に数千人の犠ぎ牲せい者しやを出しながら続けているこの防衛戦が、あと三日で終わる！」

　ウエストウィックⅡの防衛軍総責任者であるケリング大たい佐さは、小さくうなずいて、そして答えた。

「見捨てられたわけではないことを、素す直なおに喜ぼう。あと三日、死に物狂ぐるいとなって、何が何でも生き延びるんだ」

　そして、ケリング大佐は、居並ぶ参謀を見回して言葉を継ついだ。

「諸君！　ついに幕が開いた。このウエストウィックⅡの命運をかけた最終決戦の幕が開いたのだ！　すべての物資、すべての戦力を投入してこの三日間を戦い抜ぬこう！　後に何も残らなくてもよい、予備の部品、燃料、ネジ一本すら残さずに使い尽つくしても構わん！　三日後、生き延びていさえすれば、この戦いは我々の勝利なのだ！　諸君！　全力を尽くそうではないか！」

　居並ぶ参謀たちは真しん剣けんな目でうなずいた。




　「三日後に救出艦隊が来る」

　このニュースは、瞬またたく間に惑わく星せいウエストウィックⅡ全土に広がった。そしてこの日から「三日間」という言葉は、ウエストウィックⅡの住民たちの合言葉となった。

　しかし、この日を境に、このニュースを聞いていたかのように、ザナックスの襲撃は熾し烈れつさを増した。

『転移警報！　転移警報！　ブルーエリア三・三・二に空間重力波異常を検知！　質量換かん算さんから推定される転移数三千五百隻以上！』

『北半球の全迎げい撃げき基地に緊きん急きゆう警報！　総力出撃を命ずる！　使用できるすべてのパイロット及び機体を発進させよ！』

　ディハルトはシャトルのコックピットにある通信モニターから流れるグランドコントロールの叫さけび声を聞きながら、感応端たん末まつの端子を左右のこめかみにサージカルテープで固定していた。

　感応端末の端子は、周囲が粘ねん着ちやく性のある湿しつ潤じゆん樹じゆ脂しでコーティングされており、テープで固定しなくとも固着できるように作られている。しかし、度たび重かさなる出撃の疲ひ労ろうからくる皮脂の分ぶん泌ぴつや発はつ汗かんにより、その粘着性が失われてしまったために、こうやってテープで固定しなければならないのだ。

　整備班長から新しい感応端末に交こう換かんするように言われていたが、ディハルトは、この古い、一番最初に使った端末が気に入っており、シャトルを乗り換かえるときにも常に端末の端子だけは取り外し、同じものを使っていた。

　パイロットの間では、出撃して無事に帰って来たときに身につけていたものに「ツキがある」と信じて使い続けるというジンクスが流行していた。

　それは、そういったジンクスにすがりつかねば、やっていけないほどにパイロットたちは追い詰つめられていたという証明でもあった。

　こめかみに端末を貼はり付けたディハルトは、二、三回上から押さえつけて密着を確かく認にんした後で気密服のヘルメットをかぶり、コネクターを連結してから、生命維い持じ装置と繫つながるエアコネクターを開いた。

　ヘルメットの中に満たされていく新しん鮮せんな酸素の含ふくまれた合成大気を大きく深呼吸した後で、ディハルトは心の中でつぶやいた。

　……これから俺とペアを組むエンジェルは、誰だれなんだろう？

　ベテランパイロットのグループに入れられたディハルトは、同じくベテランのグループのオペレーターと組むことになっていた。

　パイロットの人数が限られ、それと組むオペレーターの人数も限られた結果。ランダムで選出されるとはいえ、同じ人間と組むことが当たり前になっており、ディハルトは同じグループのオペレーターたちとはすっかり馴な染じみになっていた。

　ディハルトの脳のう裏りに、いろいろな女の子のイメージが浮うかんだ。

　背が小さくて、髪かみの毛をリボンで結んでいる『きゃぴ』。

　長いストレートのロングヘアを背中に垂らし、一人で本を読んでいる『お嬢じよう様さま』。

　ショートカットで日焼けした体育会系の『元気印』。

　そして、ひっつめ髪にソバカスがうっすら浮いた鼻筋に細い黒くろ縁ぶちのメガネをかけた『委員長』。

　その、イメージのすべてが想像の産物であることをディハルトは自覚していた。

　パイロットは、エンジェルたちの顔も名前も知らないし、知ることも許されない。それが許されるのは、助からないとわかったときだ。それも、エンジェルがみずからの精神崩ほう壊かいの危険を冒おかし、規則を破って持ち込んだ鏡を見てくれたときにだけパイロットはエンジェルの顔を見ることができるのだ。

　いや、それは単なるウワサであり真実ではない。それはパイロットたちの願望が生んだデマだと言う者もいた。

　本当のことだと言う者も、ウソだと言う者も、共に決め手を欠いていた。

　この論争に決着をつけるための真実を語ることのできる人間は、誰だれ一人として帰ってこなかったからだ。

　ディハルトは、感応端末や各種のインカムの通電チェックをやりながら、頭の中にイメージした『委員長』の顔が、小学校の頃ころの学級委員長だったフィルマに似ていることに気がついて思わず苦く笑しようした。

　……俺ってイメージ貧困だよな。『委員長』というと、あの子しか思いつかねえや。

　……そういえば小学校の頃、乱暴者で有名だった俺に、正々堂々と正面から文句をつけてきたのは、フィルマだけだったよな。

　他ほかのやつらは男でさえ陰かげ口ぐちを叩たたくか、せいぜい先生に言いつけるか、くらいしかできなかったのに、あいつはいつも正面から文句を言ってきた。

　俺も、なぜかあいつだけにはかなわないような気がして、あいつの言うことだけは聞いていたような気がする。

　ディハルトのイメージの中のフィルマは、いつも怒おこっているか、涙なみだを目に溜ためて、こっちをにらみつけているかのどちらかだった。

　……いや、違ちがうな。俺はあいつの、飛び切りの笑え顔がおを見たことがある。そう、一度だけ。

　小学校の理科の実験で、昆こん虫ちゆうの生態を研究することになって、俺とフィルマが昆虫の飼育係になったことがある。

　畑の青虫を捕つかまえてきて、教室の水すい槽そうの中で飼うという仕事で、クラスの連中が青虫を捕まえてくるのを嫌いやがって、それを俺に押し付けやがった。

　俺は青虫なんか飼ったって面おも白しろくねえから、世話なんか全部フィルマに任せて遊びまくってやろうと思っていたんだが、いつもの調子でにらみつけられて、せっせと葉っぱを取ってきて取り替かえるハメになったっけ。

　そして、青虫がさなぎになって、さなぎから羽う化かした青い蝶ちようが羽ばたいて飛んだとき、俺はフィルマの飛び切りの笑顔を見た。

　……考えてみれば、俺が女の子と一いつ緒しよになって何かをやり遂とげたというのは、あれが始めてだったのかもしれないな。

　ディハルトの追つい憶おくは、グランドコントロールからの通信で途と切ぎれた。

『シーケンパルス・コントロールからブルーリーダーへ、感応端末をオンにせよ。三十秒後に固形ブースターに点火する。緊きん急きゆう発進カウントダウンは引き続き実行中！』

「ブルーリーダー了りよう解かい！　行って来る！」

　インカムのマイクに向かってディハルトが短く答えると、グランドコントロールのオペレーターが短く返した。

『よし！　以後の通信及および管制はエンジェルに任せる！　行って……ちゃんと帰って来い！　シャトルってのは使い捨てじゃないんだからな！』

　通信ラインのランプが消えるのと同時に感応端たん末まつからエンジェルの思念が流れ込んできた。

『よろしくですー！　私もがんばるから「ワルガキ」くんもがんばってね！』

『今回は、お前さんか、しばらく見なかったけど、具合でも悪かったのか？』

　ディハルトの思念を受けた『きゃぴ』の意識に、一いつ瞬しゆん、磨すりガラスのような不ふ透とう明めいさが広がった。それは、オペレーターの個人的な記き憶おく部分にかかったフィルターのせいだった。

『……いろいろあったみたいだな。つまんねえこと聞いて悪かった、忘れてくれ』

『こっちこそごめんなさい。ちゃんと仕事をするから安心して。わたしのせいでパイロットの人に迷めい惑わくをかけるわけにはいかないもん』

『ああ、お互たがい大変だけど、頑がん張ばろうぜ！』

　ディハルトが思念を返したそのとき、目の前にあるカウンターがゼロになり、シャトルの船体に固形ブースターが点火された轟ごう音おんと振しん動どうが伝わってきた。

　身体からだがシートにめり込むような加速度に歯を食いしばりながら、ディハルトは『きゃぴ』から以前のような甘えた調子が消えていることに少し驚おどろいていた。

　……人が急成長したとき、その成長の陰かげにはきっと、すごく嬉うれしいことか、すごく辛つらいことのどちらかがある、と聞いたことがある。

　……その、どちらか、なんて考えるまでもない。

　今の状じよう況きようで嬉しいことなんか、あるわけがない。

　意識の磨りガラスの向こうから、すすり泣くようなもの悲しい思念が、かすかに流れ込んできたことにディハルトは気付いていた。




　惑わく星せいウエストウィックⅡを眼下に見る高高度衛星軌き道どう上には、真っ黒になるほどのザナックスの隕いん石せき船せんがひしめいていた。

『選よりどりみどり、どれでも好きなのを、とか言われて迷いそうな位だな』

『数が多いからこそ、効率的に行かなくちゃね。エリア四・三・三から五・一・六までの敵は他に任せてかまわないんだって。私たちの敵は中央のエリアにいるヤツよ』

『三段重ねのクラブハウスサンドイッチみたいになってやがる……密集艦かん隊たいというヤツだな。ザナックスも学習しているって証しよう拠こだな』

　ディハルトの言うとおり、散開させて投入した隕石船が各個撃げき破はされてしまうことを知ったザナックスは、隕石船を密集させて送り込むようになった。

　何層にも重なっていれば、ファランドールミサイルを撃うち込まれても、損害は外周にいる船に集中し、内側にいる船に被ひ害がいが及ぶことは無いという計算なのだろう。

　これに対し、ウエストウィックⅡの防衛軍は迎げい撃げきシャトルの出撃数を増やし、さらにシャトル一機あたりのファランドールミサイルの搭とう載さい量を増やすことでこれに対応した。

　破は壊かい力のある爆ばく発はつ弾だん頭とうの開発と生産がギリギリで間に合い、ミサイルを小型化することが可能になったために、シャトル一機あたりのミサイルの搭載量は今までの四発に対しその倍の八発に増やすことができたのだ。これは単純計算で言えば迎撃シャトル数が倍増したということと同じである。

　実際にはパイロットの技量の低下や、会敵のタイミングなどによって条件が違うのだから一いち概がいには言えないが、この方法によって、撃げき墜つい数が劇的に増えたこともまた確かである。

『ブルー分隊！　北から突つっ込む！　あのクラブハウスサンドの一枚目を剝はぎ取るぞ！　デブリに注意しろ！』

　ディハルトのシャトルは、機首をひねり、ザナックスの集団に向かって方向を変え、そのまま加速を開始した。

　惑星地表の夜の側にいた人間には、その戦いは夜空にきらめく無数の小さな閃せん光こうに見えた。

　何も知らなければ、それはきっと美しいイルミネーションのように見えたに違いない。

　その瞬またたくように光る閃光の一つ一つがミサイルの炸さく裂れつであり、その光の向こうには肉眼では見えない無数のシャトルの姿があった。

　この戦いは、敵からの迎撃を受けずに、ただ攻こう撃げきするだけの一方的な戦いである。それはある意味楽な戦いのように思えるかもしれない。しかし、シャトルのパイロットにとって厄やつ介かいな敵があった。それは宇宙空間に漂ただよう無数の『デブリ』と呼ばれる破は片へんである。

　低高度衛星軌道上で破壊されたザナックスの船の破片の多くは、惑星の引力に引かれ落下して大気圏けんで燃えていくが、高高度衛星軌道上で破壊された船の残ざん骸がいや破片は、その位置に留とどまるのだ。いずれは惑星の引力によって落下することになるがそれには長い時間がかかる。

　惑星表面を目指して降下してくるザナックスの隕石船を迎撃するシャトルは、隕石船の後方から追い越こしざまにミサイルを撃ち込むか、もしくは正面から対向する形でミサイルを撃ち込んで撃墜しなくてはならない。

　宇宙空間に漂う障害物の間を縫ぬってザナックスの隕石船に接近するのは困難を極きわめ、迎撃すればするほど、この破片の数は増え続け、さらに迎撃を困難にするという悪あく循じゆん環かんが発生しつつあった。

　初心者のパイロットにとって、この無数の破片を避さけて飛びつつ敵にミサイルの照準を合わせるようにシャトルをコントロールするということは実に困難なことだった。

　あるものは破片を避けることに集中したために隕石船の撃墜を逃のがし、あるものは隕石船に集中したためにデブリに衝しよう突とつして、自分自身がデブリと化した。

　そして、初心者の中には、この恐きよう怖ふから逃れるために、照準すら合わせることなく、遠えん距きよ離りからミサイルを発射して離り脱だつする者も多かった。

　敵に向けてではなく敵の方向に向けて発射されたこのミサイルのほとんどがザナックスに到とう達たつする前に手前のデブリに命中し、爆発エネルギーを無む駄だに宇宙空間に発散させた。そして、そのデブリの間をすり抜ぬけた、ごく少数のミサイルのみが命中した。

　ザナックスの隕石船と、そして肉にく薄はく攻撃を仕し掛かけているベテランパイロットのシャトルに……。

　この日、三回目の出撃で、トータルして九十七隻せき目の隕石船を撃墜したシーケンパルス基地所属ブルー分隊三番機は、その直後に後方から飛来した味方のミサイルによって主しゆ翼よくに損傷を受け、コントロールを失いそのまま惑星へと落下した。

　ミサイルの直撃により脱だつ出しゆつカプセルが作動しないままそのシャトルは惑星の周りを四周し、五周目の途と中ちゆうで大気との摩ま擦さつ熱で分解し四散した。

　このシャトルのパイロットの名前は『ユータケ・ランクス』年ねん齢れいは十七歳と十一ヶ月だった。




　この迎撃戦せん闘とうが終わるのと同時に、地上のサタニコントロールセンターのオペレーターたちの勤務時間も終わった。

『待機中の第二班から第十二班までの偶ぐう数すう班勤務員は、直ちに奇き数すう班勤務員と交こう替たいせよ！　任務解除となった奇数班員の送そう迎げい地上車は三十分後に出発する。任務解除班員はそれまで自由時間とする！』

　コントロールセンターの中に流れるインフォメーションを聞きながら、十二時間の勤務を終えたフィルマたちの第一班は、交替のために後ろで待機していた第二班の勤務員に管制ブースのシートを譲ゆずった。

「引ひき継つぎ事じ項こうはありません。ただ、電でん離り層そうの乱れが激しくてときどきレーダースクリーンにノイズが入りますから、それだけは気をつけて下さい」

　フィルマがそう言うと、交替要員のオペレーターは、にこっと微笑ほほえんだ。

「はい、わかりました、ご苦労様です」

「がんばってね……あと二日よ」

「はい、お互たがいがんばりましょう」

　フィルマは、まだ新人らしいそのオペレーターの肩かたを、ぽん、と叩たたくと、出口に向かって歩き出した。

　コントロールルームの出口に向かって、ぞろぞろ歩いていくオペレーターの列に加わったフィルマはあたりを見回して、アカネの姿を捜さがした。

　……救急隊員に運ばれなかったから、きっと大だい丈じよう夫ぶだったんだろうけど。よりによってあの『ヘタレ』くんがやられるなんて……。

　フィルマは、アカネが口にする『ヘタレ』への文句を聞くたびに、その悪口の向こうにあるアカネの気持ちに気付いていた。

　フィルマは『ヘタレ』くんが嫌きらいではなかった。いや、どちらかというと気に入っていたと言ってもいいだろう。

　確かに頼たよりない部分もあるし、戦せん闘とう技術も闘争心も欠けている部分はある。しかし、それはヘタレくんの持つ、本来の人の良さとか優やさしさに通じる部分だとフィルマは思っていた。

『お前らは安全な場所で勝手に指示しているだけだ』という攻撃的な思念を送ってくるパイロットもいれば、傲ごう慢まんで人を人とも思わないような性格がフィルターの間からにじみ出てくるような嫌いやなパイロットと組んだ後で『ヘタレ』くんのようなパイロットとペアを組むと、ほっとすることができたのだ。

　……きっとアカネもそのことに気付いていたはずだ。

　表面上はいつものように『ヘタレ』くんの文句ばかり言っていて、全然変わっていないみたいだけど。最近は、半分自じ慢まん話ばなしっぽくなっていたのが、その証しよう拠こだと思う。

　コントロールルームを出た非番のオペレーターたちの列は、長い中央通路を歩きながら、それぞれの班の控え室に向かって三々五々散らばって行った。

　フィルマたちの班の控え室には、微び妙みような空気が漂っていた。

　控え室の中央にあるカウチソファに座ったアカネに、誰だれも視線を合わせようとはしない。

　……そうだよね、何て言っていいのか、こういうときって言葉がみつからないよね。

　フィルマが小さくため息をついたとき、そのため息を聞きつけたのだろう、アカネがソファの前にあるサイドテーブルを、ばん！と両手で叩いた。

「あーもう、なんだよ、この雰ふん囲い気き！　嫌だなあ……パイロットの一人が死んだくらいで落ち込んでたら、明日から戦えないよ！」

　そして、アカネはソファから立ち上がると、両手を腰こしに当てて肩を回しながら、笑って言葉を続けた。

「背負い込むことはないんだよ、背負い込むことは！　私らにはどうしようもないんだからさ。過ぎちゃったことは仕方ないんだ。それより明日のことを考えなくっちゃ。前向き思考で行かないとやってられないよ……結局あいつは最後まで『ヘタレ』くんだったってこと。それだけのことさ……」

　そして、アカネは控え室の出口に向かって歩き出した。

「待ちなさいよ！」

　出て行こうとしたアカネに向かってコロネが声をかけた。

「あなた、それでも人間なの？　死んだ人に、なんでそんなひどい言葉が言えるわけ？　あなたがそんなに冷たい、ひどい人だなんて思ってもいなかったわ！」

　アカネは立ち止まった。

　その背中に向かって、コロネはさらに言葉を浴びせた。

「私、知ってたんだよ、あの人の本当の気持ち！……いつも愚ぐ痴ちばかり言ってるから『ヘタレ』くんだ、ってアカネがあだ名つけたけど、本当はちっとも『ヘタレ』でもなんでもない、ちょっと引っ込み思案なだけの、優しい人だってこと！

　あの愚痴だって、親近感の表れで、私たちと仲間だと思ってるから出たんだってこと！

　そして……そして、あの人がアカネを好きだったってこと！」

　アカネは振ふり向かなかった。

　しかし、その背中が震ふるえていることにフィルマは気づいていた。

「知ってたよ……」

　アカネが初めて答えた。

　そして振り返った。

　銀色の光る粒つぶが飛んだ。それは涙なみだの雫しずくだった。

　アカネは両手を広げて叫さけんだ。

「知ってたよ！　それくらい……あんたに言われなくたって知ってた！　でも、あの人は言ったんだ。最後に……感応端たん末まつを自分で切るその寸前に私に向かって言ったんだ！　あんたは俺たちの間で『元気印』って呼ばれてたんだ、だから、泣くな、俺の後に来るパイロットにも元気を分けてやれ、ずっと元気でいろ……って！」

　床ゆかに崩くずれるように座り込んだアカネは、両手で床を叩たたいて叫んだ。

「だから……だから……私は元気でいなきゃならないんだ！　あいつが死んだって、誰が死んだって、いつだって、どこだって、私は元気でいなきゃならないんだ！　それが……それが、あいつとの約束なんだ！　私は……私は……『元気印』なんだ！」

　アカネは、泣きながら床を叩き続けた。

　気き丈じようなアカネが声を上げて泣く姿をフィルマは初めて見た。
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　第六章　でたまか







　この日、人類統合軍総司令部直ちよつ轄かつ人類総力戦研究所の会議室に集まった所員の人数は、この研究所始まって以来の大人数だった。

　今日、初めてこの研究所の所長であるマイド・ガーナッシュが所員の前に姿を現すのだ。

　この会議の前に配布された総力戦に関する報告書の草そう稿こうを読んだ幹部所員たちがそれぞれの顔に不安の色を浮うかべて見守る中、会議室の控ひかえ室に通じるドアが開いて、バイオノイドの秘書官が入って来て一礼した。

「マイド・ガーナッシュ所長がお見えになりました」

　居並ぶこの研究所の所員……それぞれの部署から出向してきた官かん僚りようや軍人たちは、居住まいを正して、視線を会議室の入り口に投げた。

　開かれたドアから入って来たのは、医い療りよう用浮ふ揚よう型重力制せい御ぎよシートに座ったマイドと、その後ろに付き添そうエリクシールの二人だった。

　マイドを乗せた浮揚型重力制御シートは滑すべるように会議室の中を移動して、楕だ円えん形けいの会議用情報処理対応型テーブルの前で停止した。

　手元のコントローラーを操作して、シートを床に固定したマイドは、ちょっとはにかんだような表情を見せて、会議室に居並ぶ部下を見回して小さく頭を下げた。

「お待たせして申し訳ありません。立って歩けないわけではないのですが、自律神経の異常が収まらないために、突とつ然ぜん心しん拍ぱく数すうが上がったり、平へい衡こう感覚を失ったりすることがあるので、大事をとらせていただいております」

　マイドは振り返って斜ななめ後ろで控えているエリクシールを見てから、部下たちに向き直った。

「彼女の名前はエリクシール。探査機構から出向して来てくれているバイオノイドの看護師さんだ。一応彼女も僕の部下という扱あつかいでね……部外者ではないから安心してもらいたい。

　ここしばらくのデータ抽ちゆう出しゆつ作業で根を詰つめて健康に不安があるのなら、会議の後で彼女に相談するといい。特別に無料で健康診しん断だんをしてくれるそうだ」

　会議室の中に小さな笑いがさざ波のように広がるのを見て、マイドは満足そうな微び笑しようを浮かべた。

「さて、今日、諸君に集まってもらった理由は、先日配布した、この総力戦研究所が取りまとめた対ザナックス戦に対する帝国の現状に関する報告書……通つう称しようインペリアル・レポートの草稿に関して意見を伺うかがうためだ。

　あれには、この帝てい国こくのすべてが記されている、そしてそのデータから推察したザナックスとの戦いに関する展望も、何一つ包み隠かくさず書いてあることは、お読みになった諸君にはおわかりだろう……僕はあれを、この総力戦研究所と僕の名前で公表するつもりだ……この件について何か意見は無いかな？」

　会議室の中にはどよめきもざわめきも起こらなかった。ただ重苦しい空気だけがマイドの言葉を受け止めていた。

　やがて、一人の軍人が手を挙げた。それは以前、バーチャル会議で調査妨ぼう害がいを受けたことを発表した参さん謀ぼう本部のテディ中ちゆう佐さだった。

「この報告書には、私が担当していた艦かん船せんの外部装そう甲こう板を構成するビザニウムの採さい掘くつ量、及および精せい錬れん後の粗そ製せい強化ビザニウムの生産量についてのデータとそれから推察する艦船の生産量の記述があります。マイド閣下から送られてきたデータをもとにして、私が概がい算さんを出したものですが、このデータはどうやって入手されたのですか？」

　マイドは軽くうなずいた。

「いい質問だ。諸君らの中には、今までどうやっても入手できなかった様々な数値データを提示されて、戸と惑まどった者も多いと思う。そのデータは推測でも仮定でもない、すべて実際の数字だ。我々は帝国皇帝と議会から、調査に関するオールマイティの権限を与あたえられていた。一いつ切さいの情報に関して聖域というものはありえない、というレベルの権限だ。

　我々の調査活動に対する妨害は反国家的行動として罰ばつせられるという罰則規定まで設けられていた。しかし、それでもなお妨害は後を絶たなかった。そこで、僕は正面玄げん関かんから行ってもドアを開けてくれないなら、勝手口から入ることに決めたのだ。

　オリアスと、そして僕の私的テクノサーバントをフルに使い、データを集めた。要するに法的に認められたハッキングだ。この報告書が公開されれば、おそらくあらゆるところから、自己保身を図るために、この報告書に記されている数値はでたらめだという声が上がるだろう。このデータのソースを示せという声も上がるに違ちがいない。だが、もはやそんなことに意味はない。この報告書の目的は、すっぱ抜ぬきではなく、今、この帝国がどういう状態にあるのかを包み隠さず開示することにあるのだ」

　一人の官僚らしい女性が手を挙げた。

「質問をどうぞ」

　落ち着いたマイドの声と違って、その女性官僚の声は不安に震ふるえ、語ご尾びがかすれていた。

「内務省総務部のシェーラと申します。マイド閣下にお伺いしたいのですが……このレポートの最後の部分に書かれている、総論と展望と題した文章ですが、マイド閣下はここで、帝国の総戦力とザナックスの現状を対比させて、現状のままでは帝国はザナックスの数の大波の前に敗北する、と結論付けられております……この部分はこのまま公表するおつもりでしょうか？」

　マイドはうなずいた。

「事実は事実だ、そこにいかなる恣し意い的な情報操作をすることも許されないと僕は思う。この部分は確かに推察であって、事実ではない。しかし、事実から推察できることは事実と同じくらいの説得力を持つ。推察というのは、確かに空中に築かれた楼ろう閣かくのようなものかもしれないが、その楼閣を支えるデータという柱が太ければ、それはそこに厳然として存在し続けるだろう。僕はこの項こう目もくを削さく除じよするつもりは無い」

　シェーラと名乗った官僚は狼ろう狽ばいしたように言った。

「わ……私はデータの信しん頼らい性を論じているのではありません。人類はザナックスの前に敗北し滅めつ亡ぼうする。そう言い切った公式の報告書を、公的機関が公表することの影えい響きようについて言っています。公式報告書は、スポーツニュースでもトンデモ本でもありません。公式機関が認めたオフィシャルな発行物です。その信頼性と影響力は計り知れないものがあります。

　この報告書によって、パニックに陥おちいる者や、自じ暴ぼう自じ棄きになった者が破は壊かい行動に走る可能性を私は危き惧ぐしています。そのことについてはどうお考えですか？」

　マイドは、言葉を選ぶようにゆっくりと答えた。

「たしかに……その危惧はもっともでしょう……でも」

　静まり返った室内に、マイドの声が響く。

「僕は、この結論を一切手加減することなく統合軍の上層部と、そして帝国政府の重臣、官かん僚りよう、国民たち一人一人に知らせることこそが、この総力戦研究所の使命だと思っています。

　先日のステラ博士の言葉のとおり現実を直視しなければ我々はローデスと同じ過ちをおかすでしょう。

　我々は弱いのだ。我々はこのままでは負けるのだ。人類は滅亡するのだ。それを、包み隠さず伝え、これは脅おどしでもなんでもない、動かしがたい事実であるということを、この苦い現実を、しっかりと踏ふみしめてもらうしかありません。それができて、初めて人類は、だから、どうすればいいのか？　という次のステップに進むことができると考えます」

　シェーラは首を振ふった。

「世の中の人々が、そんな理性的な行動を取るとは思えません！　ザナックスの侵しん攻こうを逃のがれて逃にげ惑まどう人々によって、世情は混乱し、株式は暴落し、交通機関は大混乱になるでしょう。人々は、喉のどもとに突つきつけられたザナックスというナイフの恐きよう怖ふに耐たえられないのではないでしょうか？」

　シェーラは両手を広げた。

「かく言う私でさえ、怖こわくてしかたないのです。恥はずかしい話ですが、私は家族を……子供と両親ですが……彼らをこの帝てい星せいから、ローデス境界とは反対側の辺境にある開かい拓たく惑わく星せいに向かって送り出しました。ザナックスの侵攻が始まるであろう桃もも星ぼし星域から少しでも遠くにいればそれだけ生き延びることができると考えたからです……職務上知りえた秘密を利用したことについて言い訳をするつもりはありません。しかし、あの報告書を読んだ人間は誰だれでも同じことを考えるのではないでしょうか？

　いたずらに不安のみを記すのではなく、現実を突きつけた後に、一行でも結構です、何か希望の持てる文章を加えていただけないでしょうか、それが私の提案でありそして希望です」

　シェーラが着席すると、会議室のあちこちから不安げなざわめきが聞こえてきた。

　シェーラが告げた恐怖は、この会議に出席している全員が感じているものだった。

　誰もが気付いていたのだ。

　この人類総力戦研究所の所員として、人類の工業生産率や、資源の量や、食しよく糧りようの生産量を調べれば調べるほど、この人類の社会は、ザナックスの社会に比べるとあまりにも効率が悪いということに。

　戦争というのは、いわば膨ぼう大だいなる浪ろう費ひである。資源から作り出した労力の結けつ晶しようである工業生産物と、そして生命を互たがいにぶつけ合い、破壊し摩すり潰つぶし合う、破壊の神の祭典としか言いようのない行こう為いである。

　そこにあるのは数の勝負であり、計算機さえあれば戦う前から結果がわかってしまう実に単純な勝負なのだ。

　それがゆえに誰もがその恐怖から目をそらし、恐怖の上に白い布をかぶせて、それが存在しないかのように振ふる舞まっていたのだ。

　この報告書は、その恐怖の上にかぶせた布をひとかけらも残さず剝はぎ取り、恐怖を白日の下もとにさらけ出したのだ。

　マイドは、恐怖と不安を顔に貼はり付けたまま黙だまり込む出席者の列を見回して思った。

　それでも、一人でも多くの人に、真実を知ってもらわねばならない。苦い現実は、甘い砂糖でくるんでごまかして飲み込ませるものだが、もはや今となっては、その包むべき砂糖すら見当たらない。

　……いや、違ちがうな。苦い薬は苦いままでなくちゃいけないんだ。

　人類という種が、苦い薬を苦いまま飲める、いわゆる「大人」になれるかどうか。すべてはそこにかかっているんだ。

　でも、この人たちが言うのももっともだ。

　苦い薬を飲むことができるのは、効能を信じるからだ。その効能を書かなくては、薬を飲む気にはなれまい。

　マイドはゆっくりと言った。

「わかりました……では、この報告書の最後に新たな章を起こし、そこに書き加えましょう」

　会議の内容を記録していた書記官が尋たずねた。

「つまり、新たに最終章を書き加えるということですね？　およそ何ページほど書き加えるおつもりですか？」

　マイドは小さく首を振った。

「いえ、最終章として書き加えるのは、たった一行です。

『では、我々は、何を為なすべきであろうか？　その答えは一つしかない』

　そう書き加えるつもりです」

　会議室が一いつ瞬しゆん静まり返った後で再びざわめいた。

　シェーラが再び手を挙げた。

「恐おそれ入ります、マイド閣下。それは、答えが一つだけ、という意味なのですか？　それとも、人類が一つにならなければならないという暗あん喩ゆなのですか？」

　マイドは静かに微笑ほほえんだ。

「その、両方です」




　この、総力戦研究所がまとめた人類とザナックスとの戦いにおける双そう方ほうの戦力のまとめと、その結果から予想される人類側の敗北と滅めつ亡ぼう、という結論が書かれた「対ザナックス戦に対する帝てい国こくの現状」と題した報告書……いわゆる「インペリアル・レポート」は、統合軍とそして帝国政府の部内、そしてなにより帝国の国民たちの間に、激しい衝しよう撃げきをもたらした。

　同じような、センセーショナルで危機感を煽あおるような記事は、過去においても何度か出回ったことがあった。その多くは、帝国内の政治抗こう争そうにからんで、対抗勢力を攻こう撃げきするために作られたものであり、中で引用、提示されているデータは展開する論ろん旨しや結論を補強するために都合のよい部分だけを取り上げたいい加減なものが多かった。

　しかし、この報告書は、そういった過去に出回った記事とは次元が違っていた。

　報告書の中に提示されているデータはすべて引用先が明記され、内容にあっても今までは極ごく秘ひとされてきた内容にまで踏ふみ込んで調べ上げた実に確度の高いものであり、そして何よりその精せい緻ちな事実を基もとにして組み立てられた論旨と結論には疑問を差し挟はさむ余地が無かった。

　桃星空域の近くの星域や、ローデス領と境界を接している星系の住民の中には、星を捨てて移住した者もかなりの数に上った。しかし、パニックに駆かられて暴動や騒さわぎを起こす者の数は、予想をはるかに下回った。

　その理由は、この報告書の表紙に書かれたマイド・ガーナッシュの名前と、そしてこの報告書の最後の一行が突つきつけたメッセージによるものだった。




「こういうのを……」

　帝国内務大臣ロッホ・トゥナイツは、机の上に置かれたインペリアル・レポートを指差して言葉を続けた。

「……説得力ではなく、納なつ得とく力というのでしょうな」

　ロッホの隣となりに座っている品の良い白はく髪はつの老人がうなずいた。

「うむ……しかし、時代は変わったのだと、つくづく思い知らされた。この報告書はこの国を完全に丸まる裸はだかにしてしまっておる。ローデスと戦っていた頃ころなら、マイド殿どのは間違いなく国家機密漏ろう洩えい罪ざいで憲兵隊に逮たい捕ほされていたことだろう……じゃが、今、このデータを利用し帝国に敵対できる勢力は、もはやこの宇宙のどこにも存在せん。国家機密などというものは、もはや必要無くなってしまったのだ……」

　品のよい白髪の老人……帝国皇帝ダイテツ七世は皮肉な微び笑しようを浮うかべて言葉を続けた。

「人類の生存圏けんすべてを帝国の版図にするという歴代帝国皇帝の悲願は、余の代ではじめて成じよう就じゆした……ということかの？」

　ロッホはあいまいな微笑を浮かべて、ダイテツの言葉を受け止めた。

「笑いとばすこともできませんし……かといって、そのとおりですとも言いかねますな、陛下」

　ダイテツは、さびしげな微笑を浮かべた。

「気の利きいたジョークのつもりだったのじゃがの……」

　二人のやり取りを聞いていた黒くろ髪かみの若い男……マイドは、微笑ほほえんで静かに言った。

「今の陛下のジョークは、陛下自身の境きよう遇ぐうを笑いの対象にしたものです。よほど親しいか、もしくはよほど悪意のある人間でなければ笑うに笑えないのではないかと思われます」

　そこは帝都ピクネクストにある、数多い離り宮きゆうの一室だった。

　皇帝の居城である王宮とは別に建てられたこのような離宮が、帝都には百近く存在する。

　一見するとまさに贅ぜい沢たくの極きわみのようにも見えるが、この離宮は、歴代の皇帝の身を暗殺者の目から隠かくすために利用されてきた側面もあり、一いち概がいに無む駄だであるとも言い切れない部分もある。

　マイドとロッホが招かれたその離宮は、ピクネクストの郊こう外がいにある小高い丘おかの中腹に建てられたコテージ風の邸てい宅たくだった。

　声に出して笑った後で、ダイテツ七世は自分の前にある香こう茶ちやのカップを手に取り、一口飲んでから、マイドを見て静かに言った。

「マイド殿の書かれたこの報告書の『このままでは負ける』という結論は、認めざるを得ないものだというのが、よくわかった。そして、最後の一行を読んだときに、余は理解した。この報告書は、いわば問題提起なのだということもな。

　この報告書の結論は、結論ではなく設問なのだな。『ならば、どうすればいいのか？』という問いかけであり、解答ではないのだな」

　マイドはうなずいた。

「ご存じのとおり、このレポートの内容は実にショッキングなものです。読んだ人の多くが茫ぼう然ぜん自じ失しつとなるような結論が書かれています。しかし、この結論がなければ、常識や慣習にとらわれた多くの人々の意識を変えることはできません。

　ザナックスとの戦いは、帝国が今までやってきたような……いえ、人類が数万年にわたって戦ってきた戦いではない、一いつ切さいの常識や経験が意味を持たない戦いであることを認識してもらわねばならないからです」

　マイドの言葉を聞いていたダイテツは、納得がいったという風に小さくうなずいた。

「確かに、衝撃的な結論じゃな。自国の敗北と滅亡を予言した公式報告書などというものは、そうそうあるものではない」

　ロッホが、肩かたをすくめて付け足した。

「おかげで政府内は大騒ぎだよ。公的な裏付のある機関が、公式に敗北宣言を出したのだからな。これで明確な打開策を示すことができなければ、帝てい国こく中がパニックになると危き惧ぐする声が渦うず巻まいておる」

　マイドはこともなげにうなずいた。

「でしょうね。でも、こうでもしなければ、人の意識というのは変わりません。対岸の火事のようにしか見ていなかったザナックスとの戦いというものを、自分の問題だと気付いてもらうには、これが一番よい方法だと思ったのです」

　ダイテツ七世はテーブルの上に置かれたインペリアル・レポートの表紙の上に右手を載のせ、顔から微笑を消して、つぶやくように言った。

「確かに……これは、この帝国に生きる人間一人一人に突きつけられた問題じゃな。そして、それはこの帝国を統すべる皇帝であるこの余に対する問題でもある。しかし、余には明確な答えを出すことができぬ……余にできるのは、この問題に対する答えを出すことのできる者に余の持つすべての権限を委い譲じようし、この問題を解決してもらうように依い頼らいし、そして神に祈いのることだけじゃ……」

　ダイテツ七世はそこで言葉を切ると背筋を伸のばし、マイドを正面から見つめ、そして静かに聞いた。

「マイド殿、そなたの頭の中には、この問題集に対する解答があるはずだ……違ちがいますかな？」

　ダイテツ七世の言葉は、静かだった。しかし、マイドにとってその言葉は実に重いものだった。

　それは、マイドにとって、すべてを背負う覚悟があるかどうかを問うものだった。

　ダイテツとロッホと、そして部屋の片かた隅すみに立って自分を見つめるエリクシールの視線を感じながら、マイドは大きく深呼吸すると、その答えを口にした。

「はい、あります。自分なりに考えた解答が……」

　ダイテツ七世とロッホ大臣は、目を見開いた。

「聞かせてくれぬか？　その方法を！」

　覚悟を決めたようにマイドはゆっくりと力強い口調で話し始めた。

「ザナックスとの戦いに勝つ方法はただ一つ。短期集中決戦です。

　時間が経たてば経つほどザナックスの数は増え勢力は強くなるばかりです。時間を与あたえてはなりません。持久戦や戦力の漸ぜん次じ投入の愚ぐを犯おかすわけにはいかないのです。

　この戦いに勝つチャンスは一回です。全人類のすべての力を結集し、それをただ一回の戦いに集中して投入する。それしか方法はありません」

　ロッホが怪け訝げんな顔をした。

「戦力を分散するのではなく、集中しなければならないということは理解できる。しかし、その集中した戦力をどこに使うのかね？　ザナックスは今やローデス全域にまで広がってしまった。そしてその数は無限大に等しい」

「ええ、そのとおりです。人類のすべての力を結集した戦力といえども、ローデス全域に広がったザナックスを相手にしたのでは、勝てるわけがありません。我々が攻こう撃げきするべき場所は『巣』です。

　ザナックスの生態がすべてわかったわけではありませんが、ザナックスの習性はアリやハチのような社会性を持った昆こん虫ちゆうによく似ています。ご存じのようにアリやハチは女王を頂点とした完全なる分業によって成り立っている社会構造を形成し巣を維い持じします。

　もし、ザナックスもアリやハチと同じだとしたら、我々が今まで戦ってきたように、いくら兵隊アリや働きアリを倒たおしても、女王が卵を産み続ける限り、絶ぜつ滅めつさせることはできません。巣を潰つぶし、女王を殺さない限り、戦いが終わることは無いということです」

　ダイテツ七世は、考え込むように言った。

「マイド殿どのの言うことはわかった。しかし、余はいまだザナックスの巣がどこにあるのか、誰だれからも聞いておらぬ。所在はわかっておるのかね？」

　マイドは眉まゆをひそめて首を振ふった。

「今までの分ぶん析せき結果から、ザナックスの巣はローデス銀河の辺境域にあるのではないかと思料されますが、明確な場所はわかっておりません。ですから、まず、それを突つき止めることが先決です。

　畑にした惑わく星せいで収しゆう穫かくされたザナックスの実は、その星にいる特とく殊しゆなザナックスの持つ転移能力で『巣』に送られると思われます。私は、なんとかしてその送られる実に、発信機を取り付けることができないかと考えています。ザナックスに占せん領りようされ畑となった惑星に地上部隊を降下させ、惑星の『分巣』を突き止め、そこに運び込まれた実に跳ちよう空間発信機を打ち込むのです。これさえ成功すれば、巣の位置が判明します」

　ダイテツ七世は、うめくような口調で言った

「それは、途と方ほうもなく危険な任務であるな……」

　マイドとダイテツの会話を黙だまって聞いていたロッホが、口を開いた。

「一つ聞きたい。ザナックスの巣を探し出し、それを人類の総力をもって叩たたく、という作戦の骨子は理解できた。しかし、その作戦には、重要な点が欠落している。

　人類の総力を結集して編制した大だい艦かん隊たいは、どうやってその巣のある場所まで行くのだ？　ローデス銀河の辺境部となれば、跳空間航法の限界距きよ離りを越こえている。転移を繰くり返すにしても、Ｎフィールドを展開するたびに通常空間に一回転移せねばなるまい。その転移する地点はザナックスの勢力圏けんの真ん中になるのではないかね？」

「確かに、今までのＮフィールド展開による跳空間航法では、それが必要でした。しかし、ニーモドライブはこの到とう達たつ距離を飛ひ躍やく的に延ばすことができるのです。計算上の数値ですが、帝国領の国境にある重力障しよう壁へきの手前から、ほぼローデス領全域がその到達範はん囲いに入るのです。ローデス銀河辺境域までの距離の八割を、この航法で飛び越えることができます。問題は、長距離のジャンプの後は、再起動できるまで時間を必要とするということです。この待機時間の間、艦隊はザナックスのど真ん中で持ちこたえねばなりません。しかし、この待機中の損害を少なくする方法があります……私が、トーダ博士と共に手に入れた細さい菌きんのデータです」

　ダイテツ七世が目を見開いてうなずいた。

「おお、あの、ザナックスを皆みな殺ごろしにできる、細菌兵器のことじゃな？」

　マイドは苦く笑しようした。

「いいえ、あの細菌は、ザナックスの幼生……それも植えられて一週間以内の幼生にしか効果がないのです。成虫となったザナックスには全く効果がないことが判明しました。ザナックスを全ぜん滅めつさせることは残念ですが不可能です」

「おお、そうか残念じゃな……マイド殿の切り札ではないかということで、期待している者も多いが、その程度の効果しかないとは……」

　ダイテツ七世は、落らく胆たんしたように肩かたの力を抜ぬいて、ため息をついた。

「確かに、魔ま法ほうの道具のように、この世のザナックスをすべて消し去るようなことはできませんが、あの細菌を広範囲にばら撒まけば、ザナックスを一世代、完全に押さえ込むことができます。ザナックスは非常にサイクルの短い生き物で、前の世代の欠けつ陥かんを学習すると、その結果を次の世代に出すという性質を持っております。おそらく、あの細菌も一世代にしか通用しないでしょう。しかし、最初に細菌に感染した世代だけは確実に数を減らすことができます。そのときが我々が反はん撃げきに出る唯ゆい一いつのチャンスです」

　マイドの答えを聞いたダイテツは、目を閉じたまましばらく黙もつ考こうしていたが、やがて、目を開いてロッホを見た。

　その視線を受けて。ロッホは小さくうなずくと、マイドに向き直った。

「マイド・ガーナッシュ殿。皇こう帝てい陛下と帝国最高評議会は、あなたを人類統合軍最高指揮官に任命する方向で話を進めている。旧帝国軍の軍人や、貴族院の門もん閥ばつ貴族の中には難色を示している者もいるが、この重責を果たせるのはあなたしかいない。

　本日、陛下があなたをお招きした理由は、インペリアル・レポートに関しての質問だけではない。この件について、あなたの内ない諾だくを得うるためだったのだ」

　マイドはロッホの言葉を予想していた。しかし面と向かって言われたとき、思わず息を吞のんだ。

　ロッホの言葉は、この滅めつ亡ぼうに瀕ひんした人類を救うという、一人の人間が背負うには、あまりにも重すぎる責任を背負うことを意味していた。

　覚かく悟ごはしていた。しかし、いかにマイドと言えども、それをあっさりと認めることはできなかった。

　マイドは大きく息を吐はいた後で、ためらうように答えた。

「御ご命令とあらば、お受けします……しかし、ご存じのとおり『でたまか』と呼ばれている私の作戦は、人間を相手にする際には有効かもしれませんが、ザナックスには通用しません。私のような人間が、果たしてザナックスを相手にして効果的に戦えるか疑問です。そうは思いませんか？」

　ダイテツ七世は静かに笑った。

「皇帝という立場もまた指揮官であるな。皇帝は兵のみならず国民すべてを率いて敵国と戦わねばならぬ。ならば皇帝にまず求められる資質とは何かね？　敵国の出方を読むことか？　そうではあるまい。皇帝がまず考えねばならぬことは、国民のことであろう？　国内を整え、国を豊かにし、国民に安全な生活と法律に基づいた治安を保証することが皇帝の最大の役目じゃ。それを放ほうり出して敵国のことばかりにかまけているような皇帝は最低の皇帝じゃ、敵国のあしらい方の上手うまい下手など、そんなもの、皇帝の資質を見るときに最後に出てくる評価点じゃよ。

　だとすれば、指揮官にまず求められるのは、何じゃ？　配下にある戦力を充じゆう実じつさせ、精せい鋭えいに鍛きたえ上げ、勝利を確信させるほどに信しん頼らいされることではないのか？　敵の心理を読むことができるかどうか、などという資質は将軍を選ぶときに考こう慮りよされる条件の順番で言えば最さい後こう尾びの方に並んでいる項こう目もくじゃよ」

　ダイテツ七世は、そこで言葉を切ると、ソファから立ち上がり、帝てい都とを見下ろす展望窓の前に立った。

　窓の外に広がる帝都の夜景を見下ろしながらダイテツ七世は言葉を続けた。

「マイド殿どの……そなたが得意とするその『でたまか』と呼ばれる作戦じゃが……あれは要するに、何かを行うときに、無数にある選せん択たく肢しの結果がどうなるのか、という先を読む作業を、その無数の選択肢のほとんどすべてについて事前に行っておくというものなのじゃろう？

　だから何か問題にぶつかっても、そのときの状じよう況きように応じて、一番いい結果を出せる選択肢にすぐに切り替かえることができるわけじゃ。

　そして、ダイテツ七世はゆっくりと振ふり向き、そしてマイドを正面から見た。

「そなたが作ったこのインペリアル・レポートこそ、この国の役人と軍の上層部と、そして目を見開かぬ国民に向かって仕し掛かけた『でたまか』ではないのかね？

　常識や、前例や、体面にとらわれず、誰だれもが目をそらし、ないことにしたがっている弱点をダイレクトに突き、そのショックで人を思った方向へと動かす……これこそが『でたまか』であろう？」

　目を見開いたマイドを見て、黙だまってダイテツ七世の言葉を聞いていたロッホが口を開いた。

「どんなに装備が優ゆう秀しゆうでも、どんなに訓練を積んでいても、兵士が団結し、共通の認にん識しきで結ばれていなければ、その軍団は惰だ弱じやくな烏う合ごうの衆しゆうに過ぎません。

　今、人類統合軍に求められているのは、ザナックスと戦って勝つ指揮官ではありません。

　統合軍のすべての兵士と、そして人類全部に『人類はザナックスに勝てるんだ』と思い込ませることのできる指揮官なのです。そして、それが可能なのは、あなただけなのですよマイド殿……」

　ダイテツ七世はうなずいた。

「この任務にミスは許されない……いや、それは普通のことじゃな。ミスが許される任務なんぞあるわけがない。でも、一体、誰が背負えるというのかの、こんな責任を。

　この宇宙に生きているすべての人類の未来なんて、一人の人間が背負えるものではなかろう。

　だが、誰かがそれをやらねばならんのだ。座して見ていても、結果は同じだ。

　そして、そなたは、対応策を考え、作戦を立案した。

　ザナックスの『巣』を攻こう撃げきする、という作戦を……。

　まさか、それを、誰かがやってくれないだろうか、などと甘いことを考えていたわけではあるまい？

　そなたが、策を考え、作戦を立案したとき。それは当然自分がそれをやることを前提に考えたに違ちがいない……」

　ダイテツ七世はそこで言葉を切ると、小さくため息をついた。

「しかし、それを誰か別の者がやってくれると思い込みたくなったのじゃろう。それはわかる。わかっていても、それでも、そう思い込みたくなるほどの、責任じゃからな……」

　ダイテツ七世は、顔を上げて視線を窓の外に移した。

　窓の外に広がる空は夜の色をしており、はるか西の地平に近いあたりの空がわずかに赤く見えるだけだ。

　目を落とすと、ピクネクストの街は闇やみの中に沈しずみ、大通りと王宮そして大きな建物が青白いライトアップ照明の灯あかりによって浮うかび上がっている。

　ピクネクストの街の名所が無数の灯りの中に浮かび上がる光景は、美しく、そして幻げん想そう的だった。

「見るがいい……あの、すべての光の下もとに人がいる。家庭があり、仕事があり、生活がある。

　余は、あの光が、どれほど尊いのか、どれほど、かけがけのないものなのか、それを知っておるよ。決してあの光を絶やしてはならないということも知っておる。

　そして、マイド・ガーナッシュよ、そなたも知っておろう？」

　マイドは静かにうなずいた。

　ダイテツ七世はゆっくりと、力強く答えた。

「そうか……ならば。答えは一つだ」

　マイドはしばらく黙ったまま、ダイテツ七世が見ている帝都の夜景を見つめていた。

　窓の外には日常があった。

　昨日と同じ今日、今日と同じ明日が続くと無条件に信じる人々がいた。

　人を愛し、人に愛され、笑い、泣き、悲しみ、人を憎にくみ、傷つけ合い、そして許し、癒いやし、癒される無数の人々がいた。

　そして、マイドは気がついた。

　いや……人だけじゃない。人を育ててきてくれた、植物や動物や海や空や大地もここにある。

　生態系がここにある。

　そして今、この、すべてが……世界のすべてが喪うしなわれようとしている。

　人間は神様じゃない。世界は創つくれない。そして僕も神様じゃない。

　でも、神様じゃない僕でも、この世界を守ることはできるかもしれない。

　だめかもしれない、できないかもしれない。でも、何もやらないで滅びていく道を選ぶくらいなら、できるかぎりのこと、やれるかぎりのことをやってみるべきだ。

　生きるということは可能性だ。生きるということは希望だ。生きるということは未来だ。

　生きるために何かをすることは絶対に無む駄だじゃない。

　マイドはゆっくりと振り向いた。

　その視線の先にエリクシールがいた。

　マイドを信じ、マイドのことを案じ、常にマイドと共にいると約束したエリクシールがいた。

　マイドの視線を受け止めたエリクシールは、あのとき、あのリハビリルームで、どんなことがあっても、なにがあってもついていくと約束したときと同じ微び笑しようを浮かべてマイドを見返した。

　その視線はこう言っていた。

　……あなたなら、できます。

　マイドは、自分とエリクシールに言い聞かせるように小さくうなずくと、ダイテツ七世に向きなおった。

　そして、背筋を伸のばし、胸を張ってきっぱりとした口調で力強く言った。

「わかりました、やらせていただきます」




　次の日、マガザン帝てい国こくの国会議事堂で開かれたマガザン帝国最高評議会は、満まん場じよう一いつ致ちで人類統合軍最高司令官にマイド・ガーナッシュを任命する議案を可決した。

　この決定により、マイド・ガーナッシュは人類統合軍のすべてにわたる権限を掌しよう握あくすることとなった。

　この事実が公表されたとき、マスコミの記者団に向かってロッホ・トゥナイツ内務大臣はこう言った。

「人類の歴史において、かくも強大なる権力が、かくも若い一人の男の手にゆだねられたことはない。そして、かくも重大なる責任が、個人の背に負わされたこともない。

　だが、勘かん違ちがいしないでくれたまえ。我々は彼に賭かけたのではない。彼を信じたのだ」




　そして、統合軍最高司令官に任官したマイドが、最初に行ったことは、みずからが策定した「対ザナックス戦」の作戦計画を、マスコミを通じて帝国の津つ々つ浦うら々うらまで広報することだった。

　マイドは、マスコミの記者団に対して、こう告げた。

「軍の機密というのは事実上消しよう滅めつしました。敵であるザナックスに情報が伝わる恐おそれが無い以上、これを秘密にする理由がありません。我々は何一つ隠かくすことは無いし、恥はじることもありません。

　我々が、どこで、何のために、そしてどんな戦いをしているのか、誰だれでも知ることができます。勇気ある行いも、怯きよう惰だな行いも、戦果も損害も、もはや隠し立てすることに何の意味もありません。我々はあなた方と共にあり、そしてあなた方は我々と共にあります。

　我々は人類という運命共同体なのです。我々が敗北すれば、あなたがたは滅めつ亡ぼうし、共にこの宇宙から消えます。そして我々が勝てば、あなたがたも共に生き延びるでしょう。

　ザナックスと戦っているのは、どこかの誰かでも、見知らぬ兵士でもありません。あなたと同じ明日を夢見る人間であり、共に生きる兵士なのです」




　マスコミの記者会見を終えたマイドは、その足で、帝てい星せいにある人類統合軍総司令部の総合指揮室に向かった。

　帝国内の軍の状じよう況きようが一目で分かるようになっているマルチモニターと、巨きよ大だいな三次元立体スクリーンが浮かぶその部屋の中央に、チャマーとミストラルの二人が立っていた。

　彼らの本体はエリア二八におり、ここに立っているのは、投とう影えいされた立体映像だった。

　指揮室に入ってきたマイドを見て、チャマーとミストラルは微笑ほほえんだ。

『おかえりなさい、マイド閣下』

　その、チャマーの言葉を聞いて、マイドは、戸と惑まどったような微笑を浮かべた。

「おかえりなさい、というのは変ですよ。僕は、この部屋に初めて足を踏ふみ入れたんですから……」

　チャマーは首を振ふった。

『いえ、いいんですよマイド閣下。それで間違っていません。この部屋は、今、本当の主人を迎むかえたのです』

　マイドは照れたように笑った。

「最後の主人にならないようにがんばらないとな」

　その、マイドの顔を見てチャマーは思った。

　……マイド閣下こそが、この人類の運命を変える変数だ。この人ができなければ、他ほかの誰にもザナックスと戦うことはできない。

　この人が、人類の最後の希望だ。

　チャマーがそんなことを考えているということを知ってか知らずか、マイドはいつものように飄ひよう々ひようとした表情で、指揮室の中を歩き回った。

「ふーん、こんな風になっているのか……シミュレーションとかで体験したことはあるけど、実際にその場に立ってみると、やっぱり感かん触しよくが違うね」

　マイドは、コントロールコンソールの前に立つと、右手を端たん末まつの上にかざして呼びかけた。

「オリアス、ヴァル、ちょっと顔を見せてくれないか？」

　マイドの言葉が終わるのと同時に、コントロールコンソールの前に二人のホログラフが立ち上がった。

　一人は、四十歳くらいの実直そうな男の姿で、大たい佐さの階級章をつけた統合軍の制服を着ており、そしてもう一人は七十歳近い白はく髪はつの品のよい老人の姿で、少しよう尉いの階級章のついた制服を着込んでいた。

　マイドは目を丸くした。

「ヴァル！　なんだいその格好は？」

　ヴァルが答えようとするより早く、オリアスが頭を下げた。

『申し訳ありません、マイド閣下！　この部屋でマイド閣下と共に執しつ務むにあたるには、最低でも軍属、それも士官としての階級を必要とするという規則がございまして……ところがヴァルゲイン殿どのは今まで一度も公式に公職に就ついたことがない……要するに一民間電子人格という身分でして……手続き上ヴァルゲイン殿を軍属として徴ちよう用ようすることはできたのですが、規則をどう解かい釈しやく運用しても階級を少尉より上にすることができませんでした。実力から言えば私よりはるかに上職に置くべき方なのですが……』

　ヴァルは微笑みを浮うかべて優ゆう雅がに首を振ふった。

『いやいや、オリアス殿。恐きよう縮しゆくすることはありません。郷に入れば郷に従え、軍に入れば軍に従うのは、これ、常識でありますよ』

　マイドは微笑んだ。

「軍服姿のヴァルを見たのは初めてだけど……結構板についているな」

　ヴァルはマイドに向かって敬礼した。

『恐縮であります！　司令官殿！』

　マイドは、一いつ瞬しゆん答礼を返しそうになってから、まいったな……という風に首を振った。

「前言を取り消そう……どうもしっくり来ない。オリアス、細務規則に、制服着用免めん除じよの規定があるはずだから、それを適用して、ヴァルを普ふ通つうの服に戻もどしておいてくれないか？」

『了りよう解かいしました』

　敬礼するオリアスを見て、ヴァルは少し不満げに答えた。

『私といたしましては、別段不服でもないのですが……まあマイド様がそうお望みでしたなら致いたし方ありませんな』

　オリアスが何かを動かすような仕草をするのと同時に、ヴァルの軍服が消えて、いつものタキシード姿に戻った。

　マイドは、ほっとしたように言った。

「ヴァルはやっぱりそっちのほうがいいな……この部屋の中で僕といるときはその姿でいてくれ。ほかの部署の人と連れん絡らくを取るときは軍服姿の方が混乱しないと思う……それくらいの着き替がえなら楽なものだろう？」

　黙って小さくうなずいたヴァルに微笑みかけた後で、マイドはコントロールコンソールの前に立ってメインモニターを見上げた。

　そこに表示されているデータは、出発準備を進めている探たん索さく船のデータだった。

　マイドはデータを読みながらチャマーに聞いた。

「探査船の準備は進んでいるかい？」

『ええ、無人探査船百十七万隻せき、そして、ニーモドライブ搭とう載さい型に改造した有人探査船一万二千隻が準備を調ととのえております……有人探査船には、リバティ・ベル号と同じカウンターマス吸入射出装置が設置され、秘ひ匿とく行動に関するプログラムがインストールされています』

「そうか……」

　マイドはモニタースクリーンを見上げたまま言った。

「探査船の乗組員たちに、呼びかけたいと思うんだが……できるかい？」

　チャマーはうなずいた。

『ええ、できます。乗組員たちの多くは出しゆつ撃げきに備えて、待機中か自由時間ですので、準備作業に影えい響きようはありません』

　マイドは、ほっとしたように微笑んだ。

「そうか、良かった。僕の呼びかけで作業の邪じや魔まをしちゃ悪いからね」




　人類統合軍のポルテ基地では、出撃を控ひかえた有人探査船マナセン・スリーが、最後の調整に入っていた。

　船長のレイダーは、センサーの感度テストを繰くり返して、誤差の修正値を求める作業を続けていた。

　そのとき、メインブリッジの通信モニターに誰かが映った。

　後方警けい戒かいモニターの輝き度ど調節をしていたウォークは、振り返って通信モニターを見た。

　ウォークは一いつ瞬しゆん、そこに誰が映っているのかわからなかった。

　そこに映っているのは、黒いくせ毛を持つ、一人の若者だった。

　……あれ？　あの若いヤツどっかで見たことがあるな。誰だっけ？

　通信モニターの中の若者は、ゆっくりと話し始めた。

『探査船乗組員の皆みなさん、私はこのたび人類統合軍の総司令長官に任命されたマイド・ガーナッシュです』

　ウォークは、目を見開くと、あわてて船長のレイダーを呼んだ。

「船長！　通信はマイド閣下からです！　探査船の乗組員に呼びかけているみたいですよ」

　レイダーは手元にある、センサーの誤差修正キットを放ほうり出して、ブリッジに駆かけ込んだ。

　そして、通信モニターに映るマイドを見て目を丸くした。

「本当だ……本物だ」

　レイダーは、そのとき、通信モニターの映像の上の方に、相そう互ご通信を示すサインが点てん滅めつしているのに気がついて、腰こしが抜ぬけるほど驚おどろいた。

　……相互通信ってことは、俺たちのことを、マイド閣下は見ているってことなのか？

　いや、一万隻を超こえる有人探査船全部が見えるわけが無い、これは、マイド閣下の意思を示しているんだ。

　決して一方通行の呼びかけじゃない、俺たちは共に今、ここにいるのだという……。

　モニターの中のマイドの言葉は続いていた。

『……諸君らの今回の任務は、決して容易ではない。危険性は果てしなく高く、生せい還かんの可能性は三割以下だ。だから、私はこの任務を志願制にした。君たちはこの任務に志願した勇者たちだ。本当に、ありがたく思う』

　マイドはそこで言葉を切ると、深く頭を下げた。

『この任務は、遠いローデス辺境域のどこかにあるザナックスの巣を見つける、という、それこそ干草の山の中に落ちた一本の縫ぬい針ばりを見つけるような作戦だ。どこにあるのかわからない、見当もつかない、我々に言えることは、針は必ずある、ということだけだ。

　君たちがローデスの辺境域に達した頃ころに、別の部隊が、ザナックスの繭まゆに跳ちよう空間発信機を取り付ける作戦を展開するだろう。発信機を取り付けられた繭はザナックスの手によって巣に転移させられる。そして、その瞬間まで、君たちはザナックスの勢力下で、隠おん密みつ行動のまま長い待機の時間をすごさねばならない。それは一時も気の休まるときの無い、心身をすり減らす時間だろう……私も諸君らと同じその時間を体験している。だからわかるのだ。

　だが、耐たえて欲しい。人類の未来は、君たちの努力の上にのみ成り立つのだ！

　ザナックスの巣を探し出し、そこに痛つう撃げきを与あたえ、女王を倒たおす！　これ以外に人類の勝利はありえない。君たちはそのための先兵であり、人類の未来を切り開く鋭するどい剣けんである！

　人類は……全人類は君たちを見つめている、君たちがこの任務を無事に果たし、そして帰き還かんすることを心の底から期待しているのだ……。

　諸君。死んではならない、死ぬことはすべて、どんな理由があろうとそれは無む駄だなことなのだ。それを忘れないで欲しい』

　モニターの中のマイドは、画面の端はしを見るような仕草をして、微笑ほほえみ、言葉を続けた。

『さて、出撃まで十八時間を切った。これ以上君たちの、出発前の貴重な自由時間と待機時間を消費させるわけにはいかない。私はこれで失礼させてもらう……それと、最後に君たちにいい知らせがある。統合軍は、このあと、この通信モニターを開放する。

　軍の回線を使って、どこに繫つなぐのも自由だ。自宅でも、家族でも友人でもいい、この後の十八時間、好きに話してくれ。通信料はすべて統合軍が持つ。勇者に対するせめてもの心づくしを受け取って欲しい。以上だ』

　そして、マイドは敬礼した。

　レイダーとウォークが、思わず答礼を返すと、マイドは微び笑しようを残してモニター画面から消えた。

　ウォークが、ぽつんと言った。

「艦かん長ちよう……誰だれと話します？」

「女によう房ぼうと……子供かな……あと、兄貴夫ふう婦ふと甥おいっ子と……一応別れは済ませてきたが、ああ言われてみると、言い残したことがあるような気分だな」

　ウォークはうなずいた。

「俺は、独り者ですからね、やっぱ親父おやじとお袋ふくろかな。あと、ハイスクール時代の同級生……」

　そこまで言ってから、ウォークは首を振ふって、船内の壁へき面めんにある計器盤ばんを両手の握にぎりこぶしで叩たたいた。

「ああ、ちくしょう！　今になってから涙なみだが出てきやがった！　俺のことは死んだと思ってくれ、俺は死んでもいい、そう、タンカを切って、覚かく悟ごを決めてこの任務に志願したのに……くそ！　自分の精神力の弱さが悔くやしいぜ！　里心がついちまう！」

　レイダーはウォークを見てつぶやくように言った。

「もしかしたら……里心をつけさせるための作戦かもしれねえな……死んだっていい！　なんてヒロイズムは、この作戦には必要ない。何が何でも生き抜いて生き延びて、そして、ザナックスの巣を探し出すまで、小惑わく星せいにかじりついても生き延びるぐらいのしたたかさと執しゆう着ちやく心しんを持たせるための……」

　そしてレイダーは、マイドが映っていた通信モニターを見て、にやっと笑った。

　……こいつも、例の『でたまか』ってヤツですか？　マイド閣下。




　探査船の船長が、心の中でマイドに向かってつぶやいていたその頃ころ、人類統合軍オーレン基地では、出しゆつ撃げきを一時間後に控ひかえた、総数二万五千隻せきに及およぶローデス救出第一艦隊の艦船が、最後の出撃準備を調ととのえていた。

　この救出艦隊の前衛部隊に所属する装そう甲こう駆く逐ちく艦かんタケミカヅチのブリッジで、艦長のワタル・ロングウェイが、思い出し笑いをするように小さく笑った。

「どうかしましたか？」

　怪け訝げんな顔をする副長を見て、ワタルは首を振った。

「あ、いえ、マイド閣下が総司令官に任命されたことを知ったマリリンさんたちは、きっと今頃大おお騒さわぎしているんじゃないかと思ってね。その姿を想像したら思わず笑ってしまったんです」




　その予想は当たっていた。

　特にシザーズ・クイーンⅡでは、このニュースが伝えられたとたん、船内は大騒ぎになった。

「ねねねね、人類統合軍総司令長官ってさあ、軍人の階級で言ったらどれくらいなわけ？」

「そりゃあ、総司令長官って言うぐらいだからぁ、大将じゃありませんことぉ？」

「大将の上には元げん帥すいというのがいる、って聞いたことがあるけど、それじゃないのかな？」

「うーん、統合軍は、ローデスと帝てい国こくが一いつ緒しよになってできたような組織だから、組織とか階級とか、よくわからないのよね。まあ、いずれにしろ人類統合軍で、一番偉えらい人になった、ってことは間ま違ちがいないわ」

「うはあ、すげえ、そんな人と知り合いだなんて、私らも鼻高々じゃん！」

「でもぉ、なんとなく遠い世界の人になっちゃったなぁって気になりませんことぉ？」

「うん、ちょっと寂さびしいかもしれない……」

「親しい人が偉くなったからといって、自分が偉くなるわけじゃないからね、私たちは素す直なおに喜んでいればいいのよ」

　シザーズ・クイーンⅡの待機室の中で、ニュース映像を見ながらメス猫ねこカルテットの四人組……オノチとヨニと、アーヤとネカンの四人が口々にわいのわいの言っていると、そこに、手て提さげ袋を持ったコーリンがやってきた。

「なんだ、おぬしら、こんなところにいたのか。捜さがしたぞ……何を騒いでおるのだ？　何かあったのか？」

「マイド閣下が、人類統合軍の総司令官になった、って話をしていたのよ」

　ネカンの言葉を聞いたコーリンは、当然だという風にうなずいた。

「うむ、マイドは人間にしておくのがもったいないほどの才能の持ち主だからの。で？　人類皇こう帝ていにはいつなるのじゃ」

　オノチが目を丸くした。

「何よ、その人類皇帝ってのは！」

「うむ、すべての人類を統すべる人類最さい高こう峰ほうの存在じゃ。人類統合軍の戦力をその手に握ったのじゃから、あとはみずからを人類皇帝と称しようし、その玉座に座ればよいだけのことじゃ。マイドならそれくらいは簡単にできようぞ」

　ネカンは笑いながら首を振った。

「ないない、そんなこと。できたってやらないから、あの人はそういう人だから」

　コーリンは腕うでを組むと、不満そうに言った。

「うむ、そうじゃな、マイドには野心というものが無い。無さ過ぎる。何よりそれがワタルに悪あく影えい響きようを及ぼしているのが一番困る。ワタルは、もう少し野心を持って積極的にならなくては将来が心配じゃ。あれでは子孫も残せぬ」

　オノチが口に手を当てて小さく叫さけんだ。

「わは、こっちも積極的ぃ！」

「積極的なんじゃあないわ、恥はじ知しらずなだけよ」

　咎とがめるように言ったアーヤを見て、コーリンは不思議そうに聞いた。

「アーヤよ、お主は自分の存在を恥はずかしく罪深いと思っておるのか？」

「そんなこと思っているわけないじゃない！」

「では、なぜ、自分という存在がこの世に誕生することになったきっかけを恥ずかしいことと思うのじゃ？　わらわには、どうしてもその辺のところがわからぬのじゃ」

「だって……それは……」

　言葉に詰つまったアーヤを見て、ネカンが助け舟ぶねを出した。

「そういうことはね、大切なことだから、その当人同士で話すならいいんだけど、人前で堂々と話すことじゃないのよ」

　コーリンは首をひねった。

「ううむ、よくわからぬ。人類が種として繁はん栄えいするために子孫を増やすことは当然であり、それは個人の問題ではなく、人類全体の問題であろう？　なのになぜ、子孫を増やすことを公おおやけの場で話してはならんのだ？」

「うーんとねえ、人間というのはですねぇ、そんな風に人類全体のーとか、個人としてーとかぁ、分けて考えられない生き物なんですよぉ。自分の中にいろいろ矛む盾じゆんしたものを抱かかえているんですよぉ。だからぁ、納なつ得とくできない答えでしょうけど、そういうものだ、って思うしかないわねぇ」

　のんびりした口調で答えたヨニの言葉を聞いたオノチがうなずいた。

「そうそう、考えるからややこしくなるんだよ。そういうのは。そういうものだ！　で、そういうことにして置きゃいいんだよ」

「それはそれで困ったものですけどねぇ」

　ヨニの言葉を聞いたオノチが嚙かみ付いた。

「なんだよ！　せっかくあんたのフォローしてやろうと思ったのに、それはないだろう！」

　口げんかを始めたオノチとヨニを見て、ネカンは、またか、という顔で小さくため息をついてから、コーリンに向き直った。

「そういえば、あんた、さっき、私たちを捜していたとか言ったわよね、何か用があったんじゃないの？」

　コーリンは目を見開いた後で、両手を小さく打ち合わせて言った。

「そうであった、忘れるところであった……昨日、マリリン殿どのと一緒に司令部に行ったのじゃ。ローデス領内の航法データを解かい析せきする仕事があるとかでな。そうしたらそこでワタルに会ってのう」

　そして、コーリンはにっこり笑って付け足した。

「仕事が終わったあと、夜、ワタルの部屋に押しかけたのじゃ」

「そう……それはよかったわね……」

　アーヤの返事は、背筋が寒くなるほどの冷たい響ひびきだった。

　その、冷たいニュアンスを感じ取らぬまま、コーリンはにっこり笑って言葉を続けた。

「での、ワタルの部屋で、メグに聞いたレシピを参考にして作ってきたのじゃ」

　待機室にいた全員が目を見開いた。

　夜。ワタルの部屋で。作る。レシピ……⁉

「あ、あんた……作ったって……」

　顔面蒼そう白はくになったアーヤの顔を見て、コーリンは、不思議そうに答えた。

「そうじゃ、わらわは、もう大人じゃ、作ることなど簡単であろう？　メグ中ちゆう尉いに聞いたレシピのとおり作ったら、ちゃんとできたのじゃ」

「で、できたぁ？」

　悲鳴にも似た声を上げたアーヤの後ろで、オノチがアーヤに小声で聞いた。

「ねえ、ア、アレって、昨日の今日でわかるものなの？」

　アーヤは赤い顔で首を振ふった。

「良く知りませんけど……あの子は人間ではありませんからねぇ……」

　コーリンは、メス猫ねこカルテットの反応に、怪け訝げんな顔をしながら、持っていた小さなピンク色の手て提さげ袋ぶくろを持ち上げて言った。

「おぬしらにも分けてやろうと思って持ってきたのじゃ、わらわの腕うで前まえに感心するがよい」

「持ってきた？」

　きょとんとした顔をするネカンに向かって、コーリンは胸を張った。

「うむ、メグのホームメイドクッキーじゃぞ。人間と違ちがってわらわはミスを犯おかさぬ。メグの作ったものと寸分たがわぬ出来栄ばえじゃ、すごいであろう？」

「へ？」

　今にも泣きそうな目でコーリンをにらんでいたアーヤが、ぽかん、とした表情になって目を見開いた。

「……クッキーって？」

「忘れたのか？　みんなでメグの家に行ったときに、メグの手作りのクッキーを食べてお茶を飲んだではないか。あのときに申したであろう？　メグにレシピを聞いて、クッキーをワタルに作ってやると……」

「あ、そう、そうよね、確かそんなことを言ってたわね」

「お主は、なんのことだと思っていたのじゃ？……まあよい。それでじゃ、アーヤ、お主宛あてにワタルから預かったメッセージと、それから認にん識しき票ひようも入っておるぞ」

　アーヤは怪訝な顔をした。

「認識票？」

「うむ、なんでもケルプワイン海かい賊ぞく団だんに登録したときにもらった物だそうじゃ。アーヤに言えばわかると申しておったぞ」

　アーヤは、はっとした。

　ケルプワイン海賊団の認識票。

　それは、十一歳になったワタルが、初うい陣じんに出るとき、ケルプワイン海賊団の族長から渡わたされたものだ。

　……あのとき、私も同じ日、同じ場所でケルプワイン海賊団の中で最年少パイロットとして登録された。

　認証式の後で、私とワタルは二人で、認識票の数字と文字を見せあって、一いつ緒しよに暗記した。そして、絶対に死なない、絶対に二人とも帰ってこようって約束したんだ。

　アーヤはそっと手を伸のばして、コーリンの差し出した手提げ袋を受け取った。

　自分が持っていた手提げをアーヤが受け取ったのを見て、コーリンは笑った。

「よし、確かに渡したぞ。お主とワタルの間には、わらわがいくらがんばっても、立ち入れぬ過去の時間がある。だが、わらわは負けぬぞ」

　手提げ袋を抱だきしめて、アーヤはうなずいた。

「うん！　私も負けないよ。あんたなんかより、ずっとずっとイイ女になってやるからね！」

　コーリンは、にっこり笑った後で、待機室の展望窓の前に進み出た。

　展望窓の向こうには、宇宙空間を埋うめ尽つくしたローデス救出艦かん隊たいの姿があった。

　その、無数の戦せん闘とう艦かんの中にあるはずのワタルの艦を捜さがしながら、コーリンはつぶやくように言った。

「一時間後に出発じゃな……ワタルの艦……タケミカヅチはどこにいるのであろう」

　アーヤも、同じように展望窓の前に進み出るとコーリンの横に並んだ。

　そして、同じように展望窓の向こうに並ぶ無数の戦闘艦の群れを見回した。

「駆く逐ちく艦かんは小さいし、同型艦が多いからわからないわね……」

　コーリンとアーヤは黙だまったまま展望窓の向こうに広がるローデス救出艦隊を見つめていた。

　想おもいは同じだった。

　たとえ、恋こい敵がたきであっても、二人の想いは同じだった。

　……帰ってきて欲しい。

　生きて、帰ってきて欲しい。

　二人とも、願うことはそれだけだった。
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　第七章　蒼そう空くうの流星







　ローデス救出艦かん隊たいは、ザナックスとの戦訓を取り入れた新設計の駆く逐ちく艦かんと軽巡じゆん航こう艦かん、そして巡航戦艦。それに直接降下型強ごう襲しゆう揚よう陸りく艦かんで編制された、新設の独立艦隊である。

　人類統合軍は、一艦隊あたり二万五千隻せきからなるこの艦隊を八艦隊作り上げ、ローデス領内にある八個の孤こ立りつ惑わく星せいの住民の救出のために差し向けた。

　その八個の孤立惑星の中で、もっとも遠く、そしてもっとも激げき烈れつな攻こう撃げきにさらされていたウエストウィックⅡに差し向けられたのは、堅けん実じつな指揮ぶりで名が通ったバルク・キタジマ中将率いる第一艦隊であった。

　第一艦隊の旗艦のある巡航戦艦タカチホのブリッジで、メインスクリーンに映し出された重力障しよう壁へきの前に並んだ隷れい下かの艦隊を見上げていたバルク中将は、静かに言った。

「いよいよ、ニーモドライブとやらの真価を確かめるときが来たか……」

　横に立っていた副官がうなずいた。

「重力障壁を越こえて航行するのは、初めてですからね……部下の中には迷信深い者もおりまして、お守りとか、お祈いのりとか、いろいろやっているようです」

　バルク中将は笑った。

「お祈りでも経文でもかまわん、不安から逃のがれることができるなら、それはそれで大いに結構だ。酒と薬物以外なら、とやかくは言わんつもりだよ。心の底で不安なのはわしも同じだからな」

　副官は意外だ、という風に目を見開いて言った。

「司令官殿どのでも、重力障壁を越えるのは不安ですか？」

「いや、別に重力障壁を越えると精神が崩ほう壊かいするだの、身体中の組織から水分が抜ぬけてしまうだの、というウワサを信じているわけではない。わしが不安なのは、ニーモドライブという新しいユニットが無事に作動してくれるかどうかということなのだよ。

　長い時間使われてきた技術というのは、様々なトラブルを乗り越えてきた信しん頼らい感がある。しかし、新しん機き軸じくというのは、どんなトラブルを内包しているのかわからんからな」

「兵器に求められるのは、まず武人の蛮ばん用に耐たえられるかどうか、というヤツですな」

　バルク中将はうなずいた。

「うむ、兵器にかかわらず、すべての機械に求められるのは性能ではなく信頼性だ。高スペックだが信頼性の無いものよりも、低スペックでも信頼性のある方を選ぶのが正しい。特に代だい替たい手段の無いものは特にだ。いつでも動いて、壊こわれない。安くて数が揃そろう。兵器というのはこうでなくてはならんのだ」

「それは、実用品の定義と同じですね」

　バルク中将はうなずいた。

「軍用品とは実用品のことだよ。戦争というのは、選ばれた一ひと握にぎりの人間が参加する特別のイベントでもなんでもない。数多くの、ごく普ふ通つうの人間が目的を果たすために働く、ごく普通の仕事と何一つ変わらん。その場所で要求されるのは機能だけだからな。だから、わしはある意味であのニーモドライブとやらを信頼しておるのだよ」

「あのニーモドライブは、帝てい国こくの科学アカデミーや量子力学の権けん威いからは疑ぎ問もん符ふがつけられている技術ですが……信頼できますか？」

　不安げな顔をした副官に向かって、バルク中将は再度うなずいた。

「……だからだよ。確かにあれを作り出したのは、研究所の博士ではない。権威も何も無い市し井せいの解体屋や修理屋の偏へん屈くつオヤジどもだ。だがな、そういったオヤジどもは、機械というものがどういうものか、その基本を知り尽くしている連中だ。理論先行で、実用化に程ほど遠い満足に動かんものを世に送り出すようなことはしないと思うのだよ」

　バルク中将は、ゆっくりと振ふり返ると、そこにいた作戦参さん謀ぼうと通信参謀に向かって言った。

「我が艦隊が転移する先は、ザナックスの勢力圏けんのど真ん中だ。ウエストウィックⅡ星系にどれほどのザナックスがいるかすら、予想すらつかない状じよう況きようにある。転移と戦せん闘とうがほぼ同時に始まることもありえる。各艦は編隊を密にし、臨戦態勢を保ったまま転移を開始するように指示をしろ。すでに何度も指示を出しているが、念には念を入れて、再度指示を出し、周知徹てつ底ていさせろ」

　そしてバルク中将は、次に通信参謀に向かって言った。

「各艦の艦長と、それと手すきの者に、感応端たん末まつにアクセスするように指示を出してくれ。転移前に最後のブリーフィングを行う」

「了りよう解かいしました！」

　作戦参謀と通信参謀の二人は声を合わせて返答すると、それぞれに自分の部下に向かって指示を出し始めた。




　バーチャル空間に作られた大きな、がらんとしたホールの真ん中に、中心部には赤い球体を持つ青色の半はん透とう明めいの円えん錐すい形けいの立体映像が浮うかんでいた。

　その立体映像の先端部を見上げながら、ワタルは思った。

　……今までの戦術では、僕たちの乗る駆逐艦のような小型艦かん艇ていが、あの位置に配置されて、真っ先に敵てき陣じんに切り込むのが常だった。でも、今回の作戦は違ちがう。あの位置にはこの艦隊の主力である巡航戦艦が配置され、僕たちの乗る駆逐艦は、あの赤い球体の位置にある強襲揚陸艦の周囲に配置されている。あの揚陸艦を守ることが、僕たちの役目だ。

　一番危険な役目は戦艦が背負うことになった。でもその代わりに一番大切な役目が、僕たちの責任になったということなんだ。

　ワタルがそんなことを考えていたとき、バーチャル空間の真ん中に、初老の白はく髪はつの混じった灰色の髪かみを持った、がっちりとした体型のバルク中将が立った。

　将軍は、誰だれもいないホールのようなバーチャル空間を見回した。

　そこに人の姿は無い、しかし、姿は無くとも人の意識があった。

　第一救出艦かん隊たい二万五千隻せきの艦の艦長とそして乗組員の意識が、そのホールには充じゆう満まんしていた。

　やがてバルク中将は、小さく咳せき払ばらいをすると、話し始めた。

『諸君！　我が第一救出艦隊は、今、重力障しよう壁へきを越こえてザナックスの支配する地となったローデスに赴おもむかんとしている。

　この障壁の向こうには、想像を絶する数のザナックスがひしめいていることだろう。しかし、恐おそれてはならない！　我々は、そのザナックスと戦うために設計された艦に乗り、ザナックスと戦うために編制された艦隊に所属しているのだ！

　今まで、艦隊決戦というのは戦艦同士が主しゆ砲ほうを撃うち合い、陣じん形けいを崩くずしたところに、光子魚ぎよ雷らいを積んだ駆逐艦や軽巡じゆん航こう艦かんが突とつ撃げきし、一撃必殺の魚雷を撃ち込む、という戦争だった。でも、ザナックスには戦艦というものが存在しない。

　ザナックスの戦いは、小型艦がひたすら数で押してくるという、戦術も何も無い力押しの戦い方だ。能が無いと言ってしまえばそのとおりだが、数で勝っているならば、最も合理的な戦い方に違いは無い。

　そして、統合軍の戦術もそれに対応するものに変わった。つまり、数には数を、というわけだ。あの新型巡航戦艦には、今までの戦艦の主しゆ砲ほうであった射程距きよ離りを延ばした大口径のタイトビーム砲の代わりに拡散ビーム砲が搭とう載さいされ、重装そう甲こうが施ほどこされた船体全体には数百基のパルスレーザー砲ほう塔とうが配置されている。

　あの巡航戦艦の目的はザナックスの群れに穴を開けることだ。そして、その穴に揚陸艦を伴ともなった後続艦隊が突つっ込み、包ほう囲い網もうを突とつ破ぱしてウエストウィックⅡの衛星軌き道どうにたどり着く。

　それがこの救出作戦の骨子だ！

　この戦いは時間との勝負だ。いかに短時間で敵を制圧し、ウエストウィックⅡの衛星軌道までたどり着くことができるか、それが勝負だ。一分一秒でも早くたどり着けば、その一分一秒を惑わく星せいの避ひ難なん民みんの救出に充あてることができる。

　いかに早く到とう達たつできるかで、この作戦の成否が決まる。通常の戦艦より防ぼう御ぎよが低い代わりに速度が速い巡航戦艦を艦隊の主力に置いたのはそのためである』

　バルク中将は手に持ったタクトポインターで、立体映像の円えん錐すいの中央にある赤い球体を指示して言葉を続けた。

　諸君に、一つだけ念を押しておく。

　この戦いで最優先されるのは、避難民を乗せたこの揚陸艦である！　そして次はその揚陸艦を最後まで守り抜ぬく駆逐艦である！

　たとえ巡航戦艦がことごとく沈しずめられても、揚陸艦さえ無事に帰き還かんできれば、この作戦は成功である！

　我々は、決して迷った子羊をあきらめはしない。最後の最後まで、助けるために努力をしなくてはならない。それが人間が人間たる価値観である。

　……転移まであと十分を切った。諸君の信じる神に祈いのるがいい！　共に生きて帰ろうではないか！』




　バーチャル空間は、静かに閉じた。

　感応端末から手を離はなしたワタルは、目の前にあるカウントダウンの数字が九分五十三秒を切っているのを確かく認にんすると、副長に命じた。

「総員、戦せん闘とう配置のまま転移準備だ。命令を出してくれ」

　副官は小さくうなずくと、船内通信端末に向かって叫さけんだ。

「総員戦闘配置のままシートに着席！　ハーネスを確認しろ！　各種ギミック固着開始！　転移したらそこが戦場かもしれないぞ！　各配置責任者は部下の配置及および着座を確認の上確認信号を送り返せ！」

　ワタルの目の前にある船内配置の概がい略りやく図ずの中に次々に確認信号が点ともり始めるのと同時にブリッジに船内の状じよう況きよう報告が入り始めた。

「ニーモドライブへのエネルギー注入継けい続ぞく中、システムに異常なし」

「火器管制システムセーフティ解除」

「生命維い持じ装置予備システム稼か動どう開始」

「船内配置信号オールグリーン」

　ワタルは、モニターを見上げてつぶやいた。

「いよいよだね」

　副官は、何かを考え込むような顔つきでうなずいた。

「ええ……」

「どうしたんだ？　何か問題になりそうなことでもあったのか？」

　眉まゆをひそめたワタルを見て、副官はあわてて首を振ふった。

「あ、いえ、本艦に関してのことではありません。さっきのバルク将軍の終わりの方に出てきた言葉について考えていたんです」

「終わりの方の言葉？」

「ええ、あの『決して迷った子羊をあきらめはしない』という言葉です。あれに良く似た言葉をどこかで聞いた覚えがありましてね……」

　ワタルはうなずいた。

「ああ、あれは、きっと古い宗教説話の中の一部を引用したんですよ。以前、ヴァルゲインに聞いたことがあります。確か『百頭の羊を持っている者でも、そのうちの一頭を見失ったら、九十九頭を荒あれ野に残して、見失ったその一頭を見つけ出すまで、後をたどって行くものである』という話だったと思います。人間というのは、数字や計算や、損得だけで動くものではないという意味だと僕は解かい釈しやくしています」

　副長は笑った。

「確かに計算ずくで考えれば、一頭の羊を探し出すために九十九頭の羊を危険にさらすのは馬ば鹿かげていますよね、それは無責任な行こう為いだと言われかねません」

「ええ、でも、人間というのはそれと同じことをずっと繰くり返してきているわけです。たとえば一人の遭そう難なん者しやを何十人というレスキュー隊の隊員が命がけで助ける、ということをね。

　計算とか損得で考えるならこんな割に合わないことはありません、一人を助けるために何十人もの人間が危険に身をさらすのは、不合理ですし間ま違ちがっています。計算と数字と損得だけで判断するのが正しいのなら、放置して見殺しにすることこそが正しい答えになるでしょう……」

　ワタルはそこで言葉を切ると外部モニターを見上げた。

　そこには、重力障しよう壁へきを意味する白色矮わい星せいの間にたなびく、もやのような星間物質の姿があった。

「その考え方の行き着く先は、あの障壁の向こうにいるザナックスのような、個人というものが存在しない。全体の価値観だけしか無い。アリやハチのような社会です。

　でも、僕たちは人間です、ザナックスにはなれません。だとしたら、人間の価値観をもって人間として戦おう……バルク中将はそう言いたかったんだと僕は思います」

　目の前にあるカウントダウンの表示が三分になったとき、副官が叫んだ。

「ブリッジ要員！　総員ハーネス固着確認！」

　それぞれが、自分の身体からだについているハーネスを引っ張って固着の状況を確認する、カチャカチャという軽い金属音がブリッジに響ひびき渡わたった。

「固着確認！」

「固着よし！」

「大だい丈じよう夫ぶです！」

　ブリッジのあちこちから、要員たちの復唱が返ってくるのを聞きながら、ワタルは目の前のカウントダウン表示が流れるように数字を減らしていくのを見つめていた。

　末まつ尾びの数字が二けたになり、一けたになり。

　そして、ゼロを表示するのと同時に、ブリッジ全体が高次跳ちよう空間フィールドによって白く輝かがやいた。




　一いつ瞬しゆんの立ちくらみにも似た感かん触しよくがワタルを襲おそった。

　前後左右、上下の区別すら無い、全くの無感覚な空間の中で、意識だけが振り回されるという、カクテルシェイカーの中で振られている氷のような感覚は、どれほど続いたのだろう。

　一時間か、十分か……しかし、意識を取り戻もどしたワタルの視界に入って来たタイムカウンターは、まだ十二秒ほどしか時を刻んではいなかった。

　……転移したのか？　ここは……どこだ？

　外部モニターを見たとき、ワタルは一瞬『故障したのか？』と思った。

　通常空間に転移したならば、当然そこに映っているはずの宇宙の星々の輝きが一つも映っていなかったのだ。

　次の瞬間。

　その真っ黒なモニターの中心に閃せん光こうが瞬またたいた。

　それと同時に空間センサーが一気にレッドアラートの信号音を発し、隊内通信が恐きよう怖ふの叫さけび声を上げた。

『各艦かん！　全砲ほう門もんを開け！　艦隊はザナックスの中にいる！　まわりにあるのは宇宙空間じゃない！　ザナックスだ！　俺たちは、ザナックスで充じゆう満まんしたビンの中に飛び込んだんだ！』

　かくして、敵味方距きよ離りゼロメートルという、宇宙艦隊戦の歴史始まって以来、前代未聞の激げき烈れつな死し闘とうが始まった。

『艦隊を再編制しろ！　艦隊内のザナックスの排はい除じよは、護衛艦隊に任せ、我々は、作戦どおり正面突とつ破ぱを開始する！　艦隊前進！　進路を切り開くぞ！』

　バルク中将のメッセージどおり、円えん錐すい形けい陣じんの前方に配置されていた巡じゆん航こう戦艦艦隊は、近距離防衛火器の火か網もうを目の前にいるザナックスたちに浴びせかけながら、旗艦タカチホを先頭に立てて前進を開始した。

　宇宙空間は、パルスレーザーを撃ち込まれて爆ばく発はつするザナックスのオレンジ色の無数の閃光と、そして至近距離から撃ち込まれた実体弾だんに貫かん通つうされて爆発する人類統合軍側の艦船の青い閃光で充満した。

　ワタルの後ろにある情報分ぶん析せきのブースで、艦隊情報を表示しているモニターを見ていた情報参さん謀ぼうが、悲鳴じみた声で叫んだ。

「こんな戦いがあるもんか！　進路を切り開くって……こいつは比ひ喩ゆじゃない！　物理的に切り開いて行くのと変わらないじゃないか！　戦艦は刃は物ものじゃないんだぞ！」

　ワタルの見ている前で、軽巡航艦が二つに折れて爆発した。

　損傷艦を表示するモニターに、見る見るうちに艦名が並んでいく。黄色い艦名は大破、赤い艦名は撃げき沈ちんされたものだ。その数字は、モニターの上に表示されている。

　ワタルは、その、損傷艦の数を見た後で、タイムカウンターに視線を走らせた。

　時間は三分二十五秒を示していた。

　……三分？　まだそれだけしか過ぎていないのか？　たったこれだけの時間で、すでに二百隻せき以上が沈しずみ、千隻以上の艦が損傷を受けたというのか！

　腋わきの下に冷たい汗あせが流れ落ちるのがわかった。

　そのとき、隊内通信モニターに、護衛艦隊司令であるマスクワードが映った。

『ワタル！　急げ！　俺たちと強ごう襲しゆう揚よう陸りく艦かんとの間の空間にもザナックスが入り込んでいる！　こいつを潰つぶすぞ！　前と後ろに敵を抱かかえて戦うわけにはいかねえからな、まず艦隊の中の掃そう除じだ！　第百二十八駆く逐ちく艦隊は、指定位置を離はなれ艦隊内を遊ゆう弋よくしザナックスの排除にあたれ！』

　ワタルは敬礼した。

「了りよう解かい！　第百二十八駆逐艦隊は、定位置を離れこれより艦隊内におけるザナックスの排除にあたります！」

　ワタルの青ざめた顔を見て、マスクワードはにやっと笑った。

『いきなりの苦戦だが、コレくらいの方が面おも白しろい、と一発笑ってみろ。余よ裕ゆうがなくなると食われるぞ』

　ワタルは、はっとしたように目を見開いた。

「あ、はい、わかりました。笑います」

　マスクワードはうなずいた。

『よっしゃ、上等！』

　マスクワードの消えたスクリーンを見ながらワタルは思った。

　……そうだ、とんでもない状じよう況きようのときこそ、人間の真価が問われるんだ。マイド閣下もこれと同じような絶体絶命の危機を何度だってくぐり抜ぬけて来たはずだ。

　……あの、ケルプ兄さんと、ジョークを飛ばしながら。

　ワタルは、一回自分に言い聞かせるように大きくうなずくと、艦かん隊たい内通信のチャンネルを自己指揮下艦隊に切り替かえ、胸を張って命令を下した。

「第百二十八駆逐艦隊に所属する各艦に告ぐ！　我が艦隊は、これより指定位置を離れ、救出艦隊内にいるザナックスの掃そう討とうにあたる！　要するに大掃除だ！　手抜き無しできっちり隅すみから隅までしっかりモップがけするぞ！　ついてこい！」

『二番艦サイザリー了解！　お掃除お任せあれ！』

『三番艦ヨーヨー了解！　とことんキレイにしてやりましょう！』

『四番艦ノラーナ了解！　士官学校時代は、罰ばつ直ちよくくらって掃除ばかりやらされてましたから得意ですよ』

『五番艦ガルシア了解！　バイト代出ますか？』

『六番艦フシミノ了解！……えーと、言うことが見つかりません』

『七番艦デストーカー了解！……私は黙だまって働きます！』

　ベテランの艦長たちの返してくる諧かい謔ぎやくに満ちた応こたえを聞きながら、ワタルは小さくうなずいた。

「よーし、行くぞ諸君！」

　護衛艦隊所属第百二十八駆逐艦隊に所属する二十七隻の駆逐艦は、ワタルの乗る艦隊旗艦である駆逐艦タケミカヅチを先頭にした単縦陣のまま、大きく針路を変えて救出艦隊の艦隊内部のザナックスの掃討を開始した。

　一方、救出艦隊の先頭に配置されていた巡じゆん航こう戦せん艦かんを主体とした突とつ撃げき艦隊は、想像を絶するザナックスの密度の前に苦戦を強しいられていた。

　主しゆ砲ほうの拡散ビーム砲は、射程は短いが、その代わり広こう範はん囲いの敵を破は壊かいできる、いわばショットガンのような効果があると期待されていた。

　確かに効果はあった、しかし、その効果は戦果には結びつかなかった。敵の数はあまりにも多く、そしてあまりにも近距離だったのだ。

　バルク中将の目の前で、一隻の巡航戦艦が、よろめくように針路を変えて戦線を離り脱だつした。その巡航戦艦の艦橋や砲ほう塔とうなどの、上部建造物は跡あと形かたも無く破壊され、船体に無数のザナックスの戦せん闘とう艦かんが突つき刺ささっている姿は、巨きよ大だいな棘きよく皮ひ生物のように見えた。

「第七突撃艦隊旗艦ヤンダル・ゾック大破！　戦線を離脱します！」

「第五突撃艦隊三番艦シャークス爆ばく沈ちん！　脱だつ出しゆつ者しやは確かく認にんできません！」

「第十二突撃艦隊旗艦ニコレ・ニール操艦不能！　戦線離脱！」

　次々に飛び込んでくる損害報告を聞きながら、バルク中将は仁に王おう立ちになって、正面のモニターを見つめていた。

　位置情報の座標からすれば、そこに、青く輝かがやく惑わく星せいウエストウィックⅡの姿が見えるはずであった。しかし、視界に入るのは、次から次へと現れるおびただしい量のザナックスの姿だった。

　その波状攻こう撃げきを受けた先頭の突撃艦隊は、まるでグラインダーで削けずられていくように姿を消してゆく。

　旗艦のブリッジでその光景を見ていた作戦参さん謀ぼうが何かを言おうとしたとき。

　バルク中将は、振ふり向くと、大声で叫さけんだ。

「後退だの、撤てつ退たいだのという意見具申をするつもりなら無む駄だだ！　この作戦に撤退はありえない！　どんな犠ぎ牲せいを払はらおうとも惑星に取り付くのだ！　大気圏けん内に揚よう陸りく艦かんを降下させ、何が何でも住民を救い出すのだ！」

　円えん錐すい形けい陣じんを組んだ、救出艦隊は、宇宙空間を埋うめ尽つくすザナックスの塊かたまりに突き刺さったドリルのようにじりじりと前進を続けた。

　閃せん光こうと共に、無数のザナックスの戦闘艦の残ざん骸がいと、そして巡航戦艦の残骸を削りカスのように後方に置き捨てて前進を続ける救出艦隊の円錐陣は、まさにドリルそのものだった。

　救出艦隊の前衛に、予想外の損害が出ていることは、後方の護衛艦隊旗艦である軽巡航艦グリーン・オークのブリッジにいたマスクワードの目にも明らかだった。

　マスクワードは、強ごう襲しゆう揚陸艦の周囲にいたザナックスが、ほぼ片付いたのを見計らって、ワタルを呼び出した。

『大掃除はほとんど終わりました！　強襲揚陸艦の損害は軽けい微びです！』

　胸を張ったワタルに、マスクワードは真しん剣けんな目で言った。

「次から次に命令して悪いが、前衛艦隊の応おう援えんに行ってもらえないか？　相手にする敵の数は、さっきの比じゃない。運が悪けりゃ一発で沈しずんじまうが、このままじゃ前衛が持ちこたえられないかもしれない。手の空いた艦隊からどんどん応援を送り込むから、お前は先陣を切ってくれ！」

『駆く逐ちく艦かんってのは、艦隊の雑用係と相場は決まってます。文句を言うヤツはいません！　では、第百二十八駆逐艦隊は、これより前衛艦隊の応援に赴おもむきます！』

　ワタルはにやっと笑って敬礼すると、通信を切った。

　マスクワードは、大きくため息をついてつぶやいた。

「……英才教育というかなんというか、あれで二十歳はたち前だから恐おそれ入るな……さて通信参謀！　バルク中将あてに通信！　これより護衛艦隊の余力をもって前衛艦隊の応援に当たる！　揚陸艦は無傷なり……だ！」

「了りよう解かいしました、通信を送ります！」

　通信参謀の返事を聞きながらマスクワードは思った。

　……バルク中将は、余計なお節せつ介かいはいらん！　とか言うかな？　いや、あのオヤジは自分の面子メンツとかにこだわって、部下に犠牲を強いるような人間じゃない。

　……だからこそ助けたくなるんだな、こっちは。




　後方の強襲揚陸艦隊の位置から、前方の前衛艦隊に向けて前進を開始したワタルたちの艦隊は、空間に漂ただよう恐ろしいほどの数のザナックスの残骸と、そして航行不能になって放ほう棄きされた前衛艦隊の巡航戦艦の残骸と遭そう遇ぐうした。

　艦隊所属の救命工作艦が生存者の救出活動を行っているその脇わきをすり抜ぬけながら、ワタルは前衛艦隊が戦っているその戦場がどんなものなのか、それを想像した。

　……一体、何万人が死ぬのだろう、この戦いで。

　でも、僕たちがやり遂とげなければ、その犠ぎ牲せい者しやの数に惑星ウエストウィックⅡの住民十億の命が上乗せされるんだ。

　やらなくちゃならない。

　なぜなら、これは人間にしかできない戦いだからだ。

　一人を助けるために何十人という人間が命を賭かけるのは不合理であり、無駄以外のなにものでもない。

　でも、その無駄で不合理なのが人間なんだ。

　可能性を信じるのが人間なんだ。

　ザナックスには可能性がない。全部同じだ。でも、人間は違ちがう……人間には一人一人に不確定な未来がある。可能性に繫つながる未来がある。

　ワタルは、目の前にある隊内通信のスイッチを入れた。

「第百二十八駆逐艦隊の諸君！　我々はこれから、想像を絶する戦いの中に身を投じようとしている。戦列艦でさえ沈む激げき烈れつな戦せん闘とうに、我々の駆逐艦が耐たえられるわけがない。

　でも、それが求められているなら、我々はそれに応こたえよう……」

　ワタルが、そこまで言ったとき、救出艦隊の共通通信モニターに、青く輝く星が映し出された。

　それは、先頭にいる前衛艦隊の艦が捉とらえた救出艦隊の目的地、惑星ウエストウィックⅡの映像だった。

　ワタルは、その星を見上げて言葉を続けた。

「助けよう……僕たちはあの星に行きあの星の人々を助けよう！

　ザナックスとの本当の戦いはこれからだ。マイド閣下のレポートにあったとおり、これからの戦いは数と数のぶつかり合いだ。一人でも多くの人間を救い出し、一人でも多くの人間が生き延びる。そういう戦いが、今、始まったんだ。

　だから……助けよう！　人間を助けよう！

　子供を、大人を、男を、女を、あの星に生きる人間を助けよう！　助けて、そして僕たちも生きて帰るんだ！……行くぞ！」

　第百二十八駆逐艦かん隊たいは加速すると、前衛艦隊が繰くり広げている戦いの中に向かって一直線に突つき進んで行った。




　救出艦隊が星系内に転移し、ザナックスと死し闘とうを繰り広げている。というニュースは、ネットニュース局のセンサーカメラが捉えた夜空の彼方かなたに瞬またたく無数の閃せん光こうの映像と共に、惑わく星せいウエストウィックⅡの上を駆かけ回った。

　惑星の夜の側にいる人々は、一人残らず家を出て、夜空を見上げた。

　救出艦隊の位置を肉眼で捉えることはできないことを知りつつ、それでも人々は夜空を見上げた。

　誰だれもがその目で見て、そして確信したかったのだ……自分たちが助かる、という事実を。

　そして、各家庭に流れるネットニュースのアナウンサーは、ウエストウィックⅡの行政政府及および防衛軍から、惑星上の全世帯に対し、避ひ難なん命令が出たことを告げていた。

　救出艦隊の強襲揚よう陸りく艦かんが降下するのは、十二時間後。それまでに指定された場所に全住民が集結するように、とアナウンサーは繰り返して伝えていた。

　ウエストウィックⅡの首都にある防衛軍本部に、救出艦隊が転移したという知らせが届いた瞬しゆん間かん──建物全体は揺ゆれ動くような歓かん声せいに包まれ、書類や帽ぼう子し、ハイヒールなどが宙に舞まった。

　指揮室の中にいた部下たちが、顔をくしゃくしゃにさせて半泣きになり、歓喜を爆ばく発はつさせる様を、指揮室の上にある指揮官室から見下ろしながら、総司令官であるケリング大たい佐さは、何度も小さくうなずいて、そして、そっとハンカチで涙なみだを拭ぬぐった。

　ケリングには、部下たちの気持ちが痛いほどわかった。

　この星を守るために、どれほどの若者を犠ぎ牲せいにしてきたか。それしか方法が無かったということは、誰もがわかっていた。だが、理り屈くつでわかることと感情は別物である。

　ましてや、彼らは軍人としてこの星を守るために戦うべき任務についていながら、何をすることもできなかったのだ。

　彼らにできることは、ただ、若者を戦いに送り出すこと。それだけだった。

　まだ年とし端はも行かぬ若者を死地に送り出す。毎日毎日何千人という若者を……。

　他人が死んでいくのを見て何も思わず、逆に自分が安全な場所にいることを幸福だと素す直なおに思えるようなメンタリティの持ち主なら、悩なやむことも苦しむことも無いだろう。

　だが、そんな人間はいない。いや、いるのかもしれないが、いるとしたら、そいつは人間じゃない。

　こんな戦いを続けられるわけが無い。誰もが、もう嫌いやだ、誰か代わってくれ！　と、悲鳴を上げて逃にげ出したくなるのを必死に耐えてきたのだ。

　それが……やっと終わる。

　長いトンネルの、終わりが見えたのだ……あのくらいの喜びの感情の爆発は、許してしかるべきだろう。




　ケリングがもう一度うなずいたその頃ころ。サタニシティにあるサタニコントロールセンターの管制室でも、同じような歓声が建物を揺るがしていた。

　フィルマは、待機室でその歓声を聞いた。

　建物の中に響ひびき渡わたった何十人もの女の子の悲鳴のような甲かん高だかい声に、一瞬、何か悪いことが起こったのだろうかと身構えたとき、待機室のドアを開けて、隣となりの班の子が飛び込んできた。

　その子は、あっけに取られているフィルマたちを見回して、叫さけぶように言った。

「救きゆう援えん艦かん隊たいが来たわ！　あと十二時間で衛星軌き道どうに到とう着ちやくだって！」

「ほんと？」

　その子は、待機室にあるモニターを指差した。

「ニュースチャンネルに繫つないでごらん！　そろそろ一いつ般ぱんにも流れる頃だと思うから！」

　コロネが、ソファの後ろから身体を投げ出すように、サイドテーブルの上に置いてあったリモコンに手を伸のばし、うつ伏ぶせになったままの状態でスイッチを入れた。

　ニュースチャンネルを選せん択たくする必要すらなかった。ネットチャンネルは、すべての番組を中止して、この臨時ニュースを伝えていた。

　モニターの画面の中で、アナウンサーが、繰り返して読み上げるニュースを何度も聞いているうちに、やっとフィルマの心の中に、これが本当のことなんだ、という実感が湧わいてきた。そのとき、コロネがつぶやいた。

「……本当……なんだね……」

　その声は、半分涙なみだ声ごえだった。

　アカネが、泣きながら何度もうなずいた。

「うん、本当なんだよ、助けが来たんだ……もう、オペレーターやんなくていいんだ！　もう、パイロットの人たちとペア組まなくていいんだよ……もう……心の中で誰かが死んでいくのを感じなくていいんだ……もう、泣かなくてもいいんだ」

　そのとき、フィルマはすすり泣く声を聞いた。

　振ふり向くと、待機室の隅すみで本を読んでいたミコトが静かに泣いていた。

　制服の胸ポケットから取り出したハンカチで、涙を拭いながら、ミコトは、ぽつりとつぶやくように言った。

「すべてが終わったら……私たちと一いつ緒しよに戦ったパイロットの人たちの名前や住所を教えてもらえますよね？」

　フィルマはうなずいた。

「うん、そのはずよ。だって、もう感応端たん末まつなんか必要ないんだもの」

　ミコトは寂さびしそうに微笑ほほえんだ。

「もう……『クイーン』さんには会えないけど……あの人の名前だけでも知りたいの……そして、ご家族に会えるなら……『クイーン』さんの最さい期ごの言葉を伝えてあげたい……」

『クイーン』ことリュクティの操縦するシャトルは、二日前の夕方に、居住地区に落ちる隕いん石せき船を深追いし、見事撃げき墜ついに成功したものの、機体を引き起こしたところで、原因不明の空中分解を起こして四散した。

『クイーン』とペアを組んでいたミコトは、そのとき意識を失い、三十六時間の心理治ち療りようを受けて今日、職務に復帰したのだった。

　ミコトの言葉を聞きながらフィルマは思った。

　……もしかしたら、あの『ワルガキ』くんの名前も、わかるかもしれない。

　フィルマの心の中には、一つの予感があった。初めて『ワルガキ』とペアになったときに感じたその予感は、何度となくペアを組むたびにフィルマの心の中で少しずつ輪りん郭かくが鮮せん明めいになって行った。

　……間ま違ちがいない、あの『ワルガキ』くんの正体は、ディハルトだわ。

　小学校の頃、同じクラスだったディハルト。

　無愛想でぶっきらぼうで、乱暴者で……いつも何か不満そうに口を真一文字に結んで、相手が大人でも上級生でも、筋が通らないと思ったら、てこでも動かないガキ大将。

　でも……その意地っ張りの顔の奥にある、素す直なおな視線を私は知っていた。

　無責任でわがままな反社会的な乱暴者なんかじゃない。ただ、人と合わせることが苦手なだけな不器用な男の子。それがディハルトの本当の姿だった。

　自分を殺して他人と合わせること、自分を無害な存在だと他人に思わせること。目立たないことが一番いいと思い込むこと……。

　それは、協調性という言葉の奥に潜ひそむ卑ひ屈くつさ。

　委員長として、クラスの調整役として、嫌でもその生き方をしなくてはならなかった私にとって、そういった生き方に背を向けた、彼の不器用な生き方は、あこがれだったのかもしれない。

　フィルマの脳のう裏りに浮うかぶディハルトは、晴れ晴れとした顔で笑った十二歳のディハルトの顔だった。

　それは、二人で育てた青い蝶ちようを、校庭の片かた隅すみで空に向かって放したとき、掌てのひらから飛び立った蝶を見上げて笑った顔だった。

　めったに笑わないディハルトが、本当に嬉うれしそうに笑ったのだ。

　……あの後、ディハルトは父親が仕事先の関係で引っ越こすとかで、引越して行ったから、一度も会ったことはない。

　……もしかしたら、会えるときがあるかもしれないな。

　フィルマが、そう、考えたとき。

　サタニコントロールセンターの中に、警報音が鳴り響ひびいた。

　救出艦かん隊たいの到とう着ちやくの知らせで、沸きかえっていたコントロールセンターの中は、冷水をバケツでぶちまけたように静まり返った。




　シーケンパルス基地で、私物の荷物をまとめようとしていたディハルトは、緊きん急きゆう発進を告げるベルの音を聞いて、手に持っていた本の束を床ゆかに叩たたきつけた。

「くそ！　ザナックスのヤツら、最後まであきらめねえつもりかよ！」

　自室から飛び出したディハルトは、迎げい撃げきシャトルのハンガーに向かって走りながら、廊ろう下かに顔を出した新人パイロットたちを怒ど鳴なりつけた。

「何をぼんやり突つっ立っていやがる！　緊急発進だ！　ハンガーに向かって走れ！」

　その新人パイロットは唇くちびるを尖とがらせて、不満そうに言った。

「だって、救きゆう援えん艦隊が来たってさっきニュースで……」

　その言葉が終わらないうちにディハルトは答えた。

「ザナックスはニュースなんて見てねえからよ、こっちの都合なんか知らねえんだ！　まだまだやる気充じゆう分ぶんなんだろうよ！」

　新人パイロットは、ディハルトの剣けん幕まくに、驚おどろいたように首を引っ込めた。

「先に行く！　急いでスーツに着き替がえて乗り込め！」

　そう言い残して、ディハルトは、廊下のつきあたりにある搭とう乗じよう用のリニアシューターに飛び込んだ。

　一人用のリニアカプセルは、ディハルトを吞のみ込んだまま、発射台に立つ迎撃用のシャトルに向かって滑すべる様に動き出した。




　コックピットに飛び込んだディハルトは、メインモニターを立ち上げるのと同時に、通信回線を開いた。

『こちらシーケンパルスグランドコントロール。一番手はやっぱりブルーリーダーか、他ほかの連中はまだ時間がかかりそうだな』

　ディハルトはインカムを装着しながら答えた。

「みんな、救援が来たってニュース聞いて気が抜ぬけちまったみたいだな。新人の野や郎ろう、パイロットスーツまで脱ぬいでいやがった」

『常時待機命令は出たままだったんだが……雰ふん囲い気きに吞まれたようだな、他の分隊員は、今、リニアカプセルに乗りこんだ……二分後にカウントダウンを開始予定。敵の総数は約一万二千……』

　ディハルトは思わず聞き返した。

「なんだって？　数字に間違いは無いのか？」

『間違いであって欲しいと思ってるのはこっちも同じだ。だが、残念な事に間違いじゃない。今までのは小手調べだったんだろう。転移位置が今までよりかなり高軌き道どうだ、そこで集結して、一気に降下するものと思われる。こっちも全力出撃だ。ミサイルを撃うち尽つくしたら、すぐに帰き還かんして、別のシャトルで飛び立て！　あと十時間、なにがなんでも生き抜く！　気合を入れなおせ！』

「ブルーリーダー了りよう解かい」

　ディハルトは短く答えると、いつものように感応端たん末まつをこめかみにサージカルテープで固定し始めた。

　……あと十時間か。

　いつまで続くのかわからない戦いのような気がしていたけど、あと十時間で終わるんだ。

　タイムリミットが見えるだけ、気分は大変でもあり、楽でもあり、というところかな。

　ヘルメットをかぶって、シールレバーを回し、気密を確かく認にんする。

　手て馴なれた一連の作業をこなしながら、感応端末のスイッチを入れる。

　サイコサーバーの中に存在する数多くの意識の集合体から出るもやっとした思考波のノイズが入ってくる感かん触しよくがあって、それからサイコサーバーのリンクが動き出す。

　いくつかの思念が意識の中を通り過ぎて行き、やがて、リンクが完かん了りようしたのだろう、ふっと誰だれかの思念がディハルトの意識の中に入って来た。

『やあ、委員長』

『またあなたとペアになったわね「ワルガキ」くん、今日もよろしく』

『最後の決戦が、あんたとペアで嬉しい』

『私もよ』

　ディハルトの意識の中に委員長が見ているレーダーセンサーの画面の映像が入って来た。

　高高度軌道に、赤い雲のようなものが浮うかんでいた。

『あれか？』

『そうよ、ザナックスの隕いん石せき船せんでできた星雲みたいに見えるでしょう、総数一万二千隻せきよ』

『グランドコントロールが言っていたのはウソじゃなかったんだな……』

『地上にあるすべての迎撃シャトルに出撃命令が下ったわ。全力出撃よ……最後の十時間を守り抜きましょう！』

『ああ、そうだな』

　ディハルトの視界の中にあるタイムカウンターがゼロになるのと同時に、シャトルは轟ごう音おんに包まれた。




　ウエストウィックⅡの首都にある防衛軍の統合指揮室では、ケリング大たい佐さと、ウエストウィックⅡの行政区長であるスカンデリュームの二人が、メインスクリーンに表示されている、迎げい撃げきシャトルの配置状じよう況きようの概がい略りやく図ずを見上げていた。

「よりによって、このタイミングで攻こう撃げきしてくるとはな……それもあれだけの数で」

　スカンデリュームのつぶやきを聞いたケリングは首を振ふった。

「ザナックスの本格的な侵しん攻こうが始まるのと、救出艦かん隊たいが来るタイミングが合ったというだけのことだと思います……もう少し早く……十時間早く艦隊に来てもらえれば、楽だったのです。言っても詮せん無いことですが……」

　モニターを見ていたスカンデリュームが、ぽつり、と聞いた。

「迎撃シャトルの予備は？」

「ありません」

　ケリングの、実にあっさりとした答えを聞いたスカンデリュームは思わず振り返った。

「一機も？」

「ええ、一機もです。全力出撃を命じました。今、地上には、機体を操縦できる人間は一人もいません。予備も休きゆう憩けい中も練習生も、シャトルを飛ばすことのできる人間は全員が飛んでいます」

「……そうか」

　スカンデリュームは小さくうなずくと、モニターに向き直った。

「……本当の、文字通り最後の決戦を戦っているのだな……我々は」




　惑わく星せいウエストウィックⅡの衛星軌道は、閃せん光こうと、破は片へんと、シャトルと、そしてザナックスの隕石船で充じゆう満まんしていた。

　惑星の引力に引かれ、大気圏けん内に落下してそこで燃もえ尽きる無数の、破片は、ザナックスでありそしてシャトルであり、そしてシャトルに乗っていたパイロットでもあった。

　惑星ウエストウィックⅡの首都、アデンの郊こう外がいにある新興住宅地は、最後の日の朝を迎むかえようとしていた。

　住宅地の中心部にある集会場には、避ひ難なん民みんたちを救出艦隊の揚よう陸りく艇ていが降下するポイントまで運ぶための大型の人員輸送用の車両が何台も並び、その地区の住民たちを飲み込んでいた。

　車両に乗り込む順番を待つ避難民の行列の中にいた小学生の少年が朝の白っぽい青空を見上げてつぶやくように言った。

「すげえ……昼間に流れ星が落ちるなんて、オレ、知らなかった……」

　少年が見上げた朝の青空には、誰かが引っかいたような白い線がいくつも浮かび上がっては消え、浮かび上がっては消えていた。

　時おり大きな白く輝かがやく塊かたまりが燃焼ガスを引きながら天空を行き過ぎていく。

　少年は横にいる母親に聞いた。

「ねえ、母さん……宇宙船に乗ったらフィルマ姉ちゃんに会えるかな？」

　母親は首を振った。

「軍人は軍の方で脱だつ出しゆつするそうだから、同じ船に乗るとは限らないよ。でも、誰がどの船に乗っているかってことは、わかるみたいだから、帝てい国こくの星についたら会えると思うよ……」

「うん……」

　やがて、行列は進み、そして地上車に乗り込む寸前に、もう一度少年は空を見上げた。

　三角の翼つばさを持った白い塊がオレンジ色の尾おを引いて頭上を通り過ぎて行った。




　ディハルトは二機目のシャトルに乗っていた。

　ザナックスの転移が始まってから八時間が経過していたが、いまだに衛星軌き道どうでの戦せん闘とうは続いていた。

　絶対数の違ちがいは、いかにシャトルパイロットたちの努力をもってしても、埋うめることはできず、防衛網もうを突とつ破ぱした隕いん石せき船せんがいくつも地表に落下し、そしてその場所を死の荒こう野やに変えていた。

　防衛軍は、人類の最後の砦とりでである北半球と南半球の都市部を含ふくむ居住区域への隕石船の落下をギリギリのところで食い止めていた。

『命中！　これでミサイルは全弾撃うちつくした！　敵の残量は？』

『高高度軌道上にまだ五千隻せき近い隕石船が待機しているわ』

『くそ……また降りて次のシャトルに乗り換かえるしかねえか』

　シャトルの機首を返して降下しようとしたとき、ディハルトは高高度衛星軌道で何かが大量に爆ばく発はつする瞬またたくような光がきらめくのを見た。

『なんだ？』

　ディハルトの疑問に、フィルマは一いつ瞬しゆん戸と惑まどったような思念を返したが、その思念はすぐに歓かん喜きの色に変わった。

『統合軍よ！　統合軍の介かい入にゆうよ！　前衛艦隊がザナックスの隕石船を攻撃しているんだ！』

　高軌道の、そのさらなる高みから、いくつものビームが飛んでくるのが見えた。

『やっと来てくれたか……』

　ディハルトが、ほっと気を抜ぬいたとき、パニックにも似た思念が飛び込んできた。

『え？　撃ち漏もらし？　なんで今いま頃ごろ……』

『どうした！』

『いきなり表示に現れたの！　隕石船が一隻低軌道に降りてる！……予想降下位置は……アデン上空！』

『低高度担当の機体は他ほかにいないのか！　こいつは残ざん弾だんゼロだ、迎げい撃げきはできない！』

『いないわ！　バックアップの機体はずっと離はなれたところを飛んでいるみたい……』

『新人だったからな』

　ディハルトは短く思念を返すと、意識の中に投とう影えいされた座標への未来針路に向けて即座にシャトルの方向を変えた。

　それは、首都アデンに向けて降下を続ける隕石船との交差軌道だった。

　ディハルトの意識の中に浮うかんだ思念に気付いたフィルマが喘あえぐような思念を送ってきた。

『まさか……体当たりするつもりなの？』

『それ以外にあの隕石船の針路を変える方法は無い。あのまま落とせば、俺たちが何のために今までがんばってきたのか、その意味がなくなっちまうんだ！』

『でも……当たり所が悪かったら……』

『違うな、委員長。そういうのは当たり所が良かったって、言うんだ。当たり所が悪いというのは、当たっても方向が変わらないときに使う言葉だぜ』

『でも……』

　今にも泣きそうなフィルマの思念に向かってディハルトは、にやっと笑うような思念を送り返した。

『死ぬと決まったわけじゃねえよ、ちゃんと脱出できるかもしれねえだろ？　だから、泣くより前にしっかり計算してくれ！　俺の体当たりが無む駄だにならないように！』

『う、うん、わかった！』

　意識の中に打ち込まれる位置座標のデータに合わせてディハルトは針路を微び調ちよう整せいすると、そのままシャトルを加速させた。

　ザナックスの隕石船が見る見るうちに迫せまってきた。

　クルミの実を細長く引き伸のばしたような形の隕石船の表面には、クルミの実と同じような細長い溝みぞがいくつも通っているのがわかる。

　低高度軌道に降りて、大気が濃こくなってきたのだろう、隕石船の表面が大気との摩ま擦さつ熱ねつで赤くなりはじめている。

　ディハルトは、右の主しゆ翼よくを隕石船の左後方に当てて、降下角度を変えることに決めた。

　その方向に落とせばその先は海洋だった。

『行くぜ！』

　ディハルトは、短く思念を送ると、そのまま操そう縦じゆう桿かんを右に倒たおした。

　そのとき、ディハルトは、委員長の息いき遣づかいを右耳の後ろに聞いた。

　背中に彼女がいた。

　ぴったりと身体からだを寄せて、右の肩かた越ごしに彼女が自分と同じように前を見つめているのがわかった。

『回線を切らないのか？　一いつ緒しよに見ている必要は無いんだぜ』

『一緒に行く……一緒に見てる……』

『怖こわくないか？』

　無言で首を振ふるような思念が戻もどってきた。

『……上等だ』

　シャトルは真まっ直すぐ隕石船の右側に向かって突つっ込んで行った。




　シャトルのコックピットの中は無音だった。

　ディハルトの視界に映るものは、真っ赤に表示された自己診しん断だんプログラムの解答画面だった。

　……ラダー損傷、動作不能。

　……後部推進機損傷ノズルコントロール不能。

　……右主翼損傷大、降下不能。

　そして……緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ装置ロケットモーター損傷、作動不能。




　……そういうことか。

　つまり、俺はもう、助からないってことなんだ。

　悔くやしさと、怒いかりと、悲しさと、それらが全部入り混じったわけのわからない感情が胸の中から湧わいてきて、ディハルトは思わず目の前にあるコンソールを拳こぶしで殴なぐりつけた。

　……くそ！　くそ！

　ここまでかよ！　俺は、こんなところで終わっちまうのか！

　たった一人で、誰だれにも知られることなく、衛星軌き道どうから堕おちて燃えていく……そんな死に方で俺の存在が消えるのか！

　気が付くと、ディハルトの顔の前に、銀色の粒つぶが浮いていた。

　それは、涙なみだだった。

　……泣いていたのか？　俺。

　泣くものか、たとえどんなときでも、不敵にせせら笑ってやろうと心に決めていたのに……。

　結局。俺も泣き虫の弱い人間に過ぎなかったってことか。

　カッコつけて、いきがって……でも、結局最後には無様に泣いて死んでいくんだ。

　そのとき、ふっと委員長の思念が入って来た。

『そんなことないよ……それは無様なことでもなんでもないよ、それが当たり前だよ！』

　ディハルトは、そのとき、自分の意識をずっと委員長が離はなれたところから見ていたことを知った。

　それは、視線のような思念だった。

　やんちゃな弟を見つめる姉のような、そして恋こい人びとのような思念だった。

『……恥はずかしいところを見せちまったな』

『恥ずかしいことなんかない、そんなことないよ』

『あと、どれくらいで接続が切られてしまうんだ？』

　フィルマは息を吞のんだ。

　接続が切られる……それは、シャトルが墜つい落らくし、ディハルトが死ぬ、その寸前に回路が切断されることを意味していた。

　ディハルトは、自分が、あとどれくらい生きられるか、それを聞いたのだ。

　フィルマは、目の前にある機動計算プログラムに表示されている数字を見た。

『約一分よ……』

『ちゃんと計算してるんだね、ありがとう委員長……俺が見ている光景があんたにも見えるかい？』

　シャトルのコックピットの窓から、ウエストウィックⅡの地表が見えた。

　白い小さな雲がいくつも浮うかぶ大気の下に、青い大洋とそしてところどころが茶色く変色した大陸が見えた。

『ええ、見えるわ』

『あのティウォーター湾わんの横にある首都のアデンが俺の生まれ故郷なんだぜ』

　フィルマの意識の中に、ブロック回路の隙すき間まからぼんやりと、ディハルトの意識が伝わってきた。

　それは、ティウォーター湾に沈しずむ、夕日の光景の記き憶おくだった。

『見たことあるわ……私も』

『へえ、観光か何かで来たことあったのか？』

『私も住んでたの……』

　フィルマは、思念のブロック回路が作動していることを忘れて、自分の記憶をたどった。

　幼い頃ころの記憶……。

　ディハルトと過ごした小学校時代の様々な行事の記録。

　運動会の光景。クラス対たい抗こうリレーで負けて、校庭の隅すみで一人たたずむディハルトの今にも泣きそうな顔。

　遠足の登山の記憶。ばてた女子のリュックを四つまとめて持って黙もく々もくと歩くディハルトの横顔。

　その記憶はディハルトに伝わらないことをフィルマは知っていた。

　……でも。

　伝えたかった。

　ディハルトの目の前に漂ただよう銀色の球体。

　フィルマとディハルトの二人の意識が見つめる前で。

　その球体はゆっくりと下降を始めた。

　それは、シャトルが惑わく星せいの引力に引かれ、落下し始めたことを意味していた。

　ディハルトの思念が静かに告げた。

『さよならだな』

『そんなことない！　最後の最後までやってみなきゃ！　手動でラダーは動かないの？　バーニアは？　脱だつ出しゆつカプセルは絶対に動かないの？』

『やってみたさ、だめだ、ラダーはコンクリートで固めたみたいに動かない……俺に鳥や虫みたいに翼つばさがあれば、薄うすい大気の上を飛び続けることができるのかもしれないけどな……』

　ディハルトの思念の中に、青空に向かって飛び立つ青い蝶ちようのイメージがあった。

　そのイメージを見たとき、フィルマは確信した。

　コントロールセンターのブースの中で、フィルマは思わず声に出して叫さけんでいた。

『ディハルト！　私よ！　フィルマよ！』

　でも、その言葉とその思念は相手に伝わらなかった。

　フィルマは泣いた。

　そして心の底からブロック回路を憎にくんだ。

『泣くなよ、なんか俺がいじめたみたいじゃないか。俺さ、昔、好きな子がいたんだぜ。

　なんか委員長に似てるんだよなあその子。

　頭が良くて俺みたいな悪ガキとは不ふ釣つり合いな子でさ……メガネかけた……本当のクラス委員だったんだ。名前はフィルマって言うんだ……フィルマ・クランシー。

　俺はガキだったからさ……まあ、今でもガキだけどよ。結局その子に何も言えなかったんだよなあ。

　今、こんな状態になって初めてわかるよ。あのとき、好きだ、って言っておけばよかったって……なあ、委員長、あんたは彼氏とかいるの？』

　フィルマは顔を上げた。

　私の姿をディハルトに見せたい！

　私のことを教えたい！

　……私が、その、委員長なのだと、私が、そのフィルマなのだと、そして、私もあなたが好きだったのだと！

　そして、フィルマは愕がく然ぜんとした。

　……私、鏡を持っていない。

　私は、私のような女の子の顔を見たがる人なんていないと自分に言い聞かせてきた。

　だから……私は鏡を持っていない！

　自分の馬ば鹿かさかげんにフィルマは吐はき気を覚えた。

　フィルマは、ポケットからハンカチを取り出して、目の前にあるレーダーモニターの画面を拭ふき始めた。

　……もしかしたら、この画面を磨みがけば、私の顔が映るかもしれない。

　非反射コーティングを施ほどこして、オペレーターの顔が映らないようにしてある、と聞いていたけど、思い切りこすれば、そのコーティングがはがれるかもしれない。

　フィルマは、半泣きになりながら必死にモニターの画面をこすり続けた。

　そのとき、フィルマのコンソールの上の段を何かが滑すべってきた。

　それは、小さな手鏡だった。

　フィルマは、はっと顔を上げて、その手鏡が滑ってきた方角を見た。

　手鏡の来た方向にいるオペレーターは、誰だれもフィルマと目を合わせようとはしなかった。

　……ありがとう。

　フィルマは涙なみだを拭ぬぐうと、その手鏡をにぎりしめ、レーダースクリーンを見つめた。

　損傷したシャトルが、大気圏けんの中に飛び込むまで、あと十五秒ほどだった。

『わたしの見ている画面が見える？』

『ああ、対地レーダーに、落下していく隕いん石せき船せんの光点が映ってるな……』

『そう……見えるんだ……良かった』

　フィルマは、小さく息を吸うと、そっと手鏡をのぞき込んだ。

　その瞬しゆん間かん。

　その顔が誰なのか、ディハルトは一瞬にして認にん識しきした。

『フィルマ！』

　そして次の瞬間。

　斧おので断たち切るように思念が途と切ぎれた。

　ブロック回路の仕し業わざではなかった。それは、ディハルトの手によって、感応端たん末まつが切断されたことを意味していた。

　フィルマは、たった一人で手鏡を見つめていた。

　もう、限界だった。もう、どうでも良かった。

　惑星を救うという任務も、オペレーターとしての仕事も、班長としての責任も、もう、どうでもよかった。

　感応端末のヘッドセットをかなぐり捨てて、コントロールブースを立ったフィルマは、他ほかのオペレーターたちの視線を背中に浴びながら出口へと走った。

　出口の前に立ったフィルマは首から提さげているセキュリティカードをドアロックのスリットに差し込んだ。

　セキュリティが反応するまでのわずかな時間でさえ、フィルマにはもどかしかった。

　ロックが外れるのと同時にドアを押しあけ、フィルマは走った。

　……屋上へ。

　屋上に行けば、あの人の姿を見ることができる。

　薄うす暗ぐらい階段を駆かけ上り、屋上への扉とびらを開ける。

　昼の日の光の乱らん舞ぶする中で、フィルマは一瞬めまいを感じたが、奥歯をかみ締しめてそれをこらえ、空を見上げた。

　その日。

　サタニシティの上空は晴天だった。

　抜ぬけるような青空の下もと、コントロールセンターの屋上に立ったフィルマの後ろから初夏の風が吹ふき抜けていった。

　フィルマは両手を握にぎり締め、まばたきもせずに青空の一角を見つめていた。

　やがて、その方向から光が近づいてきた。

　その光は蒼そう空くうを切り裂さく一筋の光となってフィルマの頭上を通り過ぎていった。

　フィルマの脳のう裏りに、回路が断ち切られる寸前。ディハルトの残した最後の思念がいつまでも残っていた。

『フィルマ、ありがとう……俺は一人ぼっちじゃなかった。何か願い事があるなら、俺がかなえてやる。俺が流れ星になるから……一秒でも長く光って、光り続けてやるから。その間に願い事を言うんだ……いいな……』

　フィルマは願った。

　指を組んだこぶしが白くなるほど握り締めてフィルマは願った。

『生きて！　生きて帰って！　お願い！』




　一筋の真昼の流星が通り過ぎて行った、その向こうの青空の一角に、いくつもの巨きよ大だいな黒い物体が姿を現しはじめていた。

　空気の厚さを意味する白い霞かすみをまとい、その巨大な物体は、ゆっくりと降下しはじめた。

　それは、人類統合軍救出艦かん隊たいの大気圏降下揚よう陸りく艇ていの姿だった。




　こうして惑わく星せいウエストウィックⅡの救出作戦は完かん了りようした。

　人類統合軍側はこの作戦で一万隻せきを超こえる損害を出した。しかし、この作戦により、惑星ウエストウィックⅡの全住民十億人は無事救出された。

　流星に願い事を託たくすという慣習は人類の間に広く伝えられた慣習である。

　流星がきらめき、そして消えていく、その、わずかな間に願い事を言えば、それはかなうのだと人々は言い伝えた。

　しかし、惑星ウエストウィックⅡの人々は、この後、決して流星に願いを託さなかった。

　なぜなら。

　惑星ウエストウィックⅡに落ちた流星のきらめきは。

　落ちて、二度と帰らぬ若者の生命の輝かがやきそのものだったからである。
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　第八章　宣言







　モニタースクリーンにマイドが映っていた。

　人類統合軍総司令長官の制服を着たマイドは、モニタースクリーンの中から、この宇宙に生きるすべての人間に向かって呼びかけようとしていた。

　カメラが切り替かわり、マイドの全身からバストアップに画面が切り替わったのと同時に、マイドはゆっくりと、そして力強い口調で話し始めた。

「ローデス星域からの脱だつ出しゆつ作戦は、すべて無事に終わりました。我が統合軍は、この作戦によって、二千七百億人以上の同どう胞ほうを脱出することに成功し、さらに孤こ立りつ惑わく星せいに対しても救出艦隊を差し向け、七十二億人を救出しました。

　この作戦の完了をもって、ローデス領内にもはや人類の居住する惑星は存在しなくなった、ということです。

　帝てい国こくの中では、ローデスの戦いは終わった、これからは帝国の戦いとなるだろう、と言う人もいます。しかし、その言葉は間ま違ちがっています。これから始まる戦いは、帝国の戦いではなく、人類の戦いなのです」

　マイドは両手を静かに広げてうなずいた。

「そう、これは人類の戦いなのです。今まで人類が経験していたどの戦争とも違う、本当の生存をかけた戦いなのです！　取引も、条約、降こう伏ふくも、捕ほ虜りよも存在しない本当の戦争なのです！　この戦いに勝って手に入れることのできるものは利権でも領土でもありません、生命です。生命と言う名前の可能性だけなのです！

　この戦いは総力戦です。

　今まで何度もお題目やスローガンのように唱えられ続けてきた総力戦という名前の煽あおり文句が意味するものではありません。私が提出したインペリアル・レポートに書いてあったとおり、人類の総力をつぎ込んでも、ザナックスとの戦いは絶対に有利には展開しないでしょう。しかし、だからといって、我々は座して滅めつ亡ぼうを待つことはできません。

　それは、人類の歴史に対する冒ぼう瀆とく以外のなにものでもありません！

　過去に生きてきた人類の歴史、知ち恵え、技術、芸術、文化それら一いつ切さいのものに対する裏切りです！

　　そしてマイドは両手を大きく広げると、表情を引き締しめて口調を変えた。

「私は人類の歴史に残る最低最悪の独裁者になることをここに宣言する！

　今、この瞬しゆん間かんから、人類の目的は、生存、その一つに結集した。

　私は人類の名において個人の財産権、人権、それら一切のものに対し、制限を加えることを宣言する。

　これに対する一切の妨ぼう害がい、及および異議は認めない！

　この戦いはすべてのものを投じなければならない！

　今、この瞬間から、動くものはすべて船であり、撃うてるものはすべて砲ほうであり、生きるものはすべてが戦士である！

　我々は生きねばならない！

　生きて未来につながる命を残さねばならない！

　それが人として生まれてきた義務である！

　繰くり返して言おう。

　我々は生きねばならない！

　生きて未来につながる命を残さねばならない！

　それが人類としての義務である！」




　マイドの演説は、すべてのチャンネルに流れていた。

　帝国の中に暮らすありとあらゆる人々がマイドの演説を聞いていた。

　あるものは目に恐きよう怖ふの色を浮うかべ、あるものは目に怒いかりを浮かべ、そしてまたあるものは目に嘲ちよう笑しようの色を浮かべ、モニターに映るマイドを見返した。

　しかし、最も多かったのは、信しん頼らいと、そして不安の入り混じった期待を込こめた視線だった。それはマイドに対する信任の儀ぎ式しきに似ていた。




　世の人々が、この若き指導者を複雑な思いで見つめていたその頃ころ。

　人類統合軍のすべての基地から、百万を超こえる無人探査船と、そして一万二千隻せきの有人探査船がローデス外がい縁えん部に向かって発進し始めていた。

　この、おびただしい量の探査船の群れがザナックスの巣に関する情報をもたらすかどうか、それはわからなかった。しかし、人類統合軍はそれに賭かけていた。

　言い換かえるならば、それは、人類としての、最後の賭けだった。







　あとがき







　どうも、鷹見一幸です。前回の「でたまか　天てん壌じよう無む窮きゆう篇」から四ヶ月。やっと「でたまか」シリーズの十四冊目「群ぐん青じよう黎れい明めい篇」をお届けできました。

　当初の予定では今回が最終巻となるはずでしたが、もう一冊だけ続きます。この次が本当の最終決戦を描えがく「でたまか」最終巻となります。

　さて、お読みになった方はもうおわかりと思いますが、今回のお話には、マイドたち「でたまか」レギュラーメンバーではないキャラクターが登場し、レギュラーメンバーは脇わきに回っております。

　物語のクライマックス寸前で、主人公以外の登場人物にページを割さくなどということは、普ふ通つうの小説では、まずやらないのではないかと思います。

　なぜ、私がこんな書き方をしたのか、それは一言で言ってしまえば「世界が書きたかったから」なのです。

　主人公が悪の化け身しんと戦い、そして「世界が救われる」物語や、主人公が「世界の命運を握にぎる存在になる」物語。

　そういった物語は、たくさんあります。というより、それが普通の物語です。

　私は、そういう物語が好きで、今までにそういった物語を山ほど読んできました。

　でも、ある日、私の中に疑問が芽生えたのです。

　主人公が、悪の化身と戦って救った「世界」

　主人公が、命運を握った「世界」

　……その「世界」ってどんな「世界」なんだろう？　という疑問でした。

　主人公と、その仲間、そして敵。というメインの存在と、その行動は描かれていても、彼らが救ったとされる「世界」や、彼らが命運を握っている「世界」がどんなものなのか。それを描いた物語はほとんどありませんでした。

　考えてみれば、これは当然のことです。

　物語というのは主人公の行動を描けばそれで成立してしまうのです。

　でも、私は「世界を救う主人公」を描くときに、その主人公によって「救われる世界」も同じように描きたいと思いました。

　前作「天てん壌じよう無む窮きゆう篇」のあとがきで書いたように、私は、物語の中の世界とはいえ、そこには主人公だけが生きているのではないと考えています。

　物語に登場しないだけで、そこには主人公たちと同じように、怒おこったり笑ったり、泣いたり争ったり愛し合ったりする、日々の生活を送る、何億何百億という人間が生きているはずだと考えています。

　いわば、この本は、その物語の世界の中に入り込み、その世界で生きている人々の姿を映すカメラのようなものなのかもしれません。

　確かに、主人公の行動を追うカメラには主人公しか映っていません。では、映っていないということは存在しないことなのでしょうか？　いいえ、そうではありません。主人公を映すカメラの中には、映っていないだけで、ちゃんとその世界の住民が存在しています。

　主人公と同じように、悩なやみ、考え、ときには怒り、行動を起こすはずです。彼らと主人公の違ちがいは、たまたまカメラが映さなかった、というそれだけの違いでしかありません。

　カメラが映さなかったケルプとコットンのやりとりや、マリリンとトーダ叔父おじさんのやりとりが、存在していたはずです。

　この本の物語世界には、そういったカメラが映さなかったいくつもの「でたまか」が存在しているのです。

　私は、すべてのキャラクターには名前があると思っています。たとえ一いつ瞬しゆんカメラの前を横切っただけの登場人物にも名前があり、そして人生があるのだと考えています。

　私の考えている「世界」とは、そういう世界です。




　世界を描くなどという大それたことが私にできたのかどうか、それはわかりません。しかし、残り一冊、最後までお付き合い願えれば……と思います。


（世界の中にいる）鷹見　一幸


















　　カバー・口絵・本文イラスト：Chiyoko

　　カバー・口絵・本文デザイン：中デザイン事務所










アウトニア王おう国こく人じん類るい戦せん記き録ろく４




でたまか




群ぐん青じよう黎れい明めい篇へん








鷹たか見み一かず幸ゆき
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